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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多 く残 されてい

ます。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であ り、本県の歴史や文化、伝統を正 しく理解

するのに欠 くことのできない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であ り、将

来にわたって大切に保存 し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づ くりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、

環境 との調和はもちろんのこと、地中に埋 もれ、その土地とともにある埋蔵文化野保護との調和 も求

められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまい

りました。

本報告書は、農用地総合整備事業下閉伊北区域農業用道路普代工区に関連して平成19年度に発掘調

査された割沢遺跡の調査成果をまとめたものです。今回の調査では江戸時代後期に操業された害J沢鉄

山の鍛冶場の一部であることが明らかとなり、炉の構造や配置など近世の製鉄に関する生産遺跡を考

える上で貴重な資料になることと思われます。

本書が広 く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学

術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解 とご協力をいただきました独立

行政法人森林総合研究所森林農地整備センター東北北海道整備局下閉伊北建設事業所、普代村教育委

員会をはじめとする関係各位に対 し、深 く感謝の意を表 します。

平成21年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 武 田 牧 雄



口夕J

1 本報告書は、岩手県下閉伊郡普代村第30地割147-3に所在する割沢遺跡において、平成19年 度

に実施 した発掘調査の結果を収録 したものである。

2 本遣跡の発掘調査は、「農用地総合整備事業下閉伊北区域農業用道路普代工区」に伴う緊急事前

調査である。調査は岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課の調整を経て、独立行政法人森林総合

研究所森林農地整備センター東北北海道整備局下閉伊北建設事業所の委託を受けた(財 )岩手県文化

振興事業国埋蔵文化財センターが実施 した。

3 岩手県遺跡情報検索システムに記載される遺跡呑号はK G01-2113、 遺跡略号はWS-07である。

4 発掘調査期間は平成19年 5月 16日 ～ 8月 10日 、発掘調査面積は3,170∬ 、野外調査担当者は北村

忠昭 。米田 寛・高橋聡子、室内整理期間は平成19年 11月 1日 ～平成20年 3月 31日 、室内整理担当

者は北村忠昭 。米田 寛・小林弘卓・横山寛剛である。

5 本書の執筆は、第 I章を独立行政法人森林総合研究所森林農地整備センター東北北海道整備局下

閉伊北建設事業所、第Ⅳ章第 3節第14項 。第V章鉄淳を米田 寛、第Ⅳ章第 3節第 6項 を小林弘卓、

第Ⅱ章・第Ⅳ章第 1節第 4項 2号炭窯 。第 8項・第 3節第 8～ 10,15項 。第V章排津場を高橋聡子、

それ以外を北村忠昭が担望し、編集は北村が行った。北村以外の担当分については、文末に文責を

示 した。

6 遺構写真は北村・高橋が、遺物写真は岩間和幸・藤田祐が撮影 した。

7 本書で用いる方位は世界測地系による座標北を示す。レベル高は海抜である。

8 各種委託業務は以下の機関に委託 した (敬称略)。 なお、放射性炭素年代測定結果・火山灰同定・

鉄淳の分析結果の報告は附編に収録 している。

石質鑑定 :花聞岩研究会、金属製品の保存処理 :岩手県立博物館、放射性炭素年代測定 :株式

会社 加速器分析研究所、火山灰同定 :伽火山灰考古学研究所、鉄淳の分析 :」 FEテ クノリ

サーチ株式会社、基準点測量 :有限会社 協栄測量、航空写真 :東邦航空株式会社

9 野外調査、室内整理にあたり独立行政法人森林総合研究所森林農地整備センター東北北海道整備

局下閉伊北建設事業所、普代村教育委員会、近隣住民の方々の御理解と御協力をいただいた。

10 発掘調査や整理・報告書の作成は以下の方々に御教示・御協力を頂いた。 ll頁不同、敬称略)

赤沼英男 (岩手県立博物館 )、 穴澤義功 (たたら研究会委員 )、 大橋康二・鈴田由紀夫 (佐賀県立九

州陶磁文化館 )、 金子小夜 (普代村教育委員会)、 菊地正則、佐藤祐子・水久保克英 (南相馬市博物

館 )、 三瓶秀文 (富 岡町教育委員会)、 綱取光男 (虎 山工房)、 中野雄二 (波佐見町教育委員会)、 野

上建紀・村上伸之 (有田町歴史民俗資料館 )、 能登谷宣康・吉田秀享 (財団法人福島県文化振興事

業団福島県文化財センター白河館まほろん)、 普代村教育委員会、山田廣

11 本報告書では、国土地理院発行 1:50,000地形図「土淵」。「,H井」。「宮古」。「大川」。「田老」・「F]」 ・

「岩泉」。「葛巻」・「陸中関」。「陸中野田」。「一戸」。「陸中大野」。「久慈」。「三戸」。「階上岳」、 1:
25,000地形図「沼袋Jを使用 した。

12 土層注記及び出土土器の色調の記載は、農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人日本色彩

研究所 色票監4笏 『新版 標準土色帖』2002年度版に準拠 した。

13 本遺跡の出土遺物、記録類は岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管 している。

14 本報告書発行以前に平成19年度発掘調査報告書 。現地説明会資料等で調査成果を公表 したが、本

報告書を正とする。
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I 調査に至る経過

割沢遺跡は、「農用地総合整備事業 下閉伊北区域 農業用道路普代工区」の道路新設工事に伴い、

その事業区内に存在することから発掘調査を実施することとなったものである。

農用地総合整備事業下閉伊北区域は、岩手県の北東部太平洋沿岸に位置する下閉伊郡岩泉町、田野

畑村及び普代村を対象として、地域特性である夏期冷涼な気候を活用し、需要動向に即した野菜等の

生産性の高い農業及び畜産農家と連携して堆肥を活用した有機農業の展開を図るため、既耕地の区画

整理等、並びに附帯する用排水改良等の土地基盤整備に合わせて、農畜産物流通の迅速化を目指し農

業用道路を一体的に整備し、本区域の農業の活性化に資することを目的に現在事業を進めている。

農業用道路普代工区の埋蔵文化財包蔵地の取扱いについては、平成18年 6月 12日 付「18緑機関事第

60号」により森林総合研究所森林農地整備センター東北北海道整備局下閉伊北建設事業所長から岩手

県教育委員会生涯学習文化課総括課長に試掘調査についての依頼を行い、岩手県教育委員会による試

掘調査が平成18年 7月 13日・14日・26日 に実施された。その結果、平成18年 8月 2日 付「教生第668号」

により割沢遺跡の発掘調査が必要となったことから岩手県教育委員会と森林総合研究所森林農地整備

センターが協議を行い、財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターとの間で委託契約を締結

し、発掘調査を実施することとなった。

(独立行政法人森林総合研究所森林農地整備センター東北北海道整備局下閉伊北建設事業所)
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第 1図 遺跡位置図
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遺跡の立地・環境

1地 理 的 環 境

(1)遺跡の位置 と立地 (第 1図 )

割沢遺跡の所在する下閉伊郡普代村は、岩手県の沿岸北部に位置 し、東経141度47分49秒～ 141度

57分28秒、北緯39度57分 8秒～ 40度 3分10秒の地域に所在する。明治 9年 に堀内・普代・黒崎の 3

村合併により誕生 した普代村は、北は九戸郡野田村、西は下閉伊郡岩泉町、南は下閉伊郡田野畑村 と

接 してお り、面積69.69kだ 、人口3,247人 (平成19年 3月 現在)を数える。村の中央を国道45号、西側

を三陸鉄道北 リアス線が縦断しているが、村唯―の主要幹線道路である国道45号 は急カーブ・急勾配

等の問題を抱えてお り、現在建設中の三陸北縦貫道路普代バイパスの完成によりこれら諸問題の改善、

地域間交流の促進等が期待されている。太平洋と接する東側はリアス式海岸 となってお り、特に黒埼

沖は資源の豊富な漁場として知られる。村の産業の大部分は漁業・水産養殖業で占められ、春の養殖

ワカメ、コンブ漁、夏のウエ漁、秋の定置網による秋サケ漁など栽培漁業の定着により飛躍的にその

生産量は増加 している。また、1え益性の高い農業の確立を目指 して農地整備 も進められてお り、ヤマ

セに強い野菜の導入が図られている。

本遺跡は普代村役場の南南西約 5 kmに位置 し、北上山地から流れる普代川の支流で通称「割沢川」

と呼ばれる沢沿いの山間地に立地 している。遺跡の現況は畑地および山林で、標高は238～ 255m前

後である。遺跡一帯は江戸時代後期に盛岡南部藩により操業された割沢鉄山として知 られ、今次調査

区内の東側沢沿い平坦面には鉄津をはじめとした遺物が表面観察されていた。 (高橋 )

0       (1:2500)    100m
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第 2図 調査区と周辺の地形
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1 地理的環境

(2)遺跡周辺の地形 と地質 (第 2・ 3図 )

遺跡の東約2 2kmを 流れる普代川は、野辺山、明神山付近その源を発し、途中で茂市川などを併合

しながら全長約23kmの規模を持って太平洋へと注ぐ二級河川である。普代川流域は小起伏山地や丘陵

を刻んでいるが、こうして形成された谷は比較的深いため谷底平野などの発達は悪く、耕地としての

利用には道さない。普代川支流の上流部では滑らかなカーブの谷底が形成され、堆積物の比較的薄い

谷底平野となっているが、遺跡一帝もこの谷底平野に立地している。大峰山、七ッ森、周辺には海成

段丘を起因とした丘陵地が連なっており、東部の海岸段丘面が波浪状に浸食された面、開析された段

丘の残存した尾根も丘陵地に分類されている。海岸部分には黒崎や北山崎に代表される隆起海岸特有

の海食崖が連なるため、付近の低地地形は磯が大部分を占めており、浜は川の河回付近に僅かに見ら

れる程度である。

下閉伊地域には続石山、高森、袋森といった花筒岩山地が分布しており、露岩がいたる所に点在し

て風化し、マサ化されて緩斜面を形成する状況が遺跡周辺でも確認される。遺跡一帯は主に花闘岩質

岩石が分布しており、花筒岩が長時間をかけ風化した土砂に含有される砂鉄 (磁鉄鉱・含チタン磁鉄

鉱)を用いてたたら製鉄を行った割沢鉄山周辺には、カナホッパと呼ばれる砂鉄の採掘坑が点在して

いる。また、安家方面や北山崎方面では古生代の地層や古第三紀の地層の分布が確認されている。

以上のことから、山間の谷底平野に立地する割沢鉄山では、木炭や砂鉄、切流し作業に必要な水の

確保など、たたら製鉄に必要不可欠な要素を全て満たした環境にあったことが推沢1さ れる。 (高橋)

(3)基 本 層 序

発掘調査を行った区域は近世の遺構が密集する東側調査区と遺構 。遺物が全く確認できなかった西

側調査区に大きく分かれ、堆積層の様相も大きく異なっている。そのため、西側調査区ではT6南端

の北壁 (第 4図①)を西狽1調査区の基本層序とし、東側調査区では7Vグ リッドの南側調査区境 (第

4図②)と 6Nグ リッドの南側調査区境 (第 4図③)を東側調査区の基本層序とした。西狽1調査区と

東側調査区に分けて記述する。 (】ヒ本寸)

<西側調査区>西側調査区は調査区南側から続 く山の裾部分にあたり、西・北向きの緩斜面となって

いる。試掘の段階で遺構・遺物とも確認できず、 トレンチのみで終了した区域である。木材切 り出し

道路を挟んで南側に トレンチ 1～ 3を 、北・西側に トレンチ 4～ 16を 設定 し、基本層序は堆積の良

好な トレンチ 6で記録を行った。各層は以下の通 りである。

I層 東側調査区の Ia層 と同一層で、現在の表土層である。黒褐色を呈する。緩斜面上方の トレン

チ 1～ 3、 11、 15で は10cm程度の堆積だが、 トレンチ 8～ 10で は南側に緩斜面上方から流れた表土

が約30～ 40cm堆積 しており、北側の沢へ向かいその堆積は約10cmと 薄 くなる。

I層 黒色土 と黒褐色土の混合層である。 トレンチ 4～ 7で確認された。層厚は10～ 15cmである。

遺構や遺物等は確認されておらず、本層の下に沢の流水により運ばれたと考えられる50～ 80cm大 の

礫が確認される。

Ⅲ層 中lTR火 山灰が確認される層で、 トレンチ 6の東側のみで確認されている。いずれの層からも遺

構や遺物は確認されていない。以下 4層 に分層される。

Ⅲ a層 下位にブロック状のⅥ層を含む、層厚 5～ 20cmの暗褐色上でしまりがやや無い。

Ⅲb層 中ITR火 山灰に暗褐色上が150/O混入 してお り、Ⅲ c、 Ⅲ d層 に比べ しまりやや無い。

-4-
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1 地理的環境

Ⅲ c層 横位のラミナが確認されてお り、水成堆積 した中扱火山灰 と考えられる。 5～ 20cmの層

厚である。

Ⅲ d層 明責褐色を呈する。ラミナは確認されず、しまりが強い。層厚は10cm程度である。

これら中lTR火 山灰が他の トレンチで確認されないこと、水成堆積の状況が見られることから、この箇

所に溝等の遺構の存在を想定 したが、大型木材運搬車の通る切 り出し道路に近接 してお り、道路の法

面崩落防止など安全管理上から確認作業はできなかった。

Ⅳ層 褐色土に黒色ブロックが混入 してお り、沢側で堆積が確認できる。層厚は15～ 30cmで ある。

遺構や遺物は確認されていない。

V層 黒色の旧表土層で、しまりがやや無い。層厚は10～ 20cmで 、遺構や遺物は確認されていない。

Ⅵ層 黒褐色の砂質土層で、層厚は10～ 20cmで ある。遺構や遺物は確認されていない。

その他、 トレンチ 8～ 10、 12、 13で は表上下で基盤の礫層が確認されている。また、緩斜面上部で

は Ia層 (層厚10～ 20cm)の下に漸移層を挟んで明黄褐色上のマサ土が30cm以上堆積 している。緩

斜面の傾斜角、沢の流水等により各 トレンチで堆積の差異が生じたものと考えられる。 (高橋 )

<東側調査区>東側調査区は近世の遺構が密集 して検出された区域である。西側と東狽Iで各層の層厚

が異なっているため、前述の二箇所において層序の記録を行った。各層は以下のとお りである。

I層 表土層及び昭和以降の整地層である。大きく3層に分層される。

Ia層  現在の表土層である。黒褐色を呈する。調査区周縁を流れる川に向かって堆積は薄 くなっ

ている。堆積の良好な南側では30cm、 川沿いでは数cm～ locm程の層厚である。東側では鉄山操業時

期に関係する陶磁器や羽回、多量の鉄淳が包含されている。

Ib層  5～ 7T～ Vグリッド周辺で堆積が確認される。上位から黒色(Ib① )、 黒褐色(Ib② )、

黒褐色と黄褐色の混合 (Ib③)と 細分が可能である。調査当初、近世の整地層と考えていたが、す

べての層が南東側にあるビニールハウス造成時の掘削した土壌を整地に利用したもので、ビニール片

を包含している。利用された土壌は本来近世の堆積層であつた可能性が高く、鉄山が操業されていた

時期と同時期と考えられる遺物 (陶磁器や羽口・鉄淳)が多量に出上している。層厚は確認できる区

域で50～ 60cmで ある。

Ic層 整地以前の表土層である。黒掲色を呈する。 Ib層が確認される区域で確認される。層厚

は確認できる区域で 5～ 10cmである。

Ⅱ層 主に近世の遺構・遺物が検出される砂～シルト層である。大きく4層 に分層される。

Ⅱa層 近世の遺物を包含する層で、 6・ 7U～Wグ リッド周辺で確認される。暗褐色土を主体と

し、黒色土・黄褐色土粒を数°
/。含んでいる。層厚は確認できる区域で10～ 15cmである。

Ⅱb層 浅黄橙色を呈する砂の堆積層である。部分的に砂鉄分を含むマサ系の砂を含んでいる。

Ⅱc層 近世の遺構検出面で、東側調査区では全体的に確認されている。黒色を呈する。割沢鉄山

に関係すると考えられる遺構のすべてが本層で検出されている。また、遺構の密集する東側では本層

上で珪石を多量に含む土壌や灰白色を呈する砂質土で被覆することで細かな整地を随所で行ってい

る。層厚は10～ 30cmで ある。

Ⅱdtt lc層 とⅢ層の間に部分的に堆積しており、にぶい責橙色を呈するⅡd①層と黒色～黒褐

色を呈する工d②層に分かれる。遺物は包含されない。工d①層は7V周辺のみで確認される。層厚

は確認される区域で 5～ 10cmである。Ⅱd②層は東狽1・ 西側ともに確認されているが、部分的にし

か残存していない。層厚は最大で10cmである。

Ⅲ層 基盤となる砂礫層である。黒褐色、暗褐色、褐色、赤褐色と色調により細分が可能である。 4・
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Ⅱ 遺跡の立地・環境

(】ヒ本す)5P～ Sグリッド周辺では本層が露出している。

2歴 史 的 環 境

(1)周 辺 の 遺 跡 (第 5図 )

普代村に所在する遺跡数は、平成17年 12月 末現在で59遺跡におよび (岩手県遺跡情報検索システム

「二戸 。久慈地方振興局管内」による)、 このうち発掘調査が行われた遺跡は1997年の普代村教育委員

会による太田名部遺跡 (47)、 平成13年から平成15年 にかけての当センターによる力持遺跡 (42)の

僅か 2遺跡に留まっており、他の遺跡の詳細に関しては殆ど把握されていない。

旧石器時代に関しては、大田名部遺跡の調査においてこの時代の生活痕跡が確認されているものの、

旧石器は出土 していない。村内の遺跡の大部分は縄文時代の遺跡に占められているが、早期から前期

にかけては標高約190mの村東部黒埼地区に、中期は標高約190mの村北部堀内地区に、後期以降は標

高約100m以下の村中心部に分布する傾向にある。これら分布域の違いは、当時の海水面の変動によ

り海岸線が変化 したことによる生活域の変化に起因すると考えられている (普代村教委1998)。

弥生時代の遺跡としては、大田名部遺跡と力持遣跡、下村Ⅶ遺跡 (70)で土器の出土が確認されて

いるが (岩手埋文報告書第510集 2008)、 断片的な資料に過ぎず、詳細に関しては今後の発掘成果が待

たれる。平安時代の遺跡としては鵜′烏神社 (40)と 太田名部遺跡が登録されており、太田名部遺跡で

は竪穴住居 2棟が確認されている。また、岩手県遺跡情報では下村Ⅵ遺跡 (68)において土師器が出

土 しているとの記載があるが、詳細に関しては不明である。

中世の遺跡 としては、普代城 (46)、 妙相寺 (66)中 山Ⅱ (98)が登録されてお り、普代城では空

堀や帯郭が確認できる。近世の遺跡に関しては報告遺跡である割沢鉄山をはじめとした製鉄関連遺跡

が確認されており、次項にて補足する。

(2)周辺の製鉄関連遺跡 (第 6～ 8図 )

(高橋 )

閉伊地域や九戸地域は前述 した地質条件であるためたたら製鉄の原料となる砂鉄に富み、南部藩や

八戸藩経営の鉄山が数多 く確認されている (第 6～ 8図 )。 南部藩ではたたら製鉄の先進地であった

中国地方や仙台藩から技術導入を図つてお り、平成 5年から2カ 年に亘 り発掘調査が行われた江川鉄

山 (48)で は製鉄炉の構造に中国地方の影響が覗える。過去 7回の調査が行われた八戸藩内の玉川鉄

山 (211・ 212)や梅の木沢遺跡 (253)に おいても、江川鉄山と同様に中国地方の技術を簡略化 した

地下構造を持つ製鉄炉が確認されている。県内のたたら製鉄に関連する遺跡で実際に発掘調査が行わ

れたのは、前述の遺跡と仙台藩に属する藤沢町 ドウメキ沢遺跡を含め僅か 4遺跡に留まっており、本

遺跡を含めても未だ北上山地における近世たたら製鉄の詳細を語るには至らない。

普代村内の近世製鉄関連遺跡では蝦夷森 (60)、 オニガタ製鉄 (61)、 茂市鉄山 (62)、 カコイ製鉄遺跡 (萩

生鉄山)(63)、 萩生滝の沢鉄山 (64)、 割沢砂鉄堀場跡 (65)、 鳥居鉄山 (取居製鉄)(67)が挙げられ、

萩生滝の沢鉄山では未発掘だが高殿 も確認されている。また、田村栄一郎 (1987)に よると鬼ヶ沢鉄

山、黒沢鉄山、かげい平鉄山、芦生鉄山、普代浦鍛冶場が製鉄関連遺跡として挙げられているが、そ

(高橋 )の位置が不明瞭かつ遺跡台帳等でも確認できなかったため図示 していない。
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2 歴史的環境

(1:50,000地 形図「陸中野田」「岩泉」1こ加筆し、1:1000001こ 縮小)
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第 1表 周辺の遺跡 (1)

blo 造 跡 名 種  別 時   代 所 在 地 備 考

1 割 沢 鉄 山跡 縄文 近世 字萩牛 (割 沢 )

馬場野 散布地 縄 文 字堀内 (馬場野 )

堀 内 集落跡 縄 文 字堀内 馬場野 )

館 散布地 縄 文 字堀内 (馬場野)

集落跡 縄 文 字堀内 (馬場野 )

蝦夷森 集落跡 鉄山跡 縄 文 茂市北の股

鵜鳥神社 4申社跡 平安 字鳥居 (卯 子百 )

不 行 道 散布地 縄 文 字鳥居 (不行道)

力持 集落跡 縄 文 第16地 割字天拝坂 平成13～ 15年 発掘調査

力持 Ⅱ 散布地 縄 文 第17地割字野胡桃

宇留部 I 散布地 縄 文 第14地割字宇留部

宇留部 Ⅱ 散布地 縄 文 第14地割字宇留部

普代城 城館跡 中世 第7地割字明神

大 田 名部 散布地 旧石器 縄文 平 安 字大田名部 平成10年発掘調査

普代 集落跡 縄 文 第13地 害」字羅賀

中村 散布地 縄 文 第上2地割字中村

和野山口 散布地 縄 文 宇和野山

和 野 山 I 散布地 縄 文 第4地割字和野山

和野山I 散布地 縄 文 第4地割字和野山

和野山Ⅲ 散布地 縄 文 第4地割字和野山

黒崎V 散布地 縄 文 第 3地割字黒崎

和野山V 散布地 縄 文 第4地割字和野山

和野山Ⅳ 散布地 糸亀文 第4地割字和野山

黒崎 I 散布地 糸電文 第3地割字黒崎

黒崎 I 散布地 糸電文 第3地割字黒崎 1-1
下村 I 散布地 縄 文 第 2地割字下村

下村 集 落 跡 縄文 第 2地割字下村

下オ寸I 散布地 ホ亀文 第2地割字下村

下ホ↓Ⅲ 散布地 縄文 第2地割字下村

下 村 Ⅳ 散布地 縄 文 第2地割字下村

黒崎Ⅳ 散布地 紀文 第3地割字黒崎

黒崎Ⅲ 散布地 縄 文 第 3地割字黒崎

妙相寺 寺院跡 縄文 中世 第 1地害」字上村 第2地割字下本寸

下村V 散布地 縄 文 第 2地割字下村

下村Ⅵ 散布地 縄 文 第2地割字下村

上村Ⅳ 散布地 縄文 第 1地割字上村

下村Ⅷ 敬布 地 縄文 弥生 第2地割字下村

上村V 散布地 縄 文 第 1地割字上村

上本寸Ⅵ 散布地 縄 文 第 1地割字上村

上オすⅧ 散布地 縄 文 第 1地割字上村

黒崎Ⅵ 散布地 縄 文 第3地割字黒崎

黒崎Ⅷ 散布地 縄文 第 3地割字黒崎

上村 I 散布地 縄 文 第 地割字上村

上 村 Ⅲ 散布地 糸電文 第 地割字上村

上ホすⅡ 散布地 縄 文 第 地割字上村

上ホ寸Ⅷ 散布地 ネ電文 第 地割字上村

上村Ⅸ 散布地 縄 文 第 地害」字上村

上村XⅥ 散布地 縄文 第 地割字上村

上村X 散布地 縄 文 第 地割字上村

上村 XI 散布地 縄 文 第 地割字上村

上村XI 散布地 糸電文 第 地割字上村

上村 XⅢ 散布地 縄文 第 地割字上村

上村 XⅣ 散布地 縄文 第 地割字上村

上村XV 散布地 縄文 第 地割字上本」

中 山 I 散布地 縄文 第 6地割字中山

中山Ⅱ 散布地 中世 第6地害J字中山

中 山 Ⅲ 散布地 縄 文 第 6地割字中山

羅賀 散布地 縄文 第10地 割字羅賀

萩牛 I 散布地 縄文 字萩牛

Ⅱ 遣跡の立地・環境
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2 歴史的環境

第 1表 周辺の遺跡 (2)

No 遺 跡 名 種  別 lWo 遺 跡 名 種  別 No 遺 跡 名 種  別

2 沢山 ] 散布地 千足 散布地 松前沢十文字 散布地

3 沢 山 Ⅱ 散布地 田代小畑 散布地 浜岩泉Ⅵ 散布地
4 沢山匝 散布地 田代 イクアエ沢 散布地 浜岩泉Ⅶ 散布地

5 和野平 I 散布地 田代 タテ 散布地 島越XⅢ 散布地

6 和野平Ⅲ 散布地 田代大平 散布地 島越X 散布地
7 和野平 散布地 17 坂の下 散布地集落跡 島越XI 散布地

8 和野平 I 散布地 沼 袋 散布地 島越 XⅡ 散布地

9 和野平Ⅳ 集落跡 ? 子木地 散布地 館石野 I 祭祀跡集落跡
0 和野平V 散布地 甲地大森 散布地 大声野場 散布地
l 和野平Ⅵ 散布地 蝦夷森 散布地産業遺跡 ク|ブ ノ山奇 散布地

2 根井X 散布地 蝦夷森甲地 散布地集落跡 館石野 Ⅱ 散布地

3 玉川館 集落跡城館跡 子木地の台 集落跡 館石野Ⅵ 散布地

4 和野平Ⅶ 散布地 子木屋敷南 散布地 館石野Ⅳ 散布地

5 和野平Ⅷ 散布地 蝦夷森チヤシ 城館跡 大芦Ⅳ 散布地

6 浜山開墾 I 散布地 細 沢 散布地 大 芦 V 散布地

浜山開墾 ] 散布地 細沢向 散布地 大芦Ⅵ 散布地
18 浜山開墾皿 散布地 細沢日向 散布地 大芦Ⅶ 散布地

根井 I 散布地 細沢 日向橋北 散布地 切 午 I 散布地

根井Ⅱ 散布地 下三沢 散在地 真木沢 Ⅱ 散布地

根 井 貝塚 西 貝塚 ? 三沢 散布地 真木沢 I 集落跡

根井貝塚 集落跡貝塚 三沢蝦夷館 城館跡 切牛Ⅵ 散布地

根井貝塚東 貝塚 P 千丈熊っ平 散布地 切牛V 散布地

根井皿 散布地 千 丈 散布地 切牛Ⅲ 散布地

根井Ⅳ 散布地 室場製鉄 製鉄遺跡 切牛 Ⅱ 集落lTI

根井V 散布地 中室場 生産遺跡 大牛内 I 集落跡

根 井 Ⅶ 散布地 鉄 山 散布地生産遺跡 青鹿 I 散布 地

根井Ⅵ 散布地 寺 地 散布地 糀畑Ⅱ 散布地

根井 Vll 散布地 大谷地 ] 散布地 浜岩泉V 散布地

根井Ⅸ 散布地 大谷地 散布地 島越Ⅸ 散布地

茂井Ⅲ 散布地 l 夏節 Ⅱ 散布地 島越Ⅷ 散布地

茂井I 散布地 カコイ沢 散布地 鳥越Ⅶ 散布地

茂井 I 散布地 小 田切 沢 散布地 島越V 集落跡

茂井製鉄 製鉄遺跡 沢中Ⅵ 散布地 島越Ⅵ 散布地

北 山 オ ッッケ I 散布地 七滝Ⅱ 散布地 島越Ⅲ 集落跡

北山オッツケⅡ 散布地 七滝Ⅲ 散布地 島越Ⅳ 散布地

久春内I 散布地 7 し́イ竜 散布地 浜岩泉 IV 故布地

久春内 I 散布地 尾肝要 散布地 島越Ⅱ 散布地

北山山王沢 散布地 板橋 散布地 島越 I 散布地

耳ヒ山 散布地 川 平 散布地 大芦Ⅲ 集落跡

北山Ⅱ 散布地 1 田野 畑 Ⅱ 散布地 大 芦 I 散布地

ゴヒ山Ⅲ 散布地 田野畑新田Ⅱ 散布地 大声 I 集落跡

北山Ⅳ 散布地 田野畑新田 I 散布地 大芦赤空洞

池名Ⅲ 集落跡 羅賀Ⅳ 散布地 206 浜岩泉フケノ沢南 散布地

池名Ⅳ 散布地 平波沢 Ⅱ 散布地 207 浜岩泉Ⅲ 集落跡

池名Ⅱ 散布地 和野新墾神社 散布地 208 浜岩泉Ⅱ 集落跡

机 Щ 散布地 和 野 ソマ ナ イ 散布地 浜岩泉 I 集落跡

机 東 散布地 158 和野 I 集落跡 真木沢Ⅲ 散布地

明 戸 散布地 和野下屋敷 散布地 南大芦 I 散布地

萩牛 Ⅱ 散布地 和野 Ⅱ 集落跡 南大芦] 散布地

オヤ ッキ沢 散布地 西和野 Ⅱ 散布地 南大芦Ⅲ 集落跡

巣合 散布地 162 西和野Ⅲ 集落跡 南大芦Ⅳ 散布地
111 巣合エゾ館 城館跡 菅窪Ⅳ 散布地
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Ⅱ 遺跡の立地・環境

(11500∞地形図「土淵」「サH井」「宮古」「大川」「田老」「 F耳」「岩泉」に加筆し、1:200,0001こ縮小)

第 6図 周辺の製鉄関連遺跡 (1)
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2 歴史的環境
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第 7図 周辺の製鉄関連遺跡 (2)

第2表 周辺の製鉄関連遺跡 (1)
No 遺 跡 名 種  Bu 時  rt 所 在 地 捕   考

l 後 ケ沢 え閲1連遺跡 近 世 宮古市刈屋15手打 ヶ洞
2 下刈屋 A B に関連選膝 不 明 冨百雨刈屋 15手打 ケ測

3 A41頭 t関連授跡 禾 明 ζ百市刈屋15手打ケ洞
4 XJ犀荒田 魁鉄関 連縦麻 冨古下 Xll屋荒 田

6 イ山革沢 製鉄闘標接駄 町 里

`
刈屋中塁

刈屋中ユエ

和井内平沢

疑鉄関運遺郎 不 明 官古市刈屋 申里

製鉄関通遺跡 不 明 営古市メJ屋中里

馳鉄聞逼遺跡 不 明 宮首市和井内平沢
9 丈 姐 壁鉄関運遺跡 下開伊郡川井村江繋 7大畑

荒 日 馳鉄関連遺跡 郡川井村小国 6焉田
/Uヽ黒 TA承による
繋 II 製鉄聞趣段蘇 下蘭伊郡 山田町豊聞根 1繋
島田W 製儀 蘭禅脅訴 下閉伊郡山田町豊間根 4島日

羽 々の下 I 製鉄 関遅 選跡 不 朝 下閥伊郡山田町石峠

製鉄関連JHD城郵郎 不 明 市田%芙蔀第1凱笥「字七渡
製欽 関返遺跡 近世 (18C 宮吉市田老末前第

宮吉市BI芽丈節鎗7 猪子鉄 山 近世 (19C 沢

水沢 I 製 塾 不 明 fF出老猥符第2地割水沢
神 田北 不 明

2Cl 上鼠入製鉄 製鋲損跡 下閉伊 郡線 町鼠入字 中山

滝 ノ沢鉄 山 製儀設蘇 下閉伊郡岩泉 懸上石警字 中季坪

22 近 世 下閲伊融審暴町上有芸字風吹平
然 修平鉄山 近 世 下閉伊都磐泉ar上若芸草風吹平
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軍11:〉
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f ttI←で守

(1:50p00地形図「一戸」「陸中大野」「久慈J「三戸」「階上岳」に加筆し、

第 8図 周辺の製鉄関連遺跡 (3)

亜 遺跡の立地・環境

第2表 周辺の製鉄関連遺跡 (2)

遺 跡 名 種  別 時  代 在 偏

黙 堀熊 ] 散布地 製鉄跡 下 閉伊都君泉 町下有要寧肘唇 境沢鉄山

25 夏節鉄山 製鉄跡 近 世 下 開伊都岩泉 町岩泉字

樺欠鉄 山 (松倉鉄 山 ) 製鉄 関連遺膝 近 世 下 開伊 郡岩泉 町32地割地内新 田 26～ 28は 同〕
椛穴鋲 山 製鉄損跡 抵 世 下開伊郡岩具 町岩泉字新 田

椛穴沢緩 冶 製鉄接鉢 折 世 下 閉伊郡岩泉 IIr岩 臭年新 田

29 指空 日鉄 山 製供機訴 汗 世 下 閉伊部岩臭 町岩臭卒舘市

釜達 印舘

川 崎 皿 製鉄 関運遺跡

32 田出鉄 山 裂鉄 関逗遺跡 近 世

目名鉄 山 製供 関連遺跡 近 世 下閉伊郡 田 gF・畑村 田野畑 目名

3k山 散布地 生産遺跡 下 閉伊郡田野畑村室場 (鉄山 )

千支 (布掛 )製鉄 製鉄関連掻31 近 世 下開伊郡 田野姐村 (千支希掛 )沼袋 1の 107

製鉄 聞槙接 IJFN 近 世 下開伊郡郎野 IB村沼礎三沢

古谷元鉄 山 製41kttiE投 跡 折 世

舘 室場輿鉄 伊豆

1至 場 生産遺跡

∴弓Ⅱ 製鉄関逗遺跡 下 閉伊郡岩泉 町賓家弥重

茂井製鉄 製鉄遺跡 近 世 下 閉伊都岩泉 町賓暴写年 々

42 半城子鍛冶 製鉄遺跡 近 世 下閉伊郡岩泉町安家字茂井
長内鉄 山 製鉄畿訴 近 世 下 開伊歎製鼻 mT与葬

=添
泳

44 鋭吹穴鍛 治 下 開伊郡岩泉 阿安家字松林
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2 歴史的環境

第 2表 周辺の製鉄関連遺跡 (3)
No 遺 郎  名 lH  考

伴土脊欽山 製欽遠郷 近 世 下 開伊君I岩 泉 trr弁蒙字

46 高須賞鉄 山 製鉄遺勘
‐th世 卜閉つオ対

`若
呆 |¶ 安家宇高須賀

足寒沢鉄山 /Fttt f‐ 跡 近 」 下 開伊封∫岩 /7tWT安 家写 v■川

江川鉄 山 製鉄跡 近 世 下閉,嘲
`岩

泉
'T安

家字高須賀 1993～ 1994年調査

池名鉄 山 製鉄関連琶勘ヽ 近 世 ド閉伊那田野畑本1明戸375

明戸鉄山 製鉄 陵連ゼi跡 近世 下閉伊諸【田野畑村

1ヒ沢鉄山 製後 関禅済跡 lr世 下閉 fFi郡田野 kⅢ村沼袋業 合

用代 イクアエ沢 散布封, 下開伊郡Ш野IU川 日陰 (田 代 llォ 区 )

力谷 欽 山 梨後 関 l● 潰肋ヽ ttr刊 :

出代欽 山 製欽閲起道跡 i斤十性 下開伊君【FH野 1冊村 田十(

田代 山力■,製欽 梨欽 関起遺 V亦 kl世 下閉伊郡田野畑村田代

蝦夷森 散布地 産業遺跡 下開 ,「郡 出 II・畑付蝦夷森

57 千文 姫松 問製鉄 製後 関連遺跡 近 世 下門伊都 田野畑本1沼 袋

板橋鉄 山 製鉄関連漫跡 近 1上 下開伊郡 田野畑村板橋

犀肝要鉄 山 製鉄閲RH扱跡 下閉伊郡 田野畑村尾肝要39

蝦売森 集落跡 鉄 日跡 不 げ 下閉伊郡普代村 第26地割字北の腔

オニ ガタ製微 契 TJ・ 世I禅着 PIF ll lr ドFrl伊 部菩代村第27111割年産市

茂市鉄山 折 ll 下閉伊オ【普代ホ寸第 27■

'年

1年荘市 伝承による

63 近 世 下聞伊 4[普イt村 第30)騰 1卒森牛

萩午滝の沢欽 山 製鉄関連遺跡 辻 世 下閉伊郡普代村第30地省J字秋牛

65 割沢砂鉄机場跡 製鉄 開趣遺跡 逝世 下1711イ チ11卜晋十〔不1第 30」也吾J牢萩とF

66 割沢 (割 沢鉄 山 ) 製欽遺跡 近世 下閉伊都普代司第30地割字萩午 (割 沢 ) 不報告分

67 鳥居鉄 11(取 帰製後 ) 製鉄閲迫漫働「 近世 下BJ伊部音代本]不行道 Ey居第24地害J

半城市製
/11‐

製鉄 閉 HII潰 勘〔 下開伊郡岩泉町安家茂非 (半城子 )

!【 川1錦イ4尖 ul 製後 関 tIP林 l■ 赳 九戸郡野よ|ホ]大字王川

70 傍袖契鉄 梨徐 隈1悼 lT 汗11 九戸都野 Ⅲ卜大年王 川 2-63-15
明 関 哭 欽 製鉄 関連」l イくllA

太ら欽山 興欽関連跡 近 IH ナ芦都野 FF木 大声

IF綿鍛冶:L房跡 製欽関連跡 不 月

74 L日 形チト鉄 山 製欽閲運跡 lh担 九戸若眸子日本寸日形チF

下 日形井鉄 山 ? 製鉄関連 TIT /fN明 九戸郡 ltr田 村 日形井 6

平庭鉄 山 鉄山跡 近 L 岩手都房巻町江刈 1地害」 江刈川

77 レンタイf笑山 製鉄関連濁跡 近 世 岩手郡葛巻町押 田内 レンタイ

大糖鉄 山 製鵠勧t 久来市学部田]小倉

ナ メ
''鉄

山 槃微閉禅奮跡 久蒸市年部町馬寄 (ナ メリダム L'オ岳:

削 小久慈欽 世| 製欽跡 久紫荷州、久来 ,「f69

8] 材とfttIJ 製鉄跡 次莱市小 次莱田T70

滝山鉄山 製鉄跡

沢山川鉄山 製鉄跡

そで111鉄lH 製鉄跡 近世 ～近代 久慈市大川 目町37

帝津前鉄 IL 製鉄跡 近世～近代 久慈市大川 日問32

下平鉄 L 製鉄跡 近 Lr～ 近代 久慈 市山根 Il字深 田 6

に平鉄山 製鉄 Ivni 久蒸市 IB根Ⅲ丁字深 田 6

席 ごめ鉄 山 梨繰跡 久蒸市山根町田右林

木首地欽 L 製 欽 rlN 久莱市山 llt IH固 有林

翁沢鉄 山 梨欽跡

大久保欽 山 製鉄跡 久慈市 世根町写瑞上 I

未命名 不 明 久悪市 山形町箱畑

i電の沢鉄 山跡 鉄山跡 久慈市 山形側り 1井 17地割

前沢鉄 山跡 鉄 山琳 久慈市 山形町荷妊部 14地割

工場平製後跡や 製後勧〔 久糸 市山形町サ1井 13地割

川代鍛冶跡 餓冶跡 久落 市山形町荷軽部21地割

鉄 山 駄

紫 工欽 日I跡 欽 L pf 次薫市 山形町撃 3凱書1

本沢畑 同裂鉄跡 裂鉄跡 久慈市山形町繋 5地割491

100 木沢畑鉄山 鉄 山跡 近 世 久慈市 世け杉lf紫第 3地書」

室沢製鉄跡 製欽 PJr 久慈市 曲形町術壁部 1地割

田代館製鉄跡 製鉄跡 久慈市 曲形 lrl荷 軽部 3地割

103 増館製鉄跡 製鉄跡 久慈市山形町荷軽部 1地割

104 蒸箸製鉄詠 製鉄 P「 久窯市 山形問荷軽部 10地をJ

緒瀬 T製寵キ蘇 製 鵠 跡ヽ 久蒸市 山形町川井 17」 J害‖

案内欽 J跡 鉄 山跡 久紫市 山形剛川井 4拍キ‖

十石製鉄跡 梨鉄跡 久慈市山形町繁

108 小石川原欽 山跡 鉄 山Fl 久慈市 山形山]川 非 3地割

109 栃元鍛冶跡 鍛冶跡 久慈市山州夕町川井 2地割 1920

川井鉄 山PJr 鉄山跡 久慈市 山形町川井 13地割

間 lla製後 PIFN 梨鉄跡 久慈市山形町 井 13地割

房撃切鉄 山 fl〔 鉄山跡 久蒸市 山形町 井 4地割

鉄 山跡 久蒸市山形町繁 5地害‖

細松沢鉄 山跡 鉄山跡 久莱市山形町川丼 411害‖

5 鰐松 川原鉄 山跡 欽山跡

6 日影裂欽跡 製欽跡 久悪市 山形山]川 非 5地割

7 上小 国製鉄跡 製鉄跡 久慈市 山形町小 匡110地割

8 たたら平製鉄跡 ■l鉄跡 久慈市 山形町小 国12地割

9 内野 Ⅱ製鉄跡 製鉄跡 久慈市 山形 FT小図10地割

内野 I製鉄跡 製
/鉄

跡 久慈市 山形町小 □11地割 10

2] 内坪梨鉄訴 理微訴 久落市 山形町小 回 4地害1

鉄 山跡 久莱市 山形 Hl霜畑 6れ制

』‖奇欽IJV亦 鉄 山跡 久熊市 山形町小 同 ]加省1

下に裂鉄跡 裂欽跡 久慈市 L'レ HJ 4ヽ 国 4地割 1

問木平鉄山跡 鉄 山跡 久慈市 山形 WT小国 6地割 167

女供製鉄跡 製鉄跡 久慈市 山形町小 国 6地割24

平庭鉄 山跡 鉄 山跡 久慈市 山形 町箱畑 ユ地割

中平鉄 山跡 鉄 11」 脈 久窓市 山形町小 国 13地割

万‖坂 I製鉄 PIF Ll鉄 跡ミ 久蒸市 山形町小 国 16地害J
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第 2表 周辺の製鉄関連遺跡 (4)
桜 名 l■  別 所  在 地

Ijll坂 Ⅱ製鉄 pll 製欽跡 久慈 H丁 山形間刀へE16ナし割 164

131 卯坂 Ⅲ製欽 興 鉄 跡 久慈市 I日 夕明小国 16地割 162

かなくそ F` rtJttyl 梨鉄 V休 慈市山 夕‖T164L=J
製微 閲・i跡 近 世 久莱市 J形Ⅲ「小 ヨ内問木

1大 間木鉄d嗣ミ 鉄山跡 久来市 山形 lr′卜国 16地害1

135 内問木鍛冶 般冶跡 久蒸 市山 ,レ町小日 16地割291

136 婿屋敦 lll屋 女冶 Vf 鰐 冷 詠 久慈市 1形町紫 2地平J

137 カグラカ ミ製鋤 型
/11跡

久慈市 出 夕脚]簗24地割

清水川鉄山跡 鉄 山跡 FF山〕杉‖T姑 1冊 18‖麻‖

ドウヤ カワラ製鉄跡 製鉄 PTN 市山形撃 第22地 剖

40 Arr年 鉄 山 製鉄 関連跡 久蒸市 山形繋 第 10地寄16

ウバドウヤ 鉄勘
「 久慈市 十日形 lf繁10地

=1
繁沢鉄 I IJlf 久慈市山形‖V紫 2地割

ろくろ・F欽 |■|'小 鉄 山勧ヽ 郷rttm 2封柱御|

製鉄 P小 久蒸市ブ井 町年夏チF23

大畑 鉄山跡 微 山跡 久莱市 日げ杉Iげ B IJr沢 宇大 kll第 17地割

梨欽開起跡 折 胆 久慈¶丁山形町戸呂山」第 1地割

近 世 久 慈 FJ 町戸呂山]第 2地割

148 金ЦR欽山跡 後 lI勧ヽ 近 世 久慈市 Fr百出Ⅲ「雛 4押ォ害1

附十メ‖沢緞冶 rll Jr世 肝声 FB IIT第 7地割

欽 山跡 久紫村∫山形 Ⅶ戸呂町第 8地割

戸FI陶 紫I鉄山」4〔 欽 山跡 久蒸 F止 | 町戸呂 ll第 9地書1

戸呂町紫 Ⅱ欽 山跡 字たII杞林 久慈市 日 町戸 出‖T第 9地割

戸出 lrl紫 Ⅲ鉄 世1跡 久慈市 L ,「声 Fl町 101J守 ‖

鉄山跡 近 lH戸 呂町婉 10地害‖

鉄山跡

156 嗣媚設治跡 般冶跡
//k来 市 山形町戸呂 W丁 3地割

157 脳掘上 の畑般冶跡 般冶跡 久慈 市山形町戸呂町 2地著1

158 荷F川 原‐3牧跡 製 鉄 TIF 久慈 市山 IT日 野沢4地剤

159 月ヽ・ F,く争父 鍛冶跡 久慈市 IH 町日野沢 3地割

鉄邁|,弥

鉄山跡 久莱市 山形 ll繋11地き1

葉 ノ木沢 Ⅱ 裂欽 FrllT 九戸村大 江束1家 18-135-10タト

日ノ】坊 I 梨 供 関 沖 不 げ 化戸村大字江刺家 16-63

高兄館 ] 化戸オ]大学江刺家19-67 2'(
楢 ldl W rl鉄 関連 不 リ

寂の施 製欽 P小 九声■LttI・ II大叫年萩の濃

粕木 ll鉄 山 製鉄 ll運 送跡 九戸部洋 町大野

168 ドウヤンロ製欽 九声郡 洋 Ⅲ]大野

169 I可了木鉄 1上 I
魏鉄陛lltttlt・J〔 近世 ノし戸ユH`ヤ辛子町脚」十木

太 Fr・ 川欽 U 理微閲 II設跡 近 L 労「
H那 洋 子Ir大野字大野川

営市沢候 山 製彼 lyF連 避勘
'

近 世 ナI戸者[洋 予川 大IF.字菖�沢

モロノポ沢 梨鉄 関連遺跡 九戸郡洋野 rl大野字 lWJ岸 沢

構岸沢鉄 山 製鉄 円運遺 V万 九戸郡洋野 町大野字横岸沢

横岸沢珪石 IFr17j跡 製鉄開進選跡 IIr ll 九戸■悟洋 手I「 大 14・ 第 1地割

テレビン梨例( 梨供関禅消
fflヽ

近 世 九戸都洋 ヤ町大4・ 第3地看J 胴 )

治兵衡鉄山 製鉄臓1連洩跡 近 世 祁 洋 予HT大野第 10脱
=‖

|〕R)

す郡洋野阿大野 第 11地割 (相 木畑 )

航石 山砂鉄堺掘跡 製鉄開避遺跡 九戸郡洋錆間大野第26地割 t蛇石世事業LX

79 菅屯製鉄 製 折IH 九戸郡洋野円大野第53地割

180 青能鉄 山 lh世 九戸都洋 子町大野第56地割止 間イサミ

高森欽 山 興鉄 勾洋掛跡 近 lf 九戸 414∫ 洋」子間」大 野 第 57地廿」

製後閲進世跡

卜の山鉄 山 4Ft鉄 閲 |● 遺跡 lL戸君【洋野 阻ァK沢 字下水沢

184 そでの沢鉄 山 裂鉄関連遺 九戸郡洋野 町水沢字下水沢

府松沢製鉄 J 札 九戸郡洋 rl・ 町水沢第 1地寄」 芽 生

天 ケ沢製鉄 近千tr 九戸郡洋 予町水沢第 2地宇」生平

ドウヤのサ ワ哭鉄 製鉄 関れ損跡 近 世 百オ【洋 予Ir水沢第 2111害 1生平

製鉄 関連遺跡 「
「フk沢 第3地割上水沢

下刻く,尺 I 製鉄関連遺跡 九戸郡洋騨 IJ水沢第 8地割字水沢

水沢鉄山 製欽関運道 rTh 九戸郡洋野町水沢第 9地割 下71早く)

未命名 九戸郡洋野町水沢第 10地割

釜問
=卜

欽 山 (盆間ヨ
`■

) 鉄 山脈 近世 九戸郡洋 I「l水沢第10地割 金 Fal部 )

闇 著ll l 製鉄 F7r 近 Elメく沢第10m害‖字令問部

製鉄 関連7F l■ 世 戸郡洋野町ァk沢 第 12地割太 団

19「D 切明鉄 山 東 〕 鉄 日1跡 i斤 九戸都洋野町水沢第 15地割切 jHJl

196 切明鉄 山 (西 ) 欽 山VT h・ 九戸郡洋TJ判 水沢第 15地 割 切明

197 天麻 の沢欽 HJ 欽 世I跡 不印 九戸那洋 Tfr町大野釜 ケ沢

198 上チ十!津 内鉄山 欽 山捌( 不明 ん戸

199 コ ダテ ノ梨 製鉄関連跡 近世 近 代 IH大野第 13如 割

戸蔀洋野 lT夫野 第14地 割31(新田 )

カナク 製 鉄 九戸郡洋野町大野第 15地 害」 (一本松 |

タンナ沢鉄山 鉄 山跡 折 九戸郡洋野町大野第 15地 雷1

内野欽 山 欽 山跡 lh世 九戸郡洋野町大野第16地 割 内野 )

_L万谷欽世I
近 lL ノL戸 町大野第1711宮1 万 谷 )

llT新 ,製鉄 製鉄 関・I跡 近 世 R「大野第21地割 附柳 )

赤石沢 梨鉄関連跡 九芦郡軽米町小 41米字市野 々

葛柄欽 山 製欽関遅跡 折 九戸郡 41米 四]小唾米子市野 々

209 大 中の沢 裂 欽 関 連 跡 近世 九戸郡軽米町小軽米宇玉川向

10 山中の沢 興 欽 関 連 研 近世 町小群来年千川向

夕11 千 川徐 山 A 製鉄関連跡 近世 町小軽米牢屋敷 昭不日60年 よ り 7回訓 査

九戸君【軽米 町小軽米宇屋敷

クラの沢 製鉄 関連跡 メL戸郡軽米 町小強米字屋敷

市の沢 製欽 開運朋 ノと戸郡唾米 町小雑米早雨野 々

沢尻 同 1 梨 欽 関 連 瑯 近 L ノも戸郡曜 lH「 籠年 ltt ttFaR

綱谷地 製鉄関連跡 近 世 IH「 脩年沢万イ向

17 沢房向 2 製鉄閲運跡 戸郡軽米 町上館字沢尻向

Ⅱ 遣跡の立地・環境
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2 歴史的環境

第 2表 周辺の製鉄関連遺跡 (5)
配 桜  跡  猪 種   別 ]寺   十t 所  TH 地

沢 尻 製鉄幽起跡 近 世 九戸剰
`唾

米町上館字沢尻

笹渡 製鉄関連跡 近世 ′t声那軽 米町上館字徒渡

田 代 製鉄 関連跡 近 世 九戸郡 H垂米町上館字径湾

白冒金 製鉄 関連 P7T 近 世

'L戸

郡軽 米町小軽 来年百 日令 (言

=1)舵 切 ユ 製鉄 陵lT跡 逝 世 九戸郡軽 米町州ヽ蛛 来年百 日今

焼切 2 製鉄関連跡 ll世 九戸郡 Htt米 肝「ホ樺来年百 日令

館 ヶ沢 製鉄関連跡 近 世 フtrJ]∫ 監木 H」 小 ]4米年蒼前林
小唾米 製鉄関連跡 近 世 九声郡牲 米山]刀 睦ヽ 米字外 角地
排切 3 梨欽 関運跡 近 胆 ′し戸剤

`壁
米町小唾 米字百 目金

鍛冶の沢 1 製鉄 関連跡 近 世 九戸那睦米 町小 lI米 字屋敷
228 陰の沢 2 梨鉄 Fll連跡 近 世 几戸都唯米町小軽米字蒼前林
229 赤水の沢 製鉄閲逗跡 近 世 九戸郡軽米町小軽 米字屋敦
230 陰の〃く1 製鉄 関連跡 V千十性 九戸郡軽 米 Ir小軽 米年符前林

般冶の沢 2 製鉄 関連跡 近 世 九声郡軽米 晰小蛛米掌屋戦

中の沢 2 製後 関RI跡 述 世 九戸郡軽米世「ガ、棒災年屋戦

中の沢 1 製後 関江跡 逝 世 九戸郡車弔米町小解 米隼劇 7

製鉄関RI跡 近 世 九戸郡軽米 Hr小軽米字玉川
徳上 の沢 製欽 F71連跡 近 世 九″到

`睦
米 W丁 小碓米字玉川

浄戸の沢 製欽 関連切 近 世 ノし戸郡監米町小雑 米年屋敦
長才 裂欽 関連跡 近 L■

赤石峠束の沢 製鉄 閲逗跡 近 世 ん戸期
`FI米

町小軽米年前雰 々

製欽関連跡 近 世 九戸郡軽米 町小軽米字大 久保
240 製鉄 関連跡 l_r世 九戸郡軽米町小軽米字訪内
241 製鉄関連跡 逝 世

拾六平 製鉄 関連跡 l■ 世 九戸郡軒 米 IH小解来年千 II

ドウヤの沢 製
7tl聞

禅跡 近 世 九戸判∫壁木 山J小壁米
~r玉

向 平
244 岩単沢 製鉄関連跡 近LL 九戸郡 Th米 ‖T小雑 米字玉川
245 青 沢 製欽F■l運跡 近 世 九戸瑠

`軽
米町小 f.X米 字玉ザ〕向 平

梨欽 関連跡 近 胆 几戸都壁 米 I句 小軽米字玉 チ F「 1平
J41鉄関連跡 近 世 九戸那軽米町小 lJX米 年市野 々

大■ どんの沢 ] 製鉄 関連跡 折 社 九戸郡唾米町小 l■
X米 字 市rF々

カン沢 製鉄 関連跡 汗 1性 九戸郡軽米 I「小準来年市野 々
カクジの沢 製鉄閣湮跡 遊 世 九戸部峰米 町小罪来字市野 々

チサカが沢 製鉄関■H麻 JI「 世 九戸郡軽米 Hl小軽 来掌市野 々

堵「 文III 製鉄関連跡 近 世 九戸郡軽米町小軽米字玉川
IIFの木沢 製鉄遺跡 近 世 えたI刊

`雑
米町小唯米字王川 向平

254 駒 板 果落跡  筋銭場跡 縄 文～近世 ん戸期
`壁

米 町山内字駒板
255 濁川鉄 山 梨欽跡 江 戸

256 侠どうや欽曲 製鉄関連跡 不明 九戸郡洋封町種市大沢
257 大谷鉄 山 製鉄跡 江 戸 九戸郡洋野町 lII市 大谷

製鉄跡 江 戸 九戸希【洋野町種市大年 中野

丹内欽 山 製鉄関連跡 イ`明 九戸郡洋野町耗市 卜llr谷

荒屋敗地区採掘坑 製鉄関連跡 也十〔P 九戸郡洋rrf町種市荒屋敦
荒巻鉄 山 製鉄関連跡 不 明 九戸郡洋野町種市荒巻
小 田の沢鉄 山 製鉄 関運跡 不 明 九戸郡洋 rF・ 町種市大浜

263 紀1沢 後 山 裂鉄跡 江 戸 九戸都洋野町梃市大 谷
石羽沢鉄 山 製鉄 関連跡 不 明 九戸漑

`洋
野町種市 中野石羽沢

註 1 百 目木 3と 改称すべ きだが、玉川鉄山 1に報告有 り

-16-



Ⅲ 調 査 の 方 法

1野 外 調 査

グリッ ドの設定 (第 9図)調 査区全体を網羅するようにグリッドを設定 した。調査座標原点 (世

界測地系)は X=-1,705000、 Y=84,985000で ある。この座標原点を起点 として一辺 5mの グリッ

ドに区割 りしている。大グリッドは南北方向に算用数字を用いて南に 1～ 7、 東西方向にアルフア

ベットの大文字を用いて東にA～ Zと し、これらを組み合わせて 1大 と表示 した。また、調査の早い

段階から調査区内に排津場が形成されていることが確認されていたため、大グリッドを25分割 した小

グリッドを設定 している。小グリッドにはアルフアベットの小文字 a～ yを用いて 1△ aの ように表

示 した。

実際には以下の点を基準点として施設 した。

基準点 1(基 1)X=-1,735,000 Y=85,040.000 H=243.629 位置

基準点 2(基 2)X=-1,735.000 Y=85,095,000 H=235.969 位置

基準点 3(補 1)X=-1,735.000 Y=85,055000 H=240.315 位置

基準点 4(補 2)X=-1,735.000 Y=85,070.000 H=238.484 位置

基準点 5(補 3)X=-1,735,000 Y=85,090.000 H=236.775 位置

基準点 6(補 4)X=-1,725.000 Y=85,055.000 H=238,744 位置

基準点 7(補 5)X=-1,725.000 Y=85,070.000 H=237.925 位置

基準点 8(補 6)X=-1,725,000 Y=85,090.000 H=236.200 位置

7La

7Wa

70a

7Ra

7Va

50a

5Ra

5Va

第 9図  グリッド配置図
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2 室内整理

試掘 西側調査区では全体の表土掘削を行う前に、試掘を行ったが、遺構・遺物とも出上 しなかっ

たため、区域全体を網羅するように トレンチを設定 して、遺構・遺物とも検出されないことを確認 し

て終了した。東側調査区では掘削前から多量の鉄淳や羽口が散在 し、遺物の包含する堆積層の存在が

想定されていたため、試掘を行わず、人力による表土除去 と重機による表土除去を平行 して行った。

表土掘削 調査前から羽口や鉄津などの遺物が多量に露出していたため、それらの遺物を回収 し、

人力による表土除去を行った。東側調査区の南側 (4N～ 4Wよ り南側)では比較的表土層の堆積が

厚いことが確認されたため、作業の効率を考えて重機による掘削を行った。 しか し、北側では前述の

とお り遺物が多量に表採 されたため、表土層が薄いと判断して、当初から人力による掘削で行ってい

る。 Ib層 の確認された区域では当初近世の整地層と考えていたため、重機による掘削は行わず、ビ

ニール片が確認された段階で、人力による掘削を行った。

遺構検出・精査 検出作業は人力による作業に頼った。鋤簾を使用 して、遺構の確認を行なった後

に、移植ゴテを使用 して掘削を行った。遺構の掘削は遺構の規模・種類によって半割法と4分法を適

宜使い分けて行っている。溝などの長大な遺構は適宜、土層観察用のベル トを数箇所残 して掘削を行っ

たが、違いが見られない場合は最 も堆積の良好な箇所を選んで記録を行った。掘削の際には、適宜サ

ブ トレンチを設定 し、堆積状況の把握を行っている。 1号溝状遺構・6号溝状遺構は褐色・責褐色の

砂や砂質上で埋没 してお り、 4号溝状遺構・5号溝状遺構は再結合津で埋没 していた。作業の効率と

遺物がほとんど出土 しなかったため、堆積上の様相を確認することと、溝状遺構の底面が一方向に傾

斜するよう構築されていないかどうかの判断ができるように、トレンチ掘削を行って、終了 している。

また、排淳場についても、全面掘削する時間的余裕がないため、つ,淳場の形成過程が判断できるよう

な箇所に トレンチを設定するとともに、全体量が判断できるように坪掘 りを行って終了している。

遺構の命名 遺構名称は検出順・遺構種別ごとに○号鍛冶炉、○号掘立柱建物、○号土坑 とした。

鍛冶炉を覆うように掘立柱建物や規則的な配置の柱穴が確認されたものがあり、一体の遺構 と判断し

て鍛冶工房 とした。それらの名称を第 3表に示 した。

実測記録 遺構の実測は基本的に トータル・ステーションを利用 した平面図の作成、及び断面図の

作成を行った。縮尺は1/20を 基本とし、微細図などの記録には1/10を 用いた。

写真記録 野外調査の写真撮影にあたっては、35mm判 カメラ2台 (モ ノクロームとカラースライ ド)、

中判カメラ 1台 (モ ノクローム)、 メモ用にデジタルカメラ l台 を使用 した。

室 内 整 理

遺構 遺構実測図は必要に応 じて合成等の編集作業を行い、第 2原図を作成 した。同一遺構内の層

序名はできるだけ連番になるよう心掛けたため、整理 しなお して呑号を変更 している。遺物の観察表

は変更後の名称を使用 しているが、遺物の注記には変更前の名称が使用されているため、対応表を第

3～ 5表に示 した。遺構図の縮尺は図版毎にスケールを付すと同時に縮尺を記載 したので参照 して頂

きたい。遺構図に使用 した記号・網掛け等は凡例に示 した。

遺構の計測は実預1図 、第2原図をもとに次の方法で行った。①主軸方向は基本的に長軸または長辺

方向である。②長径は長軸方向の最大距離を、短径は長径に直行する軸で最大径を計測した。③深さ

は上端で最も高い部分と底面の比高差で計算した。④溝跡などの長大な遺構の長さはエリアカーブ

メータを使用し、遺構の中心線を3回計測した値の平均値を記載した。⑤溝跡の幅は長軸方向に直交

する場所で計測し、最大幅と最小幅を記載した。

-18-



第 3表 遺構名対比表 (1)

報 告 名 フイールド名

1号鍛冶工房 1号掘立柱建物 1号掘立

l号鍛冶工房 3号鍛冶炉
3号鍛冶炉

6TU鍛冶炉

1号鍛冶工房 4号溝状遺構 4号溝状

1号鍛冶工房 5号溝状遺構 5号溝状

2号鍛冶工房 4号掘立柱建物 4号掘立

2号鍛冶工房 2号鍛冶炉
2号鍛冶炉

6S鍛冶炉

2号鍛冶工房 3号焼土遺構 3号焼土遺構

3号鍛冶工房 4号鍛冶炉 (新 )

4号鍛冶炉 (新 )

7U鍛冶炉

3号鍛冶工房 4号鍛冶炉 (古 )

4号鍛冶炉 (古 )

7U鍛冶炉

3号鍛冶工房 P36 P P36

3号鍛冶工房 P56 P P56

3号鍛冶工房 P60 P P60

1号鍛冶炉 (新 )

1号鍛冶炉 (東 )

5S鍛冶炉

l号鍛冶炉 (旧 )

1号鍛冶炉 (西 )

5S鍛冶炉

5号鍛冶炉 5号鍛冶炉

2号掘立柱建物 2号掘立

3号掘立柱建物 3号掘立

l号災窯 1号炭窯

2号炭窯 2号炭窯

報 告 名 フィール ド名

2号焼土遣構

2号焼土遺構

5T焼土遺構

6ST鍛 冶炉

2号溝状遺構 2号溝状

3号溝状遺構 3号溝状

1号溝状遺構 1号溝状

6号溝状遺構 6号溝状

2号柱穴列 2号柱穴列

1号排淳場
l号排淳場

中央排津場

2号排淳場 東排淳場

3号排淳場 西排淳場

1号土坑
1号土坑

斜面炭窯

2号土坑
2号土坑

7S土坑

3号土坑
3号土坑

7U土坑

1号柱穴列 1号柱穴列

1号焼土遺構

1号焼土遺構

6P焼土遺構

6PQ鍛冶炉

1号配石遺構 1号配石

1号不明遺構 l号不明

Ⅲ 調査の方法

第 3表 遺構名対比表 (2)

報 告 名 柱穴名 旧柱穴名

1号鍛冶工房 1号掘立柱建物

P8 PP8

P9 PP9

P21 P P21

P22 P P22

P23 P P23

P24 P P24

P25 P P25

P26 P P26

P30 P P30

P37 P P37

P44 P P44

P62 P P62

2号鍛冶工房 4号掘立柱建物

P28 P P28

P29 P P29

P55 P P55

P59 P P59

3号鍛冶工房 掘立名称なし

P36 P P36

P56 P P56

P60 P P60

2号掘立柱建物
P ll P Pll

P12 P P12

報 告 名 柱穴名 旧柱穴名

2号掘立柱建物

P13 P P13

P14 P P14

P15 P P16

P16 P P17

P17 P P18

P18 P P19

P19 P P20

3号掘立柱建物

P6 PP6

P10 P P10

P27 P P27

P43 P P43

2号柱穴列

P31 P P31

P32 P P32

P33 P P33

P35 P P35

P61 P P61

1号柱穴列

Pl PPl

P2 PP2

P3 PP3
P4 PP4

P5 PP5

-19-



2 室内整理

第 5表 遺構層名対応表

第 4表 層名対比表

大区分 内容 新層名 旧層名
東側調査区

東側

東側調査区

西側
遺物等

I

表
土

・
盛
土

I(表土 ) ○ ○

b① Ⅱa(整地上 ) ○

b② Ⅱb(整地中) ○

b③ Ⅱc(整地下) ○

C Ⅱ d(旧 表土 ) ○

Ⅱ

近
世
層

工 a 皿 (近世包含層) ○

Ⅱ b ○

Ⅱ c Ⅳ (検出面 ) ○ ○

Ⅱd① 1(東 ) ○

Ⅱd② (東 ) 5 (西 ) ○ ○

lll 基盤層 Ⅲ V(砂礫層) ○ ○

1号鍛冶工房

3号鍛冶炉

新層名 旧層名

1 B― B′  1

2 A― A′ 1

3 A― A′ 14

4 A― A´ 15

5 A― A´ 2

6 A― A´ 3

7 A― A′ 4

A― A´ 5

9 A― A′ 6

B― B′ 2

11 A― A′ 11

12 B― B´ 7

A― A´ 7

14 A― A´ 8

15 A― A′ 9

A― A′ 10

17 A― A 12
B― B´ 3

B― B´ 4

A― A´ 16

A― A′ 13

3号鍛冶工房

4号鍛冶炉 A― A
新層名 旧層名

l 壁 セ ク l

2 壁セク2

3 壁セク3

4 新炉 ユ

5 新炉 2

6 新炉 3

7 新炉4

8 新炉 5

9 新炉 6

新炉 7

新炉 8

2 新炉 9

3 珪石 l

4 珪 石 2

5 珪石 3

珪石 4

17 旧炉 1

十日

'層

2

十日炉 3

十日)戸 4

十日)頻 5

十日)⊂ 6

十日)炉 7

旧)第 8

十日)第 9

珪石 5

3号鍛冶工房

4号鍛冶炉 B― B
新層名 旧層名

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8の赤変層

9 8

9

ll

14

1号鍛冶炉 (コ子)

新層名 旧層 名

1 4

2 5

3 6

4 7

5

6 9

7

8 11

9

10

ll

1号鍛冶炉

新層名 旧層 名

1 l

2 2

3 3

4

5

72号鍛冶工房

2号鍛冶炉

新層名 旧層名

l l

2 2

3 3

4 4

5

6 5

7 6

8 7

9 8

0

1

2

3

4 9

5号鍛冶炉

新層名 旧層名

1

1

3 2

4 3

5 4

6 5

7

8 7

10

11

12

10

14 11
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Ⅱ 調査の方法

遺物 出土遺物は水洗、大別仕分け、出土地点の確認を行い、種類毎に次のとおりにした。遺物図

版に使用 した表現方法及び網掛け等は凡例に示 した。呑号は選別時に種別毎に整理番号を付 し、掲載

遺物決定後に全遺物通しの掲載番号を付 した。掲載番号は本文、観察表、図版、写真図版すべて一致

している。

<土器類> 取 り上げてきた袋毎に重量計測 (g単位 :少数第 1位 を四捨五入)を行い、台帳に記載

した。その後、注記を行い、接合作業と資料の選択・登録作業を行った。選択にあたつては全ての資

料を登録・分類 。図化する時間的余裕がないため、次の選定基準を設定 し行った。①全体の形状が把

握できるもの、②口径 もしくは底径が算出できる資料、③胴部破片で反転実測が可能な資料、④口縁

部もしくは底部の一部が残存する資料、⑤胴部の断片的な資料。基本的には①～③の基準で選別を行っ

たが、全体的に断片的な資料が多いことから、遺構内出土資料や文様のある資料、資料数の少ない器

種については④や⑤から採用 した。その後、必要に応 じて石膏による復元作業を行い、拓影図作成を

含む図化作業、 トレース作業、写真撮影を行った。

<土製品 (羽 口以外)> 点数が少ないため、注記は行っていない。登録作業後、図化作業、 トレー

ス作業、写真撮影を行った。

<羽 口> 当センターが使用 している中コンテナで約87箱出土 した。遺物洗浄後、重量計沢1を行い、

台帳に登録 した。全資料の接合作業を行う時間的余裕がないため、袋内 (同 日同地点出土資料)のみ

の接合作業を行い、鍛冶炉等の遺構内出土資料については形状が把握できるもの、排淳場を含む遺構

外出土資料については筒形のものを選別 して登録作業を行った。その結果526点 を掲載資料とし、こ

の中から良好な資料を中心に図化する資料の選別作業を行い、図化作業、 トレース作業、写真撮影と

進めた。図化できなかった資料については第37表に計測値を示 した。

<石器・石製品> 出土資料金点の登録作業 と重量計測を並行 して行い、台帳に記載 した。その後、

掲載資料の選別を行い、図化作業、 トレース作業、写真撮影を行った。

<金属製品> 近代以降と考えられる遺物以外を登録 し、選別作業を行った。資料数の少ない器種に

ついては基本的に全点、釘などの多い器種は良好な資料を選別した。図化 しなかった資料についても、

写真掲載資料、表掲載資料 として、極力掲載するよう努めた。

図化作業に先立って、簡単に土砂の除去を行った後、X線写真撮影を行い、もとの形状を確認した。

その上で、図化作業を行った。X線写真撮影後に竹串等で簡単な錆落としは行ったが、機械を使用 し

た錆落としは行っていない。図化終了後、 トレース作業、写真撮影を行った。このうち一部の資料の

保存処理業務を岩手県立博物館に委託 している。第39。 40表 を参照 して頂きたい。

<鉄淳類> まず、鍛冶炉をはじめとする遺構内出土資料を中心に分類を行い、分析試料の抽出を行っ

た。その後、排淳場出土資料 も含め、分類作業と重量計測を平行 して行い、台帳に登録 した。分類の

基準等は第Ⅳ章第 3節第14項鉄津類を参照 して頂きたい。代表的な資料の写真撮影を行った。

<炉壁> 袋毎に重量計測を行い、状態の良好な資料を選別して、写真撮影を行った。時間的な余裕

がないことと、部位の特定できる資料が少ないため、図化作業は行っていない。

<その他の遣物> ガラス・貝殻・魚骨・粘土塊等があるが、重量計測を行った後、良好な資料を選

別して図化作業や写真撮影を行った。

写真 野外調査時に撮影 した遺構などの写真には35mm判 モノクロームとリバーサル、 6× 7判モ

ノクロームがあり、種類別にアルバムに整理 し、台帳を作成 した。遺物写真は室内整理時にデジタル

カメラでRAWデ ータと」PEGデ ータを取れるモー ドで撮影を行い、基本的にRAWデ ータを無存

用に、 」PEGデ ータを図版作成用にしている。これらの遺構写真と航空写真及び遺物写真で図版を
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3 調査経過

作成 した。なお、遺構の断面写真は基本的には図版の断面図と同じ方向から撮影 したものである。

3調 査 経 過

平成19年 5月 16日 に調査器材を搬入 して、調査を開始 した。調査区は東西方向に長 く広がってお り、

東側調査区と西側調査区と命名した (以後、大きな区域の記述を行う時にはこの名称を使用する)。

5月 中旬 調査開始。西側調査区の試掘開始。

5月 下旬 東側調査区の遺物表採作業 と表土掘削開始。重機を搬入 し、重機による表土掘削開始。

6Sグ リッド周辺で焼土 (2号鍛冶工房 2号鍛冶炉)を検出。以後、東側調査区の東側で鍛冶炉等

の近世遺構が検出される。

6月 上旬 4日 に基準点打設。基準点が打設され、遺構精査が本格化する。

7月 上旬 1号排淳場の深さ確認の トレンチ掘削開始。現地説明会に向けた取材が相次ぐ (普代村

総務課、岩手日報等 )。

7月 中旬 14日現地説明会実施 (参加者115名 )。

7月 下旬 1号排津場の本格的掘削開始。30日 終了確認実施。

8月 上旬 1日 空撮実施。10日 1号配石遺構の実測作業をすべて終え、調査器材をセンターヘ搬出

して終了した。

重機による表土掘削 遺構検出

基準点設置 現地説明会
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使用 トーン

遺構

平 :現地性焼土
断 :現地性焼土層

地山焼締め層

平 :鍛造承1片集中部
断 :炉 内に残留する

微細な津

柱当たり

断 :炉壁非赤変層

磨石等の使用面

鉄 淳

還元 (羽 日)

粘土 (羽 口)

磨石等の使用範囲

淳 (羽 口)

< 凡 例 >

珪 石

鉄津・再結合津

二次使用痕 (羽 口)
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A B C D E F G H I K L M N O P Q R S T U V W X Y Z

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

12

鍛工 :鍛冶工房 鍛 :鍛冶炉 掘 :掘立柱建物 炭 :炭窯

焼 :焼土遺構 溝 :溝状遺構 柱列 :柱穴列 不 :不明遺構

土 :土坑 配 :配石遺構 T:ト レンチ

第10図 遺構配置図
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

1近 世 の 遺 構

今回の調査では当該期に帰属する遺構は掘立柱建物 4棟、鍛冶炉 7基、炭窯 2基、焼土遺構 3基、

溝状遺構 6条、柱穴列 1条、柱穴24イ回、排淳場 3箇所、1号不明遺構 1箇所である。これらの遺構は「害」

沢鉄山Jが操業されていた時期のものと考えられる。遺構は東側調査区の東側に密集して分布してお

り、割沢鉄山の大鍛冶場の一部と考えられる。鍛冶炉には上屋である掘立柱建物もしくは複数の柱穴

が伴っているものがあり、鍛冶工房として報告する。以下、種別毎に記述する。

(1)鍛 冶 工 房

鍛冶炉のほかに掘立柱建物や柱穴、溝状遺構などの施設が伴うと判断できるものについては一連の

遺構群と考え、鍛冶工房とした。鍛冶工房は 1号～ 8号の3遺構群で、遺構が密集する東側調査区の

東側で検出された。以下、工房毎に記述する。なお、規模を表現するのに、 1尺 は30.3cm・ 1坪は3.3

だで計算している。

1号鍛冶工房 (第 11図、カラー写真図版 4、 写真図版 2)

[概要]東側調査区の東側中央に位置し、鍛冶工房のなかで最も遺存状態が良好で、 3号鍛冶炉、 1

号掘立柱建物、4号溝状遺構、 5号溝状遺構で構成される。遺構の検出面はIc層上面である。本遺

構群は5号鍛冶炉、 2号溝状遺構、 2号柱穴列、 1号排津場、 2号排淳場と重複しており、5号溝状

遺構が 5号鍛冶炉の一部、 1号掘立柱建物を構成するP21が 2号溝状遺構の一部を壊して構築されて

いることから、本遺構群が新しい。 2号柱穴列を構成するP35'P61が 5号溝状遺構の一部を壊して

いるため、本遺構群が古い。 1号排淳場との関係は4号溝状遺構の北端の底面が 1号排津場のS2a

層より高いため、掘り込み面が特定できず構築時期が不明であるが、Sl層形成以前であることは確

かである。また、2号排淳場と5号溝状遺構との関係も同様の理由で構築時期が不明であるが、 2層

形成以前であることは確かである。

<3号鍛冶炉>(第 13・ 14図、カラー写真図版 4、 写真図版 2・ 5)

[位置と形態]東側調査区の東側、6Tグ リッド付近に位置する。火窪の平面形は円形基調で長辺056m

(約 1尺 9寸 )、 短辺0.48m(約 1尺 6寸)である。検出面から火窪底面までの深さは34cm(1尺 1寸 )

で、断面形状はU字状を呈する。火窪の周囲にはC字状に花筒閃緑岩製の礫力湘己置されている。南東

側に礫の配置は見られないが、火窪の検出面上で南東側から倒れたように礫が検出されており、本来

は楕円状に配置されていたものと考えられる。北側・東側の礫は平坦な面を上に、鍛冶炉長辺の 2点

は直立もしくは斜めに立てたように配置されている。火窪内には椀形淳の一部が残存している。また、

使用面直上には粒状淳や鍛造剥片のような粒子の細かい淳が 4 cmほ ど層状をなしている。使用面の色

調は明赤褐色を呈し、使用面付近の一部は明褐色を呈する。

炉を構築する際に地面を長辺1.3m(4尺 3寸 )、 短辺1.02m(3尺 4寸)の楕円形に掘 り窪め、

15～ 20cm程 の厚みのある炉体を構築していると考えられるが、東側や底面近くは溶解しているため

か2～ 3 cmと 薄くなっている。検出面からの深さは38cm(1尺 3寸)で、底面は皿状を呈し、全体的

に10cm程の焼土層が形成されている。このことは炉体構築前に底面 (地山)を焼いていることを示し

ている。この行為は除湿を目的としたものと考えられる。
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1 近世の遺構

火窪から北東側にかけて長辺208m、 短辺182mの不整形の粘上の広が りが、火窪の南東側では帯

状に珪石の分布が確認された。炉体構築予定場所周辺を平坦にするための細かな整地と考えられる。

火窪に隣接する南東側で長方形状に鍛造剥片が集中する場所が確認された。火窪よりの北側には鍛

造剥片の空白箇所が円形状を呈 してお り、金床が設置された場所の可能性が高い。

火窪の北狽1に は鉄津や羽国が密集している箇所があ り鉄津集中部とした。鉄淳類の分類の結果であ

るが、鉄分を多 く含むものが多 く、小害」した素材を一時的に置いてお く場所の可能性が考えられる。

鍛錬 も同時に行われてお り、本場の可能性が高い。

[出 土遺物]鉄津集中部から出上 した資料が多い。陶器碗 (50)、 陶器悟鉢 (82)、 磁器小郭 (122)、

磁器皿 (136)、 羽口 (157～ 160・ 212～ 221)、 要石 (689～ 691)、 石英塊 (697～ 701)、 自在釣 (737)、

金具 (743)、 鑑 (746)、 角釘 (757～ 762)、 筒状鉄製品 (877)、 角棒状鉄製品 (889)、 炉壁 (1003～

1004)、 鉄淳類が出土 している。

<1号掘立柱建物>(第 15。 16図、写真図版 4・ 5)

[位置と形態]東側調査区の東側、6Tグ リッド付近に位置する。建物を構成する柱穴は黒褐色 もし

くは暗褐色の円形状のプランとして検出した。建物を構成する柱穴を12個検出したが、 P21と P44の

間は検出されなかった。周辺の柱穴の掘 り方と同じ面まで掘削 したが、痕跡が認められなかったこと

からもともと存在 しなかった可能性が高い。

平面規模は桁行7.76m(2丈 5尺 6寸 )、 梁間4.84m(1丈 6尺 )、 建物の面積は3755ゴ (約 11.38坪 )、

桁行方向はN76° Eである。各柱穴の平面形は円形 もしくは楕円形を基調とするもので、掘 り方の大

きさは直径41.5～ 70 5cm、 検出面からの深さは53～ 91.5cmで、直径50cm前後、深さ60～ 70cm前後の

ものが多い。柱痕はP8。 P9'P21,P24～ P26・ P37の 7個で確認できる。明瞭な柱材の抜 き

取 り痕は観察されないが、柱穴12個 中 5個 は柱痕が確認できず、短期間に人為的に埋没 した可能性が

高 く、柱材の抜 き取 りが行われた可能性が想定される。柱のサイズはその痕跡から判断すると、径20

cm前後である。

堆積土は多 くは2層 もしく3層 に細分され、柱痕は暗褐色土 もしくは黒褐色土を主体 とし、掘 り方

は暗掲色土 もしくは黒褐色土と黄褐色上の混合土を主体 とする。柱痕が確認できない柱穴は暗褐色土

もしくは黒褐色土と責褐色土の混合土を主体とし、人為堆積の様相を呈する。

柱間寸法は桁方向194m(6尺 4寸 )、 梁方向242m(8尺 )である。

[出土遺物]P8か ら陶器碗 (22)、 金具 (744)、 P22か ら陶器小杯 (63)、 磁器小イ (121)、 鉄塊状遺物 (897)、

寛永通費鉄一文銭の可能性が高い古銭 (969)、 P26か ら寛永通賓 (936)が 出土 している。

<4号溝状遺構>(第 13。 14図、カラー写真図版 6、 写真図版 3)

[位置と形態]東側調査区の東側、 5T・ 6STグ リッド付近に位置する。津が溝状に延びているこ

とにより遺構 として認識 した。なお、本遺構はサブ トレンチを設定し掘削 したところ、再結合淳で埋

没 していることが判明した。遺構全体を掘削するには時間的余裕がないため、遺構の性格・堆積状況・

底面の傾斜方向などが記録できるように トレンチを設定 して、 トレンチ部分のみの掘削を行い、終了

としている。本遺構の南側には本遺構埋没以降に形成された面的に広がる淳が確認できるが、性格等

詳細は不明である。本遺構の南側は調査区外に延びている。

調査区内で確認できた本遺構の長さは1256m、 上幅は最大105m、 検出面からの深さは最大60cm

である。底面は概ね南側から北側へ傾斜 している。 トレンチ 2において、再結合津のまわりに黒掲色

上の堆積がみられる以外は再結合淳で埋没 している。津は全体的に強固に結合 してお り、恒常的に水

に浸っている状態だったと考えられる。
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237 6110m A

237600m F

A'   237 600m B 237600m D           D′

更 すぎ

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

Bイ    237 600rn C         C′

絡78唖        生 1号鍛冶工房 自砂溜 ■―H
1 75YR8/4浅 黄橙  珪石層  畢色土塊 5～ 10%含 む

2 25Y8/1灰 白   しまり無 砂層 にぶい黄色砂 とのrFt合層

第12図  呵号鍛冶工房 (2)

本遺構は 5号溝状遺構 と一体 となって 3号鍛冶炉を囲うように構築され、底面は高い南側から低い

北側へ傾斜 しており、〕

'水

機能を有する溝の可能性が高い。

[出土遺物]陶器碗 (26・ 43)、 陶器橋鉢 (87)、 磁器皿 (130)、 羽口 (161～ 164。 222～ 225)、 碁石

状石製品 (723)、 寛永通賓 (934・ 935)、 ハマグリ (981'982)、 アワビ (992)が 出土 している。

<5号溝状遺構>(第 13・ 14図、写真図版 3)

[位置と形態]東側調査区の東側、 6UV・ 7TUグ リッド付近に位置する。津が溝状に延びている

ことにより遺構 として認識 した。なお、本遺構 も4号溝状遺構 と同様の理由から全体の掘削は行って

2

][〔:it!!titi!:::子
蜀iC

F′   23盈側Om G

1号鍛冶工房 5号溝状遺構 F― F
l 10YR2/2黒褐 精性無、しまりやや無 炭化物粒 2～ 3%、 鉄pt15～ 20%含 む

2 5YR4海赤褐 再結合淳層

3 10YR2/2黒 褐 粘性  しまり無    灰白色砂小塊 7～ 10%、 黄褐色土小塊 5～ 7%、 炭化物粒 1～ 2%含む

4 5YR4/8赤 褐 再結合滓層

1号鍛冶工房 5号溝状遺構 G― G
l lllYR2つ 黒褐  粘性無、 しまり中 炭化物粒 1～ 2%
2 10YR2/2黒褐  粘性無、 しまり中 再結合津40%含む

3 10YR2/2黒 掲  しまり中     砂質 微細な鉄津や鍛造剥片20～ 30%含む

4 5YR3/4暗 赤褐 再結合津層

1号鍛冶工房 4号溝状遺構 B― B
l10YR2/2黒褐 粘性無、しまりやや無 赤褐色土小塊 1～ 2%、 黄褐色土粒 1～ 2%含 む

2 10YR2胞 黒褐 粘性無、しまりやや無

E'

1号鍛冶工房 4号溝状遺構・5号溝状遼構 E― E
l 10YR2/1黒    しまりやや無 炭化物 5～ 7%、 鉄津50%含む

2 10YR3/2黒 褐  しまりやや無 黄褐色土粒 2～ 3%、

黄IPJ色土小塊 2%含む

3 10YR2/1黒    しまり中   灰自色砂 5～ 7%含む

4 5YR3/6暗 赤IgJ しまりやや有 再結合津層

5 75YR3/4暗褐  しまりやや無 砂質ンル ト 黒褐色上30～ 40%、

鉄津 5～10%含 む

6 10YR3/2黒 褐   しまり中   黄褐色土粒 2～ 3%含 む

7 5YR3/6暗 赤褐  しまりやや有 再結合津層
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Ⅳ 検出遺構 と出土遺物

1号鍛冶工房 3号鍛冶炉

1 10YR2/1 黒

2 75YR2/1 黒

3 10YR3/3 Π音褐

4 5YR2/1 黒褐

5 5YR3/4 暗赤褐

6 75YR6/6 橙

7 5YR〃 1 黒褐

8N8/0  白

9 25YR〃 3極暗赤褐

10 5YR3/3 晴赤褐

11 10YR/2黒 褐

A― A B― B
しまり中    炭化物粒 1～ 2%含む

しまり中    灰白色 明女褐色 明赤褐色粘 J:と の混合層

粘性 しまり無  黄褐色土との混合土

粘性無     鍛造剥片を多麗に含む層

しまり中、粘性無

しまりやや有

粘性無、しまり有 鉄塊状巡物 と炭化物 との混合厨

粘1■無、しまり中 タト側は還元 して灰オリープ色を見する

粘性無     砂質

粘性無、しまり中

しまり中、粘性無 黄褐色土粒 1～ 2%含む

12 10YR6/6 明黄褐   しまりやや右

13 75YR5/6明褐   粘性布

14 5 YRν 8 明赤褐  粘性無、しまり有

15 75YR4麗 褐    しまりやや有

16 75YRb/6明 綺   しまりやや有

17 10YR6/6 明黄褐  しまりやや有

1825Y″ 4 浅黄   しまり中

灰白色粘土塊 5～ 10%含 む

19 10YR17/1黒     粘性無、しまり中

20 111YRν 6 明黄褐   しまりやや有

21 5YR4/6 赤褐   しまり中

駐布20～ 30%含む

珪石20～ 30%含む

珪石20～ 30%含む

珪石20～ 311%含む

珪石20～ 30%含む

粘土 黒褐色土塊 5～ 7%、

炭化物30～ 40%含 む

珪石30～ 40%含 む

0 10cmほ どの礫 5～ 7%含む

1号鍛冶工房 結土 C― C
l10YR3/3 暗 tt「J    粘性やや有、しまり中

2 10YR7/3 にバい黄橙  しまりやや有

3歩5Y7れ  浅黄    しまり中 粘土

4 10YR17/1黒     粘性無、しまり中

安褐色土粒 1～ 2%、 炭化物 1%、 灰白色粘土小塊 2%含む

粘上 黄褐色土小塊 2～ 3%、 黒色土小塊 10%、 浅貰粘土塊 5～ 7%含む

黒禍色土塊 5～ 7%含む

炭化物30～ 40%含む

礫検出状況

o            (1:40)           2m

S2

⑮がデダ

炉内鉄滓出土状況

イＢ

鍛冶炉掘り方

o           (1:40)          2m
|

ラ

‐
ヽ
ヽ

第14図 1号鍛冶工房 (4)
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237210m B

2372alln c

237200m D

2)7pЮ m F

C. 237唖 写 E′

0         (1:501         2m

F生_ 路∝駆49 Gイ

女褐色土塊 596含む

黄禍色土との混合土

巣褐色± 5%合も

黄褐色土塊 a～ 5%含む

236400m H I        I′

田
1号繊冶工房 1号翔立桂建物 '37 H― I′
1 10YR3/2黒褐 粘社 しまり熊   砂質
2 10YR2/1 黒  粘性蕪―、し′まり中   黒褐色砂質土と黄鴇色土との混合主

1号鍛冶工房 Ⅲ号掘立柱建物 PS I― I´

1.10YRν
=暗

福 絡性無、しまりやや無 黄褐色上との混合上

:1膨勘 重糧維撤し.ま イ零ゃ無霧甲亀き上勇ξ挽暮執

甲生  騨堕

1号鎖冶工房 1二掘立柱建物 P26 F― F
l10YR2/2 黒褐 しまり無     砂質
2 10YR3/3 暗縄 粘性無、しまりやや有

黒色主塊5～ 796含む

1号鍛冶工房 1号掘立柱建物 PO C― O′

及蹄 露麟 継斌 哲ま卿噸
3 10YR2/2 黒裾 猫性無、しまりやや無

B「

第16図  1号鍛冶工房 (6)
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Ⅳ 検出遺構 と出土遣物

いない。北東端は2号排淳場と重複 しているが、ごく一部であるため、新旧関係を特定できなかった。

なお、 5・ 6Wグ リッドまで延びないことは確認できた。また、南西狽1は調査区外に延びている。

調査区内で確認できた本遺構の長さは11,36m、 上幅は最大1.83m、 検出面からの深さは最大51cm

である。底面は概ね南西側から北東側へ傾斜 している。 トレンチ 6では津の層が上下 2層確認できた

が、 トレンチ 5及び7で は 1層のみであった。淳は4号溝状遺構 と同様、全体的に強固に結合 してお

り、恒常的に水に浸っている状態だったと考えられる。

本遺構は4号溝状遺構 と一体 となって 3号鍛冶炉を囲うように構築され、底面は高い南側から低い

北側へ傾斜 してお り、排水機能を有する溝の可能性が高い。

[出土遺物]陶器碗 (47・ 56)、 磁器碗 (115)、 磁器瓶 (148)、 羽口 (165～ 167・ 226～ 230)、 要石 (692)、

石灰塊 (712)、 碁石状石製品 (724)、 小刀 (734)、 藝 (738)、 釣金具 (741)、 角釘 (763～ 777)、 板

状鉄製品 (878)、 小刀状鉄製品 (881)、 角棒状鉄製品 (888)、 棒状鉄製品 (892)、 鉄塊状遺物 (896)、

不明銅製品 (925)、 寛永通賓鉄一文銭の可能性が高い古銭 (968)、 アワビ (993)が 出土 している。

2号鍛冶工房 (第 17図、写真図版 5)

[概要]東側調査区の中央部に位置 し、 2号鍛冶炉、 4号掘立柱建物、 3号焼土遺構で構成される。

遺構の検出面はIc層上面である。本遺構群は2号土坑、 2号溝状遺構 と重複 している。 2号土坑が

火窪の南東側を壊 して構築 していることから本遺構が古い。また、 4号掘立柱建物を構成するP29が

2号溝状遺構の一部を壊 して構築されていることから、本遺構群が新 しい。

<2号鍛冶炉>(第 17～ 19図、写真図版 6)

[位置と形態]東側調査区の中央東、 6RSグ リッド付近に位置する。火窪の平面形は円形基調で残

存する長辺0.43m(1尺 4寸 )、 短辺0.42m(1尺 4寸)である。検出面から火窪底面までの深さは

約20cm(約 7寸)で、断面形状はU字状を呈する。炉体の周縁の一部に、平坦な面を上にして礫を設

置している。残存する礫以外には設置の痕跡はみられず、一部にのみ行ったものと考えられる。火窪

の炉体際には椀形淳の一部が残存 している。また、使用面直上には粒状津や鍛造剥片のような粒子の

細かい淳が 2～ 3 cm層 状をなしている。使用面の色調は明赤褐色を呈 し、一部にぶい赤褐色を呈する。

本遺構は炉体の造 り替えが行われている。前述の新段階の火窪より大形で、長辺0.5m(約 1尺 7寸 )

以上、短辺0.7m(約 2尺 3寸)である。新旧の炉体の間には使用時に生成されると考えられる粒状

淳や鍛造剥片のような粒子の細かい津が 7～ 8 cmと やや厚 く層を成している。

炉を構築する際に地面を長辺0,9m(3尺 )以上、短辺0,9m(3尺)の楕円形に掘 り窪め、厚さ10

cm程の炉体を構築 していると考えられる。検出面からの深さは43cm(1尺 4寸)で、底面には小ピッ

ト状の小さな窪みがみられる。また、全体的に 5 cm程の焼土層が形成されている。このことは炉体構

築前に底面 (地 山)を焼いていることを示 し、除湿を目的としたものと考えられる。

火窪の北側には長辺216m、 短辺1.5mの 珪石の広が りが、西側には長辺2.4皿 、短辺1.58mの粘土

の広が りが確認された。工房内に作業スペースを確保するための細かな整地と考えられる。炉の周縁

に設置された礫の間に火窪に向かうように傾斜を設けた円形のプランが確認された。直径は14cm程で

羽回の設置箇所の可能性が考えられる。火窪に隣接する北東側に円形状に鍛造剥片が集中する場所が

確認された。鍛錬 も行われており、本場の可能性が高い。

[出土遺物]羽口 (168・ 169。 231～ 233)、 火打石 (685)、 要石 (693～ 695)、 石英塊 (702～ 705)、

小刀 (735)、 金具 (745)、 角釘 (778～ 783)、 のろだし状鉄製品 (873)、 小刀状鉄製品 (882～ 884)

が出上 している。
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

2381000m A

0            (1:40)           2m
|

2号鍛冶工房 2号鍛冶炉 A― A
1257R2/3極暗赤褐  しまり有 鉄塊状含む

2 5YR4/3に ぶい赤褐  しまり中

3 25YR5/8明赤褐   しまり有 珪石20～ 30%、 褐色土塊 5%含む

4 10YR3/2黒褐    粘1生無、しまり有 瑳石を含む明黄褐土 との混合土

5 10YR3/3暗褐    粘性やや有、しまり有 黄褐色土塊10～ 15%、

灰白色粘土塊 5～ 7%含む

6 25YR2/3極暗赤褐  しまり有 鉄塊含む

7 10YR2/3黒褐    粘性無、しまりやや有 灰自色粘」と2～ 3%、

焼土塊 10%含 む

A′ 努8000m縄

軽 雲 崇 基 塾 璽 生 ず
生

238000m C

8 5Y郎浴 明赤褐

9 5YR4お  赤褐

10 10YR"2 黒褐

11 10YR2/2 黒褐

12 10YR65/6明 黄褐

13 10YRν 6 黄褐

14 5 YR4/6 赤褐

C′

しまり有 黄褐色砂塊 3～ 5%、 花商岩粒 2%含 む

しまりやや有 珪石20～ 30%含 む 内面はにぶい黄橙色

(10YR6ん )を 呈 している

しまり右 珪石10～ 15%含 む

しまりやや有 黄綺色土粒 3～ 5%、 黄褐色上小塊 2%、

珪石 2-3%含 む

しまり布 雄石局

粘性無、しまりやや有 シル ト 黒褐色上塊 5～ 7%含 む

粘性無、しまり有

2号鍛冶工房
1 10YR17/1
2 10YR3/3
3N8/0

雑
里̈
購
自

B一 B
しまり有 灰自色Wi土塊20～30%含む

しまり有 珪石 5～ 10%含 む

しまり布 畦石を50%含む粘土層 下部はやや淡黄色を星する

25Y8/2
10YR2/1

灰白 しまり有 粘上質 FL石 211～ 30%、 貰褐色粘土塊30%含む

黒  しまり中 炭化物粒 2～ 3%含 む

2号鍛冶工房 C― C
175Y貶 /1 黒     しまりやや無

2 75YR6/6 橙      しまり中
3 10YR2/2 黒褐    しまりやや有
4 10YR5/4 にぶい黄褐 しまりやや宥

外側に炭化物力Ю ttmほ ど居を成 している

遊石40%含む

珪石211～郷 %、 炭化物 2～ 3%、 焼上小塊 2～ 3%含む

珪石層 黒色土小塊 2～ 3%含む

2号鍛冶炉 (旧 )

0            (1:40)           2m

第18図  2号鍛冶工房 (2)
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

238100m C 237600m E      E′

2号鍛冶工房 4号掘立柱建物 P28 C― C
l10YR5/6責 褐 粘性無、しまりやや無 暗褐色土塊15%含 む

2 10YR2/2黒 tBJ 粘性 しまり中    灰自色砂 黄褐色Jlと の混合土
´

2号鍛冶工房 4号 jPh立柱建物 P55 D― D
l10YR2/1黒   粘性無、しまり中   丈褐色土粒 5%、 珪石 2～ 3%含む

2 10YR2/2黒 掲 粘性やや無、しまり中 営IPJ色上塊40%、 珪石 2～ 3%含む

3 10YR4れ 褐  粘性やや無、しまり中 黒色土塊30%、 灰白色粘土塊15～20%、 産石 2～ 3%含 む

4 10YR2/2黒 褐 粘性無、しまり中   灰白色砂塊 15～ 20%含む

2号鍛冶工房 4号掘立桂建物 P29 E― E
l10YR2/2単 褐 粘性虹、しまりやや無 黄褐色土塊20%含 む

0        (1:50)       2m

第20図  2号鍛冶工房 (4)

<4号掘立柱建物>(第 19・ 20図 、写真図版 7)

[位置と形態]東側調査区の中央、 6RSグ リッド付近に位置する。建物を構成する柱穴は責褐色 も

しくは黒褐色の円形状のプランとして検出した。建物を構成する柱穴を4個検出したが、検出した部

分はその配置から本遺構の北西端と考えられる。

部分的な検出であるため、平面規模は不明であるが、 1号掘立柱建物の柱配置を参考にすると、 P

28と P55を結ぶラインが梁方向と考えられ、梁間は5.46m(1丈 8尺 )と 考えられる。また、 P55と

P29を結ぶラインが桁行 と判断でき、桁行方向はN19° Wと 考えられる。各柱穴の平面形は円形 も

しくは楕円形を基調とするもので、掘 り方の大 きさは直径445～ 83.5cm、 検出面からの深さは255～

71cmで、直径50cm前後、深さ40～ 50cm前後のものが多い。柱痕はP28の みで確認できる。柱材の抜

き取 り痕跡は確認できないが、柱痕の確認できない柱穴は人為堆積の様相を呈 してお り、柱材の抜 き

取 りが行われた可能性 も考えられる。柱のサイズはその痕跡から判断すると、径20cm前後である。

堆積土は黒褐色土主体の P29と P55、 黄褐色土主体の P28と P59に分かれる。両者とも責褐色土塊

や黒褐色土鬼が混入してお り、人為堆積の様相を呈 している。

柱間寸法は桁方向212m(7尺 )、 梁方向2,73m(9尺 )と 考えられる。

[出土遺物]P55から斧状鉄製品 (875)が 出上 している。

<3号焼土遺構>(第 19図、写真図版 6)

[位置と形態]東狽↓調査区中央の6Rグ リッドに位置する。 2号鍛冶工房の西端にあた り、粘土の広

が り上に長辺0,35m、 短辺0.23mの 焼土が確認され、 2号鍛冶炉 と一連の遺構 と判断した。熱を受け

Ic層が赤化 している厚さは最大で 7 cmである。

[出土遺物]焼成面から羽口 (234)が 出土 している。

3号鍛冶工房 (第 21図 )

[概要]東側調査区の東側に位置し、 4号鍛冶炉、 P36・ 56・ 60で構成される。遺構の検出面はIc

層上面である。本遺構群は 6号溝状遺構 と2号柱穴列と重複 している。 6号溝状遺構 との関係は本遺

構が 6号溝状遺構の一部を壊 して構築されており、本遺構が新 しい。 しかし、 2号柱穴列 とは直接切

U
600m D           D

y
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近世の遺構
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第21図 e号鍛冶工房 (1)



Ⅳ 検出遺構と出土遺物

3号鍛冶工房 4号鍛治炉 B一 B
l名 5Y8カ 灰自    しまり中 粘土 部分的に橙色や淡赤褐色を呈す A― A の 4層 に対応

2 5YR5/3にぶい赤褐  しまり中 粘土質 φ lmm未 満の砂 1～ 2%合む 部分的に灰白色を呈す

3 5YR7/6橙      しまりやゃ無 粘土質 上面は淡橙色を呈す

47観《4/2灰褐    しまりやや無 粘土質 炭化物15%、灰白色粘± 5%含む A― A の 5層 に対応

5 10YR4/4褐      粘性無、しまりやや有 珪石40%含む 内面側が 1～ 2 cm程赤変(5Y酪/8明赤褐)し ている

6 5YRν8明赤褐   粘性無、しまり有 灰白色粘土塊 5%含む A― A の6層 に対応

7 5YR4/4にぶい赤褐  しまり中 粘土質 灰白色粘± 5%、黒色± 2～ 3%含む A― A´ の 9層 に対応|

8 5YR5/6明赤褐   しまり有 珪石40%含む A― A の■層に対心
9 111YR7/6明 黄褐   しまり有 駐石40%含む A― A の12層に対応

10 10YR4/4縄      粘性無、しまり中 砂質シル ト 黒褐色土 明黄褐色土 (珪石含む)と の混合上

1l ЮYRν4にない黄褐  しまりやや有 珪石の堆積層 A― A の16層に対応

1210Y財 1黒     結性中、しまりやや有 黄褐色土との混合土(6号溝状遺権の埋土か)

13 2 ar8/2 灰白    しまり中 砂 黄褐色土塊20%含む 黒色上層状に見られる(6号溝状遺構の埋土)

1410Y財 4褐      しまりやや有 砂質 暗褐色砂との混合厨(6号溝状遺構の埋土)

15 25Yν2 灰白    しまり中 砂 黒色土塊10%含 む 暗褐色砂層状に見られる(6号溝状選構の埋上)

3号鍛冶工房 炭化物集中 C― C´

1 10YR2/2黒 掲 粘性無、しまり中 Ft石 との混合t
2炭化物居

3号鍛冶工房 P56 D― D
l10Y鷲 /31音 褐 粘性無、しまりやゃ有 黄褐色上粒 5%含む

2 10YR2/1黒   しまりⅢI 黄褐色土と暗褐色砂質■1と の混合土

4号鍛冶炉 (新 )掘 り方と4号鍛冶炉 (旧 )

第22図  3号鍛冶工房 (2)

り合う遺構がないため、新旧関係は不明である。

<4号鍛冶炉>(第21・ 22図 、カラー写真図版 5、 写真図版 8。 9)

[位置と形態]東側調査区の東側、7Uグ リッド付近に位置する。南側が調査区外に広がっているため、

全体像は不明である。新旧2基の炉があり、新段階の炉は古段階の炉の東壁の一部を破壊 して構築さ

れている。 2基とも検出面からの深さはほぼ同じで約45cm(1尺 5寸)である。断面形は半円状を呈

0峠
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1 近世の遺構

する。使用面の直上 には粒状津や鍛造剥片のような粒子の細かい岸が線状 に観察 される。新段階の使

用面の色調は明赤褐色 を呈 し、一部還元色 を呈する。古段階の ものはややにぶい橙色 を呈する。

炉を構築する際に地面を掘 り窪めてから行っているが、規模は不明である。構築方法は一度炉体

(厚 さ約10cm)を 構築 し、その上に焼上を充填 し、もう一度炉体 (厚 さ約 5～ 10cm)を構築 している。

古段階の炉は三度 目の炉体の厚 さが新段階のものより厚 く15～ 20cmに なる。また、焼土ではな く、

赤変した珪石を充填 している。どちらの炉 も3号鍛冶炉や 2号鍛冶炉のような地山の焼締めは行って

いないが、焼土や赤変 した珪石を充填することが地山焼締めと同じ効果を狙ったものと考えられる。

火窪の北側に炭化物が集中する場所があ り前庭部 と考えられる。また、その西側には北辺255m、

東辺14m以上の珪石の広が りを確認 した。調査区南境のセクションを観察すると、新旧の鍛冶炉、

それぞれに伴うと石の層が確認できる。炉構築前に炉構築箇所周辺を平坦にするための細かな整地 と

考えられる。

炉の性格は全体像が不明なため、不明である。

[出土遺物]な し。

<柱穴>(第21図、写真図版 9)

[位置と形態]P36・ 56・ 60が 4号鍛冶炉の上屋を構成するものと考えられるが、大半が調査区外 に

広がっていると考えられるため、詳細は不明である。そのため、掘立柱建物とはしなかった。個々の

柱穴の位置は第27表 を参照 して頂 きたい。構成する柱穴は黒褐色もしくは暗掲色の円形状のプランと

して検出した。これらの柱穴は北隅を構成するものと考えられる。

部分的な検出であるため、平面規模は不明であるが、 1号掘立柱建物の柱配置を参考にすると、 P

56と P60を 結ぶラインが梁方向、 P56と P36を 結ぶラインが桁行 と判断でき、桁行方向はN66° E
と考えられる。各柱穴の平面形は円形 もしくは楕円形を基調 とするもので、掘 り方の大きさは直径

58.5～ 84.5cm、 検出面からの深さは46.8～ 69 5cmで、規模・検出面からの深さとも様々である。柱痕

は3個 とも確認でき、柱材の抜 き取 りは基本的に行われていないものと考えられる。柱のサイズはそ

の痕跡から判断すると、径20cm前後である。

堆積土は柱痕が黒褐色土もしくは暗褐色上を主体 とし、掘 り方は黒褐色土や黒色土と責褐色土の混

合土を主体 とする。

l号鍛冶工房や 2号鍛冶工房を参考にすると、柱間寸法は桁方向1.91m(6尺 3寸 )、 梁方向3.15m

(1丈 4寸)と 考えられる。

[出土遺物]な し。

(2)鍛  冶  炉

1号鍛冶炉 (第23～ 25図、カラー写真図版 5'6、 写真図版10)

東側調査区の中央、 5Sグ リッド付近に位置する。重複する遺構はない。新旧 2基の炉があ り、鍛冶

炉 (新)は鍛冶炉 (旧 )の東壁の一部を破壊 して構築されている。検出面はIc層上面である。

<1号鍛冶炉 (新)>
[形態]火窪の平面形は円形基調で、長辺0.41m(約 1尺 4寸 )、 短辺0.39m(約 1尺 3寸)である。

検出面からの火窪底面までの深さは20cm(7寸 )で、断面形はV字状を呈する。使用面直上には粒状

津や鍛造剥片のような粒子の細かい津が 2～ 5 cmの層状をなしている。使用面の色調は褐色を呈 し、

一部にぶい橙色を呈する。

本遺構は炉体の造 り替えが行われている。前述の火窪より大形で、長辺0.6m(約 2尺 )、 短辺0.52m
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

0        (1:40)        2m

①

①
，

．ヽ
ヽ

237400m A

炉内鉄滓検出状況

1号鍛冶炉 粘土 A― A
l lllYR8/2灰白    粘土質 珪石 2～ 3%、 焼土塊 5%、 暗褐色土塊10～ 15%含む 乾 くと非常にかたくしまる

2 10YR5/4に ない黄掲 しまり中 シル ト 黒掲色土小塊 2～ 3%含む

3 10YR2/2黒褐    しまり中 炭化物粒 1%、 黒色上粒 1～ 2%、 黄褐色土粒 1%含 む

1号鍛冶炉 1日 )

1号鎖冶炉 (新 )

(1:20)

1号鍛冶炉 (新 )

1号鍛治炉 (旧 )

第23図 1号鍛冶炉 (1)
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1 近世の遺構
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1号鍛冶炉 (新)A― A B― B
ユ 名5YR2/ユ 梨 拙性 しまり矩 焼土粒30%含む

2 75YR2/1黒  粘性 しまり,峰 焼上粒 1%、鉄t・i含む
3 25YR2/3極 暗赤制  しまり中
4 5YR7/4 にぶい裕  しまり有 内部ほど灰白色をモし、タト部ほど・Jl☆ tLJ色

(5 YR「Dお )を 呈する
5 75YR4お 褐     しまりやや右 譲:石 5～ 10%含 む 部分的に退売している
6 75YR6お 橙     しまり中 II・ 石5～10%含 む

7 25YR〃 3極暗赤褐  しまりやや有
8 5YR5/6 明赤褐   しまり中 珪石 5%含 む 部分的に選元 している

9 10YR6/3 にぶい貴栓  しまり中 FL石 5%含む
10 5 YR6お  椅     しまり布 ll:イ i20～ 30%含 む

H25YR5/6明 赤褐   しまり有 ′に石20%、 にぶい赤褐色焼土塊 10%含 む

12 ЮYR6/6 明黄褐   しまり右 lr石如～30%含む
13 5YR4/6 赤褐    しまり中I

ヽ
ヽ
浄

∞
ｇ
Ｒ
将
』
∽
い
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第24図  1号鍛治炉 (2)

※注記 は次ペ ー ジの上



Ⅳ 検出遺構と出土遺物

1号鍛冶炉 (旧 )A― A B-8
1 75YR6/6椅     枯 1■ /1、 しまり無

2 5YR2/1!llLl   精‖FIし まりJ( 鉄H:を 含む

3 10R3/4  ‖帝坊ミ    鶏|‖■引上、します,||

4 25YR2/3檄 賠赤褐  しまりやや無

5 75YR5/6J〕 ILJ   しまり中 Jイi30%含 む

6 5YR4/4に ぶい赤拙 しまりやや有 難石20～ 30ワ

`含
む

7 5YR4/8赤 褐    しまり有 ゅ05～ l cmの 礫 2-3%含 む

8 5YR5お り1赤褐   しまり布 φ05～ l cmの 礫 2～ 3%含 む

9 5YR4/8功(tJ   しまり右 ゅ05～ l cmの礫 2-3%、晴iLl色 ヒ塊 5%含 も

10 75YR3/4陪 褐   しまりややイ「 φ05～ l cmの 礫 2～ 3%含 む

ヽ
ヽ
、

ω

1号鍛冶炉 (新 )十日火窪

1号鍛冶炉 掘り方
/~~＼

トン/´

ト

い
、

第25図  1号鍛冶炉 (3)

(約 1尺 7寸)である。新旧の炉体の間には使用時に生成されると考えられる粒状津や鍛造剥片のよ

うな粒子の細かい津が20cmと 分厚 く層を成 している。

炉を構築する際に地面を長辺092m(約 3尺 )、 短辺0,76m(約 2尺 5寸)の楕円形に掘 り窪め、

厚さ10～ 15cm程の炉体を構築 していると考えられるが、底面には炉体が残置していない。炉を造 り

替える際にも幾分掘 り窪めているが、大きな変化はみられないと考えられる。掘 り方底面には、全体

的に2～ 7 cmの 焼土層が形成されている。このことは炉体構築前に底面 (地 山)を焼いていることを

示 し、除湿を目的としたものと考えられる。

<1号鍛冶炉 (旧)>
[形態]火窪の平面形は円形基調で、長辺0.45m(約 1尺 5寸 )、 短辺0.34m(約 1尺 1寸)である。

検出面からの火窪底面までの深さは13cm(約 4寸)で、断面形は皿状を呈する。使用面直上東側には

粒状津や鍛造剥片のような粒子の細かい淳が10cm程の層状をなしている。使用面の色調はにぶい赤褐

色を呈 し、一部明褐色を呈する。

炉を構築する際に地面を長辺0,77m(約 2尺 6寸 )、 短辺069m(約 2尺 3寸)の楕円形に掘 り窪め、

厚さ10～ 30cm程 の炉体を構築 していると考えられるが、底面には炉体が残置 していない。掘 り方底

面には、全体的に15～ 20cmの分厚い焼土層が形成されている。このことは炉体構築前に底面 (地 山)

を焼いていることを示 し、除湿を目的としたものと考えられる。

1号鍛冶炉 (新)の南狽1に鍛造剥片が集中する場所が確認された。火窪寄 りに円形に鍛造剥片の空

白部分があり、金床が設置されていたものと考えられる。その西側にはコの字状に珪石がみられる。

-47-



1 近世の遺構

2367∞mA

Pll A― A´

黒褐   しまり有 鍛造剥片15～20%、 黒色±10～ 15%含 む

明黄褐  粘性 しまり中 班石10～ 15%含 む

0          (1:20)         lm
|

Ar

5号溝状遺構

-48-
第26図  5号鍛冶炉 (1)
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

しまり中 珪石10～ 15%含 む

しまり有 rt石 30～ 40%含む

しまり有 班石30～ 40%含む

しまりやや有

粘性無、しまりやや有 黒褐色土小塊 2～ 3%含む

しまり中 砂質

しまり中 砂質 部分的に赤褐色を呈する

5号鍛冶炉 A― A B― B´

1 75YR2/2黒 褐    しまり中 灰白色粘土小塊 2～ 3%、
赤褐色焼上小塊 1～ 2%含む

2 10YR3/3暗 褐    しまり無 黄褐色土小塊 3～ 5%含む

3 10YR5/6黄 褐    粘性 しまり中 黒褐色土塊20%含む

4鉄津層

5 75YR2/1黒      しまり無 微細な鉄片を20～ 30%含む

6 25YR2ん 極暗赤褐  しまり中

7 5YR5/6明赤褐   しまり右 珪石20～ 311%含む 部分的ににぶい

橙色(75VR7れ )を 呈する、北側では極暗赤褐色土粒を20%含む

3 5YR3/4暗赤褐

9 75YR4/4褐
10 5YR4洛 赤褐

11 10YR6/6明 黄褐

12 10YR4/31こ ぶい黄褐

13 5 YR4/8赤褐

14 75YR4/6褐

掘り方

(1:40)

第27図  5号鍛冶炉 (2)

鍛造剥片集中部の南東側には長辺1.89m、 短辺1.39mの粘上の広が りが確認された。鍛造剥片集中部

の脇であり、鍛錬場を確保するための整地と考えられる。

炉の北側には巨大な花商閃緑岩製の礫が 3点検出されている。明瞭な使用痕跡は確認できなかった

が、一時的な道具を置 く場所等に使用された可能性が考えられる。

炉を覆う上屋が確認できなかつたが、鍛錬も平行して行われており、本場の一部と思われる。

[出土遺物]羽口の中間部 (235)が出上しているが、図化は行つていない。

5号鍛冶炉 (第 26・ 27図、写真図版10'11)

[位置と形態]東側調査区の東側、6TUグ リッド付近に位置する。本遺構は 1号鍛冶工房を構成す

る5号溝状遺構と重複しており、本遺構の南側の一部が壊されている。検出面はIc層上面である。

火窪の平面形は楕円形基調で長辺0.84m(約 2尺 8寸 )、 短辺0,71m(約 2尺 3寸)である。検出面

から火窪底面までの深さは31cm(約 1尺)で、断面形は皿状を呈する。炉体周縁南東側に平坦な面を

炉内の鉄滓検出状況

-49-



1 近世の遺構

上面にして花商閃緑岩製の礫が配置されている。火窪内には厚 く鉄淳層が堆積 している。使用面の色

調は明赤掲色 もしくは赤褐色を呈 し、一部にぶい橙色を呈する。

炉を構築する際に地面を長辺1.26m(4尺 2寸 )、 短辺092m(3尺 )の楕円形に掘 り窪め、10cm

程の厚みの炉体を構築 していると考えられる。検出面からの深さは36cm(1尺 2寸)で、底面は皿状

を呈する。掘 り方底面には、全体的に10～ 15cmの焼土層が形成されている。このことは炉体構築前

に底面 (地山)を焼いていることを示 し、除湿を目的としたものと考えられる。

火窪に隣接する西側には楕円形】犬に鍛造剥片が集中する場所が確認され、鍛錬 も同時に行われてい

るものと考えられる。その西側に、平面形が楕円形基調の上坑を検出した。規模は長辺086m(2尺
8寸 )、 短辺0.68m(2尺 2寸 )、 検出面からの深さは22cmで ある。堆積土は 2層 に分けられ、底面付

近に珪石を含む明責褐色上の堆積がみられるが、ほとんどが鍛造剥片を多 く含む黒褐色上である。機

能は不明である。

炉を覆う上屋が確認できなかったが、鍛錬 も平行 して行われており、本場の一部と思われる。

[出土遺物]角釘 (784)、 格子状鉄製品 (879)、 煙管 (908,909)、 寛永通費 (926)が出上 している。

なお、羽口の中間部 (236)等が出土 したが、図化は行っていない。

(3)掘 立 柱 建 物

2号掘立柱建物 (第 28・ 29図 、写真図版12・ 13)

[位置 と形態]東側調査区の西側、 6Pグ リッド付近に位置する。 3号掘立柱建物、 1号溝状遺構、

3号溝状遺構、 1号不明遺構 と重複 している。本遺構を構成するP13が 3号溝状遺構の一部を壊 して

構築されてお り、 P17が 1号溝状遺構の一部を壊 して構築されている。このことから、本遺構が新 し

い。 1号不明遺構は本遺構を構成する P17・ P18を 覆うように構築されてお り、本遺構が古い。なお、

3号掘立柱建物は本遺構のプラン内に位置するが、直接切 り合う柱穴がないため新旧関係は不明であ

る。建物を構成する柱穴の検出面はIc層上面で、黒褐色 もしくは暗褐色の円形状のプランとして検

出した。建物を構成する柱穴を9個検出したが、梁間の中間に位置するP20に対応する柱穴が検出さ

れなかったことから、本遺構は南東偵1に 1間以上は広がる可能性が非常に高い。

本遺構全体を検出していないため、全体の平面規模は不明であるが、桁行が 7m以上であることは

確かである。検出した柱配置から判断すると、 P llと P19を結ぶラインが梁間方向であることは確か

であ り、その規模は4.00m(1丈 3尺 2寸 )、 桁行方向はN26° Wと 考えられる。各柱穴の平面形は

円形 もしくは楕円形を基調 とするもので、掘 り方の大 きさは直径33～ 43.5cm、 検出面か らの深さは

30～ 69cmで 、直径40cm前後、深さ60cm前 後のものが多い。柱痕は P14・ P17～ P20の 5個の柱穴で

確認でき、柱材の抜 き取 りは基本的に行われていないと考えられる。柱のサイズはその痕跡から判断

すると、径15～ 20cmで ある。

柱痕の確認できる柱穴は2層 もしくは3層 に細分でき、柱痕は黒褐色土 もしくは暗掲色土を主体と

し、掘 り方は暗褐色土もしくは黒褐色土と責褐色土 との混合土層を主体とする。 P20は褐色土を主体

とし、掘 り方埋土に黒色土塊が含まれる。柱痕の確認できない柱穴 (P ll～ P13・ P16)は黒褐色

土を主体 とするが、責褐色上の混入具合に違いがみられ、P12や P13は黄褐色上の害J合が高 く、人為

堆積の可能性が高い。

確認された柱穴から判断すると、柱間寸法は桁方向1.91m(6尺 3寸 )、 梁方向200m(6尺 6寸 )

と考えられる。

本遺構の機能を特定できるような附属施設は検出されなかったが、桁方向の柱間寸法が 1号鍛冶工
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1 近世の遺構

238500m E      E′    238800m

蹴 すぎ

2号掘立柱建物 P14 E― E
l10YR2/3単 帽  粘性 しまり担〔 黄褐色上粒30%含 む

2 10YR3/3暗 褐  粘性無、しまりやや有 責褐色土との況合土

3 10YR2/3具 褐  粘性コr、 しまりやや/1 黄褐色土塊Ю～15%含 む

2号掘立柱建物 P18 G― G
l10YR3/2里 褐  粘社 しまり年 貰褐色 L粒 】0～ 15%含 む

2 10YR2/2黒 褐  粘件無、しまりやや布 女褐色上との況合土

3 10YR2/1■!  粘TLや や無、しまりやや有 文褐色十粒 5%含 む

F     F′

V
238 800m G    G′

U
238 ЮOTII        I′

U
(1:50)       2m

238800m H

2号掘立柱建物 P,7 F― F
l10YR3/4陪褐 粘性 しまり

“

壁 黄褐色上粒 15～ 20%含 む

2 10YR2/1黒   粘‖Fと やや無、しまり中 黄褐色上との混合上

2号掘立柱建物  P19 H― H
l10YR3/2黒褐 布1性 しまり無 貰褐色上との混合上

2 10YR2/1黒  朴性やや無、しまりやや有 黄褐色上llL 5～ 7%含 む

2号掘立柱建物 P20 1-1
1 10YR4/4褐   粘性コに、しまり布 砂質

2 10YR4/4掲  粘イト4唯 、しまり有 砂質 単色上塊 5～ 7%含 む

第29図  2号掘立柱建物 (2)

房や 3号鍛冶工房と近似 しており、それらの鍛冶炉に伴う小屋等の施設が想定される。

[出土遺物]陶器碗 (42)、 碁石状石製品 (715)が 出上 している。

3号掘立柱建物 (第30図、写真図版12・ 13)

[位置と形態]東側調査区の西側、 6Pグ リッド付近に位置する。 2号掘立柱建物、 1号溝状遺構、

3号溝状遺構、 1号不明遺構 と重複 している。本遺構を構成するP43が 1号溝状遺構の一部を壊 して

構築されてお り、本遺構が新 しい。 1号溝状遺構 とは直接切 り合う柱穴がないが、 3号溝状遺構が 1

号溝状遺構より古いため、本遺構が新 しいのは確実である。 l号不明遺構は本遺構を構成するP27等

を覆うように構築されてお り、本遺構が古い。本遺構は2号掘立柱建物のプラン内に位置するが、直

接切 り合う柱穴がないため新旧関係は不明である。建物を構成する柱穴の検出面はⅡc層上面で、 P

43以外は黒褐色の円形状のプランとして検出した。 P43は 1号溝状遺構の トレンチ 3の西側セクショ

ンを観察 した際に認識 した。建物を構成する柱穴を4個検出したが、そのうちP27は南側の調査対象

区域外に広がっているため、本遺構は南側に広がるものと想定される。

本遺構全体を検出していないため、全体の平面規模は不明であるが、桁行が4m以上であることは

確かである。検出した柱配置から判断すると、P6と P10を結ぶラインが梁間方向であると考えられ、

その規模は2.18m(7尺 2寸 )、 桁行方向はN25° Wと 考えられる。各柱穴の平面形は円形 もしくは

楕円形を基調とするもので、掘 り方の大きさは直径615～ 64 5cm、検出面からの深さは42.5～ 69.5cmで、

直径60cm前後、深さ50cm前後のものと70cm前後のものに三分される。柱痕はP43を 除 く柱穴で確認で

き、柱材の抜 き取 りは基本的に行われていないと考えられる。柱のサイズはその痕跡から判断すると、

径15～ 20cmで ある。

P43以外の堆積土は類似 している。 2層 もしくは3層に細分でき、柱痕は責褐色土塊や粒を含む黒

褐色土を主体 とし、掘 り方埋土はⅡc層 に起因する黒色土を主体とする。掘 り方埋土は灰白色砂塊を

含むP6・ P27と 責褐色土塊を含む P10と 分かれる。P43は 3層に細分でき、下位には黒褐色主体、中～

上位は褐色主体の砂層である。

確認された柱穴から判断すると、柱間寸法は桁方向4,00m(1丈 3尺 2寸)も しくは2.00m(6尺
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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3号掘立柱建物 P27 G― G
l10YR3/2黒 褐 粘性 しまり無

黄褐色土粒30%含 む

2 111YR2/1黒   粘性無、しまり中

灰白色砂 との混合層

G′    238800m H

3号掘立柱建物 P10 H― H
l10YR3/2黒 褐 粘性 しまり無

黄褐色上粒15～2096含 む

2 10YR3/2黒 掲 粘性 しまりやや無

畢色土塊 15%、 灰白色砂塊 3%、

黄褐色土粒 2～ 3%含む

3 10YR2/1黒   粘性やや無、しまりやや有

黄褐色土塊30%含む

4 10YR2/1黒   粘性やや無、しまりやや有

灰白色砂 掲色砂の混合層

3号掘立柱建物 P6 E― E‐

1 10YR3/2黒褐 粘性無、しまり中

黄褐色土塊10～ 15%含 む

2 10YR2/1黒   粘性無、しまり中

白色砂塊15～20%含む

3号掘立柱建物 P43 F― F
l10YR4/4褐   砂 φ l～ 2cmの 礫

黒褐色土との混合層

2 ЮYM4褐   しまり無 砂

3 10YR2/2黒 褐 粘性 しまり無

褐色 (10YR4/4)砂 40%含む

第30図  3号掘立柱建物
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1 近世の遣構

6寸)で、梁方向218m(7尺 2寸 )と 考えられる。

本遺構の機能を特定できるような附属施設は検出されず、鍛冶工房の上屋に用いられる柱間寸法も

みられないが、大鍛冶場の範囲内に所在するため、大鍛冶に附随する小屋等が想定される。

[出土遺物]な し。

(4)炭 空
〔

1号炭窯 (第 31図 、写真図版14)

[位置と形態]東側調査区の東側、5Uグ リッドに位置する。検出面はIc層上面で、責褐色の不整

形のプランとして検出した。 2号溝状遺構、 1号排淳場と重複 してお り、本遺構が 2号溝状遺構の一

部を壊 していることから新 しい。本遺構は 1号排淳場のS3a層 を底面として構築され、Sla層 が

北側の一部を壊 しているため、 1号排津場南側の最終的な形成直前に構築されたものと考えられる。

東西方向に長軸を持ち、平面形は東側が幅広い瓢箪形を呈する。本遺構の北狽1の一部が 1号排津場

によって壊されているため、正確な規模は不明であるが、開田部の長辺は2.17mであることは確かで

ある。検出面からの深さは最大35cmで、全体的に浅い皿状を呈 し、明瞭な壁面は確認できない。

鉄淳・炭化物・暗褐色土塊・黒色土塊を含む責褐色上の単層で埋没 している。底面直上には 5～

15cm程の厚さで炭化物の堆積層が確認され、炭生産時の残留物の可能性が高い。ただし、周辺の上層

の被熱による赤変は確認されなかった。

本遺構は形状や堆積上の様相から、鍛冶加工に使用された炭 (小炭)を生産した炭窯と考えられる。

[出土遺物]すべて 1層からの出土である。磁器皿 (142)、 不明土製品 (155)、 碁石 (713)、 角釘 (785。

786)、 寛永通賓 (937・ 964)が出土 している。                     (北 村 )

2号炭窯 (第 31図 、写真図版14)

[位置と形態]東側調査区のほぼ中央、4Sグ リッドに位置する。検出面は Ia層直下のIc層上面で、

黄褐色を呈する瓢箪形のプランとして検出した。本遺構は 1号排津場のNl層 を掘 り込んで構築され

てお り、本遺構が新 しい。

北西―南東方向に長軸を持ち、平面形は南東側が幅広い瓢箪形を呈する。開口部の規模は長辺31m、

北西側短辺 lm前後、南東側短辺13m前後である。検出面からの深さは最大18cmで、1号炭窯と同様、

浅い皿状を呈 し、明瞭な壁面は確認できない。

堆積土は土質や混入物から6層に分層 した。 l層～ 4層はレンズ状に堆積 してお り、自然堆積 と考

えられる。このうち 3層 中には遺構内で生産された可能性のある直径 5 cm大の木炭が混入 してお り、

炭焼の際に上を覆っていた上の二次堆積層と考えられる。最下位の炭化物層は0.5～ l cm大 の炭小片

が堆積 してお り、小炭を回収 した後の残余と推測される。なお、周辺の土層に被熱による赤変は確認

されなかった。

本遺構は形状や堆積上の様相から、鍛冶加工に使用された炭 (小炭)を生産した炭窯と考えられる。

[出土遺物]5層上面で寛永通賓 (938)が 出土 している。 5層は炭化物層であるが、遺物には比熱さ

れた形跡がなく、生産された小炭を回収 した後に混入したものと考えられる。 (高橋 )

(5)焼 土 遺 構

2号焼土遺構 (第32図、写真図版14)

[位置と形態]東側調査区の東側、5Tグ リッド付近に位置する。Ⅱc層の一部が三日月状に赤変し
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2号炭窯

286 ЮOm A

2号炭窯 A― A B― B C― C
i10YR3/1黒 褐  粘性中、しまりやや有 炭化物 (φ 2mm)3%含 む

225Y5洛  黄褐  砂質 粘性無、しまりやや有

3 10YR5/6貨 褐  粘上質 粘性中、しまりやや強

3 3層 中に25Y8/4淡黄色粘± 10%、 豊石 (ゆ 3～ 5 mm)3%、 炭化物 (φ 5mm)15%合 む

4 10YR2/2黎 悩  粘性 しまりやや無 ЮYR5/6黄褐 (5 mm)10%、 炭化物 (5n」 I)15%含 む

5 炭化物 (小炭)層

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

1号炭窯 A― A B― B´

1 10YR5お 黄褐  拙Tヒやや虹、しまり無 暗褐色土塊 10%、

黒色土小塊 5%、 炭化物 1%未満、鉄津含む

2炭化物 (小炭)層

V

0        (1:50)       2m

A′

蓉
敗
地
中

一
∞
日
ｏ
ｏ
ヾ
Φ
∽
［

236600m A

〇

日
８
卜
認
［

∞

Ｈ
Ａ
も
い
Ｏ
∽
ω

ｍ
．

第31図 炭窯
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1 近世の遺構

ている部分を検出し、焼土遺構 と判断 した。本遺

構は 1号鍛冶工房を構成すると判断している責褐

色土層がひろがる整地部分を覆うように形成され

ており、本遺構が新 しい。

平面規模は長辺12m、 短辺07mで、熱を受け

Ic層が赤変 (赤褐色)している厚さは最大で 8

cmである。

本遺構は単独の遺構であるため、性格を特定す

ることはできなかった。

[出 土遺物]火打金 (739)、 角釘 (787)、 寛永通

賓 (965)が出土 している。

(6)溝 状 遺 構

0            (1:40)            2in

A

237200m A

1号 溝 状 遺 構 と 6号 溝 状 遺 構 に 関 し て は 、 遺 構  1 5YM/6赤 褐 糾 無、しまりややれ 炭化物オ立1%、工掲色Ji3%含 む

の一部に トレンチを設定 して堆積土を確認 したと

ころ、褐色 もしくは黄掲色砂を主体とし、遺物 も
第32図  2号焼土遺構

ほとんど出土 しないこと判明した。遺構全体を掘

削する時間的余裕がないため、遺構の性格・堆積状況・底面の傾斜方向などが記録できるように トレ

ンチを設定 して、終了している。そのため、平面図は トレンチ部分の中端・下端を実線で、それ以外

の部分を破線で示 している。

2号溝状遺構 (第 33図、写真図版15)

[位置と形態]東側調査区の東側、5T'6Sグ リッド付近に位置 し、南側は調査区外に延びている。

Ⅱc層上面で灰白色の砂が溝状に延びていることにより遺構 として認識 した。本遺構は 1号鍛冶工房

を構成する 3号鍛冶炉 。1号掘立柱建物のP21・ 4号溝状遺構、 2号鍛冶工房を構成する 4号掘立柱

建物の P29、 2号柱穴列を構成する P31、 1号炭窯、 1号つ:津場、 2号土坑と重複 し、 1号排淳場以

外に本遺構の一部を壊されていることから、本遺構が古い。 1号排淳場とは重複する部分が縁辺部の

みであるため、判断できなかった。

調査区内で確認できた本遺構の長さは13.14m、 上幅は最大115m、 検出面からの深 さは最大35cm

である。底面に工具痕のような痕跡はみられないが、こまかな凹凸がみられる。堆積土は花尚岩が風

化作用で細粒化 した灰白色砂を主体 とする。南東側など部分的に砂鉄が塊状で混入 してお り、砂鉄採

取に係わる遺構の可能性が想定される。

本遺構は東側調査区の東側に密集する遺構群のなかで最 も古い段階の遺構のひとつである。

[出土遺物]陶器橋鉢 (85)が 出土 している。

3号清状遺構 (第 33図 、写真図版15)

[位置と形態]東側調査区の西側、 5Q・ 6PQグ リッドに位置する。Ic層上面で灰白色の砂が溝

状に廷びていることにより遺構 として認識 した。本遺構は2号掘立柱建物、 3号掘立柱建物、 1号溝

状遺構、 1号不明遺構 と重複 している。 2号掘立柱建物を構成するP13に一部を、 1号溝状遺構に南

西端を壊 されているため、本遺構が古い。また、 1号不明遺構は本遺構の南西側の一部を覆うように

構築されてお り、本遺構が古い。しかし、 3号掘立柱建物とは直接切 り合う遺構がないため、新旧関
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1号排滓場 1号炭窯

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

2号溝状遺構

|し

3号溝状遺構

楽

靴   言
3号溝状遺構 A― A
l10YR2/3黒 褐  粘性無、しまりやや無 黄褐色砂塊 5～ 10%

灰自色砂塊 5%含 む

210Y財 3浅黄褐 しまりやや無 砂 灰白色砂塊 5～ 10%、

砂鉄含む φl～ 2 cmの 礫が最下層に層状に見られる

325Y8/1 灰白 しまり中 砂 砂鉄が層状に見られる

425Y5/4 黄褐  しまり中 砂 灰白色砂塊 5～ 10%、

黒色土塊 5%含む

2号溝状遺構 A― A´

12Ⅳ 8/1 灰自  しまりやや無 砂 にぶい黄褐色砂 5%、 黒色土塊10%含 む

2号溝状遺構 B― B
125Y8/1 灰白  しまりやや無 砂 にぶい黄色砂30%、 黒色土塊 5%含 む

2号溝状遺構 C― C
l10Y財 1灰白 しまり無 砂 暗褐色上塊 5%含む

2 10YR3/3暗 褐  しまり無 灰白色砂 との混合土 砂鉄 を含む層

五 マ

4号溝状遺構

236800m A

2M41111m B       B′

ν
ほりすぎ

237500m C          C′

断 面

第33図 溝状遺構 (1)
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1 近世の遺構

係 は不明である。

調査区内で確認できた本遺構の長さは8.47m、 上幅は最大1.32m、 検出面からの深さは最大30cmで

ある。底面に工具痕のような痕跡はみられないが、こまかな凹凸がみられる。堆積土は4層 に分層 し

たが、花商岩が風化作用で細粒化 した灰白色や責褐色砂を主体 とする。部分的に砂鉄が塊状で混入 し

てお り、砂鉄採取に係わる遺構の可能性が想定される。

[出土遺物]陶器碗 (23)、 羽口 (238)、 へ ら状鉄製品 (876)が 出土 している。

1号清状遺構 (第 34図、写真図版16)

[位置と形態]東側調査区の西側南端、6N～ 6Rグ リッドに位置 し、南東側は調査区外に延びている。

Ic層上面で黄褐色の砂が溝状に延びていることにより遺構として認識 した。本遺構 と6号溝状遺構

は形態や堆積土が類似 してお り、同一遺構の可能性が高い。本遺構は2号掘立柱建物、3号掘立柱建物、

3号溝状遺構、 1号不明遺構、 P42、 P49、 P57と 重複 している。 2号掘立柱建物を構成するP14・

P17、 3号掘立柱建物を構成するP42,P43・ P49・ P57に本遺構の一部を壊 されているため、本遺

構が古い。また、 1号不明遺構は本遺構 を覆うように構築されてお り、本遺構が古い。本遺構が 3号

滞状遺構の南西端を壊 しているため、本遺構が新 しい。

調査区内で確認できた本遺構の長さは21.44m、 上幅は最大24m、 検出面からの深さは最大66cmで

ある。底面は概ね平坦で、西側から東側へ傾斜 している。堆積土は西側で 6層、東側で 5層 に分層 し

たが、どちらも責褐色砂を主体 とする。東狽1の堆積土には砂 と黒色土が互層になっている部分がみら

れ、水成堆積の様相を呈する。

[出土遺物]羽 口 (237)、 砥石 (683)、 角釘 (788'789)、 煙管 (910)、 寛永通賓鉄一文銭の可能性が

高い古銭 (971)が 出土 している。

6号溝状遺構 (第 34図、写真図版16)

[位置と形態]東側調査区の東側南端、7T～ 7Vグ リッドに位置 し、南西側は調査区外に廷びている。

Ⅱc層上面で責褐色の砂が溝状に延びていることにより遺構 として認識 した。 1号溝状遺構 と形態や

堆積土が類似 してお り、同一遺構の可能性が高い。本遺構は4号鍛冶工房、 P64、 P65、 3号土坑 と

重複 してお り、これらの遺構が本遺構の一部を壊 していることから、本遺構が古い。

調査区内で確認できた本遺構の長さは855m、 上幅は最大1.15m、 検出面からの深 さは最大30cmで

ある。底面は概ね平坦で、南西側から北東へ傾斜 している。堆積土は黄褐色砂の単層である。

本遺構が 1号溝状遺構 と同一遺構であれば、調査区境に流れる小川の上流から下流の最短コースに

構築されてお り、水利のための溝と考えられる。

[出土遺物]陶器皿 (68)、 石英塊 (708)が出土 している。

(7)柱 穴 5テ J

2号柱穴列 (第 35図、写真図版17)

[位置と形態]東側調査区の東側 5U～ 7Uグ リッドに位置 し、 P31～ 33・ 35・ 61の 5個の柱穴で構

成される。 l号鍛冶工房と重複 してお り、本遺構が 1号鍛冶工房を構成する5号溝状遺構の一部を壊

しているため、本遺構が新 しい。 4号鍛冶工房とも近接 しているが、新旧関係は不明である。

全長は728m(2丈 4尺)で、柱間寸法は1,82m(6尺 )、 方向はN26° Wである。各柱穴の平面

形は円形 もしくは楕円形を基調 とするもので、掘 り方の大きさは直径43.5～ 60cm、 検出面からの深
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

6号溝状遺構

1号溝状遺構 A― A
l10YR2/1黒  粘性無、しまり中 灰白色砂 との混合層

黄褐色土粒 3～ 5%含 む

25Y3/1 灰白色砂  しまりやや無

325Y5れ  黄褐色砂  しまり無 黒色上小塊 5～ 7%
灰自色砂 5%含 む

4 10YR3/2黒 褐 粘性無、しまり中

灰白色砂塊 7～ 10%
5 10YR2/1黒  しまり有 黄褐色砂10%含 む

6 10YR2/1黒 色上と5Y8/1灰 白色砂の混合層

角礫 (15～ 20cm角 、厚 さ3～ 5 cm)を 多豊に含む

1号溝状遺構 B― B D― D
l10YR5お 黄褐色砂  しまり中 C― C の 5層に対応

1号浦状遺構 C― C
l10YR5/6黄 褐色砂  φ l～ 3 cmの 礫 黒掲色上

との互層

2 10YR4た 褐色砂  北側のみに見 られる

3 10Yttκ 黄褐色砂 粘性やや有

黄掲色上塊15～211%含 む

4 10YR4れ 褐色砂  黒褐色土が互層に見られる

貰褐色土塊 5～ 10%含 む

5 10YRν 6黄褐色砂  しまり中 黒色土塊 2～ 3%、

黄褐色土塊 5～10%含 む

黒褐色上が層状に見られる

平 面

0          (1:100)         5m

調
　
査

区
　
外

236200m A

Ｂ Ｂ

一

▼
」

6号溝状遼構 A― A B― B
l10YR5/6黄 褐  しまり無 砂質

寅褐色土塊 5～ 10%、 黒色土小塊

2～ 3%、 灰白色砂 1～ 2%含む

O′
＼

トレンチ4(東 )

トレンチ3(中央 )

239制Om A

238 ЮOm B

238700m C

面

⑩

断

Ｑ

第34図 溝状遺構 (2)
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1 近世の遺構

さは42～ 54cmで 、直径50cm前 後、深 さ45cm前後が主体である。柱痕 は P61以外 で確認で き、柱材

の抜 き取 りは基本的に行われていない と考 えられる。柱のサイズはその痕跡か ら判断す ると、直径

15～ 20cmで ある。

堆積土は黒褐色土もしくは暗褐色土を主体とし、掘り方埋上には灰白色砂が多く含まれる。

1号鍛冶工房に先行する遺構であることは確かであるが、同時期に存在する遺構が不明瞭であるた

め、本遺構の性格も特定できない。

― |

―
(動些

2号柱穴列 P31
1 10YRν 3暗褐

2 10YR〃 1黒
3 10YR3/1黒 褐

餞
も
に
鍍

⑥Ы
（Ｌ
Φ
）
Ｅ
ｏ
「
∞
一

ほりすぎ

B― B
粘性無、しまりやや無 黄褐色土塊10%含 む

粘性無、しまり中 灰白色砂との混合層

粘性無、しまりやや無 砂 灰白色砂との混合層

C     CI

U
2号柱穴列 P33 C― C
l10YRン2黒褐  粘性無、しまりやや無 砂質 黄褐色土小塊 5～ 7%含む

2 10YRク 2黒褐  粘性無、しまり中 灰自色砂 1%含む

2号柱穴列 P35 D― D          はり丁き

1 10YR3/2黒褐  粘性 しまり無

210Y酪潟 暗褐  粘性無、しまりやや無 砂 灰白色砂 との混合層

3 10YR3/3暗 褐  粘性無、しまりやや無 砂 灰自色砂20%、

黒色±10～15%含 む
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Ⅳ 検出遺構 と出土遺物

4TIm 4Tqr

1号排滓場メイン トレンチ東壁

3Tno   1   3Tst
236700m A

236700m A

1号排津場 A― A 南側

l a 10YR17/1黒色    粘性 しまり共にやや無 炭化物 (l cm)40%、 鉄津、羽口混入

l b 10YR17/1黒 色炭化物 粘性 しまり共に無 炭化物 (l cm)80%、 鉄岸(10cm未満 炭付着)10%混 入

2a10YR2/1 黒色上 と5YR2/2黒褐上が 3:7の割合で混合 粘性 しまり共にやや無 炭化物 (l cm未 満)30%混 入

2b5YR2/2 黒褐色   粘性 しまり共に無 炭化物 (l cm)殉 %、 鉄津(10cm未満、炭付着)10%混 入

3a10YR2/1 黒色土 と5YR2/3極暗赤褐色上が 9:1の 割合で混合 粘性 しまり共にやや無 鉄津 (椀形津多い)40%、 羽日30%、 炭化物 (l cm)20%混 入

3b10YR2/1 黒色土 と5YR2/3極暗赤褐色上が 9:1の 害」合で混合 粘性 しまり共にやや弱 鉄滓 (椀形滓多い)40%、 羽口 5%、 炭化物 (lcm)20%混 入

4a10YRi/3 にぶい責橙色砂 粘性無 しまり弱

4b10YR7/3 にぶい黄橙色砂にЮYR2/2黒褐色土力も0%混入 粘性弱 しまりやや弱 炭化物 (lcm)5%混入

4c10YV/3 にぶい黄橙色砂 粘性無 しまり弱 鉄津 (6 cm)2%混 入

5a5YR2/2 黒褐色   粘性 しまり共にやや弱 炭化物 (l cm未満)40%、 鉄津 (20cm)30%混 入

5b75YR3れ  暗褐色砂  粘性 しまり共にやや弱 炭化物 (l cm)5%、 鉄津40%混入

5c75YRク 2 黒褐色   粘性 しまり共に中 炭化物 (l cm)10%、 鉄滓20%、 羽口20%混入

5d5YR2/2 黒IFJ色   粘性 しまり共にやや弱 炭化物 (l cm未満)80%、 鉄淳 (20cm)5%混 入

6 ЮYR2/2  黒褐色土と炭化物 (lcm)が 6:4の害J合で混合 粘性 しまり共に中 鉄滓 3%混入

7 10YR3/3  暗褐色土 と10YR5/4に ぶい黄褐色砂がラミナを形成 し堆積 粘性 しまり共にやや弱

8 75YR2/2  黒褐色土  粘性 しまり共にやや強 炭化物 (l cm)5%、 鉄淳(10cm未荊)10%混 入

975Y3れ   H音褐色砂 と10YR3/3暗褐上が 4:6の割合で混合 粘性 しまり共に中 炭化物 (l cm)5%混 入

Ю 25Y8ん   黄色を呈する花闘岩基盤層

1号排津場 A― A´ 北側

1 10YR1 71 黒色    粘性 しまり共にやや無 炭化物 (l cm)40%、 鉄津、羽口混入

2a75YR2/2 黒褐色   粘性 しまり共にやや弱 炭 fヒ物 (lcm)30% 鉄岸 (炭付着)30%、 5YRプ4暗褐色砂再結合津 (10～ 2∝m)2%混入

2b75YR2/2 黒褐色   粘性 しまり共にやや弱 炭イヒ物 (lcm)60%、 鉄津20%混 入

3 75YR2/2  黒褐色   粘性 しまり共にやや弱 10YR2//2黒 褐色± 10%、 炭化物 (l cm)20%、 鉄津30%混入

4a75YR3/2 黒褐色   粘性 しまり共にやや弱 炭化物 (lcm)10%、 鉄津20%、 5YR3れ暗褐色砂再結合津 (10～2∝m)2%混 入

4b6YR3/6 晴赤褐色砂 粘性無 しまり強 10YR2/2黒 褐色± 5%混 入 鍛造尿1片や粒状津を含む

5a75YR4れ  褐色砂   粘性 しまり共にやや弱 鉄津30%、 10YR2/2黒 褐色±10%混 入

5b5YR3/6 暗赤褐色  再結合津

5c75YR4/4 褐色砂   粘性 しまり共にやや弱 5YR3/4暗赤褐再結合淳 (10～ 15cm)30%、 炭化物 (lcm)20%混 入

6a75YR〃 2 黒褐色   粘性 しまり共にやや弱 炭化物 (lcn)60%、 鉄津10%混 入

6b75YR2/2 黒褐色   粘性 しまり共にやや弱 炭化物 (lcm)60%、 鉄洋 10%、 羽口10%混 入

6c75YR3/2 黒褐色砂  粘性中 しまりやや弱  炭化物 (lcm)10%、 鉄津40%、 10YR2/2巣 褐色±20%混入

725Y7/2  灰貴色砂  粘性無 しまりやや弱  川砂堆積層

tは鉄滓 を表 す

第37図 排滓場 (2)
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2号排滓場 メイン ト

5Vr
236700m B

レンチ北壁

1    5Vs

レンチ東壁

3Nt・ 30p・ 3Ny・ 30u    1  4Ne・ 40ab

2号71滓場  B― B
l10YR3/15   黒褐  しまり中 砂質土 沢側のみに見られる

2 10YR2/1黒   椀形滓などの形状が良好な鉄岸を多く含む層 炭化物(05～ 3X05× l cm)を 20～ 30%含む
3 10YR2/1黒   羽日を多く含む層 炭化物 (05～ 2 Xd5～ l cal)を 7～ 10%含 む
4 10YR3/4暗 褐 赤くサビを帯びた鉄洋を多く含む呂 炭化物(05～ lXl～ 3 cm)を 知～30%含む

5N2/0  黒  鉄津を含む層 細かく砕けた炭化物を30～ 40%含む 6Wグ リッド付近では黄褐色砂塊を含む

6 5YR4/6赤 褐 黄IBj色 上5～ 7%、 炭化物 (05X lcm)5%、 暗褐色砂10～ 15%含 む

3号排滓場メイン ト

3No・ 30k l
23791111m C

0             (1:60)            3m

3号排,宰場  C― C
l10YR3/2黒 褐■ 粘性 しまり中 炭化物 (約05X l帥の板】夫)5%、鉄滓 1%含 む

2 10YR4ん にぶい黄掲色土 粘性やや有、しまり中 黄褐色土粒帥 %、 暗褐土塊 (φ 3cm)3%含 む
3 10YR2泡 黒編色土    粘性 しまり中 黄褐色土塊 (ゅ 4 cm)2%、 炭化物(約05X lcnの 板状)10%含 む
4 10YR2/1黒 色土 粘‖生 しまり中 黄褐色上塊 (φ lcn)5%、 炭化物 (約05X lcmの 板状)10%、 鉄津10%含む

5 10YR2/1黒 色上と炭化物 (約05X lcmの 板状 )の 混合上  しまりやや弱 鉄淳と少量の羽日を含む

6 10YR〃 2黒褐土 粘 /1し まり中 黄褐色粘土塊 (φ lcm)5%、 炭化物 (約 2～ 3 cmの板状)20%含 む

7 10YR2/2黒 褐土     粘性やや無、しまり7:3の害1合で中

8 10YR3/3暗 褐土と黒褐「ヒの混合土 粘性 しまりやや有 黄褐色 と塊 (ひ 3 cm)5%混 入

9 10YR1/7黒 色北

10 10YR3/3暗 褐砂

11 10YR3/3暗 褐砂

猫性 しまりやや無、暗褐色土塊 (φ 5cm)7%混入

粘性 しまりやや雑

しまり弱 基盤の花揃岩風化による砂層

[出土遺物]な し。
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1号排滓場

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

3号排滓場

太線 … 排滓場形成以前の等高線

細線… …排滓場検出時の等高線

0            (1:40)           2m

排滓場 (4)
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3号排腸 □ □ 圃

花商岩
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場 秤 踵 Ⅷ Ⅷ 醒

□ 物 物 □ □ □
N69btt    N6ctt     N7層      Sl abtt    S2abtt    S3ab層

2号排滓場
姻 ....
S5abdtt   S5ctt    S6層     S7層     S8層

第40図 排滓場 (5)

(8)排  淳  場

つ

'津

場は東側調査区の沢沿い分布しており、鍛冶工房や掘立柱建物が検出された平坦面から沢方向

へ地形が傾斜する地点に形成されている。今回の調査では排淳場が 3箇所確認され、検出順に 1号、

2号、3号排津場と命名し、調査を行った。

調査にあたり、排津場が普代川の支流となる沢と接 しているため、掘削による土砂流出で河川の

水質汚染を引き起こす可能性があり、土のうを幅1.5m～ 4mに積み上げて堤防とした。調査方法は、

各排津場検出後にトレンチを1箇所設け、堆積状況を確認しながら掘り下げている。限られた調査期

間であること、掘削に伴う鉄津量が膨大であることから、全面発掘ではなくトレンチ掘削後に小グリッ

ド単位で掘り下げを行い、土量を把握した。 トレンチ内から出土した遺物は基本的に全て持ち帰り、

小グリッドから発掘された遺物に関しては鉄淳以外の遺物 (羽 口・陶磁器・鉄製品等)のみ持ち帰っ

ている。 (高橋 )

1号排滓場 (第 36・ 37・ 39。 40図、カラー写真図版 2・ 3、 写真図版18。 19)

[位置と形態]東側調査区の北東沢沿い、2Q～ 2U。 3Q～ 3V・ 4R～ 4V・ 5T～ 5Vグ リッ

ドに位置し、鍛冶炉や鍛冶工房が並ぶ平坦面の北側に形成されている。 1号鍛冶工房、 1号炭窯、 2
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号炭窯、2号排淳場 と重複 している。 2号炭窯は本排津場のNl層 を掘 り込んで構築されているため、

明らかに本遺構が古い。 1号鍛冶工房を構成する4号溝状遺構はSl層 に被覆されているため、 1号

排淳場南側形成最終段階以前に構築されていることは確かである。 l号炭窯はS3a層 を底面として

構築され、 Sla層 が北狽Iの一部を壊 しているため、 1号排津場南側の最終的な形成直前に構築され

たものと考えられる。 1号 。2号排淳場の新旧関係については、後述する。検出は Ia層直下で黒色

の鉄淳層として確認 した。調査開始時の雑物撤去中に周辺より黒色が強 く、鉄淳や炭化物、羽口が多

く採取された部分である。4Uグ リッド内では当初南西方向から延びる重機道が確認され、本遺構の

検出作業を始めたところ深さ40cmほ ど撹乱されてお り本来の検出面を留めていなかった。

遺構は沢沿いに北西―南東に約33m、 北東―南西に最大11.5mの 規模 を持つ扇形を呈 し、面積は

約2704∬ である。 3T。 4Tグ リッド内に設定 した トレンチの面積は約9.2∬、調査 した小グリッド

の面積は約19.5∬ となり、 1号排淳場総面積の約9.40/Oに 相当する。 トレンチ及びグリッド掘削の結果

から推定される1号排淳場の総鉄淳量は約59.6tで あり、持ち帰った鉄津は全体の約3.6%に相当する。

トレンチの北側 (4Thi以 北)と 南側 (4Thi以 南)では、遺物の包含される割合や色調の達

い等から当初 2時期に大別される廃棄を想定 した。南側 と北側では炭化物の割合が多い層と鉄津の割

合が多い層が交互に堆積する状況は共通 しているが、羽口や炉壁が多 く混入する層は南側で 2層確認

されるものの北側では確認されなかった。壁面崩落防止のため遺構検出面から1.3m以下は検土杖 を

用いて堆積状況を確認 したが、北側・南側ともに15m以上の堆積 と考えられる。 トレンチ南北端の

最下層には排淳場形成以前の地形が確認できた。

[出土遺物]陶器碗 (11～ 15'17・ 18・ 30。 34・ 46。 54・ 55)、 陶器小杯 (65)、 陶器皿 (73)、 陶器鉢 (77・

78)、 陶器甕 (88・ 89)、 陶器土瓶 (90)、 不明陶器 (94)、 磁器碗 (106)、 磁器皿 (127・ 131'132・

137。 140・ 143)、 対蝸 (152・ 153)、 羽口 (170～ 191・ 239～ 555)、 火打石 (686・ 687)、 石英塊 (706。

707)、 九石 (727)、 十能状鉄製品 (732)、 鑓 (747・ 748)、 角釘 (790～ 794)、 角棒状鉄製品 (890・

891)、 針状鉄製品 (893)、 鉄塊状遺物 (898・ 899)、 煙管 (911'912)、 寛永通賓 (927・ 939・ 940)、

ハマグリ (983～ 985)、 炉壁 (1006～ 1008)、 粘土塊 (1010・ 1011)が出土 している。   (高 橋 )

2号排滓場 (第 36。 38・ 39図 、カラー写真図版 2、 写真図版 18・ 19)

[位置と形態]東側調査区の東側沢沿い、4V・ W、 5 VoW、 6 VoW、 7V～ 7Xグリッドに位置 し、

1号鍛冶工房東狽1か ら沢方向に形成されている。 l号鍛冶工房を構成する 5号溝状遺構、 1号排淳場

と重複 している。 5号溝状遺構 との重複が一部分に留まり新旧関係を特定できなかったが、 5W・ 6

Wグ リッドまでは構築されていないことから、排淳場形成過程で構築されたことは確かである。 l号

排淳場との新旧関係については、後述する。検出は 1号排淳場 と同様、 Ia層直下で黒色の鉄淳層 と

して確認 した。調査開始時で周辺より黒色が強 く、鉄淳が多 く確認された部分である。

遺構は平坦面の北東縁から沢方向へ向かって形成されてお り、北東―南西に約17m、 南北に約6.8m

の規模を持つ扇形を呈する。面積は約62ゴ である。 5V・ Wグ リッド内に設定 した トレンチの面積は

約4.9ど 、調査 した小グリッドの面積は約 6だ となり2号つ:津場総面積の約180/Oに 相当する。 トレン

チ及びグリッド掘削の結果から推定される 2号排淳場の総鉄淳量は約4.5tであり、持ち帰つた鉄淳

は全体の約 10.l°/Oに 相当する。

沢側には砂層が確認されることから、増水等により本来の排津場形成面が削 られた可能性がある。

また羽口を多 く包含する層が 2層確認されるなど、 1号排津場南側の地積状況と類似 している。

[出土遺物]陶器碗 (24。 38・ 45)、 陶器小郭 (60・ 67)、 陶器皿 (71・ 74)、 陶器鉢 (80)、 陶器悟鉢 (83・
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86)、 磁器碗 (98・ 104・ 109,112)、 磁器蓋 (99。 101)、 磁器猪口 (119)、 磁器段重 (123)、 羽口 (192～

206・ 556～ 612)、 碁石 (714)、 角釘 (803～ 806)、 警 (922)、 寛永通費 (963)、 寛永通賓鉄一文俵

の可能性が高い古銭 (972)、 アワビ (994～ 997)、 不明巻貝 (1000)が 出土 している。   (高 橋 )

3号排滓場 (第 36・ 38～ 40図、カラー写真図版 3、 写真図版18・ 19)

[位置と形態]東側調査区の北西沢沿い、 3M～ 8P、 4N・ Oグ リッドに位置 し、鍛冶工房や鍛冶

炉から離れた場所に形成されている。重複関係のある遺構はない。検出は Ia層直下で黒色の鉄津層

として確認 した。周辺より黒色が強 く、鉄津や炭化物が多 く検出されていた。

遺構は平坦面の北縁から沢方向へ向かって形成されてお り、東西に約135m、 南北に約5.3mの規

模を持つ扇形を呈する。面積は約465だである。 3N・ O、 4NoOグ リッド内に設定 した トレンチ

の面積は約55∬、調査 した小グリッドの面積は約 3∬ となり3号排淳場総面積の約18%に相当する。

トレンチ及びグリッド掘削の結果から推定される3号排淳場の総鉄淳量は約075tであ り、持ち帰っ

た鉄淳は全体の約98%に相当する。

他の排淳場と異なり、廃棄された鉄淳や羽口量が少ない。また今次調査で出上 した動物遺体の多 く

が本遺構内 3層中からの出上である。他の排淳場に見られるような炭化物層と鉄津層の規則的な廃棄

も確認されていない。

[出土遺物]陶器碗 (16・ 19・ 31・ 33)、 陶器小必 (64)、 磁器碗 (114。 118)、 磁器蓋 (100)、 磁器皿 (134・

141)、 磁器瓶 (147)、 羽口 (207～ 209'613)、 碁石状石製品 (716。 725'726)、 火打金 (740)、 角釘 (807～

811)、 小刀状鉄製品 (885)、 煙管 (913)、 寛永通賓 (928・ 941)、 ハマグリ (986～ 991)、 アワビ (998・

999)、 不明魚骨 (1002)、 炉壁 (1009)が 出土 している。                 (高 橋 )

(9)柱 穴 (第 41図、写真図版20。 21)

[位置と形態]掘立柱建物や柱穴列等の遺構にならなかった (組 めなかった)柱穴は24イ固あ り、その

分布は東側調査区東側の 1号鍛冶工房 。3号鍛冶工房周辺と、東側調査区西側の 2号掘立柱建物や 3

号掘立柱建物周辺である。この24イ回のうちP36・ 56・ 60は掘立柱建物 とはしなかったが、 4号鍛冶炉

の上屋を構成する建物の一部である可能性が非常に高 く、 4号鍛冶工房を構成する要素と判断したた

め、鍛冶工房で記述 している。検出面は他の当該期の遺構 と同じくⅡ c層上面である。 P42・ 49・ 57

が 1号溝状遺構 と、 P58が 4号鍛冶工房と、P64・ 65が 6号溝状遺構 と重複関係にあ り、すべて柱穴

が新 しい。 P42・ 57が 1号不明遺構 と重複 しているが、 1号不明遺構が柱穴を覆うように構築 してい

るので、柱穴が古い。また、P34・ 47・ 48が 1号鍛冶工房を構成する 1号掘立柱建物 と重複関係にあ

るが、直接切 り合う柱穴がないため、新旧関係は不明である。

平面形は円形もしくは楕円形を基調とする。堆積土はほとんどの柱穴で黒褐色もしくは暗褐色土を

主体とし、柱痕の観察できる柱穴は掘 り方に責褐色土塊や責褐色土粒を多 く含むものが多い。東側調

査区西側に分布する柱穴は東側と比較すると、散在 しており、柱穴の直径は30～ 40cmで やや小さい。

一方、東狽↓調査区東側に分布する柱穴は、直径約30～ 70cmで40～ 50cmの ものが多い。柱痕の確認で

きる柱穴 (東側 I P34・ P39～ P41・ P47'P50。 P52・ P63・ P64、 西側 :P42・ P45・ P49・

P57)は 13個 もあり、本来は建物を構成 している可能性が高い。

[出土遺物]P7か ら角釘 (815)、 P58か ら角釘 (816・ 817)が出土 している。

(10)不 明 遺 構

-68-



Ⅳ 検出遺構と出土遺物

ヴ
噛

０
躙

@P50

亀酢
銑

◎
瑯

銘 銑

◎
Ｐ４

9      (-1:1001      5m

平 ロ

1東側調査1区東側柱穴群

響00mⅢ

5詈身ド
生

:姻簿葦螂斌
う 10YR2/1 黒  粘性無 .ヽし まり中 褐色土粧 I～ 2%含む

止①

Ｐ７
二

東側調査区西側桂穴1群

第41図 柱穴

一.69-



近世の遺構

調

査

区

外

鬱 ∂υ

σ 粘土塊

0        (1:5の         2m
|

／む

９

５

288虹 小

Pl

1号焼土遺構11号不明遺構 A― A・

1 5YR5/8明赤編 粘性無、しまり有
2 10YR2/2黒 褐  粘性無、しまりややな 褐色±40%奪む

部分的に熊化物 1～ 100、 自砂 1～ 5%含む

3 10YR2/2黒 掲  粘性やや無、しまり中 禍色土粒 1%、

炭化物粒 196含む

4.10YR2/1黒    粘性無、しまケや々無 自砂5096含Ⅲ

2C患70Clm B

放器脇繋 感で勇理解観 、鶏鶏た艶赫監誡錦1～ 5始む
910Y議猛 鼻掲 粘性ゃや無、しまり中 禍色上粒 1%、 魔化物粒1%含む

1号不明遺構 C― C
l10VR2/2黒 褐 粘性無、しまりやや有

白秒 1～ 5%含む
2 10YR12/2黒 褐 粘性やゃ蕪、しまり中

鶏700m勢___<翌シ井
褐色B40%含む 部分的に炭化物 1～ 10%、

褐色土粒 1%、 炭化物粒 1%含 む

炭化物分布範囲

=む 0

-70-
第42図 1号焼土遺構 。1号不明遺構



Ⅳ 検出遺構 と出土遺物

1号不明遺構 (第42図、写真図版22)

[位置と形態]東側調査区の西側南端、60～ 6Qグリッドに位置し、南狽Iは調査区外に広がつている。

2号掘立柱建物、 3号掘立柱建物、 1号溝状遺構、 3号溝状遺構、 P42、 P57と 重複しているが、こ

れらすべての遺構を覆うように本遺構が構築されており、本遺構が新しい。表土層直下のⅡc層上面

で検出した。Ic層の細かな凹凸を、白色砂を多く含む黒色上、炭化物粒・褐色土粒を少量含む黒褐

色土、褐色土を多量に含む黒褐色土を順に埋め、平坦な部分を構築している。

平面形は不整形で、確認できた規模は東西方向4.14m、 南北方向約 lmである。

本遺構には焼土遺構が伴っており、 1号焼土遺構とした。 1号不明遺構 3層の一部が三日月状に赤

変している。平面規模は長辺035m、 短辺0.31mで、熱を受け明赤褐色に変色している厚さは最大で

6 cmで ある。 1号焼土遺構周辺には炭化物が分布する箇所がみられ、一部には炭化物が密集している

部分が 2箇所ある。

本遺構は火を扱う作業場の一つと考えられるが、機能を特定するには至らなかった。

[出土遺物]角釘 (819～ 823)、 煙管 (914～ 916)、 寛永通賓 (929。 942～ 945)、 寛永通賓鉄一文銭

の可能性が高い古銭 (974)が 出土している。

2 時期不 明の遺構

今回の調査では時期の特定できない遺構が土坑 3基、柱穴列 1条、配石遺構 l基検出された。 2号

土坑は2号鍛冶工房と同地点に、 3号土坑は4号鍛冶工房と同地点に構築されているが、 1号土坑、

1号柱穴列、 1号配石遺構は西側調査区の西端の近世の遺構が分布しない区域に構築されている。 1

号土坑が検出された周辺は東側調査区でも近世遺構群が検出された部分とは堆積状況が異なってお

り、西側調査区のT8～ 10。 12・ 13と 類似している。 1号土坑周辺では、表土直下にはT8～ 10。

12・ 13で は基盤礫層直上で観察された褐色～黄褐色シルト層が堆積しており、この面が遺構検出面と

なっている。この層は東側調査区の他の区域では堆積していない。以下、種別毎に記述する。

(1)土 坑

1号土坑 (第43図、写真図版24)

[位置と形態]東側調査区の西端、 7Mグ リッドに位置する。重複する遺構はない。表土直下の褐色

土層で、楕円形の黒色上の広が りのなかに瓢箪形の赤褐色の広が りが確認され、当初は炭窯を想定 し

て精査を行った。しかし、炭化物の堆積層や壁面の被熱による赤変が確認できなかったため、土坑 と

して登録 した。検出時に確認された焼土層の性格は不明である。

本遺構の平面形は楕円形を呈 し、断面形は台形状を呈する。開口部での規模は長辺2,77m、 短辺

1.85mで 、検出面からの深さは最大で72cmで ある。堆積土は9層 に分層され、黒色土 もしくは黒褐色

土を主体とする。す くなくとも4層以下に関しては爽雑物が少なく、レンズ状・三角形状の堆積状況

を呈 してお り、自然堆積 と考えられる。底面は概ね平坦である。

[出土遺物]な し。

[時期]遺物が出土せず、掘 り込み面も特定できないことから、詳細は不明である。

2号土坑 (第43図、写真図版25)

[位置と形態]東側調査区の中央、 7Sグ リッド付近に位置 し、南側は調査区外に広がっている。 2
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2 時期不明の遺構

(検出時)

243800m A

2号土坑

1号土坑

ω
封
∃

濡
等
［

1号土坑 A― A B― B
1 75YR3/3  暗褐 粘性 しまり無 焼上塊20%、

黒栂色± 3～ 5%含む

2 5YR4/6  赤格 粘性無、しまり中 部分的に還元

(5Y郎/2灰褐 )し ている

3 75YR4//6  褐  粘性無、しまり中 2層側がやや赤変 して

お り、5層側はやや暗い

4 10YR2/1  黒  粘性 しまり中 褐色土粒 1～ 2%、

褐色土小塊 5%含 む

5 10YR1375/1黒  粘性無、しまり中

6 10YR2/1  黒  粘性やや有、しまり中 褐色上小塊 5%、

灰褐粒10～ 15%含 む

7 10YR2/2  黒褐 粘性 しまり無 暗褐色土粒 1～ 2%含 む

8 10YR2/1  黒  粘性やや無、しまり中 褐色土粒 1%含 む

9 10YR3/3  暗褐 粘性 しまり中 黒褐色土粒 1～ 3%含 む

3号土坑

郵⑥玖
236■00m△           A'_

学

3号土坑 A― A
l10YR/2黒 褐 粘性無、しまりやや無 !協色土塊 3～ 5%、 炭化物 7～10%含 む

0        (1:50)       2m

キV

237 911C m A

2号土坑 A― A
l10YRン 2黒掲 粘性 しまりやや無 焼上塊 2～ 3%、

ol～ 3 cmの 礫 1%、 φ lcmの砂 5～10%含 む

2 10YR2/2黒 褐 粘性やや無、しまり無 褐色粘土塊 1～ 2%、

ゅ 1～ 3 cmの 礫 1%含 む
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

号鍛冶工房、 2号溝状遺構 と重複 してお り、本遺構がこれらの遺構の一部を壊 していることか ら、本

遺構が新 しい。表土直下のIc層上面で、黒褐色の半円形プランとして検出した。

平面形は円形基調と考えられるが、調査区外に広がっているため、断定はできない。確認された検

出面からの深さは最大で62cmで 、北側の壁面は下部で若千オーバーハングし、中間部から直立気味に

立ち上がる。底面は概ね平坦である。堆積土は黒掲色土を主体 とし、混入物の差異により2層 に分層

した。各層の厚さはあるが、爽雑物が少ないことから自然堆積の可能性が高いと考えられる。

[出土遺物]角釘 (818)が 出上 している。

[時期]時期を特定できる遺物が出上 していないため、不明である。

242 4110m B     BI

馘
l号柱穴列 Pl B― B
l10YR3/31音 褐  粘性 しまり無

2 10YR〃1黒   粘性無、しまり中

3 10YR2/1黒   粘性無、しまり中 褐色上粒 3%含む

4 10YR4/4褐   粘性やや無、しまりやや有 単色■15%含む

242600m o      o生

1号柱穴列 P2 C― C
l10YR2/2 HI褐  粘性 しまり無
2 10YR2/2黒 褐 粘性 しまり無  褐色土層状に含む

3 10YR2/1黒   粘性無、しまり中 掲色土粒 3%含む
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1号柱穴列 P3 D― D
l10YR″2黒掲  粘性・しまり無

2 10YR2/1黒   粘性 しまりやや無 褐色土塊 5～ 7%含 む

1号柱穴列 P4 E― E
l10YR2/25黒 tgJ 粘性 しまり無

2 10YR2/1 黒   粘中生 しまりやや無 褐色土塊 7～ 10%含む

1号柱穴列 P5 F― F
l10YR2/2 黒褐   粘性 しまり無

2 10YR2/15黒 ～黒褐 粘性 しまりやや無 掲色土塊 7～ 10%含 む

」

◎ 4二

~

一
FttFニ

ー

| 0      (1:醐 )     2m
|

第44図  1号柱穴列
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2 時期不明の遺構

3号土坑 (第 43図、写真図版25)

[位置と形態]東側調査区の東側、 7Uグ リッドに位置する。 3号鍛冶工房、 6号溝状遺構 と重複 し

てお り、本遺構がこれらの遺構の一部を壊 しているため、新 しい。Ic層上面で、黒褐色の円形プラ

ンとして検出した。

平面形は円形基調で、断面形は逆台形状を呈する。開口部での規模は長辺78cm、 短辺73cmで、検出

面からの深さは最大で13cmで ある。堆積土は黒褐色上の単層で、炭化物や褐色土を一定量含むことか

ら人為堆積の可能性が高い。

[出土遺物]な し。

[時期]時期を特定できる遺物が出土 していないため、不明である。

(2)柱  穴  列

1号柱穴列 (第 44図、写真図版26)

[位置と形態]東側調査区の西端、 6K・ 6Lグ リッド付近に位置 し、Pl～ 5の 5個の柱穴で構成

される。重複する遺構はない。各柱穴の検出面は 1号土坑 と同様、表土直下の褐色土層である。

全長は7.64m(2丈 5尺 2寸)で柱間寸法は1.91m(6尺 3寸 )、 方向はN70° Wで ある。各柱

穴の平面形は円形を基調 とするもので、掘 り方の大 きさは直径43.5～ 53.5cm、 検出面からの深 さは

27.5～ 42.5cmで、直径50cm前後、深さ40cm前後が主体である。柱痕はすべての柱穴で確認でき、柱材

の抜 き取 りは基本的に行われていないと考えられる。柱のサイズはその痕跡から判断すると、直径20

cm前後である。堆積土は黒色～黒褐色上を主体 とし、掘 り方埋土には褐色土が塊状・粒状で含まれる。

[出土遺物]な し。

錫

勉
D

〃

勤

韓

込亀v

牲

B′

栄

242000m B

ヽ
、

241200m A

蔦 醍 干 ぱ
冒

1号配石遺構 A― A
l10YRν6黄褐  しまり中

2 10YR2/1黒   しまり中

3 10YRν6黄褐 部分的に75YR5/o明褐色を呈する

4砂 礫層

0        (1:80)        4m
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Ⅳ 検出遺構 と出土遺物

[時期]遺物が出土せず、掘り込み面も特定できないことから、詳細は不明である。

(3)配 石 遺 構

1号配石遺構 (第 45図、写真図版22)

[位置と形態]東側調査区の西端、5LM・ 6LMグ リッド付近に位置する。重複する遺構はない。

重機による表土除去中に直立する礫の一部が検出され、遺構の可能性を想定して、周辺の検出を行っ

たところ、一辺30cmの方形状に整形された花商岩が斜面の変化点である6Mの南側で列状をなしてい

るのが確認された。6Mの北側にも一列あるが、南側と比較すると、不規則である。

確認された長さは約4mで、方向はN80° Eである。配石を構成する礫に明瞭な使用痕跡の確認で

きるものがなかったため、遺構としての図化を行うに留め、構成礫を採集することはしなかった。

本遺構はⅡc層 を掘り込んで方形状の礫を設置し、責褐色土を充填することで固定している。斜面

上方は調査中でも土砂の堆積が見られ、土留め等の機能が想定される。

[出土遺物]な し。

[時期]遺物が出土しないため、詳細は不明である。

3出 土 遺 物

(1)縄文時代の遺物 (第46図 、写真図版27)

1～ 7は縄文土器である。縄文もしくは文様のない部分の断片的な資料が多く、時期を特定できる

資料は6の 1点のみである。 1・ 3は文様のない部分の体部片である。 1は今回の調査では厚手の部

類にはいる資料である。 3は器面が荒れており、文様は確認できない。内面は磨かれている。 2・ 5

は縄文のみの資料である。 2は単節縄文がタテ方向、5は ヨコ方向に施文されている。4は沈線が観

察される資料である。 6は晩期の大洞A式期の鉢形土器と考えられる資料である。口縁部に平行沈線

主外の文様帯が配置されている。内面は丁寧に磨かれている。7は底部の資料で木葉痕が観察される。

8は磨石である。完形のもので、両面とも使用している。実測図表面側は磨面より古い凹部が観察

でき、敲石としての機能も有している。

0      (1:3)     10cm

第46図 縄文時代の出土遺物
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3 出土遣物

(2)古 代 の 遺 物 (写真図版27)

9。 10は土師器である。断片的な資料であるため、図化は行っていない①2点 とも甕の体部片で外

面の調整はタテ方向のヘラケズリ、内面はタテもしくはナナメ方向のハケメである。

(3)近 世 陶 器 (第47～ 50図、カラー写真図版 7～ 11)

陶器碗は内外面とも藁灰釉が施釉されるものを主体とする。製作地は大堀相馬と小久慈が想定され

るが両者は器形・釉薬とも非常に類似している。小久慈の技術は相馬から来た陶工に師事し、習得し

たものであるので当然の結果と判断される。製作地の分離に際しては①胎土、②焼成不良の有無、③

釉薬の厚さで判断した。①に関しては、大堀相馬産のものは浅責色や灰白色を主体とし、小久慈産の

ものは責灰色・灰色を主体とする。②に関しては、大堀相馬産に焼成不良は見られず均―である。③

に関しては、大堀相馬産の釉薬が02～ 0 3mmで あるのに対して小久慈産の釉薬が0.4～ 0.6mmと 厚い。

これらを踏まえ製作地を観察表中に記載したが、小久慈焼初期の様相が不明であるため、表記は註 1

とし大堀相馬産と判断したものには (大)を小久慈産と判断したものには (小)と した。

11～ 33は 大堀相馬産と判断した碗である。11は外面下半に鉄釉、外面上半に灰釉を流し掛けたい

わゆる「腰錆碗」である。内面にも灰釉が施されている。体部中央には少なくとも2条の沈線状の段

がつけられている。12は灰釉の端反碗である。他の資料と比較すると全体的に貫入が著しい。13・ 14

は同一個体の可能性が高い資料で、外面下半に鉄釉、外面上半に藁灰釉を流し掛けた「腰錆碗」である。

11と は灰釉・藁灰釉の違いがみられる。体部中央には少なくとも6条の沈線状の段がつけられている。

15～ 17は藁灰釉施釉後、別釉を口縁部に流し掛けたもので、15は銅緑釉、16・ 17は鉄釉を流し掛け

ている。18～ 23・ 27～ 29は 内外とも藁灰釉が施釉されるものである。高台部は無釉のものが多い。

体部下半から底部の資料が多いが、日縁部が残存する18・ 19は体部中央から直立気味に立ち上がるも

のである。27～ 29は底部から口縁部へ開き気味に立ち上がる。25は 内外面とも真灰釉が施釉される

筒形の碗である。外面上半には別の藁灰釉が流し掛けられ、高台部には鉄釉が施釉される。26は 内外

面とも銅緑釉が施釉される薄手のものである。24・ 30～ 32は外面に立体的な装飾が施されるもので、

24。 30・ 32は 波、31は 巻貝と波が装飾される。31な どは非常に写実的で丁寧である。24の 内面には藁

灰釉、外面には銅緑釉が施される端反碗である。30は大堀相馬産の碗としたものの中では大形のもの

で茶碗として使用されたものと思われる。内面には藁灰釉、外面には鉄釉が施されている。31は体部

下半から直立気味に立ち上がる筒形の碗である。真灰釉主体に施釉されるが、体部下半には立体的な

装飾の視覚的効果のためか鉄釉が施釉されている。32は 口縁部が外反気味に立ち上がるもので、真灰

釉を主体としながら、体部下半には鉄釉が施されている。33は 内外面とも真灰釉が施釉されるもので

ある。前述までの資料と比較すると、口径のわりに器高が低い形状を呈するものである。

34～ 521よ小久慈産と判断した碗である。34～ 43・ 45～ 52は 内外とも真灰釉が施釉されるもので

ある。35'36の外面上半には別釉が流し掛けられている。畳付や高台部内面は無釉のものが多い。

34～ 401よ丸碗である。36の ように腰の張りが強いものと、34の ように底部から体部下半にかけて緩

やかに立ち上がり、体部上半で直立気味に立ち上がるものがある。高台はハの字状に開くものが多い。

43は 端反形の碗である。底部を欠損している。44は 外面に波の立体的な装飾が施されるものである。

装飾は24。 30～ 32と 類似している。体部下半には立体的な装飾の視覚的効果のためか鉄釉が施釉さ

れている。45～ 52は 口径12～ 13cm前後の平碗である。口縁部は玉縁状になっているものが多い。九

碗より高台部が直立気味になっている。
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

0      (1:3)    10cm
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第47図 近世陶器 (1)
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3 出土遺物

＼送話＼建 安

8

里 刷 瑠 羽 2~63

司    5 ワ又6 」冠70的 的
第48図 近世陶器 (2)
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3 出土遺物
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ヒ____と 重三三≦193      ~Д 94

第50図 近世陶器 (4)

53～ 57は東北産 と考えられる灰釉碗である。やや暗い緑色 を呈 し、ロクロロが顕著に観察 される。

日縁部 を欠損 している もの もあるが、端反形の碗 を主客 とする。53～ 55の ように高台部 には鉄釉 を

施釉するもの と56・ 57の ように高台部が無牙由の もの とみ られる。

58は 瀬戸・美濃産の陶胎染付の椀である。外面には海浜風景文が施文されている。

59～ 67は小杯である。59～ 65は 大堀相馬産のもので、59～ 63は 灰釉、64・ 65は 藁灰釉が施釉さ

れている。60・ 61・ 63は 二次焼成を受け変形・釉薬の剥落などがみられる。66は小久慈産、67は 東北

産と判断 した小杯で、体部上半の断片的な資料である。碗 と同様、胎土から判断した。67は小久慈産

の可能性を含んでいる。

68～ 74は皿である。68・ 69は 大堀相馬産の縁折輪花皿である。68は ほぼ完形のもので、見込みに

は七曜文の陰刻がみられる。69は 68と は同一個体ではないが、類似する資料の口縁部片である。70。

73,74は小久慈産と判断した皿である。70の 畳付の幅が非常に厚いもので、高台部は無釉である。焼

ムラが観察される。73,74は小皿である。71・ 72は東北産と考えられる灰釉皿である。71に は焼 きム

ラが観察される。体部の器厚に比べて見込み部分の器厚が半分以下と非常に薄い。

75。 76は瀬戸・美濃産のもので、75は桶、76は鉢と考えられるものである。

77～ 80は鉢である。77は大堀相馬産、78・ 79は小久慈産、80は 産地の特定できなかった資料である。

77は 口縁部を折 り返 し、玉縁状を呈する。内面には藁灰釉、外面には鉄釉を施釉 している。78は外面

に立体的な装飾が施されるものである。内面には藁灰釉、外面には鉄釉を施釉 している。外部上半に

は藁灰釉を流 し掛けしている。79は 内外面とも藁灰釉が施釉されるものである。国縁端部は外反気味
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

を呈する。80は飴釉が施釉されている。筒形のもので、断片的な資料である。

81～ 87は福鉢である。81～ 85は

'頼

戸産である。胎土は淡黄色 もしくは浅黄色を呈する。内外面に

鉄釉が施釉されている。81は底部が残存 してお り、回転糸切 りである。卸 目は10～ 13を 一単位 とし

ている。82～ 84は 口縁部、85は体部の断片的な資料である。86は 東北産の悟鉢で、胎上の特徴から

小久慈産の可能性が非常に高い資料である。内外面とも鉄釉が施釉され、ギラギラ金属的な光沢を発

している。87は 素焼 きのもので産地を特定することはできなかったが、在地産と考えられる。

88・ 89は 奏である。88は小久慈産のもので、小形の壷 と考えられる。内外面とも鉄釉を施釉 し、そ

の上から体部上半に藁灰釉を施釉 している。89は 甕の装飾部分である。

90は大堀相馬産の上瓶の底部である。藁灰釉が施釉されている。91は 内外面とも灰釉が施釉される

もので、徳利等の顕部である。92は 徳利の体部上半の資料である。外面は真灰釉を、肩には漆黒の鉄

釉が施釉されている。内面にも鉄釉が施釉されている。非常に薄造 りである。93は瓶類の底部資料で

ある。外面には藁灰釉が施釉され、内面は無釉である。製作地を特定することはできなかった。94は

胎上の特徴から小久慈産と判断したものである。断片的な資料で、器種の特定には至らなかった。

(4)近 世 磁 器 (第51～ 53図 、カラー写真図版12～ 16)

95～ 118は碗 もしくは碗蓋である。95～ 103は 広東形のもので、すべて肥前産もしくは肥前系の

ものである。容部上半は薄手のものが多い。文様は草花文が主体で、95は 割菊、97は 雲鶴、99は 竹、

102は若松が施文されている。見込みに文様があるのは103の みで、簡略化された寿が施されている。

104は筒形のものである。製作地は肥前である。口縁部の断片的な資料で、外面には割菊文が施文さ

れている。105は肥前系のもので、底部資料である。外面の文様は山水文と思われる。見込みには簡

略化された荒磯文が施文されている。106は肥前系の望量碗風の碗である。外面の文様は草花文と思

われる。見込みには昆虫状の文様が施文されている。107・ 108は肥前産の小形碗である。赤・緑を主

体とした色絵である。109。 110は肥前系の小丸形の碗である。109は雪輪文、110は草花文が施文され

ている。111～ 115は 波佐見産の九形碗である。肥前産のものと比較すると厚手で、胎上の色調は灰

色に近い灰白色を呈する。111,1121ま 二重網 目文、113・ 114は 雪輪梅樹文、115は梅樹文が施文され

ている。114の高台内には非常に簡略化された「大明年製」銘がみられる。116は端反形の碗蓋である。

肥前系 と考えられる。外面の文様は樹木文と思われる。117・ 118は 瀬戸・美濃産の端反形の碗である。

117は雪輪草花文、118は海浜風景文が施文されている。117の見込みには花、118の見込みには波が施

文されている。117の高台内には銘がみられるが判読できなかった。

119・ 120は猪口である。119は肥前産のもので、蛸唐草文が施文されている。120は底部付近の資料

で、瀬戸・美濃産である。格子状の文様が確認でき、水仙が施文されている可能性が高い。

121。 122は 同一桐体の可能性が高い小郭である。肥前産である。

123・ 124は段童の最下段である。123は色絵のもので、有田産の可能性が非常に高い。124は肥前産

のものである。外面の文様は草花文と思われる。

125～ 143は 皿である。125～ 131は肥前産もしくは肥前系のものである。125は深皿で、内面に草

花文が施文されている。墨弾きの手法が用いられている。126は風景文が施文されている。127・ 128

は輪花皿で、127に は蛸唐草文、128に は花唐草唐子文が施文されている。129は風景文が施文されて

いる。130は 型打ちの皿で、断片的な資料である。132は肥前産の青磁皿である。口縁部の断片的な資

料である。133～ 139は 波佐見産の皿である。138～ 137は深皿で内面に菊文、外面には簡略化された

唐草文が施文されている。見込みにはコンニャク印判の五弁花、高台内にはくずれた渦福が施文され
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3 出土遺物
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ている。これらの資料は長崎県波佐見町の永尾本登窯で生産された可能性が高い。138,139は 平皿で
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

皿である。 3点 とも玉縁を呈する。141は 内面に草花文、外面に簡略化された唐草文、142は 内面に竹

文、外面に源氏香文、143は 内面に松樹文、外面に源氏香文が施文されている。

144～ 146は肥前産の紅皿である。144・ 145は やや薄 く、146は全体的に厚手のものである。

147・ 148は肥前産の徳利である。147の外面には連続唐草文が施文されている。148は御神酒徳利の

底部付近の資料である。格子状の文様が確認できる。蛸唐草文が施文されるものと想定される。149

は肥前系の仏飯器である。高台部のみの断片的な資料である。150は 三河内産の水滴 もしくは置物と

考えられる資料である。樹木状の文様が陽刻によつて施されている。151は肥前産の水滴である。

(5)土  製  品 (第 54図 、写真図版30)

152・ 153は対渦である。 2点 とも小形のもので、152は 略完形、153は 口縁部～体部の破片資料であ

る。154は鋳型と考えられる資料である。断片的な資料であるため、全体像は不明であるが、実沢1図

正面の中央に断面 L字状の溝が刻まれている。155。 156は土人形の一部と考えられるが、断片的な資

料であるため、不明土製品とした。

(6)可可 口 (第55～ 59図 、カラー写真図版17、 写真図版31～ 34)

今回の調査で出土した羽口の総量は、中コンテナ86.5箱分、重量804.5kgで ある。この重量をもとに

割合を求めると、やはりつF淳場からの出上が最も多く、全体の9割を占める767.lkgに も及ぶ。中でも、

1号排淳場からの出上が突出しており、全体の6割強を占めている。一方、排淳場以外の遺構内から

の出土は37.4kgと 少量であり、全体の 50/0に も満たなかった。当然の結果とも言えるが、実際に羽口

153
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第54図 土製品・ガラス
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3 出土遺物

が使用された場での遺存率は低 く、使用後はつ,淳場へと廃棄されていたことが窺える。

本報告に際 し、全体の380/0に あたる307.8kg分、526点 を選択 し登録を行った。選択基準は筒状に全

周する部位が残存するもの、もしくはこれに近 く残存するものとし、これに該当するものをすべて登

録 した。さらにこれらのうち、各遺構からより残存状態の良好なものや特徴のあるものを選択 し、55

点を図示 した。これら55点 を除いた471点 については計測のみを行い、観察表にその詳細を記載 した。

図示 した点数は総出土量からすると50/O程度と非常に少ないが、これは紙幅の都合上や時間的制約と

いった理由はもちろんだが、羽国の機能・用途面を考慮 した上で、重要とすべき着目点を「内径」。「外

径」。「装着角度」に求めたためであり、観察表に反映される統計に努めたため、上記のような代表的

なものに限ることとした。結果的に登録 したものは、先端部が残存するものが 9割以上を占めている。

機能上、送風管として炉内にまで本体が及ぶため、融解 した鉄津 (溶着津)の付着が顕著に見られる

が、これにより風化等から守られるため、副次的に残存率が高 くなるようである。一方、基部 (末端部)

が残存するものは20点ほどしか確認されていない。同様に完形個体 として残存するものは 1点 (172)

のみで、これに次 ぐ個体として 2点 (170・ 171)が挙げられるが、数量的には非常に少ない。171が

約30cmと 最 も長 く残存するが、未使用の個体としてはもちろんこれ以上の長さを有するのであろう。

完形個体は少ないが、ある程度全容が把握できるものを含め、想定される形状は円筒形に限られ

ると思われる。残存率の低い破片に対 しても同様 と推測され、円筒形以外の形状は確認されなかっ

た。傾向としては、タト径が先端部側より基部側が若千細 くなるようであるが、その差は全容のわかる

170～ 172で 5 mm程 度、比較的残存長がある263・ 274・ 283・ 407・ 454。 471・ 487・ 490。 531・ 619・

645'682で も0～ 9 mmと 、肉眼ではあまり感 じられない程度である。反して内径には明確な差異が認

められ、先端部狽Iか ら基部側に向かって径が拡大 している。172で約 3 cm、 基部が一部破損するため

推定値 となるが、170・ 171で も2.5～ 3 cmほ ど基部が広 くなっている。比較的残存長のある個体につ

いても同様の形状を示 しており、逆に先端部側が細 くなるような個体はないことから、すべて同じ形

状をするものと推測される。

また、内径をよく観察すると段の有無が認められる。段を有するものは、これを境に径の大さが異

なってお り、芯棒を連結 した際の繁 ぎ目であることがわかる。一方、段の認められないものは、171

のように直線的に広がる形状 し、繋ぎ目と思われる部分は確認できない。以上のことから、羽国の成

形にはい くつかの方法が考えられ、前者においては、太さの異なる芯棒に対 し、各々成形 したものを

最終的に繋ぎ合わせる方法、後者においては、両端の径が異なる 1本の円柱状の芯棒を用いて成形す

る方法が考えられる。これらの成形方法の違いが何に起因するかは全 く不明であるが、いずれにして

も芯棒にはある程度の規格性が窺える。製作工程としては、この芯棒に布などを巻き、粘土を貼 り付

け、成形・調整、その後乾燥・焼成と行われていたものと思われる。胎土には砂粒が多 く含まれてお

り、本鉄山周辺では容易に採取できる風化花筒岩 (通称マサ土)が混入されたものと判断される。表

面を観察すると、調整痕が見られるものがある。指頭によるナデ痕が多いが、中には並行する線状痕

も見られることから、工具を用いたヘラケズリ的な調整も行われていたと推測される。いずれにして

も炉内での耐火性を高めるため、胎土は緻密に締められている。なお、主原料となる粘土については、

『早野家文書 高帳』「鍛冶屋一軒分」段において、「一 羽根口土 ―ヶ月 根場土三拾貫匁相渡可申

事」とあり、鍛冶屋 1軒での羽根口 (=羽口)製作に必要な根場土 (ね ばど=粘土)が 1カ 月で30貫

(≒ 37.5kg)必 要であることがわかる。また、「土の口」段には、根場土を掘る作業に従事する者に対

する賃金の記載が見られ、後段には「一 根場土 鍛冶屋羽根口土 割沢 掘田 いか峠 申山 大走」

と、鉄山近隣の特定の場所で粘土を採取 していたことが読み取れる。以上のことから、鉄山外から製
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品として完成された羽口を搬入 していたのではなく、山内において直接羽口を製作 していたと解釈で

き、銀冶場作業の一環 として組み込まれていたことがわかる。

各残存部位の外観についてであるが、先端部は表面に溶着淳が付着 してお り、片口的になるものが

多い。片口となるのは大半が下部にあたり、直線的に切 り取 られたような形となっているが、炉内の

高温により侵食された結果によるものであろう。地面 と接する底面部には長楕円形状に延びる還元

部が確認でき、これや先端部の侵食部、溶着淳の流下状況によつて最終的な設置状態が推測できる。

316・ 490・ 557の 3点はこの還元部が上面から狽1面 に見られることから、羽口を回転させて複数次使

用 したものと思われる。明確に痕跡を残すものは少ないが、設置替えは日常的に行われていたものと

推測される。溶着淳の付着は中間付近にまで及ぶが、基部側にはほとんど見られない。基部側は炉壁

の外に出ているため被熱量は少なく、熱作用による痕跡 もあまり認められないようである。上述 し

たとお り、基部が残存するものは20点 と少ないためやや概略的になるが、内径は45～ 56mm、 外径は

67～ 87mmの数値が確認された (推定値を除く)。 基部には木呂が連結 していたと考えられるが、内面

にはこれを装着するための特別な加工等は見られない。今回の調査では鉄木呂 (732)が 出土 してお

り、また『早野家文書 高帳』において、木呂に使用する竹の年間の需要本数や寸法についての記載

が見られることから、木呂としては鉄製・竹製の 2種類を用いていたことがわかる。これらをどのよ

うにして連結 していたかは不明だが、羽回の基部の内径 と鉄木呂 (732)の外径 と照らし合わせると、

鉄木呂の2/3ほ どを羽口に装入 した形でちょうどよく納まることか ら、羽口→鉄木呂→竹木呂という

ように輔まで連結 していたものと思われる。

また、外観の特徴的なものとして234が挙げられる。先端部片 と思われるが、使用頻度が少ないの

か溶着淳の付着がほとんど見られないものである。破損個体のため全容を窺い知ることはできないが、

未使用段階の形】犬を留めている可能性がある。この他に、破損部に粘上が付着 したものが20点ほど見

られる。中には破損部全体に粘上が及ぶものもあり、197・ 198の ように内径部が完全に閉塞 している

ものも認められる。炭化物が多 く混入することから、破損後偶発的に付着 したものと捉えていたが、

中には調整痕を残す もの (446・ 470)も 確認されており、人為的な要素も見られる。いずれにしても、

粘上自体は羽回の胎土 とかなり近似 したものであるから、意図的に貼 り付けたものだと思われるが、

その目的の詳細は不明であ り、今回は事例の提示のみに留めたい。

最後に計測 した各部位の統計結果について述べたい。統計を得た部位は、上述 したとお り先端部に

おける「内径」。「外径」。「装着角度」の 3項 目である。これらは従来の鉄生産関連遺跡の調査におい

ても、炉の用途・形態に応 じて変化が認められる材料として認識されていることから、本資料に対 し

ても同様の比較対象を行うこととした。

<内径>推定値及び計測値に幅があるものを除いた464点 を対象 とした。計沢1に はデジタルノギスを

使用 し、 l mmご とに分類 した。これを示 したのがグラフ 1である。確認された数値は20～ 30・ 32・

33mmの 13類である。最 も多いのは24mmの 124点 で、グラフはこれを頂点とする山形を成す。この前後

にあたる23mmで92点、25mmで 112点 とほぼ同数を数え、この 3類のみで全体の7害↓を占めている。明

らかな数量の変化が見られるのは21mmと 30mm付近であり、10点 を下る数量となっている。また、最小

値の20mm、 最大値の33mmは それぞれ 1点 しか確認されなかった。

<外径>内径 と同様の条件のあるものを除いた464点 を対象とした。計測方法・分類 も上記と同様で

ある。これを示 したのがグラフ2である。確認された数値は64・ 66～ 100'103mmの 37類である。グ

ラフを見ると、78～ 81mmの 部分が突出するものの、他にもい くつかのまとまりが見られ、64～ 67mm・

68～ 75mm。 76～ 83mm・ 84～ 91mm・ 92～ 97mm。 98～ 103mmと お よそ 6群 に大別できる。76～ 83mm
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3 出土遣物

の範囲で全体の41%を 占め、グラフ両端の64～ 67mm・ 98～ 103mmで は総数が10点 前後と少数 しか確

認されなかった。

<装着角度>計測方法としては、付着 した溶着淳の範囲から装着角度を求めたが、この計測には得て

して主観が入 り込む余地が大 きく、計測者間での個人差が出る可能性が考えられる。一応、個人差に

よる誤差を幾分でもなくすため、調査員 1名ですべての計測を行ったが、主観による偏向があるのは

否めないことを明記 してお く。なお、本報告において記載 している装着角度はすべて水平に対する羽

口の装着角度であ り、垂直に対する角度は当然のことながら、90° からこれを差 し引いた値 となる。

また、ここで言う垂直とは炉壁のことを指 し、水平 とはこの炉壁に対 して直交する線を指す。 しかし、

実際に炉壁が完全に垂直に構築されているかは不明であ り、よって水平 とは炉壁の傾 きによって変動

するものであることを付 してお く。詳細は凡例に図解 したので、そちらを参照 していただきたい。対

象 としたのは計測不能な個体を除いた411点 である。分類は 1° ごととし、これを示 したのがグラフ

8である。確認された数値は 4～ 38。 45・ 46° の37類で、グラフとしてはややばらつきが見られる。

数量的には17° の値がやや落ち込むが、16～ 21° で全体の 4割弱を占めるほど集中している。反対

に数量が極端に少なくなるのは 8° 以下と35° 以上の部分であり、それぞれ10点 強しか確認されてい

ない。

以上の 3項 目から得られた統計結果をまとめると、まず、各項 目から導 き出された平均値は、内径

24.4mm、 外径80.3mm、 装着角度20.5° という結果になった。これは各項 目のグラフ上のほぼ頂点にあ

たる部分であ り、妥当な結果が得 られたと言えるであろう。内径・外径については l mm単位という細

かい分類にしたが、分類数が内径では13類 、外径では37類 と約 3倍の開きが認められる。内径におい

て、 5点以下の数値を除いた22～ 29mmの 範囲に限定すると、ほぼすべてとも言える980/Oが この 8 mm

間に収まることがわかる。グラフ的にも中央を頂点としたされいな山形を成 し、単一的な規格性が窺

える。一方、外径においては、上述 したようにいくつかの群が観取できるが、このうちグラフ両端の

総点数が極端に少ない64～ 67mm、 98～ 103mmの群を除いた範囲に限ると960/Oが これに収まる。これ

らの群はそれぞれ 6～ 8 mmの 幅を持ち、各群のほぼ中央が突出する状況にある。つまり、外径の規格

が 3～ 4類ある可能性が示唆され、両者の分類数の差は単一的な内径の寸法に対する外径の類数を端

的に表しているものと思われる。次に装着角度についてであるが、一般に製錬・精錬といった工程に

よつて異なることが知られてお り、また同工程であっても、鉄山ごとといった地域差やさらには同山

内でも炉の規模によって角度が異なるようである。今回得られた結果は、16～ 22° 近辺に約半数が

集中するもので、これが平均的な装着角度であると言えよう。反対に4～ 5° 、38～ 46① の部分は

最 も少ない点数であり、平均値からも大 きく離れた値である。これらについては、装着角度が小さい

ほど外径が大きく、装着角度が大きいほど外径が小さくなるという傾向が認められたが、いずれにし

ても例外的なタイプと捉えることができる。

今回の調査においては、すべての遺構が精錬工程、いわゆる大鍛冶に関するものと判断され、この

下方に存在する排淳場についても、例外的な遺物の流入は若千見られるものの、ほぼ同作業における

廃棄物であるものと推測される。よって、今回得られた統計結果は、割沢鉄山の大鍛冶における羽口

の大勢的な傾向を表 してお り、内径24mm、 外径78～ 81mm、 装着角度16～ 21° を標準規格・標準角度

としていると言えよう。これらから若千外れるものについては別の規格の存在が考えられるが、大鍛

冶炉の規模等の違いといった同工程内での炉の個体差を示 しているものと思われる。一方、いずれの

グラフ両端で見られる個体については、標準値から大きく外れる数値であ り、個体数も極めて少数で

あることから、他地区で行われていた大鍛冶以外の工程時に使用された可能性が考えられる。いずれ
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3 出土遣物

にしても、今回得られた統計結果からは、羽口にはいくつかの規格性を認めることができ、それらは

各工程や炉の形態・性質等に反映されているものと推察される。             (小 林 )

(7)石 器 ・ 石 製 品 (第 60。 61図 、写真図版27～ 29)

692・ 698は砥石である。692はホルンフェルス製で、使用面は表裏面と側面の 3面である。6981よ 頁

岩製で、表面 と2側面の計 3面 に使用痕跡が観察できる。694～ 697は石英製の火打石である。長辺

の一端 もしくは両端の縁辺部が使用による剥離痕や稜の摩滅が観察される。698～ 704は要石である。

大きさは様々で、大きいものは43kg、 月ヽ さいものでも10kgあ る。使用面は全体的に被熱のためか赤化

してお り、702な どには鉄津状の付着物が観察される。701は片面の一部が自然面と比較すると平滑に

なってお り、研 ぐもしくは磨るような作業に使用されたことが想定される。705は全面が研磨された

ように平滑になっている球形の礫である。706～ 720は 石英塊である。本遺跡では鍛冶炉や排淳場な

どで一定量出上 している。火打石の素材としては硬度がないが、炉を構築する際の混和材や整地のた

めの材料 としての使用が想定される。721は石灰塊である。用途等詳細は不明である。

722'723は 頁岩製の碁石である。凸レンズ状に丁寧に整形されてお り、現代のものとの差はみられ

ない。 2点 とも黒石である。724～ 735は碁石のように円形基調で扁平であるが、碁石と比較すると、

厚みがあるなど粗雑であるため、碁石状 とした一群である。725・ 728,729・ 731は 722・ 723と 比較

する粗雑であるが、法量などは碁石と大差なく、碁石 として使用された可能性が考えられる。一方、

732～ 735は724～ 731と 比較すると非常に大形のもので、ほとんど加工されていないものと考えられ

る。736～ 7381よ 小形の球形の礫である。用途等の詳細は不明である。739は軽石製の石製品である。

浮き等の用途が想定される。

(8)鉄  製  品 (第62～ 66図 、カラー写真図版 18、 写真図版35～ 39)

今回の調査では、鉄製品の多 くが 1号鍛冶工房関連遺構や 1号排淳場から出土 している。このうち

明らかに近代に属すると考えられるもの、表採された角釘のうち残存状況が悪 く種類が不明なものを

除いた177点 を登録 し表 。図面 。写真掲載を行っている。

731は鉄木呂 (か なきろ 。てつきろ)である。明治32年に調査された岩手県陸前国気仙郡世田米村

の金成鍛工場の大鍛冶炉記録図面 (俵2007)に よると、気仙地方の大鍛冶炉は吹差輔の先に木ギリ、

金ギリ (鉄木呂)、 羽口をこの順に接続 して作業を行ってお り、製鉄炉以外での鉄木呂の使用が確認

できる。金成鍛工場は仙台落内に位置するものの、南部藩は仙台藩から技術導入を行ってお り、731

は出土地点付近の大鍛冶炉で使用されていた可能性 も考えられる。732は十能状鉄製品と考えられる。

野外調査時は大鍛冶用具であるのろかきと考えたが、本資料の形状から掬い取る機能が想定されるた

め別の道具と判断した。湯汲みの可能性 も考えたが、皿部の高さがが約 l cmし かなくその可能性は低

いと思われる。割沢鉄山で使用されていた道具に関しては、早野家文書 『高帳』割沢鉄山手代小松屋

貫平手控 (以下早野家文書『高帳』)に記載されており、類似 した機能をもつ道具として「大十能」や「重

のふ」が適すると思われる。皿部は約半分が欠損 してお り、その形状が円形かU字形か不明である。

柄は端部が筒状に鍛造されるものの大半の幅は狭 く、手持ちで使用 したと考えられる。733は本来台

形を呈 していたと考えられ、その形状から鍬の刃と考えられる。刃先は砥がれていないことから、農

作業用ではなく砂鉄採取用具である洗鍬や柾鍬などと想定される。734～ 736は小刀である。737は 自

在鉤であり、工房内で使用されていたと考えられる。7381よ 藝である。739は鑓型 ,740は 短冊型の火

打金である。739は鑑と酷似 しているが両爪が短 く刃部が幅広で、刃下部は台形状になっている。740
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3 出土遺物

は短辺側に紐通 しの孔が 1箇所穿たれてお り、角が一箇所久損 している。741・ 742は釣金具で、741

は頭部に孔が穿たれる。743～ 745は金具である。743は板状の鉄に直径 2～ 3 mmの 孔が 8 cm(6分 )、

2.3cm(7分 )、 3 cm(1寸 )間隔で穿たれているが、間隔にはばらつきがある。本来孔には鋲が差 し

込まれていて、何かに固定されていた可能性がある。744は厚さが l mm程 度で、一端がややカーブす

る。745は断面が馬蹄形を呈 してお り、柄の接続用金具 として用いられていた可能性がある。746～

756は鑓である。鑓は小差があるものの寸法が 3分類され、751が 2寸、747'748'750。 754～ 756は

3寸、753は 5寸となる。『高帳』には鑑の寸法が記載されており、この他に4・ 6～ 8寸の鑑が使用

されていたと考えられる。出上した鑑の大半は角鑑であるが、746は爪の形状から丸盤と考えられる。

757～ 870は角釘であり、出上した鉄製品のうち殆どを角釘が占める。鉄製品観察表 (第 39表)備考

欄に皆折・頭巻・合・舟・蟹目の記載が無い角釘は、頭の欠損により種類が不明である。761・ 780。

808は合釘で、寸法はいずれも3寸以上と推定される。809は蟹目釘で、寸法は 1寸 5分前後と推定さ

れる。基部に螺旋状に針金が巻かれるが、その意図は不明である。819・ 824は舟釘と考えられ、寸法
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は 2寸以上 と推定される。これ以外の角釘は皆折釘と頭巻釘である。頭巻釘は使用により本来巻かれ

ていた頭が潰れてお り、788や817で顕者である。806や 816は頭が多少潰れるものの皆折釘の特徴であ

る折曲げが確認できる。出土 した皆折・頭巻釘の多 くが変形・欠損 しているため使用前の寸法は推定

し難いが、『高帳』には釘の購入に関する記載があ り、寸法 も記 されている。それによると、使用さ

れていた釘の種類 としては折頭釘 (皆折釘を指すか)。 島釘・船釘が挙げられ、うち折頭釘に関 しては、

寸法が正 5寸・正 4寸 ,正 8寸 5分・(正ヌケ ?)3寸 。
(正 ヌケ ?)2寸 5分のものを購入 していた

ようである。他の種類に関しては寸法が記載されていないが、釘は最小で 7分、最大で 5寸の使用が

確認できる。871は鋲であ り、寸法は 1寸 2分前後 と推定される。872は穴突き状、873は のろだし状

鉄製品で、その形状から指突を目的としたものと考えられる。872は底突先端部の可能性がある。873

は柄 との接続部分を有 してお り、凝固前の鉄淳を突いて取 り出す際に使用されたと考えられる。874

は掻 き具状鉄製品で、のろかきやゆなで等の一部である可能性がある。875は蛤刃の斧状鉄製品である。

876はヘラ状鉄製品で、一端が扁平になっている。877の筒状鉄製品、878の板状鉄製品の用途は不明

である。879は格子状鉄製品である。 5号鍛冶炉内から出土 していることから、大鍛冶関連の道具で

ある可能性がある。880は刀状鉄製品である。両先端が欠損 してお り、中央付近に塊状の鉄力胡占付け

られる。その形】犬から灰 もそりや『高帳』に記載のある「太刀」を想定 したが、記された寸法 との間

に開きがあ り、用途は不明である。881～ 887は小刀状鉄製品である。883と 885は形状や表面に木質

が残存 していることから刃物類茎部である可能性がある。884と 887は 断面や幅が酷似 していることか

ら同一器種に細分される。888～ 891は棒状鉄製品である。欠損等により、用途は不明である。892は

棒状鉄製品で、先端部が捩れる。893～ 895は針状鉄製品である。894と 895はいずれも断面が円形で

一端が細 くなる特徴から、針よりむしろ『高帳』に鍛冶道具として記載のある「大はしJ。「わか しはし」・

「大回はし」。「中た箸」・「小はし」といった箸の類である可能性がある。896～ 907は鉄塊状遺物である。

遺構毎に遺物の出土量や種類を見てい くと、大鍛冶炉を伴う遺構では 1号鍛冶工房関連か らの出土

が36点 と最 も多 く、このうち5号溝状遺構からは多 くの角釘が出土 している。殆どの釘に折れ曲が り

等の使用痕跡が確認できることから、不要になった釘が溝に廃棄された可能性がある。 3号鍛冶炉か

らは角釘のほかに自在釣 といった工房内部で用いられたと考えられる遺物が出上 している。 2号鍛冶

工房からは13点 が出上 してお り、小刀を始め蛤刃の斧状鉄製品といった工房内での作業道具 と考えら

れる遺物がその半数を占める。 5号鍛冶炉からは格子状鉄製品を含め 2点が出土 している。つ

'淳

場か

らの出土遺物に関しては 1号排淳場から23点が出土 してお り、特徴的な遺物として十能状鉄製品が挙

げられる。当初皿部が欠損 したために鉄岸と共に廃棄されたと考えたが、『高帳』によると鍛冶道具

が欠けた際には修理を行い再度使用 している。皿部は半分欠損 していたが他の部分に変形や欠損は確

認されず、4笏理後の再利用は可能であったと考えられることから、この道具を使用すること自体が不

要となったため廃棄されたとの推測も可能である。 2号排淳場からは他の遺構からも出土する角釘や

棒状鉄製品が 5点、 8号排淳場からは火打金を含め10点が出土 しており、 3号排淳場は遺構面積の割

に出土率が高い。他の遺構では 1号炭窯 2点、 2号焼土遺構 2点、 1号溝状遺構 2点、 3号溝状遺構

1点、 2号土坑 1点 となっている。

遺構外からは合計71点が出上 してお り、その殆どが角釘である。大鍛冶の作業に関連すると考えら

れる鉄木呂は大鍛冶炉付近のⅡa層 (近世包含層)か ら出土 してお り、遺構内出上ではない ものの付

近で使用されていた可能性が高いと考えられる。                    (高 橋 )
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3 出土遣物

(9)銅  製  品 (第 67図、写真図版39。 40)

今回の調査では遺構内外から19点 の銅製品が出上 してお り、そのうち近代に属するものを除いた18

点を登録 し図面・写真掲載を行っている。

煙管 (908～ 921)イま遺構内で 9点、遺構外で 5点が出土 してお り、その殆 どを吸回が占める。

908,910,914・ 916は小日付近に和紙が残存 してお り、908の 吸口から剥離 した和紙は幅 6 mmで ロー

ル状に巻かれていた。羅宇が残存する910。 916で は羅宇外面に和紙が巻かれていることから、和紙は

羅宇と小日の間に生 じる隙間を充填 し、密着度を高めるため用いられていたと考えられる。909は 円

形 。911は六角形の肩が付 く吸口で、約0.5mm間 隔で線刻が施 される。911は線刻後に菱形の文様が刻

まれている。921は 日付側が屈曲した吸口で、屈曲部分には形骸化 した肩と考えられる段が見られる。

911・ 914・ 917で は回付側に使用痕が確認される。913は煙管の火皿で、脂返 しとの皿づけ部分で剥離

している。今回の調査で出土 した煙管は肩付 きである909・ 911が比較的古 く、その他の吸回は形態か

ら古泉編年Ⅳ期以降に属すると考えられる。

922～ 924は箸である。922・ 924は松葉形の平打ち警で、222は 頭部が欠損 している。224は頭部が

五 もしくは六弁花状になってお り、桜の花弁を模 したのか花弁の先に刻みが施されている。頭部の縁

には直径約 l mmの孔が 7箇所穿たれている。本遺跡が鉄山として機能していた文化 。文政以前の天明

頃から、警頭部の飾 りの下に付けられた鎖が歩 くたびに揺れる、びらびら警 と呼ばれた警が流行 して

いたが、924の頭部に見られる孔にも本来鎖が付けられていた可能性がある。923は松葉形の審と考え

られ、片脚のみが残存 している。925は厚さが l mm以 下の不明銅製品で、金具の一部と推測される。

遺構内外から出上 した煙管の多 くは男性が利用 したものと考えられるが、遺構外からの出上である

ものの警からは女性の存在が伺える。たたら製鉄の先進地である中国地方の鉄山においては、血の概

れを忌嫌うことから女性は多 くの制約の下にあつた。 しか し割沢鉄山においては然程制約はされてお

らず、労働者中四割を女性が占めていたことが鉄山雑書切支丹宗門御改 目録に記されていることから

も (大森1994)、 重要な労働力であったと考えられる。 (高橋 )

(10)銭 貨 (第 68・ 69図、写真図版41)

遺構内外から54点の銅銭・鉄銭が出上 している。

926～ 933古寛永に区分される寛永通賓で、初鋳年は1636年である。「賓」に古寛永の特徴であるス

貝が観察される。927。 928は部分的に欠損 しているが、「寛」の特徴から古寛永 と考えられる。

934～ 959イよ新寛永に区分される寛永通賓で、初鋳年は1697年 である。946は 表面が摩滅 している。

938・ 940。 943・ 950'952・ 953は部分的に欠損 しているが、「寛」や「賓」の特徴から新寛永 と考え

られる。

960。 961は背面上に「文」の字が鋳出される寛永通賓で、主に文銭 と呼ばれ新寛永に区分される。

初鋳年は1668年である。

962・ 963は背面上に「元」の字が鋳出される寛永通賓で、元文高津新地所鋳銭 と考えられる。963

は鉛含有量が多い為か表面が赤みを帯びている。高津新地所鋳銭は元文 5年 (1740年 )に製造が許可

されたが、初鋳年は1741年である。

964～ 966は銅貨の寛永通費であるが、欠損により古 。新寛永の別は不明である。

967は寛永通賓の鉄一文銭で、初鋳年は1739年 である。968～ 979は表面の錆化が進行 して鋳出文字

が解読できないが、967と 同じ鉄一文と推測される。970。 977は 複数枚が表面の錆化によって付着 し
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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3 出土遺物
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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3 出土追物
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ている。

このように遺構内出土銭貨の初鋳年はいずれも割沢鉄山操業以前である。遺構外出土銭貨も、鉄山

廃絶後に初鋳されたものは確認されていない。

(11)ガ  ラ  ス (第 54図 、写真図版30)

(高橋 )

989は ガラス製品である。板状のガラスを環状にしたものであるが、詳細は不明である。出土層位

を重視して近世に属するものと判断した。

(12)炉   壁 (写真図版30)

鍛冶炉や排津場から中コンテナで約 3箱出土しているが、断片的な資料が多く、部位を特定できる

資料は少ない。通風孔が観察できる資料は1004の 1点のみである。時間的な制約から比較的残存状態

の良好な資料 7′点 (1003～ 1009)を 選別し、写真のみの掲載とした。

(13)粘  土  塊 (写真図版30)

1010,1011は粘土塊である。排淳場から出上した資料を掲載した。 2点 との球状のもので1010は

691g、 1011は 46.3gで ある。

(14)鉄  津  類 (写真図版42～ 45)

鉄津類の分類は、割沢遺跡出土遺物の中から肉眼によつて鉄津類を抽出後に、強力磁石とメタル

チェッカーによる鉄塊系遺物と錆化した磁着しない資料に分離し、さらに形態による分類を行った。

ゅ　　◎

９６９

972
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3 出土遺物

強力磁石とメタルチェッカーについては、当センターにおいて既刊の調査遺跡 (例 :宮古市島田正遺

跡、賽の神遺跡、軽米町梅ノ木沢遺跡など)において利用 している。遺跡間でのデータ比較を有効な

ものとするため、本遺跡においても活用することとした。

形態分類は、分類者が複数になると資料認定に誤差が生 じやすいため、細分をなるべ く抑えること

とした。以下に分類の手順とその根拠について記載する。

分類第 1段階 (鉄滓類の抽出)

資料群の肉眼分類

鉄関連遺物

①鉄製品

②鍛造剥片

③炭化物

④鉄滓類  鉄津が羽口や炉壁と溶着している場合、 1個体に占める比率が高い資料に限り本

類に含めている。この際、炉壁溶着鉄淳などの分類群はとくに設けていない。

⑤羽口   羽口が鉄滓や炉壁と溶着している場合、 1個体に占める比率が高い資料に限り本

類に含めている。この際、鉄淳溶着羽口などの分類群はとくに設けていない。

⑥炉壁   炉壁が鉄津や羽口と溶着している場合、 1個体に占める比率が高い資料に限り本

類に含めている。この際、鉄淳溶着炉壁などの分類群はとくに設けていない。

分類第 2段階 (鉄滓類の磁着の有無と磁着度による分類)

強力磁石 (ピ ックアップ)で磁着の有無を確認 し、磁着する資料についてメタルチェッカーに

よるメタル度の細分を行った。

強 力 磁 石 メタルチェッカー (MR-50B) 釈

磁着有→

メタルチェッカー L反応 → 鉄塊系遺物

メタルチェッカーM反応 → 含鉄津 (強 )

メタルチェッカーH反応 → 含鉄津 (弱 )

磁着無→ 未使用 無磁着鉄津

なお、磁着の有無確認作業では

① 製錬・鍛冶行程での本来的な鉄分残留を示す場合

② 無磁着資料は錆化の進行によって反応しない場合

③ 対象資料が厚く、資料中心部にわずかに残留する鉄分に反応しない場合

④ 有磁着資料は再結合によって表面に鉄分が付着したため反応する場合

どのバイアスがあると考えられる。
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分類第 3段階 (磁着の有無によって分けられた資料を肉眼により形態及び色調から分類)

鉄塊系遺物 本遺跡ではメタルチェッカー L反応のあったものすべてとする。 したがって炉底淳

形状のものでも含鉄淳に含めず、本類に含めた。

炉 内 滓 炉の燃焼中は炉内に残っていたと考えられるもの。形成過程において炉底津から分

離 したものもあると考えられる。

炉 底 滓 炉内淳の一つであるが、炉の底に溜まった淳で、炉の形状を反映するように底面が

湾曲するものや直線状のものが存在する。

流 動 滓 炉の燃焼行程時に炉タトヘ流れ出してきたと考えられる形状 もの。液状になって炉外

へ流出したため、筋状の流れた痕跡を留める。磁着 しない場合が極めて多い。製錬行

程での発生率が高いとされている。鍛冶行程で発生するとしても、肉眼で製錬系 と鍛

冶系を分離するのは困難と考えられる。

流 状 滓 ′鳥の足状を呈する。無磁着資料が多い。鍛冶行程での発生率が高いとされている。

粒 状 滓 粒状、あるいはテイア ドロップ状を呈する。無磁着資料が多い。鍛錬行程での発生

率が高いとされている。

上記のうち、①外観が赤錆に覆われ、赤褐色～暗赤褐色を呈するものを鍛冶系鉄滓。

②錆がほとんど見られない青灰色～青黒色を呈するものを製錬系鉄滓。

「系」を付したのは、どちらとも判別し難い資料が多々見られるためである。

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

分類第 4段階 (各鉄滓の細分 )

鍛冶系炉内滓 A類 鍛冶炉内で生成 し、鍛冶炉燃焼中には炉外に流出することなく、凝固した鉄

滓。全面が錆化 してお り、外観は暗赤褐色を基調 とする。

鍛冶系炉内滓 B類 粘土との反応によって生成される擬似粒状淳を含むと考えられる。鍛冶炉内

で生成 し、鍛冶炉燃焼中には炉外に流出することなく、凝固した鉄淳だが、外観は青

灰色を基調とし、全体が薄い膜のような錆に覆われている。流動淳に類似するが、炉

底淳の縁辺や上部に形成されている資料が多々見られることから、炉タトヘ流出した資

料とは異なるものと判断し、本類を設定した。流動津は炉外へ流出後に急激に冷却さ

れるのに対し、本類は流動淳に比べてゆっくりと炉内で冷却されると考えられる。流

動淳の断面が緻密なのに比べて、本類は断面の気泡が大きいか、または気泡にバラつ

きがある。

鍛 冶 系 炉 底 滓 以下のように分類した。

①底面形状 (I:椀形、Ⅱ:皿形、Ⅲ :平坦、Ⅳ :破片資料や再結合資料のため不明)

②平面形状 (A:円形、B:隅丸長方形、Ci破損のため不明)

③底面の突起状津 (1:有突起、2:無突起)

④付着物 (a:炉壁・羽口付着、bi羽 口付着、 c:炉壁付着、 d:付着なし)

大半の資料は小割され、生成時の形状を留めるものは多くない。傾向が才国み難い

ため、今回は具合的な統計データを取らなかった。回収資料のうち底面形状が明確

なものでは、 IA類が最も多く、ついでⅡA類が続く。 IBl・ ⅡBl・ Ⅲ類の数

量は少ない。鍛冶系炉底津は鍛冶炉の形状とポジ・ネガの関係性を有するものであ

る。炉底淳底面形状から、少なくとも炉壁を張った状態での鍛冶炉底面形状には、

3種類以上のバラエテイがあると想定される。
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3 出土遺物

以上の分類作業から下記のごとく分類群が設けられ

た (第70図 )。 なお、各項目は分類群として機械的に

設けたものであって、例えば含鉄 (強)流動岸のよう

に、本遺跡では実資料として確認されていない分類群

もある。

割沢遺跡平成19年度調査区では第 6表のごとく、主

に鍛冶行程に伴う資料が得られた。回収した鉄津類の

総量は約326tで、このうち無磁着鍛冶系炉底淳が重

量比のうえでは高い比率を占める。

鉄塊系遺物は第70図 に沿って機械的に分類されたも

のである。例えば、再結合淳でもL反応資料は鉄塊系

遺物に含めてある。再結合津のなかには廃棄後の鉄分

の付着によって形成されたものが存在し、本来的な製

錬 ,精錬工程上の産物でない資料が多く含まれている。

類を行わなかった。

今回は整理作業時間の都合上、再結合津の分

(米 田)

!重菱菫 ::三

M反応資料

第70図 鉄滓分類フローチャー ト

H反応資料    |

集 計

第 6表 出土鉄滓類重量

分 類 名 称 出土重量 (g)

鉄塊系遺物 (炉 内系 ) 629108

鉄塊系遺物 (炉底系) 778320

含鉄 強 鍛冶系炉底津 2680901

含鉄 強 鍛冶系炉内淳A類 2476420

含鉄 鍛冶系炉底淳 17070751

含鉄 鍛冶系炉内淳A類 741632

鍛冶系炉底淳 1648643

鍛冶系炉内津A類 6401025

鍛冶系炉内津 B類 147749

流  動  淳 12315

流  状  淳

粒  状  淳

合     計 (g) 32587067

系遺物 (炉底系 ) 含鉄 (強 )製錬系炉底滓
含鉄 (強 )鍛冶系炉内滓A類

含鉄 (強 )鍛冶系炉内滓B類

含鉄 (強 )製錬系炉内滓
含鉄 (強 )流動滓
含鉄 (強 )流状滓
含鉄 (強 )粒状滓

含鉄 (弱 )製錬系炉底滓
含鉄 (弱)鍛冶系炉内滓A類

含鉄 (弱 )鍛冶系炉内滓B類

含鉄 (弱 )製錬系炉内滓

鉄 (弱 )流状滓
鉄 (弱 )粒状滓

錬系炉底滓
冶系炉内滓A類

冶系炉内滓B類

錬系炉内滓
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鉄塊系

遵 物

鍛 冶 系 /P底 津 餓冶系炉内岸A類
鍛冶系炉

内津 B類
流動津 流状淳 粒状 岸

重量合 LI

(g)
鉄塊系 含 鉄 (強 ) 含 鉄 41磁着 含鉄 (強 ) 含鉄 (弱 ) 無磁 若

と号鍛冶炉

6650 8756 9716 3970 59327

25418% 484215% 112091% 147589身 1637η 3% 66917% 100%

2号鍛冶炉

20837 7480 26230 27980 62508 22230

と2254100 43990% 08821% 154257% 16454911 367604% 130734% 048H% 02693%

3号鍛冶炉

29680 257444 221040 128930 53673 114554 69304 21933 961492

67533% 30869% 267755% 229893% 134094% 55823解 119142% 72080% 22811勁 00002% 100%

4号鍛冶炉

356 3605 416

280密イ

3392 1169 14818

100%24025% 243285% 228911% 396815% 788917

5号鍛冶炉

40345 15756 9933 8643 75078

537374% 209862身 [32302% H5120% 05341骸 100髪

2号焼土

339 11600 7880 1224 3900 27461

12345% 422417% 286952% 44572% 142020% 100%

1号炭窯

4624 3590 11870 15170 126992 9747 16723 71070 4854 264640

17473% 13566% 44853% 57323% 47986秘 36831% 63192% 268554% 18342舅 100%

2号 炭寒

6523 1840 19870 22095 7755 38180 98683

6610100 24523% 18646% 201352% 22389900 78585% 386895% 100%

と号滞

28860 3874 2546 36782

0954300 硲4623% 25583% 105323% 69219% 05709% ЮO%

4号滞

トレンチ内

118995 54980 38040 22860 36910 94318 340697 164338 1037 872175

136435% 63038% 43615% 26210% 4231996 108141% 390629% 188423% 01189% 100%

5号滞

トレンチ内

99436 69640 21060 140940 61450 39701 125941 102954 21342 683326

145518骸 10191301 30820% 206256ワ 89928% 58100身 184306% 15066600 3123301 01232% 00029% 100%

4 5号 浦

トレンチ内

9141 27780 6121 14312

224157%

63848

143168% 435096% 95868% 48459% 100%

6号溝

1837 1837

000000% 100%

2号土坑

338 2783

74009% 117583% 609372% 100%

3号上坑

162 100 741

218623% 106613% 134953身 539811% lllll%

柱穴状土坑

15323 1130 19440 1580 22510 7410 12256 33910 114323

134033% 09884% 17111145% 13820% 196898% 6481600 107205% 29661幌 06683% 100%

1号不明遺梼

2590 2770 5715

43570% 453193% 18548% 484689ワ 100%

1号排津場

トレンチ内

174537 491440 610200 1652180 351705 651949 4416417 68923 2198 51 22019210

07927% 22319% 73127% 75034% 572210% 15973% 29608% 200571% 03130% 001110% O lll102% 100%

2号排洋場

トレンチ内

33475 15250 3路620 298620 2593194 52908 155963 1058890 15669 4604589

07270% 03312% 83747% 63767% 563176% 11490% 33871% 229964% 03403% 100%

3号排津場

トレンチ内

12586 30830 25000 55760 433870 16291 42108 と20400 2891 1266 741002

16985% 41606% 33738% 75249% 585518% 21985% 56826% 162483% 03901% 01708% 100%

その他

23552 74300 267980 64780 953060 32173 73435 272003 1998 767412

13326% 42039% 151623ワ 36652% 539240% 18203% 41549% 153899% 02264% 01130% 00058% 00015% 100髪

合計

629108 778320 2680901 2476420 liO約 751 741632 648643 147749 12315 3258i067

19305% 23884% 82269身 75994% 523850% 22758% 50592% 196428% 04534% 00378% 00004% 00002% 100γ

は各遺構  トレンチで最 も比率の高い資料を示す。

第 7表 割沢遺跡2007年度調査区採取鉄滓

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

上段 :重量 (g)、 下段 :遺構内・ トレンチ内に占める鉄滓類の比率 (°/O)
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3 出土遺物

上段 :重量 (g)、 下段 :重量比 (%)

は、有磁着が40%以上

第 8表 鉄滓類形態別集計表
鍛冶系炉内惇B類

1号鍛冶炉
2541800

59327
10096

2号鍛冶炉
3bZl υ

20 70FDR%

112718

3号 鍛冶炉
64932 237531

247044% 22811%

4号鍛冶炉 24025%

5号鍛冶炉 100%

2号焼土
19480 7642

100%

1号 炭窯
97540

18342%

2号炭窯
6523
66101%

1号 l■

4号蒔
トレンチ内

152790

5号溝
トレンチ 内 428917% 393072% 31233% 01232%

4 5号 滞
トレンチ内

3994

6号 ll

2号土坑 1175830j

3号土坑 781377%

主穴状土坑
15323
134033%

114323

1号不明遺構

l号排津場
トレンチ内

７
一秘

16353430
00100%

2号排辞場
トレンチ内

3287684 1267761
275326%

3号 排津場
トレンチ内

12586
16985%

741002
10096

その他
4001 1998 1767412

合計
υも 8791300

269779%
147749
04534%

と段 :重量 (g)、 下段 :重量比 (%)

は各遺樵  トレンチで最 も比率の高い資料を示す。

第 9表 鉄滓類磁着別集計

1号餓冶炉

2号鍛冶炉
Iイ υ∪41

3号鍛冶炉

4号鍛冶炉 719% 1000%

5号鍛冶炉

2号焼土

1号炭窯
61724

夕R∩%
202916 264640

2号 炭窯
98683
1000%

1号溝
5166
140% 860%

4号溝
トレンチ内

5号溝
トレンチ内

1も60∪ も 683326

4 5号 海
トレンチ内

63848
1000%

6号溝 00% 1000%

2号土坑 273%

3号土坑

主穴状土坑 υ
一磁

114323

1号不明遺構
249

956% 1000%

1号排津場
トレンチ内

4932011
224%

2号排津場
トレンチ内

4604う もワ

3号排淳ナ
トレンチ F

その他
1231192

697%
1767412

1000%

合 計
8955024

275%
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第10表  1号鍛冶工房内出土鉄滓類集計表

層 位 鉄塊系進物
鍛冶系炉底岸 鍛冶系炉内津A類 鍛冶系炉

内津 B類
流 flJl i

流状

粒状津

重豊 合 rt

(g)鉄塊系 含 鉄 (強 ) 含鉄 (弱 ) 無磁着 含 鉄 (強 ) 含鉄 (弱 ) 無磁着

3号鍛冶炉  6TIc層 27000 1329 4331 7300 43530

3号鍛冶炉 黄褐色上部分 6110 13148

3号鍛冶炉 鍛造剥片集中 3200 2425 2577 12567

3号鍛冶炉 鉄津集中 10523 24860 160140 200290 103130 18881 81819 38364 20691 658698

3号般冶炉 粘土部分 5245 8000 7327 12346 12790 887 63185

3弓 鍛冶炉 粘土部分埋土 1033 lM 0 11760 9410 4922 2196 3020 34332

3号鍛冶炉 羽口 2 10cm 660

3号鍛冶炉 火窪埋土 2624 69684

3号鍛冶炉 火窪 9140 2980 10910 11340 3783 53262

3号鍛冶炉 掘 り方 3657

3号鍛冶炉 その他 2440 1359 4970 8769

3号鍛冶炉 合計 64932 29680 257444 128930

134094%

53673 114554 69304

72080%

961492

3号鍛冶炉重量比 67533% 30869% 26775500 229893% 55823% 119142磁 22811% 100%

1号掘立 P22埋土 7223 7223

4号溝勘 l18995 54980 38040 22860 36910 94318 340697 164338 1037 872175

5号溝跡 99436 69640 21060 140940 61450 39701 125941 102954 21342 683326

4～ 5号溝状  7膳 9141 27780 6121 14312 3400 3094 63848

1号鍛冶f[房  合

'
299727 154300 316544 384840 255070 193813 595504 339996

131371%

47406 258806コ

1号鍛冶工房童量■ 115811% 59620% 122309% 148698% 98556% 74887% 230096ワ 18317% 00325% 100,

※3号鍛冶炉は出土遺物全点回収 され、 4 5号 溝状遺構は トレンチ内出土遺物のみ回収 された。

第12表  3号鍛冶工房内出土鉄滓類集計表

層 位
鍛冶系炉

内津 B類
重量合計

(g)

P56埋土
395

100% 100%

Ⅳ 検出遺構 と出土遺物

第11表  2号鍛冶工房内出土鉄滓類集計表

位層 鉄塊系遺物
鍛冶系炉底滓 餓冶系炉内淳A類 鍛冶系炉

内津 B類
流動津

重量合計

(g)鉄塊系 含鉄 (強 ) 無磁着 含鉄 (強 ) 含鉄 (弱 ) 無磁斎

2号鍛冶 i「  旧火窪使用面 1872 6219 1931

2号鍛冶炉 珪岩部分 10645 20546 2070 36893

2号鍛冶炉 建岩部分埋上 4880 8524 1861 9910 25273

2号鍛冶炉 珪岩部分底面 24690 8524 36163 69377

2号鍛冶炉 検出面 1019

2号鍛冶炉 外  6SIc層
2号鍛冶炉  鍛造剥片集 中 1098 2189

2号鍛冶炉  6 1500 2253

2号鍛冶炉  その他 684

2号鍛冶炉 粘上部分 1540 3930 6672

2号鍛冶炉 火窪北隣 6230 14035

2号鍛冶炉 火窪 989

2号鍛冶炉 合計 20837 1500 27980 62508 22230 170041

2号鍛冶炉豆量比 123% 44% 09% 154% 165% 368身 131% 05% 03% 100%

20837 1500 26230 27980 62508 22230 170041

4号掘立 P55埋土

4号掘立 P56埋土

4号掘立 P57埋土

2号鍛冶工房 合計 20941 7480 62699 22230 170520

2号鍛冶工房重量比 1230r 44% 09% 154% 165% 368ワ 130% 05% 03% 100%

第13表  1号鍛冶炉出土鉄滓類集計表

層  位 央塊系遺彰
鍛冶系炉底津 鍛冶系炉内津A類 重量合計

(g)含鉄 (強 ) 含欽 含鉄 (強 ) 含鉄 無磁着

1号鍛冶炉 検出面 285

号鍛冶炉 旧)火窪 4850 427 5277

号鍛冶炉 旧)火窪埋上 1084 1084

号鍛冶炉 新)火窪 19720 6650 2460 28830

号鍛冶炉 新)火窪埋土 1508 4517 6960 9716 1510 24211

合  計 1508 29087 6650 8756 9716 3970 59687

重量比 25% 487% 111% 147% 163%
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3 出土遣物

第14表  4号鍛冶炉出土鉄滓類集計表

層 位 鉄塊系遺物
鍛冶系炉

モ津(無磁落

鍛冶系炉内津 A類 鍛冶系炉

内淳 B類
重量合計

(g)含鉄 (強 ) 含鉄 (耳司) 無磁着

4号鍛冶炉  珪石部分 2800 3490

4号鍛冶炉 珪石部分埋土 371

4号鍛冶炉 検出面 3080 6827

4号鍛冶炉 埋土

合 計 3605 3392 5880 14818

重量比 24% 243% 229% 397% 79% 100%

第15表  5号鍛冶炉出土鉄滓類集計表

層 位 鉄塊系遺物
鍛冶系炉内津A類 鍛冶系炉

内岸 B類
重量合計

(g)含鉄 (強 ) 含鉄 無磁着

5号鍛冶炉 検出面 30800 8796 4008 3800 47622

5号鍛冶炉 火窪埋土 9545 2497 2473 4843 19358

5号鍛冶炉 火窪 3452 3635

5号鍛冶炉 その他 4463 4463

合  計 40345 15756 9933 8643 75078

重量比 537% 210% 132% 100%

第16表  2号炭窯出土鉄滓類集計表

層 位 鉄塊系遺物
鍛冶系炉底津 鍛冶系炉内淳 A類 重量合計

(g)含鉄 (酸 ) 含鉄 (弱 ) 無磁着 含鉄 (強 ) 含鉄 無磁着

2号炭窯  1号 JIT Nl層 1270 1840 3269 1525

2号炭窯  1層 38180 38180

2号炭窯  3'層 17512 1726 19238

2号民窯  4層 6523 1150 19870 881 4504 32928

2号炭窯 サブ トレ埋土 433

合 訂 6523 2420 19870 22095 7755 38180 98683

重量批 66% 25% 19% 201% 224% 79% 387% 100%

第17表 その他の遺構鉄滓類集計表

層 位 鉄塊系遺物
鍛冶系炉底津 鍛冶系炉内津A類 段冶系炉〆

津 B類
流動滓

重量合計

(g)鉄塊系 含鉄 (強 ) 含鉄 (弱 ) 無磁着 含鉄 (強 ) 含鉄 (弱 ) 無確着

P7 埋土 2250 369

P8 掘 り方 3870

P8 埋土 4570 4570

P9 掘 り方

P21 埋土 2860 3740

P22 埋土 2975

埋 土 1203 5780 8851

P26  2層 4220 660 1670 6550

P26 その他 1580 1580

P30 埋土上位

埋 土 3760 3820 7750

P型 埋 土 8950 14470 3299 4738 15500 48616

P48 埋土 坐 2

埋 土 905

埋 土 139

1号柱列 P2埋土

2号柱列 P32埋土 344

2号掘立 P19埋土 1220

3号掘立 P6埋土 254

1号炭窯  1層 4624 3590 11870 15170 126992 9747 16723 71070 264640

1号不明遺構 2770 5715

1号溝状 埋土上位 28860 3874 2546 36782

2号焼±  2層 7880 1224 15861

2号焼土 外 5Tvwlc 11600 l1600

2号土坑 埋土 909 2783 4567

3号土坑 埋土 400

6号溝状 検出面 1837

その他 757 23370 8089 21917 33940 88073
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第18表  1号排滓場 トレンチ鉄滓類集計表

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

上段 :重是 (g)、 下段 :重迂比 (%)

は各遺権  トレンチで最 も比率の高い資利を示す。

層  位 鉄塊系逮物
鍛冶系炉底滓 鍛冶系炉内辞A類 鍛冶系炉

内淳 B類
流動淳 粒状津

重量合計

(g)
鉄塊系 含鉄 (強 ) 含 鉄 無確 着 含鉄 (強 ) 含欽 無鹿若

Nl
33082 29,8040 638690 2511300 66520 161670 872457

1874%

12754

071% 130% 640% 1372% 5395% 143% 347% 027%

N〕 2a
6060 33490 14860

642%

10750 118330 3050 1520 43320 23,1380

262% 1447% 465% 5114% 132% 066% 1872% 100%

N2a
11910

056%

2.1100 121200 145170 129,6930 4,2930 42.8340

2032%

4054

019%

210,8184

100%
l l10% 575% 689% 6152% 204%

N2b
3370 129510 292 16,5078

100%204% 硲45% 132% 012% 018%

2180 15020 228420 21,3600 6260

037% 253% 3842% 3593% と05% 726% 088%

N4a
4920 1,2080

168%

41940

582%

5,4360 442190 11351 21499 127700 4144 721179

068% 754% 6131% 157% 298% 1771% 057% 014% 100%

N4b
1160 25150 20670 158290 670701

017% 375% 031% 30896 2360% 100%

N5
3200 125520 358250 4800 1,6540

257%

134210 1514

024%050% 1949% 55630/O 075% 2084%

N5a
17H0 4700 14,4940

646%

82860 50.0710 9952 224,4942

076% 021% 125% 369% 2230% 044% 100%

N5c
13170 13170

10000% 100%

N6a
287

10000% 100%

N6b
79190 3510 1認 0 40950

034% 6303% 279% 110% 3260% 014%

N6c
6800

114%

4360 424230 10320 150640

004% 073% 7103% OH% 173% 2522%

Sla
14710

127%

52940 33890 568770 2,2668 40486

350%

252450

458% 1463% 293% 4923% 196% 2185% 003%

Slb
37100 4290 6770 4,8890

149% 7588% 877% 1385% 100%

S2a
5,0470 36110 52,1770 3.9090 45390 192640

455% 1762% 326% 47115% 353% 409% 1737%

S2b
10900

121%

61570 12,5240 4,0760 399590 19700 2,3938 21,4710

684% 1392% 453% 4440% 219% 266% 2386% 0 40CO

S3a
25275

104%

6,8340 3457名 0 51950 129,0060 5,0176 53,2810

2191%

1,3522 806

281% 1422% 214% 5304% 206% 056% 003% 000%

S3b
2590 3990

393696 60儀% 100%

1610

100%

S4a
10000%

S4b

S5ab
3380 130620 1384 167174

010% 202% 絡 13% 083% 100%

S5ac
1.3310 3010 4020

6544% 1480% 1976%

S5c
4980 5707

1274% 8726% 100%

S5d
990 860

5351% 4649%

1670 1,3510 1040 108680 2564 75900 1009

022% 081% 655% 050% 5279% 068% 124% 3680% 049%

S6a
2150

10000% 100%

S7
10960 と6110 363900 1,3170 1,3440 42930

181% 1378% 266% 6009% 217% 222% 709%

5130 3,1200 12,8660 17.6530

291% 1767% 7288% 100%

S9
35210 72310 2010 137040

071% 2569% 5277% 147% 100%

その他
40880 110660

507%

5,3000 156,2140

7158%

28920 46388 32,6090 4680 218,2278

ЮO%044% 187% 243% と33% 213% と494% 021%

合  計
174537

079%

161,0200 1652180 12599610 35,1705 65,1949 441.6417

2006%

68923 2198 5

731% 750% 5722% 160% 296% 031% 001% 000%

-117-



第19表  1号排滓場 トレンチ鉄滓類形態別集計表

層  位 鉄塊系遺物
鍛冶系炉

底淳

鍛冶系炉

内津 A類
鍛冶系炉

内津 B類
流動滓 粒状岸

重豊合
=(g)

Nl
33082 110,0647 12754 465.5113

071% 2364% 027% 100%

Nよ 2a
6060 177430 47890 231380

262% 7668% 2070% 100%

N2
1,1910 158,4400 50,7820 4054 210,8184

056% 7515% 2409% 019% 100%

N2b 132880 31906 165078

8050% 1933% 018% 100%

N3
2180 45,7040 13,0060 5206 594486

037% 7688% 2188% 088% 100%

N4a
4920 550570 160550 4144

057%

721179

068% 7634% 2226% 014% 100%

N4b 1160 488520 181020 01 67,0701

017% 7284% 2699% 000% 100%

N5
3200 48,3770 15,5550 1514 644034

050% 7512% 24415% 024% 100%

N5a 17110 1606210 611670 9952 224,4942

076% 7155% 2725% 044% 100%

N5c
1,3170 13170

10000% 100%

N6a
287

100%llXl lXl%

N6b 盈9190 45840

034% 6303% 3649% 014%

N6c 孵 0 435390 161620 597250

004% 7290% 2706% 100%

Sla
1.4710 82.4610 315604 115,5321

127% 7138% 2732% 003% 100%

Slb 37100 11060 48890

149% 7588% 2262% 100%

S2a
2.1220 80,3780 27,7120 6798 110,8918

191% 7248% 2499% 061% 100%

S2b
10900 627160 258348 3604

121% 6968% 2871% 040%

S3a
2,5275 175,6120 63,6476 13522 2432249

104% 7220% 2617% 056% 003% 000% 100%

S3b
2590 3990 6580

3936% 6064% 100%

1610 1610

10000% 100%

S4a
2,5350 25350

10000% 100%

S4b 63940 6,3940

100110% lllCl%

S5ab 13,4170 3,3004 167174

8026% 1974% 100%

S5ac
13310 7030

6544% 3456% 100%

S5c 57Э 7 5707

10000% 100%

55d
990 860

5351% 4649% 10000

12,4900 79864 1009 206233

022% 6056% 3873% 049% 100%

S6a
2150

1000Э% 100%

S7
10960 523880 69540 1224 605604

181% 8651% 1148% 020% 100%

36330 140200 176530

2058% 7942% 100%

2.8080 137040

034% 7917% 2049% 100%

その他
1766680 401398 4680 2182278

044% 809幌 1839% 021% 100%

合  計
17,4537 1.635,3430 542,0071 6,8923 2198

079% 742秘 2462% 031% 001% 000%

3 出土遺物

上段 :重量 (g)、 下段 :重量比 (%)

は各遺構  トレンチで最 も比率の高い資料を示す。

第20表  1号排滓場トレンチ鉄滓類磁着別集計

層   l_7 有確着 無磁着
重量合計

(g)

Nl
3396511 4655113

惚0000 ЮO%

N1 2a
69730 161650 23,1380

301000 6990% 100%

N2a
37,8860 1729324 210,8184

1800% 8200% 100%

N2b 5756 159322 165078

350% 9650% 100%

N3
29,5060 29,9426 59,4486

4960% 5040% 100%

N4a
146150 575029 721179

2030% 7970% 100%

N4b
49040 621661 67,0701

730% 92矧Э% 100%

N5
150060 493974 644034

2330% 7670% 100%

N5a 36,1300 188,3642 2244942

と610% 8390% 100%

N5c
000%

13170 13170

10000% 10000

N6a
10000% O CIC% 100%

N6b 5320 120310 125630

420% 9580% 100%

N6c
2.2380 574870 597250

3Ю% 9630% ЮO%

Sla 33,3704 82.1617 115.5321

2890% 7110% 100%

Slb
43870 48890

1030% 89Ю% 100%

S2a
387710 72,1208 110,8918

3500% 6500% 100%

S2b
617904 900012

3130% 6870% 100%

S3a
59,5001 183,7248 243,2249

2450% 7550% ЮO%

S3b
6580 6580

1∽ 00% 000% と∞%
1610 1610

10000% 000% 100%

S4a
25350 25350

000% 10000% 100%

S4b
6,3940

000% 10000% 100%

S5ab
4934 162240 167174

300% 971111% 100%

S5ac
ηЭ3 0 13310 2,0340

3460% 6540% 100%

S5c
727 5猾97

と27000 8730% 100%

S5d
1850

000% 10000% 100%

20644 206233

1000% 10000

S6a
2150 2150

10000% 000% 100%

S7
197550 408054 605604

3260% 6740% 100%

1,6670 15,9860 17,6530

940% 9060% 100%

38660 98380 137040

2820% 7180% 100%

その他
28,9368 1892910

1330% 8670%

合 計
4932011

2240%

上段 :重量 (g)、 下段 :重量比 (%)

は、有磁着が40%以上
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Ⅳ 検出遺構 と出土遺物

第21表  2号排滓場 トレンチ鉄滓類集計表

層   位 鉄塊系遺物
鍛冶系炉底津 鍛冶系炉内津 A類 鍛冶系炉内

津 B類
竜量合計

(g)鉄塊系 含鉄 (強 ) 含鉄 (弱 ) 無磁 着 含 鉄 (強 ) 含 鉄 (耳司) 無磁着

1

9240 117410 72130 611550

551%

36899 1060

01%
1110707

100%08% 05% 106% 65% 13% 33%

2
6020 44370 54850 372890 6810

11%
11563 96080

161%04% 10% 74% 92% 625% 19% 03%

3
132120 87820 619814 12350 48548 4549

103% 68% 481% 38% 04%

4
12645 4130 85240 72300 740940 15810 54568 6548

10% 03% 70% 59% 607% 13% 45% 05%

6
790 6520 248000 3000 4385 118220

304%

1526

02% 17% 17% 638% 08% 11% 04%

合  計
33475 15250 2593194 52908 155963 15669 4604589

0700 03% 563% 11% 34% 03% 100%

第22表  2号排滓場 ドレンチ鉄滓類形態別集計   第23表  2号排滓場 トレンチ鉄滓類磁着別集計

層   位 鉄塊系遺物
鍛冶系炉

底津

鍛冶系炉

内岸A類
鍛冶系炉

内津 B類
重量合計

(g)

1

9240 806190 294217 1060

01%

11107Э 7

08% 726% 265% 100%

2
478130 l14453

192%

1986 59紹Э89

04% 801% 03% 100%

3
8280 839754 4549 1287841

06% 652% 04% 100%

4
12645

10%
902610 298228 6548 1220031

100%740% 244% 05%

6
790 261000 125605 1526 388921

02% 671% 323% 04% 100%

合   計
33475 3287684 1267761 4604589

07% 714% 275% 03% 100%

層   llr 有磁 着 無磁 着
重豊合計

(g)

1

255717 854990 1110707

230% 770% 100%

2
126133 470956 597089

211% 789% 100%

3
289118 998723 1287841

224% 776% 100%

4
244693 975338 1220031

201% 799% 100%

6
21175 367746 388921

54% 946% 100%

合  計
936836 3667753 4604589

203% 797% 100%

第24表  3号排滓場 ドレンチ鉄滓類集計表

層  位 鉄塊系選物
鍛冶系炉底津 鍛冶系炉内津 A類 鍛冶系炉

内津 B類
流動滓

重量合計

(g)鉄塊系 含鉄 (Jn) 訂鉄 (弱 ) 無1/4着 含鉄 (強 ) 含鉄 (耳弓) 無磁着

l

4747 6830 20420 62370 6798 11478 23360 245

29% 158% 42% 125% 382% 42% 70% 143% 02% 06%

2
1000% 100%

3
2390 21050 93150 820 9570 41780

14% 124% 551% 05% 57% 247% 02%

5
5449 5010 18170 14290 8673 20920 55260 1071

03%
407416

13% 12% 45% 35% 21% 51% 136% 01% 100%

そ の 他
1229

1000% 100%

合  計
12586 30830 25000 55760 433870 16291 42108 120400 2891 1266 741002

100%17% 42% 34% 76% 586% 22% 57% [62% 04% 02%

第25表  3号排滓場 トレンチ鉄滓類形態別集計

層  位 鉄塊系遺物
鍛冶系炉

底津

鍛冶系炉

内津A類
鍛冶系炉

内淳 B類
流動津

重量合計

(g)

1

4747

20%
115440 41636

255%

1043 163111

i08% 02% 06%

2
140

1000%

3
2390 114200

14% 675% 02%

5
5449 315820 84853 1071 407416

13% 775% 208% 03% 01%

そ の 他
1229 1229

1000%

合   計
と2586 545460 178799 2891 741002

17% 736% 241% 04% 02%

第26表  3号排滓場トレンチ鉄滓類磁着別集計

層  位 有磁着 無磁着
重量合計

(g)

1

76093 87018 163111

467% 533%

2
14

1000%

3
33830 135276 169106

200% 800%

5
72512 334904 407416

178% 822%

そ の 他
1229 1229

1000%

合  計
182575 558427 741002

246% 754%

は、有磁着力望0%以上

は各遺構  トレンチで最 も比率の高い資料を示す。

上段 :五量 (g)、 下段 :竜登比 (%)
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3 出土遺物

(15)動 物 遺 徐 (写真図版46)

今次調査では27点の動物遺体が確認されたが、そのうち貝種の判別が可能な残存率の高いもの22点

を掲載・登録 した。

出土中最も多いのは981～ 991のハマグリで、大きさは殻長 5 cm、 殻高 4 cm前後に集中している。

981は鉄津層にあつたために内面に鉄津が付着している。987は他のハマグリと比べ保存状態が良好

で、特有の文様が外面に見られる992～ 999は アワビで、その多くは風化に伴い原形を留めていないが、

残存率の高い998か ら推定すると殻幅10cm前後のアワビを食していたようである。クロアワビもしく

はエゾアワビと考えられる。1000は巻貝で、体層部分のみのため大きさ等は不明である。1001は大型

の二枚貝であり、大きさおよび周辺水域の生物分布からウバガイと推定される。1002は 魚骨であるが、

魚種は不明である。

(16)近代以降の遺物 (第 71図、カラー写真図版12・ 16)

(高橋 )

1012は近年の磁器碗である。広東形のもので、外面には人エコバルトで竹文が施されている。1013

は近代の磁器皿である。内面には梅花文が型紙摺 りで施されている。日縁部は輪花を呈する。

理 /3
m

第71図 近代以降の磁器
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第27表 柱穴一覧

遺構名 グリッド
長軸 X短軸

(cm)

深   さ

(cm)

底面標高
(m)

埋  土 備  考

7Le 7Ma 485× 47 275 24197 第44図参照 1号柱穴列

P2 6Lw区 435X415 24213 第44図参照 1号柱穴列

P3 6Lqv 535× 47 24229 第44図参照 l号柱穴列

P4 6Kt 505× 48 24251 第44図参照 1号柱穴列

P5 6Kmn 515× 505 390 24287 第44図参照 1号柱穴列

P6 6Pdi 615× 60 23802 第30図参照 3号掘立柱建物

P7 6Qo 6Rk 74× 36 23772 第41図参照

5Uv 6Ue 59× 54 23567 第16図 参照 l号掘立柱建物

P9 6Un 47× 45 23577 第16図 参照 1号掘立柱建物

6 P tt h 645× 305 425 23812 第30図参照 3号掘立柱建物

P 5Pst 425× 29 23808 黒褐色上の単層 2号掘立柱建物

P 2 5Pv・ 6Pe 40X355 23793 黒褐色主主体で 2層に分層 2号掘立柱建物

P 3 6Qf 34× 33 300 23811 黒褐色土と責褐色上の混合 2号掘立柱建物

P 6Qq 41× 32 23794 第29図参照 2号掘立柱建物

P 6 6っ w'7Pc 33× 265 23790 曽褐色上の単層 2号掘立柱建物

P 6Por 34X335 23811 第29図参照 2号掘立柱建物

P 8 6P営 39× 365 23804 第29図参照 2号掘立柱建物

P 9 5Pu 415× 40 第29図参照 2号掘立柱建物

5Pqr 435× 405 455 23817 第29図参照 2号掘立柱建物

5Tt・ 5Up 58× 48 暗褐色上の単層、鉄淳等を多量に含 l号掘立柱建物

P22 6Uaf 53× 47 23772 暗褐色土と黄褐色土の混合 l号掘立柱建物

6Uq 58× 49 775 黒掲色土と責褐色上の混合 1号掘立柱建物

6Tw 60× 50 880 23615 柱当 :黒褐色土、掘 り方 :黒色土 1号掘立柱建物

P25 6Ttth lm 53× 49 23619 柱当 :暗褐色土、掘り方 :暗褐色土と責褐色土の混合 l号掘立柱建物

5Tuv 565× 515 23641 第16図 参照 1号掘立柱建物

P27 6Px 7Pd [635× 345] 23796 第30図参照 3号掘立柱建物

6Rrw 495× 47 23717 第20図参照 4号掘立柱建物

6Swx 445× 425 255 23716 第20図参照 4号掘立柱建物

P30 6Tt 42× 415 23602 黒掲色上の単層 1号掘立柱建物

5Up 435× 41 23609 第35図参照 2号柱穴列

5Uv・ 6Ub 565× 525 黒掲色上の単層 2号柱穴列

P33 6Uh 455× 415 23591 第35図参照 2号柱穴列

6Ui 34× 30 602 23553 柱当 1黄褐色上、掘 り方 :黒褐色土

P35 6Ux・ 7Ud 48× 505 23570 第35図参 照 2号柱穴列

7Vf 79× 725 柱当 :黒褐色上、掘 り方 :黒褐色土 と責褐色上の混合 3号鍛冶工房

P37 6Uo・ 6Vk 54× 475 680 23555 第16図 参照 1号掘立柱建物

6Vuv 48× 39 23551 暗褐色上の単層

7Vgl 42× 38 23535 暗褐色主主体で 2層 に分層

7Vhm 48× 38 692 23519 柱当 1暗褐色上、掘り方 :暗掲色土と黄褐色上の混合

6Vvw 38× 34 23563 柱当 :黒褐色土、掘り方 :暗掲色土と責褐色土の混合

6Pkl 42× 40 柱当 :黒褐色上、掘 り方 :黒色土

6Qu 615× 485 695 23778 第30図参照 3号掘立柱建物

5Uno 705× 62 23558 褐色土の単層、鉄淳等を含 1号掘立柱建物

P45 5 0 fttk 53× 47 23802 注当 :黒掲色土、掘 り方 :黄褐色土

Ｏ

Ｐ
32X30 298 23840 黒褐色主主体で 2層 に分層

P47 6Ue 34× 32 23560 柱当 :責掲色上、掘 り方 :暗褐色土

6Uh 28× 26 298 23613 黒掲色上の単層

6Rpu 52× 44 23780 柱当 :黒褐色上、掘り方 :黒掲色土と責褐色上の混合

6V宮 33X30 23563 柱当 :にぶい黄褐色上、掘り方 :責褐色土

P51 50s 35× 34 372 23840 黒褐色上の単層

6Vv 35× 28 23576 柱当 :黒褐色土、掘り方 !黒掲色土

6Vrw 43× 38 23553 黒褐色上の単層

P55 6Shm 835× 43 400 23754 第20図参照 4号掘立柱建物

6Uy 7Ue 585× 465 23577 第21 22図 参照 3号鍛冶工房

P57 6Pp 40X36 23822 柱当 :暗褐色土、掘 り方 :暗褐色土と灰白色砂の混合

7Ubc 51× 43 23618 暗褐色上の単層

6Rot 535× 475 23726 責褐色上の単層 4号掘立柱建物

7Tbg 845× 81 695 23560 柱当 :暗褐色上、掘 り方 :黒褐色土主体 3号鍛冶工房

6Urs 60× 505 23579 暗褐色上の単層 2号柱穴列

5Twx 415× 38 23614 黒掲色上の単層 1号掘立柱建物

7Ujo 69× 50 23574 柱当 :黒褐色上、掘り方 :黒色土

7Ti 26× 22 122 23625 柱当 :黒褐色土、掘り方 :黄褐色土

7Vc 34× 29 23551 暗褐色上の単層

]は残存値を表す
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第28表  陶器観察表 (近世 )

掲載
No

器 種 出土地点 層位

残存率 (%) 法量 (cm)

胎土色詞

口 径 底径 口径 底 径 器 高

11 碗 1号排淳場T 4Tqr S5c層 5 0 束白色

碗
1号排淳場 3S Nl層
排土一括

5 0 灰白色

碗 1号排淳場 4Tl Nl層 0 灰白色

碗 1号排淳場 4Rd N4ab層 0 0 (29) 灰白色

15 碗 1号排津場 4Sd N5ac層 0 灰白色

碗 3号排淳場T 40fg 8層 0 (465) 灰 白色

17 碗 1号排津場 3Vw N6c層 0 灰 色

碗 1号排津場  4Vf Slab層 淡責色

碗 3号排津場 30t l層 0 (46) 灰白色

碗 5P Ib① 層 0 淡責色

碗 隷勒
Ｔ
吟 4Vc N4ab層 )

0 (36) 浅責色 灰白星

碗
1号鍛冶工房 1号掘立柱建物
P8 2層 0 100 淡黄色

碗 3号溝状遣構 検出面 0 天白色

碗 2号排津場 4層 灰 色

碗 30'4N 3P Ia層 灰 色

碗
1号鍛冶工房 4号溝状遺構 T5
再結合淳層上部

5 天白色

碗 6Q Ib① 層 0 浅責色

碗 3R Ia層 (再 ) 灰責色

碗 7U Ⅱa層 淡黄色

碗
1号排津場T 4Thi S3b層
(4Tcd N6a層 ・4Thi N6b層 )

淡責色

碗
3号排津場T 3Nt、
4Ne・ 40ab 5層 灰責色

碗 4S Ia層 0 (44) 浅責色

碗 3号排津場T 3Ny 5層 灰白色

碗
層

３ 。

Ｎ

ｖ

ｆ

Ｎ

Ｒ

３

３

Ｔ

勒

勒 5層 )

淡黄色・灰色斑

碗 3N I a層
灰色
底部掲色

碗 7X Ib③層・6V Ib②層
灰色
底部褐色

碗 5V Ia層 仄色
底郡褐色

碗 2号

',淳

場 5Vf 4層 0 (48)
灰色
底部褐色

碗 6U Ib①層 0
灰色
底部褐色

40 碗 3Q Ia層 下位 0
灰色
底部掲色

碗 3Q Ia層 0
灰色
底部褐色

碗 2号掘立柱建物 P14 1層底面 0 0
灰色
底都褐色

43 碗
1号鍛冶工房 4号溝状遺構T2 再結合淳層
(1号排津場 4Ue Nl・ 5ac層 )

0
灰色
底部褐色

碗 5・ 6Q Ia層  (3号溝状遺構 埋上下位) 5 0
灰色
底部褐色

碗 2号),淳場 2層 ・4層 5
灰色
底部褐色
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装 飾

製 作 地 製 作 年 代 備 考
図版
No

翻
血釉 薬 絵付・文様

灰釉、鉄釉 大 堀 相 馬 18C中葉～後葉 援錆 C7

灰 釉 大堀相馬 18C末～ 19C初 貫入 C7

糞灰釉、鉄メ由 大堀相馬 18C後～ 19C初 腰錆 14と 同一個体 C7

藁灰釉
鉄釉 (外下)

螺旋状
沈線 (外 )

大堀相馬 18C後～ 19C初
腰錆 一部明責褐色
13と 同一個体

C7

藁灰和
銅緑釉流しかけ

大堀相馬 18C末～ 19C初 C7

藁灰釉
鉄釉流しかけ

大堀相馬 18C末～ 19C初 C7

藁灰釉
鉄釉流しかけ

註 1(大 ) 18C末～ 19C初 C7

藁灰釉 註 1 (大 ) 18C末～ 19C初 C7

藁灰和 註 ユ (大 ) 18C末～ 19C初 C7

藁灰釉 註 ユ (大 ) 18C末～ 19C初 C7

藁灰釉 註 1 (大 ) 18C末～ 19C初 外底面高台部平滑 C7

藁灰釉 註 1 (大 ) 18C末～ 19C初 灰白星 C7

藁灰釉 韮 1 (大 ) 18C末～ 19C初 灰白星 C7

藁灰和
銅緑釉 (外 )

波の立体的な装飾 在 1 (大 ) 18C末～ 19C初 口縁部内面は銅緑釉 C8

藁灰釉
房」/由流しかt)

註 1 (大 ) 18C末～ 19C初 筒形、底部に鉄釉 C7

銅緑釉 大堀相馬 18C末～ 19C初 C7

糞灰釉 註 1(大 ) 18C末～ 19C初 灰白星 C7

藁灰釉 註 1(大 ) 18C末～ 19C初 C7

藁灰釉 註 1(大 ) 18C末～ 19C前 貫入、小久慈産の可能性有り C7

藁灰釉 鉄釉 (外面) 波の立体的な装飾 註 1 (大 ) 18C末～ 19C初 口縁部内面は鉄釉 C8

藁灰釉 鉄釉 (外面)

巻貝と波の立体的
な装飾

註 1 (大 ) 18C末～ 19C初 口縁部外面は藁灰TH C8

藁灰釉 鉄釉 (外面 ) 立体的な装飾 註 1 (大 ) 18C末～ 19C初 口縁部外面は藁灰釉 C8

藁灰釉 註 1(大 ) 18C末～ 19C前 C7

藁灰釉 註 1(小 ) 19C初 大堀相馬の可能性有り 47 C8

藁灰釉 別釉流しかけ 註1(月 )ヽ 19C初 C9

藁灰釉 別釉流 しかけ 註 1(月 )ヽ 19C初 C8

糞灰釉 雀 1(月 )ヽ 19C初 C9

藁灰釉 註 1(/1ヽ ) 19C初 丸碗 C9

藁灰釉 在 1(打 )ヽ 19C初 C9

藁灰釉 註 1(オ )ヽ 19C初 底部淡黄 C9

藁灰釉 雀1(小 ) 19C初 C9

藁灰釉 註1(小 ) 19C初 大堀相馬の可能性有り C9

藁灰釉 韮 1 19C初 C8

藁灰釉 鉄釉 (外面) 波の立体的な装飾 註 1(小 ) 19C初 C9

藁灰釉 註 1(小 ) 19C初 C8
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第28表  陶器観察表 (近世 )

掲載
No

器 種 出土地点 層位

残存率 (%) 法量 (cm)

胎土色調

口径 底 径 口径 底径 器高

碗 1号排津場 3Rf Nl層 0 灰 色

碗
1号鍛冶工房 5号滞状遺構T5
再結合津層上部

0 128 (47)
灰色
底部褐色

碗 5P Ia層 0 (47)
灰色

底部褐色

碗 6Q Ib① 層、(40 表採) 0 (42)
灰色
底部褐色

碗 1号鍛冶工房 3号鍛冶炉 鉄淳 羽口集中部 0 (32)
灰色
底部褐色

蒻E? 6R Ia層 0
灰色
底部掲色

碗 7V Ib② 層 0 0
灰色
底部褐色

碗 5V Ia層 0 灰白色

碗 l号排津場 4To Slab層 灰 色

碗
1号排淳場 3Ry N6ab層
(1号排津場T 4Tcd N5a層 )

灰 色

碗 l号鍛冶工房 5号溝状遺構 1層 天色

碗 6T Ic層 5 5 灰 色

碗 6U Ib②層 (23) 淡黄色

小杯 7T (4号 5号溝状遣構T5)6層 (31) 淡黄色

卜不 2号排津場 5V 根攪乱 (26) 灰白色

卜郭 5U Ⅱ c層 灰白色

卜邪 6Q 表採 灰白色

小杯
1号鍛冶工房 1号掘立柱建物 P22
南側埋土中位

0 100 (1 1) 灰白色

小 不 3号排津場 3Nw 5層 灰白色

卜郭 l号排津場 5Ug Nl層 灰責色

小 杯 T12 1a層 5 黄灰色

小 郭 2号排津場  1層  2層 5 0 (29) 灰 色

皿 6号溝状遺構 1層 7U Ib③ 層 灰白色

皿 5U Ia層 5 灰黄色

皿
3N・ 3P Ia層
(1号排淳場 3S Nl層 )

0 (23)
灰色
底部褐色

皿 2号排淳場 6Wa 2層 灰色
底部褐色

皿 3R Ia層 0 灰白色

皿 1号排淳場 3R 責褐色砂層 (再堆積) 0 灰黄色

皿 2号排津場 5V 2層 5 0 灰黄色

桶 5U Ia層 5 0 浅責色

鉢 7L Ia層 下位 5 0 天責色

鉢 P
1号排淳場T 4Tqr Slb層
(1号鍛冶工房 4号溝状遺構 再結合津層)

0 徽75) 天白色

外
1号

"F淳

場 3S Nl層
(1号排淳場 3To N3層 、3S Ia層 )

5 0 天色

鉢 5P Ia層 5 0 責灰色
明責掲色

鉢 2号ウト津場 6W 4層 0 0 浅責色

揖鉢
6Q Ib① 層
(3N Ia層  3U 二次堆積焼土層)

0 (113) 淡責色

橋鉢 l号鍛冶工房 3号鍛冶炉 火窪周辺 5 0 淡黄色

悟 鉢 2号排津場 4Vs 2層 5 0 浅黄色

84 括 鉢 5Q Ib① 層 5 0 淡黄色

橋 鉢 2号溝状遺構 検出面 0 0 淡責色

福鉢 2号排津場 4Vs 2層 5 0 責灰色
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装 飾

製 作 地 製 作 年 代 備 考 酌
ｈ

翻
ｈ釉 薬 絵付 文様

藁灰釉 註 1(小 ) 19C前 大堀相馬産の可能性有り C9

藁仄釉 註 1(小 ) 19C初 C9

藁灰和 註 1(/1ヽ ) 19C初
外面被熱か、やや白濁
外底面高台部平滑

C9

藁灰釉 韮 1 19C初 C9

藁灰釉 註 1(月 )ヽ 19C初 48 C9

藁灰釉 韮 1(月 )ヽ 19C初 皿の可能性有り C9

藁灰釉 註 1(小 ) 19C初 C9

灰rHI

高台部鉄釉
東北産 18C代 C9

灰釉
高台部鉄釉

東北産 18C代 48 C9

灰釉
底部鉄釉

東北産 18C代 C9

灰釉 東北産 18C代 外面被熟か C9

灰釉 東北産 18C代 二次焼成か C9

透明釉 海浜風景文 瀬 戸 19C初 丸碗、陶胎染付 48 C9

灰 釉 大1/R相 馬 18C後 C9

灰釉 大堀相馬 18C後 2次被熱、両面津付着 C9

,天 罪由 大堀相馬 18C後 2次被熱、両面津付着 C9

灰釉 大堀相馬 18C後 C9

天釉 大堀相馬 18C後 C9

藁灰釉 註 1 (ラ六こ) 18C末～ 19C前 48 C9

藁灰釉 註 1 (大 ) 18C末～ 19C前 C9

藁灰釉 註 1(小 ) 19C初 C9

藁灰釉 東北産 19C前 小久慈産の可能性有り C9

藁灰釉 註 1(大 ) 18C末～ 19C前 縁折輪花皿
見込みに七曜文の陰刻

49 C10

藁灰釉 註 1 (大 ) 18C後～ 19C初 縁折輪花皿か 49 C10

葉灰釉 註 1(小 ) 19C初 C10

天釉 東北産 18C代 底部淡責 C10

一人 東北産 18C代 大堀相馬の可能性含む C10

藁灰釉 註 1(4ヽ ) 19C初 小 皿 49 C10

藁灰釉 註 1(/」 )ヽ 19C初 小皿、大堀相馬の可能性含む 49 C10

天釉 頼戸・美濃 18C～ 19C 火鉢か C9

灰釉 頼戸・美濃 18C～ 19C 片口外 C9

藁灰釉
鉄釉 (外面)

註1(大 ) 19C前 C10

莫灰釉
鉄釉 (外面)

巻貝と波の立体的
な装飾

韮 1 19C初 口縁部外面は藁灰釉 C10

藁灰釉 註 1 (/」 )ヽ 19C初 → C10

飴 釉 不 明 18Cイ代? 筒形 49 C10

鉄釉 瀬 戸 18C後～ 19C前 底部回転糸切り
10～ 13単位

C10

鉄 釉 瀬戸 18C後葉 C9

鉄釉 瀬戸 18C後～ 19C前 C9

2(罪由 瀬 戸 18C中 葉 P 口縁部折り返し 49 C9

鉄釉 瀬 戸 18C代 ? 卸 目 9単位 以上 C9

鉄釉 東北産 19C前 小久慈産の可能性有 り C10
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第28表 陶器観察表 (近世 )

第29表 磁器観察表 (近世 )

轍
血

器種 出土地点 層位
残存卒 (%) 法量 (cm)

胎土色調
口 径 底 径 口径 底 径 器 高

悟鉢

6Qk Ⅱc層、 6Q Ib① 層
1号鍛冶工房 4号溝状遺構T2
再結合津層 (6V Ia層 )

0 302 (146) 赤掲色

甕 l号排津場 4Vf N3層 0 (35) 責灰色

甕 l号排淳場 3Tn Nl層 0 0 (60) 黄灰色

土 瓶 1号排津場 4VI S5abd層 0 灰白色

瓶 類 2号土坑 埋土上位 0 0 (325) 灰 色

瓶 類
7T(4号 ・5号溝状遺構T5)
(1号鍛冶工房 5号溝状遺構

層

ケ

６

層 0 0 (142) 灰責～浅黄色

瓶 類 5Ry lc層 0 (40)
黒褐色
底部褐色

不 明 l号排津場 4Vf Slab層 5 0 暗灰黄色

掲載
No

器 種 出土地点 層位

残存率 (%) 法量 (cm)

胎土色調
口径 底 径 口径 底径 器 高

碗

Ｗ韓膨５Ｖ瞬
4層 )

0 天白色

碗 6ヽハ/ I a層 0 (37) 白色

碗 6Q I a層 5 0 灰白色

碗
2号排淳場 6Wa 2層
(5U Ia層 )

5 0 白色

蓋 2号排津場 6Wa 4層 白色

蓋 3号JF淳場T 3Nt l層 (18) 白色

蓋 2号排淳場 5W 2層 (■ 8) 灰 白色

碗
7V Ic層
(2号排淳場 2層、6V Ib② 層 7V Ia層 )

白色

碗 6R Ic層 灰白色

碗 2号排淳場 4層 (33) 白色

碗 6P Ia層 0 (23) 白色

碗 l号排津場 3R Nl層 5 灰白色

碗 4T Ia層 灰白色

碗 5T I a層 (260 灰白色

碗 2号排津場T 5Vt 4層 灰白色

碗 5U Ib①層 (36) 灰白色

111 碗 3Q I a層 0 灰白色

碗 2号排淳場 5W 2層 5 (335) 天白色

碗 3Ra la層 5 (46) 天白色

碗
3号排津場 3Mt 3Nq l層
(6Qc(Pl)Ic層 )

5 灰白色

碗 l号鍛冶工房 5号溝状遺構 2層 0 天白色

蓋 3Q Ia層 下位 白色

碗
4N Ic層
(3P 5Q Ia層 、6Q 表採)

0 (27) 白色

碗 3号JF淳場 3Mt l層 0 (30) 白色

猪 口 2号排津場 5Vt・ 5W 2層 天白色

猪 口 6S 表採 0 白色

小 lTh
1号鍛冶工房 1号掘立柱建物 P22
南西側埋土上位

0 白色

122 小 郭 1号鍛冶工房 3号鍛冶炉 粘上部分西側 0 白色

123 段 重 2号排津場 6Wy 5層 0 白色

124 段 重 4T Ia層 0 (20) 白色
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装 飾

製 作 地 製 作 年 代 備 考 酌
血

翻
ｈTEI 薬 絵付 文様

素焼き 在地か 19C前 C ll

藁灰釉、鉄メ山 小久慈 19C前 C

藁灰釉 東北産 19 C tt P 奏の装飾部 ? C

藁灰釉 大堀相馬 19C前 体部下半無釉 C

灰 釉 大堀相馬 18C後 C

藁灰釉
鉄釉 (内面)

大堀相馬 19C前 徳 利 C ll

藁灰釉 不 明 19C前 ? 胎上の一部浅責色 C ll

藁灰釉 註 1(小 ) 19C初 C ll

装 飾

製 作 地 製 作 年 代 備 考 醜
血

翻
血薬 絵 付 文様

透明釉 害」菊文 肥前 1780-1810 広東形 C13

透明釉 草花文 肥前 1780- 1810 広東形 C13

透明釉 雲鶴文 ? I巴前 1780´-1810 広東形 C13

透明釉 車花文 把前系 1780- 1810 広東形 C13

透明釉 竹文 ? 一削 1780-1810 広東形 C13

透明釉 草花文 ? 把前系 1780- 1810 広東形 C13

透明釉 草花文 lB前系 1780′-1810 広東形 C13

透明釉 若松文 ]巴塙げ 1770-1810 小広東形 C12

透明釉 草花文 ? 一削 1780-1810 見込に寿、小広東形 C13

透明釉 割菊文 lB前 1780- 1810 筒形 C13

透明釉 山水文 ? 肥前系 1780- 1810 見込に荒磯 P C13

透明釉 草花文 ? lB前系 1770- 1810 見込に昆虫状の文様
望量碗風

C13

透明釉 色絵 工削 770～ /1ヽ 碗 5 C13

透明釉 色絵 一削 770- 小碗 5 C13

透明釉 雪輪文 把前系 1780～ 小九形 5 C13

透明釉 草花文 ? lB前系 1780- 小丸形 5 C13

透明釉 二重網目文 波佐見 1750⌒ヤ 丸形 5 C12

透明釉 二重網目文 波佐見 1750- 九形 C12

透明釉 雪輪梅樹文 波佐見 1750～ 1790 丸形 C12

透明釉 雪輪梅樹文 波佐見 1780^ン 上810 大明年製銘、九形 C12

透明釉 梅樹文 波佐見 1780- 1810 丸形 C12

透明釉 樹木文 ? 肥前系 19C代 端反形 C12

透明釉 雪輪車花文 瀬戸 美濃 18塾Э́マ1860
見込に花、底部外面に銘
端反形

C16

透明釉 海浜風景文 瀬 戸 美濃 1820′-1860 見込に波 P、 端反形 C16

透明釉 蛸唐草文 一削 1770-1810 蕎麦猪口 C16

透明釉
文
文

子
仙

格
水

瀬戸・美濃 1820- 1860 C16

透明釉 肥前 18C末～ 19C前 白磁 No122と 同一個体 C16

透明釉 工削 18C末～ 19C前 白磁 血121と 同一個体 C16

透明和 色絵 有 田 1780^-1810 最下段 C12

透明釉 草花文 P 肥 前 1780- 1810 最下段 C12
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第29表 磁器観察表 (近世 )

爾
沌

器種 出土地点・層位
残存率 (%) 法量 (cm)

胎土色調

口径 底 径 口径 底 径 器高

皿 非土一括 0 5 (31) 白色

26 皿 6P Ib② 層 0 126 灰白色

皿 1号排津場 4Rd N4ab層  (1号排淳場 3S Nl層 ) 5 0 (17) 灰白色

皿 6T I a層 5 0 白色

皿 3 U 二次堆積焼土 0 (15) 白色

皿
1号鍛冶工房 4号溝状遺梅 T3
再結合津層上部

0 5 灰白色

皿 1号排津場 3Tv N2・ 4ab層 5 灰白色

皿 1号排津場 4To Slab層 5 天白色

llll 3M I a層 132 天白色

llll 3号排津場 3Nq l層 127 天白色

llll 6Q Ib① 層 も 天白色

llll 1号鍛冶工房 3号鍛冶炉 粘土検出面 天白色

lll 1号排津場T 4Tcd N5a層 15 134 天白色

皿 6Qp lb① 層 127 天白色

llll 7U Ib② 層 30 天白色

140 皿 1号JF淳場 4Tm Nl層 天白色

皿
3号JF淳場 3Nq l層
(3N Ia層 )

天白色

皿 1号炭窯 南東サブ トレンチ 埋土上位 白色

皿 1号排津場 3R Nl層 102 255 灰白色

144 紅皿 3Q・ 3Ra la層 白色

紅 皿 6V Ib②層 白色

紅皿 6P 表採 0 白色

瓶
3号JF津場T 40fg 5層
(2号排淳場 5Wq l層 ・6Wa 4層 )

0 0 (93) 灰白色

148 瓶 1号鍛冶工房 5号溝状遺構 再結合淳層 灰白色

仏飯器 4T Ia層 灰白色

滴

ｒ
物

水

ｏ
置

7U Ib③層 0 白色

水 滴 5U Ia層 0 0 ⑭5) 白色

[出 土地点・層位],,津場T:排淳場 トレンチ

[写 図No]C:カ ラー写真図版

第30表 磁器観察表 (近代以降 )

触
血

器種 出土地点・層位
残存率 (%) 法量

胎土色調

口径 底径 口径 底径 器 高

1012 碗 5U Ia層 ・(Ib②層) 20 白色

皿 6U Ic層 直上 5 5 灰白色
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装

製 作 地 製 作 年 代 怖 考
図版
No

翻
血薬 絵付 文様

透明釉 草花文 ? 肥 前 1780-1810 蛇 ノロ高台 C14

透明釉 山水文 ? 肥前 1780-1810 C14

透明釉 蛸唐草文 ユ削 1780～ 1810 輪花皿 C14

透明釉 花唐草唐子文 肥前 1820～ 1860 輪花皿 C14

透明釉 風景文 肥前 1820～ 1860 C14

透明釉 肥前系 19C前 型打ち C14

透明釉 肥前系 1780- 1860
磁
面

白
内 蛇ノロ釉剥ぎ

C14

青磁 ユ削 18Cイt 輪花皿 P C14

透明釉 菊文 十唐車 波佐見 1750- 17紹Э
見込にコンニャク印判五弁花
高台内に渦福、深皿

C15

透明釉 菊文十唐草 波佐見 1750～ 1770
見込にコンニャク印判五弁花
高台内に渦福、深皿

C15

透明釉 菊文十唐革 波佐見 1750～ 1770
見込にコンニャク印判五弁花
高台内に渦福、深皿

C15

透明釉 菊文 十唐草 波佐見 1750-1770 見込にコンニャク印判五弁花
高台内に渦福、深皿

C15

透明釉 菊文+唐草 波佐見 1750- 1770 見込にコンニャク印判五弁花
高台内に渦福、深皿

C15

透明釉 菊唐草文 波佐見 1750-1770 内面 :蛇 ノロ釉剥ぎ、平皿 C15

透明釉 菊唐車文 波佐見 1780^ヤ 1810 内面 :蛇 ノロ釉剥ぎ、平皿 C15

透明釉 草花文 ? 一副 1780- 1820 手塩皿、輪花皿、口錆 C14

透明釉
草花文 ?

+唐草文 ?
一削 1780～ 1820 手塩皿、玉縁、焼成不良 C14

透明釉
竹文十

源氏香文
一削 1780- 1820 手塩皿、工縁 C14

透明釉
ρ
文

文
香

樹
氏

松
瀕

肥前系 18C末～ 19C初 手塩皿、玉縁、焼成不良 C14

透明釉 肥前 18C'資 C16

透明釉 一副 18C後 C16

透明THI 一削 18C末 ～ 19C初 C16

透明釉 連続唐革文 ユ副 18C前 ～中葉 C12

透明釉 蛸唐草文か 一削 18C第 4～ 19C前 御神酒徳利 C16

透明釉 肥前系 1780-1860 C16

透明釉、鉄釉 樹木の陽刻 三河内 (平戸) 19Cイt C16

透明釉 肥前 18C中葉～ 19C初 C16

装 飾

製 作 地 製 作 年 代 備 考 剛
血

写図
hlo

釉 薬 絵付 文様

透明釉 竹 文 不 明 20Cイt C12

透明釉 粒地、梅花文 不 明 19C後 以降 蛇ノロ高台、型紙摺絵 C16
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第31表 土器観察表 (縄文 )

帥
ｈ

出土地点 層位 器種
法量 (cm)

文様・調整 備 彦
図版
No

翻
陥口径 底径 器 高

l 6V Ib② 層 深 鉢 前期 P

2 5T・ Ic層 深 鉢 RLタ テ 中期 ?

3 5U・ 表採 深鉢 ? 中後期 ?

7U Ib① 層 深鉢 沈線 後期 P

6T Ⅲ層 深鉢 LRヨ コ 後期 P

6Uj・ Ib②層 鉢
口

体
平行沈線 刻み
Lヨ コ 晩期

7 7U'Ib③ 層 深鉢 木葉痕

第32表 土器観察表 (古代 )

融
血

出土地点・層位 器種

法量 (cm)

文様・調整 備 考 剛
ｈ

翻
ｈ口径 底 径 器 高

9 2号土坑・埋上下位 発 クト:ヘ ラケズリ 内 |ハ ケメ 平安 P

5Y Xa層 甕 (37)
'卜

:ヘ ラケバリ 内 |ハ ケメ 平安 P

第33表 土製品観察表 (近世 )

轍
ｈ

出土地点 層位 器種

法量 (cm)

文様・調整 備 考 酌
血

写図
No径

長
口
器

径
幅

底
器

高
厚

器
器

1号排津場  4Vv
S5abd層

ld鋼 ぞ乙50× 535 小 形

1号排津場 4Uh
N6abc層 ll捐 径54 (355) 小 形

30 1a層
(3号排淳場)

鋳型 ? (1315) (72)

155 1号炭窯・ 1層 不 明 (315) 525

6T・ Ic層 不 明 (25) (13)

第34表  ガラス観察表 (近世 )

第35表 炉壁観察表 (近世 )

掲載
hlo

出土地点・層位 器種
法量

備  考 酬
ｈ

写図
hlo

器 長 器幅 器厚

5Q Ic層 不 明 325 15 重量57g

掲載
llo

出土地点 層位 備 考 剛
血

写図
配

1003 1号鍛冶工房 3号鍛冶炉 北東壁 重量l1496g

1号鍛冶工房 3号鍛冶炉 鉄淳集中部 通風子しか、 重量29870g

1005 1号鍛冶工房 3号鍛冶炉 鉄津集中都 重量12795g

l号排津場 4Tl N2a層 目三看雪7701g

1007 l号排淳場 4Uh S5層 目三ξ雪8842g

l号排淳場 4Uw S5abd層 重量1919g

3号排淳場 トレンチ 4Ne 40ab 5層 重量15116g

第36表 粘土塊観察表 (近世 )

掲載
No

出土地点 層位 備 考 醜
血

写図
hlo

1号排岸場 4Uh S5層 重量691g

1号排淳場 4Uh N6ab層 目圭ξ≧463g
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第37表 羽回観察表

No 出上位置 層位 残存部位 残存長 (cm) 内径 (mm) クトぞと (mm) 重量 (宣 ) 角度 (° ) 備 考

l号鍛冶工房 3号鍛冶炉
鉄淳集中部

先 117 6007

1号鍛冶工房 3号般冶炉
鉄淳集中部 羽口 1

先 5936

1号鍛冶工房 3号鍛冶炉
鉄淳集中部 羽口2

先 6052

1号鍛冶工房 3号鍛冶炉
粘上部分

先 5043

1号鍛冶工房 4号溝状遺構
トレンチ3検出面

先

l号鍛冶工房 4号溝状遺構
トレンチ3検出面

先

l号鍛冶工房 4号滞状遺構
トレンチ3検出面

先 4289

l号鍛冶工房 4号溝状遺構
トレンチ 5鉄淳層

先 5597

1号鍛冶工房 5号滞状遺構 2層 先 3035 9

1号鍛冶工房 5号溝状遺構
トレンチ62層 先 l■2 4209

1号鍛冶工房 5号溝状遺構
トレンチ72層 先 7844

2号鍛冶工房 2号鍛冶炉 粘土部分 先 6863

2号鍛冶工房 2号鍛冶炉 羽口 1

粘土部分
先 13152

1号排 3Tっ N3層 ほ ぼ完 形 勢己26/老き(52) う七88/≧き(82) 15010 内径に段あ り

1号排 4Tt Sla層 ほ ぼ完 形 夕己23/芝き(48) 先79/基 (76) 13461 内径に段あり

1号排 4Uu N5ac層 完 形 263 夕こ25/2き 56 夕こ89/老き85 20556 不

1号排T3Tno N5a層 先 6483 内径に段あ り

留 1号り,T3Tst N1 2ab層 先 4735

1号つ,T3Tst Nl層 先 内径に段あ り

l号排T3Tst N5a層 先 12846

l号〕,T3Twx N1 2a層 先 4154

l号排T3Twx N4a層 先 14699 不

1号排T3Twx N6c層 先 134 8599

l号排T4Tcd N2a層 先 5085

l号り

'T4Tcd N6ab層
先 6863 6

1号排T4Thi N2ab層 先 11147

1号排T4Thi N2b層 先 6015 11

1号排T4Tlm Slb層 先 71 4190

1号つ

'T4Tlm S2ab層
先

1号排T4TIm S5c層 先 9

l ttJ,T4TIm S6層 先 8767 内径に段あり

1号排T4TIm S8層 先 l 10017

l号

'FT 4Tqr Slb層
先 3073

l号りFT 4Tqr S3ab層 先 11060

1号つIT 4Tv S9層 先 8158 内径に段あ り

2号りF5V2層 先 5012 溶着淳により内径閉塞

2号排 6Wa 4層 先

2号つ,6W1 4層 先 7182

2号 唱 7耶rd 2層 先 8459

2号 T 5Vs 3層 先 8390

排T5Vs 4層 先 破損部に粘土貼付→内径閉塞

2号)IT 5Vs 4層 先 12152 岐損部に粘土貼付→内径閉塞

2号り,T5Vs 4層 先 3 4138

2号づFT 5Vt 3層 先 8584

2号lllT 5V t 6層 先 2 7691

2号つFT 5Vt 6層 先 7118

2号〕FT 5Vx 3層 先 7982

2号つFT 5Vx 4層 先

205 2号排 T 5Vx 5'署 先 4872 内径に段あり

2号jJ,T5Vy 6層 先 8904 内径に段あり

207 3号)'T3Ny 30u 3層 先 6029

208 3号排 T4Ne 40ab 先 7 7480

209 3号)IT 4Ne  40ab 先 3339

3P Ia層 (3号排津場 ) 先 l1413

3P Ia層 (3号J「 淳場 ) 先 7208

212
1号鍛冶工房 3号鍛冶炉
黄褐色上部分

先 127 (100) 5938 不

1号鍛冶工房 3号鍛冶炉
黄褐色上部分

中 示 不
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hlo 出上 位 置  層 位 残 存 部 位 残存長 (cm) 内径 (mm) 外径 重量 (宮 ) 角度(° ) 備 考

1号鍛冶工房 3号鍛冶炉
黄褐色上部分

先 (25～ 30) 不 不

1号鍛冶工房 3号鍛冶炉
黄掲色上部分

先 (20～ 22) (85～ 90) 2211 不

号鍛冶工房 3号鍛冶炉 鉄淳集中部 先 (100)

号鍛冶工房 3号鍛冶炉 鉄津集中部 先 不 不 2598 不

218 号鍛冶工房 3号鍛冶炉 鉄津集中部 先 (25～ 30) (95～ 100) 不

号鍛冶工房 3号鍛冶炉 鉄淳集中部 先 (25～ 30) (85～ 90) 5769 不

号鍛冶工房 3号鍛冶炉 鉄淳集中部 先 7226

号鍛冶工房 3号鍛冶炉 粘上部分 中 不 不 1415 基部寄り

222
号鍛冶工房 4号滞状遺構
レンチ2鉄淳層

不 不 2124 不

223
号鍛冶工房 4号滞状遺構
レンチ2鉄淳層

先 2311 不

号鍛冶工房 4号滞状遺構
レンチ5鉄淳層

先 不 鉄淳 (大)付着→再結合

号鍛冶工房 4号滞状遺構
レンチ5鉄淳層

先 1599 不

号鍛冶工房 5号滞状遺構 2層 先 2421 不 殉径に段あ り

号鍛冶工房 5号滞状遺構 2層 先 不 不 1707 不

228 号 鍛 冶 工 房 5号溝 状 遺 構 検 出面 先 4224 ll

号鍛冶工房 5号溝状遺構
レンチ5鉄津層

先 不 不 1064 不

号鍛冶工房 5号溝状遣構
レンチ5鉄淳層

先 不 不 1229 不

2号鍛冶工房 2号鍛冶炉 粘上部分 先 不 不 2334
232 2号鍛冶工房 2号鍛冶炉 羽口4床面 基 (45～ 50) 2524

2号銀冶工房 2号鍛冶炉 床面 羽口5 先 2371 不

2号鍛冶工房 3号焼土遺構 焼成面 先
使用頻度少ないか ?

(※ 写真あり)

号鍛冶炉 粘土部分 1層 中 基部寄 り

236 5号鍛冶炉 火窪埋土 中 (45～ 50) 1627

237 号溝状遺構 埋土 中 不 不 1472

3号溝状遺構 検出面 (Ic層 ) 先 不 不 707 不

号炭窯 層 1号排 先 3742 不

号炭窯 層 1号排 先 不 不 1932 不

号炭窯 層 1号排 先 不 不 1696 不

号炭窯 層 1号排 先 不 不 不

号え窯 層 1号排 先 不 不 不

号 炭 窯 層 1号排 先 57 不 1046 不

号 炭 窯 層 1号排 先 不 不 1169 不

号炭窯 層 1号排 中 不 不 1590

号炭窯 層 1号排 中 不 (100) 2230

号炭窯 層 1号排 ) 中 不 不

号排 3Qi N 層 先 8642

号排 3Qi N 層 先 5645

号排 3Qn N 層 先 5439 13

252 号排 3Rf N 層 先 2578

253 号排 3Rf N 層 先 6767 17

254 号排 3Rv N2ab・ 4ab層 先 5426

号排 3Ry N2ab・ 4ab層 先 9 11849

256 号排 3Ry N2ab・ 4ab層 先 9453 破損部に粘土貼付

号排 3Ry N2ab層 先 6680

号蒻F3Ry N2ab層 先 31 9496

号排 3Ry N2ab層 先 72× 75 4755 外径楕円形

号排 3Ry N2ab層 先 4992

号ll,3Ry N4ab 6ab層 先 6748

262 号jl「 3Ry N4ab 6ab層 先 2821 不

号 排  3Rv N6ab)薯 先 ～ 中

'ヒ

25/「停43 先87/中 83 14197 不 内径に段あ り

号排 3Rv N6ab層 先 4131

265 号つに3Rv N6ab層 先 7009 内径 に段 あ り

号排 3Rv N6ab層 先 153 8819

号排 3Rv N6ab層 先 4899 閉

号排 3Rv N6ab層 先 6735

号排 3Saf Nl層 先

号排 3Sd Nl層 先 77 3884

号排 3Skpu lQv Nl層 先 5791

272 号排 3Sp Nl層 先 7094
273 号排 3Sp Nl層 先 123 7236 9

号排 3Sp Nl層 先～中 先24/中 38 先79/中 76 8138

275 号排 3Sp Nl層 先 5863
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No 出上位置 層位 残存部位 残存長 (cm) 内 径 (mm) クト全登 (mm) 重量 (宜 ) 角度 (° ) 備 考

l号排 3Sp Nl層 先 102 5237

1号排 3Sp Nl層 先 15

1号

'F3Sp N6ab層
先 10832 破損部に粘土貼付

1号り

'3Sp N6ab層
先 5362 7 内径に段あ り

280 1号羽

'3Sp N6ab層
先 8797

281 1号)'3Sp N6ab層 先 6175

282 1号〕13Sp N6ab層 基 4025

283 1号排 3Sp N6ab層 先～中 先23/中 39 先80/中 80 7155 不 内径に段あ り

1号排 3Sp N6ab層 先 7990

1号つ

'3Sp N6ab層
先 9437

286 1号J'3Sp N6ab層 先 3811 不

287 1号排 3Sっ N6ab層 先 11173 内径に段あ り

l号ラF3Ss N3層 先 3592

1号排 3Ss N4ab層 先 3456 不

290 l号排 3Ss N4ab層 中～基 壱ζ48 基82 9289

lttllF 3 S s N5 a c層 先 122 7443

号排 3Tn N 3層 先 盈 14

号VF 3Tn N 3層 先

号排 3Tn N 3層 先 3583

295 号J'3Tn N 3層 先 4290

296 号排 3Tn N 3層 先 6892

297 号排 3Tn N 3層 先 8009 内径に段あ り

298 号排 3Tn N 層 先 2 3923 13 内径に段あ り

号排 3Tp N 層 先 4228

号排 3Tp N 層 先

号排 3Tp N 層 先

302 号排 3TD N 層 先 3565

303 号排 3TD N 層 先 8720

号排 3TD N 層 先 119 4382

号排 3Tp N 層 先 3079

号排 3Tp N 層 先 100 4168

号排 3Tっ N 層 先 3512

号排 3T,N 層 先

1号排 3Tp N3層 先 4688 内径に段あり

1号排 3Tp N3層 先 10528

l号排 3Tp N5ab層 先 8730

l号づ13Tp N5ab層 先 3273

l号排 3Tp N5ab層 先 9924

l号)'3Tp N5ab層 先 4155 13 内径に段あり

l号排 3Tp N5ab層 先 71 4572 比4 外径楕円形、内径 に段あ り

l号排 3Tp N5ab層 先 6258 上9 2次使用

1号排 3Tp N5ac層 先 7358

1号排 3Tp N5ac層 先 7

l号つ

'3Tp N5ac層
先

l号排 3Tっ N5ac層 先 6392 不 破損部に溶着津付着→閉塞

1号排 3Tっ N5ac層 先 5691 不

322 1号〕13TD N5ac層 先

323 1号排 3T,N5ac層 先 7183 7

324 1号排 3Ts N 2a層 先

325 1号り

'3Ts N
2a層 先 内径に段あり

1号排 3Tu N 層 先 先端部門塞 (溶着淳)

1号排 3Tv N 層 先

1号排 3Tv N 層 先 19

329 1号排 3Tv N 層 先 4681 先端部に溶着淳→内径閉塞

1号排 3Tv N2 4ab層 先 内径に段あり

331 1号排 3Tv N2 4ab層 4537

332 1号排 3Tv N2 4ab層 4688 17 内径に段あり

333 1号

'F3Uv Slab層
先 7334 27 内径に段あり

334 1号排 3Vw Nl層 先 3590 16

335 1号排 3Vw Nl層 先 6917

336 1号排 3Vw Nl層 先 9747

1号排 3Vw N2ab 3層 危 6579 内径に段あ り

1号り,3Vw N2ab層 先 3513

1号排 3Vw N2ab層 先 内径 に段 あ り

t号排 3Vw N2ab層 先 122 内径 に段 あ り

l号〕13Vw N2ab層 先 5433

342 l号排 3Vw N2ab層 先 3832

1号排 3Vw N2ab層 先 4145

と号排 3Vw N6c層 先 8329

l号排 3Vw N6c層 先 内径に段あり
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No 出 上 位 置  層 lIP 残存部位 残存長 (cm) 内径 クト4≧  (mm) 重量 (富 ) 角度(° ) 捕 考

1号〕F3Vw N7層 先 9015
l号排 4Sa N 層 先 5932
l ttll,4Sa N 層 先

l号づ,4Sa N 層 5233

と号づF4Sa N 層

1号排 4Sa N 層 先 不

l号排 4Sa N 層 先

l号つF4Saオ覺舌L 先 77^ヤ 80 6560 為径 に段 あ り、外 径 楕 円形

l号排 4Sd Nl層 先 24^ヤ 26 殉径 楕 円形

355 1号排 4Sd Nl層 先 5157 17

356 l号排 4Sd N5ac層 先 155 7535 先端部門塞 (溶 着津 )

l号排 4So Sla層 中 23-33 3562 内径に段あ り

358 l号排 4So Sla層 基 2567

l号排 4T N2a層 先

l号排 4Ta Nl層 先 4837
1号排 4Ta Nl層 先 3288

362 l号排 4Ta Nl層 先 3407
l号排 4Tc N2a 4a層 先 4902 17

l号排 4Tc N2a 4a層 基52 右筆76 6430
l号排 4Th Nl・ 2a層 先 4787 不

l号排 4Th Nl・ 2a層 先 122
ＮＴ４

層
排

ａ

口万
１

・ 2a・ 4a
先 3746

368 1号fllF 4 T Nl 2a・ 4a層 先 4188 17

369 1号排 4T Nl・ 2a・ 4a層 先 8151 12

1号排 4T Nl 2a・ 4a層 先 4819 内径に段あり

l号排 4T N1 2a・ 4a層 先 4418 不 内径に段あ り

l号排 4T N1 2a層 先 4231

l ttJJ1 4 T N1 2a層 先 4677
1号排 4T Nl層 先 6790

375 l号排 4T Nl層 先 8975
1号J,4T N2a層 先 11531 不

377 1号排 4T N2a層 先 11074

378 1号排 4T N4a・ Sla層 先 5409
379 1号排 4T N4a・ Sla層 先 4上62 内径に段あり

l号排 4T Slab層 先 8800 14

1号排 4T Slab層 先 3702
l号排 4T Slab層 先 4212 14 内径に段あり

1号排 4Tp Slab・ 2ab層 先 3467
l号排 4Tp Slab・ 2ab層 先 6029

385 1号排 4TD Slab・ 2ab層 先 137 6066 内径に段あ り

386 l号排 4Tっ Slab層 先 6727

l ttllF 4 Tっ S2ab層 先 3314 内径に段あり
1号排 4To Slab層 先 7328
l号排 4Ts Sla層 先 3425

1号排 4Ua Nl層 先 7618 破損部に粘土貼付→内径閉
塞

l号つF4Ua Nl層 先 6548
392 l号排 4Ue N1 5ac層 5231 内径に段あ り

1号排 4Ue N1 5ac層 6006 内径に段あり
l号排 4Ue N1 5ac層 7694

l号排 4Ue N1 5ac層 先 10939
破損部に粘土貼付→内径閉
塞 (※ 写真あり)

l号排 4Ue N1 5ac層 先 6309 不

l号排 4Ue Nl層 先 3596
1号 J,4Ue Nl層 先 8910

399 l号つ14Ue Nl層 7990
l号排 4Ue N5ac 6c層 8130 不 先端部閉塞 (溶着淳)

と号 りF4Ue N5ac層

l号排 4Ue N5ac層 先 4577 破損部に粘上貼付
(※ 写真あり)

l号排 4Ue N5ac層 先 8986 内径に段あり

l号つF4Ue N6c層 先 不

l号排 4Uf S3ab 5abd層 先 7107

1号排 4Uf S6abc層 先 4578 13

1号排 4Uh N6abc層 中 ～基 中38/基 44 中78/基 74 6589

1号排 4Uh N6abc層 中 基部寄 り

1号排 4Uh N6abc層 中 6399 基部寄 り

l号排 4Uh N6c層 先 5806 内径に段あ り

1号排 4Uh N6c層 先 8036 内径に段あ り

1号排 4Uh N6c層 先 4712
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No 出上位置 層位 残存 部 位 残存長 (cm) 内径 (mm) 外径 (mm) 重量 (営 ) 角度(° ) 備 考

1号排 4Uh Slb層 先 7202

土号排 4Uh Slb層 先 5067

1号排 4Uh S3ab 5abd層 先 5288 内径に段あ り

1号

''4Uh S5abcd層
先 4914

1号排 4Uh S5abcd層 先 4173

418 l号排 4Up Slb層 先 24× 27 5253 内径 楕 円形

1号排 4Ut Slb 3ab層 先 3825 11

と号排 4Ut S3ab 6層 先 107 5384

1号排 4Ut S3ab層 先 5224

422 l号排 4Ut S3ab層 先 7321

423 l号排 4Uu N5ac層 先 11487 不

1号排 4Uu N5ac層 先 5588

1号排 4Uu N5ac層 先 内径に段あり

426 1 俳 4Uu N5ac層 先 3 11039

ユ 排 4Uu N6ab層 先 7595

1号排 4Uu N6c層 先 7003

1号ll,4Uw S5abd層 先 3876 12

1号J14Uw S5abd層 先 7722

1号排 4Uw S5abd層 先 15650 14

1号

''4Uw S5abd層
先 10244 内径 に段 あ り

433 1号ll,4Uw S5abd層 先

1号排 4Uw S5abd層 先 5954

435 1号排 4V Sl層 先 7528 12

1号排 4Vc N6a層 先 4867

号排 4V N3 4ab層 先 8589 不

号排 4V N3層 先 3667 不

号排 4V S b層 先 6445 内径に段あ り

号排 4W S b層 先 4655 内径に段あり

号排 4V S b層 先 8474

1 排 4V S b層 先 4377 不

1 排 4V S b層 先 7340

号排 4V S b層 先 10943 内径に段あり

号排 4V S3ab N3層 先 10397 8 破損部に粘土貼付

1号排 4Vf S3ab・ N3層 先 107 9311
破損部に粘土貼付→調整
(※ 写真あり)

号lJ,4V S5abd層 先 3124

448 号J14V S5abd層 先 6677

号排 4V S5abd層 先 6938

450 1号排 4Vv Slb 2ab層 先 14138 内径に段あ り

1号排 4Vv Sttb 2ab層 先 5682 破損部に粘土貼付

1号排 4Vv Slb 2ab層 先 7273

1号J14Vv Slb 2ab層 先 6607

1号排 4Vv Slb 2ab層 中～基 中37/基 45 中80/基 73 10503

455 と号排 4Vv Slb層 先 5419 ll

l号排 4Vv S2ab 3ab層 先 88× 94 12124
'卜

径楕円形、破損部に粘土貼付

457 l号排 5U Sla層 先 不 不 2615 不

lttJ1 5U S l a層 先 111 不 不 2119 不

l号排 5U Sla層 先 不 不 不

l号排 5U・ Sla層 先

l号排 5Va Slb層 先 4970

l号排 5Va Slb層 先 9057 内径に段あり

l号排 5Va S3ab 5abd層 先

1号排 5Va S3ab 5abd層 先 7259 内径に段あり

1号排 5Va S3ab ・ 5abd)吾 先 128

466 l号排 5Va S3ab・ 5abd)詈 先 4778

467 1号排 T3TnO N 層 先 2195 不

468 1号排 T3Tno N 層 先 破損部に粘土貼付

1号排 T3Tno N 層 先 7976

土号排T3Tno Nl層 先 4351 17
破損部に粘土貼付→調整
(※ 写真あり)

1号排T3Tno N 層 中～基 175 中33/基 46 吋コ86/去き(77) 6190

472 1号排 T3Tno N 層 先 4755

1号排 T3Tno N 層 先 3575

474 1号排 T3Tno N 層 先 3153

1 排T3Tno N 層 先 内径に段あり

1 排T3Tno N b層 先 4687

l号排T3Tno N3層 先 7705

l号排T3Tno N3層 先 鉄津 (大)付着→再結合

l号排 T3Tno N3層 中～基 中43/基 51 基67

l号排 T3Tno N3層 先 9696 殉径 に段 あ り

-135-



llo 出上位置 層位 残存部位 残存長 (cm) 内 径 タト4乙 重量 (宜 ) 角度 (° ) 備 考

1号

"FT 3Tno N5a層
先 6799 狗径 に段 あ り

号排T3Tst N 2ab層 先 4139 不 内径に段あり

号排T3Tst N 2ab層 先 3790 不

号排T3Tst N 2ab層 先 3274

号排T3Tst N 2ab層 先 7871

号JIT 3Tst N 層 先 114 5068
1号排 T3Tst N4a唇 先～中 先28/中 40 夕こ86/2き 85 6 内径に段あり

1号排 T3Tst N4a層 先 4561 不

1号排T3Tst N4a層 先 5101 9 内径に段あり

1号ll,T3Tst N5a層 先 ～ 中 タヒ23/「Ⅲ33 7t78/2き 78 10548 不 2次使用

l号排 T3Tst N5a層 先 112 6261

492 1号排T3Tst N5a層 先 6780 内径 に段 あ り

1号排T3Twx Nl・ 2a層 先 4202

1号,FT 3Twx Nl層 先 内径 に段 あ り

1号排T3Twx N2a層 先 5285 内径に段あ り

1号排T3Twx N4a層 基 3539
1号排T3Twx N4a層 先 4706 内径に段あり

498 1号排T3Twx N5a層 先 5417
499 1号排T3Twx N5a層 先 5933 内径に段あり

1号排T3Twx N6c層 先 7589
1号排T3Twx N6c層 中～基 中38/基 52 ちζ86 15125 鉄淳 (大 )付着→再結合

1号排T3Twx N6c層 基 3599 調整工具痕あり

1号排T3Twx N6c層 先 4952 ll

号排T4Tcd N 2a)薯 先 17

号llFT 4T c d N 2a)薯 先 先端部閉塞 (溶 着津 )

1号排T4Tcd N 2a)唇 先 2960 内径に段あ り

1号JFT 4Tcd N .2a)詈 先 4024 内 径 に段 あ り

1号)FT 4Tcd N2a層 先 3285 不

l tt1/jFT 4Tcd N2a層 先 5777

l号づ,T4Tcd N2a層 先 3126
1号づFT 4Tcd N2b層 先 3675
l号排T4Tcd N2b層 先 5665
l号排T4Tcd N5a層 先 87 3095 内径に段あり

l号りFT 4Tcd N6ab層 先 6048
1号排T4Th Nl・ 2a層 先 3590 不

l号排T4Th N1 2a層 先 73× 76 4046 外径楕円形

l号排T4Th N1 2a層 先 4763
l号排T4Th N2b層 先 5925 内径に段あ り

l号排T4Th N5a層 先 77 5527 不

l号排T4Th N5a層 先

l号排T4Tれ N5a層 先 内径に段あ り

522 l号排T4Th N6ab層 先 7986

523 l号排T4T N6ab層 中 ～ 基 耳コ40/2き (43) 中79

l号排T4T N6c層 先 5 殉径 に段 あ り

と号ll'T4T Nl・ 2a層 先 4921

1号排T4T N4 a層 先 4637
l号つFT 4T m S3ab層 中 9842
l号排T4T m S3ab層 先 7344 6 内径 に段 あ り

l号排T4T m S3ab層 先 3357

l号排T4T m S5c層 先 127 6773 内径に段あり

l号排T4T m S5c層 中～基 中38/基48 中81/基 81 5501

lttllFT 4 T m S5d層 先 112 5499 9 破損部に粘土貼付

533 l号排T4T m S6層 先 4677
l号排T4T m S6層 先 5394 不

1号排T4T na S 8層 先 5316
l号排T4Tqr Sla層 先 75 3582 不

l号排T4Tqr S3ab層 先 5469
l号つFT 4Tqr S3ab層 先 8403 4

l号排T4Tor S3ab層 先 5708 不

l号排T4Tqr S3ab層 先 8188 9
内径に段あり、破損部に粘
土貼付→内径閉塞

l号り,T4Tqr S3ab層 先 138 8588
l号排T4Tqr S3ab層 先 5744 13

1号排T4Tqr S3ab層 先 9430 7 内径に段あり

l号ラ,T4Tqr S3ab層 先 10215 不
破損部に粘土貼付
(※写真あり)

l号排T4Tqr S3ab層 先 5152
と号りFT 4Tqr S6層 中 6076

547 l号り,T4Tqr S6層 先 25～ 28 6568 不 内径に段あり

l ttJ'T4Tor S6層 中 250 8469
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NoJ 出上 位 置  層 位 残存部位 残存長 (cm) 内径 (mm) 外径 章量 (g) 角度 (° ) 備 考

l号排 T4Tv Sla層 先 107 4244

号 lli T4Tv Sla層 先 4178

1号〕IT 4Tv S3ab層 先 4812

552 1号排 T4Tv S3ab層 先 5652 不

1号)IT 4Tv S3ab層 先 4229

1号排 T4Tv S6層 先 77 4096 7

555 1号排 グリッド不明 先 8924

556 2号〕15V2層 先 4521

2号排 5W2層 先 107 不 2次使用

558 2号排 6Vi 2層 先 4073

559 2号
",6W2層

先 6365

560 2号排 6W2層 先 7 7277

2号排 6都ra 4)署 先 7 23× 28 6577 不 内径楕円形

2号排 6Wa 4層 先 77 5552 不 内径 に段 あ り

2巧争jl1 6Wa 4)目 先 4913 9 内径 に段 あ り

564 2号lJ,6Wa 4層 先 131 9418

565 2号lJ1 6Wa 4層 先 111 1 内径 に段 あ り

566 2→ l・

IF6Wa 4)要
先 5323 8 破損部に粘土貼付

567 2→ つ

'6Wa 4)署
先 5

568 2号lJ1 6Wa 4層 先 内径に段あり

2号排 61hr k 2層 先 7188

2号排 6Wk 2層 先 5821 8

2号 J「 6Wk 4層 先 112 7834 破損部に粘土貼付

572 2号排 6W14層 先 2359 不

573 2号排 6Ww 2層 先 6845

2号排 6Ww 2層 先 7514

575 2号つ16Ww 2層 先 9107

2号排 6Ww 4層 先 112 6064 21

577 2号排 6Ww 4層 先 24× 28 5045 不 内径楕円形

578 2号排 6Wy 2層 先 118

579 2号ll1 6Wy 3層 先 5291 内径 に段 あ り

580 2号排 6M「 v 3層 先 6016

2→}り

' 6M「

v 3)雷 先 8518 破損部福鉢状

582 2巧争つ

' 6Wv 3)雷583 2号ll1 6Wv 3層 先 4807

2号IJ1 6Wv 3層 先 8928

2号,F6Wv 5)霞 先 117 7356 不

2号 )F6Wv 5層 先 11302

587 2号

'i

6Wv 5層 先 6195 9

588 2号排 6Wy 5層 先 71 4814

589 2手≡つ, 6MIy 5)喜 7289

590 2号排 6Wy 5層 7ユ 5987

591 2号排 6Wy 5層 先

2号
'FT 5Vs 3層

先 5 6654

2号
''T5Vs 3層

先 5914

2号llFT 5Vs 4層 先 内径に段あ り

2号排T5Vs 5層 先 4 7217

2号υFT 5Vt 2層 先

2号ll,T5Vt 2層 先 81

598 つ

'T5Vt 2層
先 3978

つFT 5Vt 4層 先 8319

2号排 T5Vt 5層 先 71 不

2号排 T5Vt 6層 先 117 5673 不

2号排T5Vw 5層 先 8751

2号JFT 5Vx 2層 先 5267

2号 lll T 5Vx 4層 先 破損部に粘土貼付

2号JFT 5Vx 5層 先

606 2号り

'T5Vx 5層
5227

2号つ,T5Vy 4層 19 6653 破損部に粘土貼付

2号〕

'T5Vy 4層
別 7213

2号lJIT 5 V y 6層 先 6175

2号排T5Wl l層 妊 4191 不

2号jjFT 5Wp 2層 先

2号
"FT 5Wp 2層

先

3号づF淳場 3NQ 5層 先 103

8P a層 先 不 不

a層 先 不 10448 先端部閉塞 (溶着淳 )

3Q a層 先 5552

3R a層 (1号排 ) 先 3267

a層 (1号排) 先
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No 出土位置 層位 残存部位 残存長 (cm) 内径 (mm) 外径 重量 (質 ) 角度(° ) 備 考

3S a層 号 排 中～基 中43/基 48 中72/基 66 4658

a層 『〓 先 3574 17

a層 口万 先 5920 15 先端部に溶着滓→内径閉塞

622 a層 号 排 先 7575 13

623 3S a層 四一 先 4730

3T a層 口万 先 不

625 3T a用 号排 5370

626 3T a層 号排 4141 17

3T a層 号排 71 2031

628 3T a層 口〓 ¶| 3571

629 3T a層 号tl, 先 4221

3T a層 号lJ, 先 115 7116 14

3T a層 号llF) 先 3347 9

632 3T a層 日万 先 3132 10

633 3T a層 号 排 先 3310 12

3U a層 号 排 先 4162 19 破損部楯鉢状

635 3U a層 目す 先 3812 15

636 3U表採 先 4273 16

a層 先 3851

638 a層 先 3721

639 a層 先 3821

640 a層 先 4075

a層 先 6014

642 4S a層 4745

643 a層 2112 17

4T a層 先 不

4T a層 中 ～ 基 178 「口38/Zき 50 中72/基 72 6722

646 4T a層 号排 ) 先 4602 14

4T a層 号排 ) 先 5424 7 先端部門寒 (溶着淳)

4T a層 号排 ) 先 3480 10

4T a屠 号排 ) 先 6360

650 4T a層 号排 ) 先 3127 16

4T a層 号排 ) 先 3715

4T a層 号排) 先 3284

4T a層 号排) 先 4261

4T a層 号排) 先 3241 16

655 4T a層 号排) 先 3172 16

656 4T a層 号排) 先 5891 17

657 4T a層 号排) 先 4582

658 4T a悟 号排) 先 4045 11

659 4T a層 弓つF) 先 34上 0

4U a層 先 7102

4U a層 (1号排 )

4U攪 乱 9679 不

4Ua la層 (1号排 ) 先 5949

4Ua la層 (1号排 ) 先 7594 内径に段あり

5T Ic層 先 2724 9

666 5T不 明 先 3965 内径に段あり

5U I a層 先 2133 不

668 5U I a層 先 不 7767 不 先端部門塞 (溶着淳)

669 5U Ic層 先 3737 水平角度振れる

5V Ia層 先 5761

5V Ia層 先 2962

5V Ⅱ a層 先 103 3655

5V Ic層直上 先 5164

5V Ic層直上 先 117 破損部悟鉢状

5V Ic層直上 先 126

5V根攪乱 先 112

677 6U Ic層直上 先 2567

678 6V b層 先 4909 不 内径 に段 あ り

679 6V b層 先 4975

680 7U b③層 先 5845

7U b③層 先 5834

682 7W Ⅱa層 中～ 基 吋ヨ39/をき45 吋H90/芝き81 8526
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第38表  石器・石製品観察表

掲載
No

器 種 出土地点 層位 石  質 長  さ 幅 厚  さ 重量 (g) 備 考 剛
ｈ

翻
血

磨 石 と号り

' 3Sp N6ab層
花閃岩 9996 表面 :凹部 (旧 )

一磨面 裏面 :磨面

砥 石 l 号溝 埋土 ホルン 中砥 ?

684 砥 石 3R・ Ia曙 頁 岩 (443) (346) 仕上砥

685 火打石 2号工房 2号炉 (古)埋土 石英塊

火打石 と号
''T 4Tv 3a層

石英塊 525 1221

火打石 1号,FT 4Tv 3a層 石英塊

688 火打石 7U Ib①層 石英塊

要石 1号工房 3号炉 Sl 花閃岩

690 要 石 l号工房 3号炉 32 花閃岩 535

要 石 1号工房 3号炉 S2 花閃岩 150000 b

要 石 1号工房 3号炉 S3 花因岩 395 240000

692 要石 1号工房 5号溝 T6 2層 花閃岩 (161) (130) (1■ 3)

要 石 2号工房 2号炉 Sl 花閃岩 (135) 20000 片面全面赤化

要 石 2号工房 2号炉 S2 花閃岩 285000 断面形三角形

695 要石 2号工房 2号炉 S3 花閃岩 202000

696 不 明 7V Ib③ 層 石 斑 岩 1913

697 石 英 塊 1号工房 3号炉 粘上部分 石英塊 224

石英塊 1号工房 3号炉 粘上部分埋土 石英塊

699 石英塊 1号工房 3号炉 粘上部分埋土 石英塊 21 155 77

石英塊 1号工房 3号炉 黄褐色上部分 石芙塊 1229

石英塊 1号工房 3号炉 黄褐色上部分 石英塊 345 778

石英塊 2号王房 2号炉 粘上部分 石英塊 225

703 石芙塊 2号工房 2号炉 粘上部分 石英塊

石英塊 2号工房 2号炉 粘上部分 石英塊

705 石英塊 2号工房 2号炉 粘上部分 石英塊 13

706 石英塊 1号

',T 4TIm S5c層
石英塊 353

石英塊 l号排T S2a層 石英塊

708 石英塊 6号溝 埋土 石英 塊 335

709 石英塊 3N・ Ic層 石央 3603

石英塊 6U・ Ic層 直上 石英塊 19

7 石英塊 5T Ic層 直上 石英塊 395

7 2 石灰塊 1号工房 5号溝 T6 2層 石灰 岩 2812

7 3 碁 石 1号炭窯  1層 頁 岩 215 215 055 6

7 4 碁石 2号り,T 5Vs 5層 頁 岩 (06) 6

7 5 碁石状 2号掘立 P18 掘 り方埋土 頁 岩 ll 6

碁石状 3号〕FT 3Nt 30p 5層 頁岩 6

717 碁石状 7T Ic層 頁岩 225

碁石状 6T b②層 頁 岩 275 125

碁石状 6U b②層 アプライ ト 265 10

碁石状 6U b②層 頁岩

721 碁石状 6U b②層 ホルン 115

722 碁石状 6V b②層 花筒岩

碁石状 1号工房 4号溝 T2 鉄津層 頁 岩 505 6

碁石状 1号工房 5号溝 鉄淳層 頁 岩 6

725 碁石状 3号排T 3Nt 30p 5層 頁岩 355 6

726 碁石状 3号排T 3Ny 30u 2層 頁岩 435 519 6

丸石 1号排T 3Tno Nl層 頁 岩 185

728 丸石 5QI Ic層 チャー ト

729 丸石 7W a層 砂 岩

軽石製品 4U I a層 (1号排) 睡石

[出 土地点 層位]工房 :鍛冶工房 炉 :鍛冶炉 掘立 :掘立柱建物 溝 i溝状遺桁 排 :排津場 T:ト レンチ

[石質]花閃岩 :花聞閃緑岩 石斑者 :石英斑岩 ホルン :ホ ルンフェルス
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第39表 鉄製品観察表 (刊 )

臓
血

器種 出土地点 出土層位
計 測 伯

備 考 酌
血

翻
ｈ長 さ (cm) (cm) 厚 さ (cm)

鉄木呂 7V Ia層 備考桐参照
先端部外径 22
基部外径48

カラー 18

732 十含ヒ】犬
1号排津場
4Tb Nl層 [332]

皿部 [110]
Iと言る04

基部は一枚板の鍛造
による成形

カラー 18
基音卜27

鍬 5V 撹乱 [103] 075 隅丸 均―の厚 さ

小 刀
1号鍛冶工房
5号滞状遺構

トレンチ 6 2層
茎

刃 030 刃先一部欠損

小 刀
2号鍛冶工房
2号鍛冶炉

粘上部分 [104] 刃先 茎一部欠損

736 小 刀 7W Ⅱa層 [121] 刃先一部欠損

737 自在釣
1号鍛冶工房
3号鍛冶炉

粘上部分 11 120

雲
1号鍛冶工房
5号溝状遺構

トレンチ 7 3層 [65] (130) 先端部欠損

火打金 2号焼土遺構 焼成面 120 050
下部片刃状・湾曲気
味 鑓型

火打金
3号排津場 トレンチ
3Nv 30u 5層 一部欠損 短冊型

釣金具
1号鍛冶工房
5号溝状遺構

2層 050 先端部欠損 頭部中
央に穿孔

釣金具 5U Ib①～②層 035 先端部欠損

金具
1号鍛冶工房
3号鍛冶炉

責褐色上部分 [142]
綱長い板状 3個 の

貫通孔確認

金具
1号鍛冶工房
l号掘立柱建物 P8 2層 (740)

金具
2号鍛冶工房
2号鍛冶炉

珪石部分埋土 直径24 断面馬蹄形

盤
1号鍛冶工房
3号鍛冶炉

粘土部分埋土
2/3欠損・片爪のみ
九鑑

鑑 1号排淳場 3Ta Nl層 [105] 片爪欠損・角鐘

盤 1号排淳場 4Tf Sla層 両爪先欠損 角鐘

749 盤 3S(1号 排淳場) 〔a層 1/2欠損 角鐘

鑓 4U(1号 排淳場 ) Ia層 060 片爪先欠損 角鐘

鑑 5V 【b層 (810)
両爪長さ非対称 角
盤

752 鑑 5V Ib層 (HO) (060) 2/3欠損・角鑑

753 鑑 6P Ia層 080 両爪先欠損 角鑑

鑑 7T Ⅱ c層 片爪先欠損 角鑓

755 盤 7V Ⅱ a層 (1125) 065 片爪先欠損 角鑓

756 鑑 7M「 Ⅱ a層 両爪先欠損・角鑓

757 角釘
1号鍛冶工房
3号鍛冶炉

鍛造剥片集中部周辺
検出面

040 基部のみ

758 角釘
1号鍛冶工房
3号鍛冶炉

責掲色土部分 [42] 050 脚部湾曲・皆祈

759 角釘
1号鍛冶工房
3号鍛冶炉

責褐色上部分 065 頭と脚部欠損 皆折
か

角 釘
1号鍛冶工房
3号tPR冶 炉

責褐色上部分 050 脚部やや湾曲・角

角釘
1号鍛冶工房
3号鍛冶炉

鍛造剥片集中部 片脚先欠損・合釘

角釘
1号鍛冶工房
3号鍛冶炉

鍛造剥片集中部周辺
検出面

頭と脚部欠損 皆祈

角釘
1号鍛冶工房
5号溝状遺構

2層 頭一部欠損 皆折か

764 角釘
1号鍛冶工房
5号溝状遺構

2層 050 040
頭潰れ 脚部欠損
頭巻

765 角 釘
1号鍛冶工房
5号溝状遺構

2層 020 頭 巻

766 角釘
1号鍛冶工房
5号溝状遺構

2層 055 基部のみ

角釘
1号鍛冶工房
5号溝状遺構

2層 [525] 基部上側 と脚先欠損

( )は推定値、[ ]は残存値を示す
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第39表 鉄製品観察表 (2)

掲載
No

器 種 出土地点 出土層位
計 洪I 値

備 考 剛
ｈ

翻
血長さ (cm) I幅 (cm) 厚 さ (cm)

角釘
房
構

工
遺

冶
状

鍛
溝

号
号

2層 055 頭欠損・皆折か

769 角 釘
1号鍛冶工房
5号溝状遺構

2層 頭 巻

角 釘
1号鍛冶工房
5号溝状遺構

トレンチ5 鉄淳層 頭欠損・角

771 角釘
1号鍛冶工房
5号溝状遺構

トレンチ 5 4層 360
鉄津により63bと 付
着 皆折

772 角釘
一房
構

工
遺

冶
状

鍛
溝

号
号

トレンチ 5 4層 [415]
鉄岸により63aと 付
着・脚先欠損 頭巻

角釘
1号鍛冶工房
5号溝状遺構

トレンチ 6 2層 頭平・皆折か

角 釘
1号鍛冶工房
5号溝状遺構

トレンチ 6 2層 035 035 脚部湾曲・頭巻

775 角 釘
1号鍛冶工房
5号溝状遺構

トレンチ 6 2層 [40] 050 頭欠損

776 角釘
1号銀冶工房
5号溝状遺構

トレ ンチ 7 埋 土 025 脚郡欠損・頭巻

777 角釘
1号鍛冶工房
5号溝状遺構

トレンチ7 坦土 [305]
頭一部と脚先欠損 .

皆折

角釘
2号鍛冶工房
2号鍛冶炉

珪石部分埋土 050
頭変形・脚先欠損・

皆折

角釘
2号鍛冶工房
2号鍛冶炉

珪石部分
基部屈曲・脚先湾曲
皆折

角釘
2号 鍛冶工房
2号鍛冶炉

珪石部分 [139] 両脚先欠損・合釘

角 釘
2号鍛冶工房
2号鍛冶炉

西側検出面 [325] 脚部欠損 頭巻

角 釘
2号鍛冶工房
2号鍛冶炉

珪石部分底面
両瑞欠損、基部中央
で屈曲

角 釘
2号鍛冶工房
2号鍛冶炉

埋 土 085 基部 の み

角釘 5号鍛冶炉 束窪埋土 再結合淳付着・角

785 角釘 1号炭窯 l層 頭と脚欠損 頭巻

角釘 1号炭窯 l層 030 頭一部欠損 皆折

角釘 2号焼土遺構 l層
頭一部と脚先欠損
皆折

角 釘 l号溝状遺構 トレンチ 4 埋土 [36 脚部欠損 頭巻

789 角釘 l号溝状遺構 検出面 [355]
木質残存 脚先欠損・

頭巻

角 釘
l号排淳場 トレンチ
4Tcd N2a層 基部のみ

角釘 1号lll津 場  3Sp Nl層 [49] 頭欠損 頭巻か

792 角釘 1号排淳場 3Ta Nl層 050 脚先欠損・皆折

793 角釘 1号排津場 3Tp Nl層 050
木質部残存・脚先欠
損

角 釘 1号排津場 4Tn Nl層 050 脚先欠損 頭巻

角 釘 3S(1号 排津場) Ia層 060
頭一部 と脚先欠損

頭巻

796 角釘 3T(1号排淳場) Ia層 035
頭一部と脚先欠損
皆折か

797 角 釘 4Re(1号 排津場) I a層 (黄 ) 040 脚先欠損 頭巻

角 釘 4S(1号 排淳場) Ia層 五寸釘 皆折

角釘 4S(1号 排淳場) Ia層

角釘 4T(1号 排津場) I a層 昔
⌒

頭一部 と脚先欠損 .

頭巻

角釘 4U(1号 排津場) Ia層 脚先欠損・皆折か

802 角 釘 4Vb(1号 排津場) Ia層
基部中央以下欠損
頭巻

803 角 釘 2号排津場 5Vw 5層 頭のみ・皆折

角 釘 2号排淳場 6Ve 2層
頭一部と脚先欠損
皆折

角釘 2号排津場 6Wl 4層 頭 と脚先欠損

806 角 釘 2号排淳場 7W 2層 脚先欠損 皆祈

( )は推定値 ]は残存値を示す
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第39表 鉄製品観察表 (3)

臓
血

器 種 出土 地 点 出土層位
計 測 値

備 考 酌
血

写図
No長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm)

807 角釘
3号排津場 トレンチ
3Ny 3 0u 4層 035 脚先屈折 巷頭

角釘
3号排淳場 トレンチ

3Nv 3 0u 4層 [150] 片脚先欠損・合釘

809 角釘
3号排淳場 トレンチ
3Nt・ 30p 5層 針金 Pが螺旋状に接

着・脚先端欠損 蟹目

角釘
3号排淳場 トレンチ
3Nt 30っ 5層 [545] 045 脚先欠損 頭巻

角釘 3号排淳場 3Nq 5層 頭久損

角釘 3N(3号 排淳場 ) [a層 頭 巻

角釘 3N(3号 排淳場 ) Ia層 脚先欠損 頭巻

角釘 4N(3号 排淳場 ) Ia層 脚先湾曲 頭巻

角釘 P7 掘 り方坦土 055 本質残存・脚先欠損
頭巻

角 釘 P58 埋 土 頭頂部扁平・皆折

角釘 P58 埋 土 [455] 050 050
頭潰れ 脚部欠損
頭巻

角釘 2号土坑 埋 土 基部のみ

角釘 1号不明遺構 3層 頭久損 舟釘か

角釘 1号不明遺構 3層 脚先欠損・皆折

角 釘 1号不明遺構 3層 頭一部 と脚先欠損
頭巻

角 釘 1号不明遺構 3層 脚先欠損 頭巻

角 釘 上号不明遺構 4層 脚先欠損 頭巻

角 釘 4R I a層 (責 ) [645] 055 舟釘か

角釘 5N Ic層 [215] 020 020 基部 L字 状に屈曲
頭巻

角釘 5T Ia層 [53] 頭一部欠損・頭巻

角 釘 5Tb Ia層 皆 折

角 釘 5U Ib層 [34] 脚先久損・頭巻

角釘 5V 撹 乱 [43] 050
脚 」字状に屈曲 皆
祈

角 釘 5W Ia層 [41] 脚先欠損 頭巻

角釘 60 Ia層 [49] 030 030 木質残存 脚 L字状
に屈曲・皆折

832 角釘 60 Ic層 [82] 脚先湾曲 頭巻

角釘 6P Ia層 E54] 脚先欠損 頭巻

角 釘 6R Ic層 [107]
頭一部と脚先欠損
皆折

835 角 釘 6Ru Ib①層 基部一部剥離 頭巻

836 角 釘 6T 鉄淳層 [63] 基 部 の み

角 釘 6T 鉄淳層 [68]
頭一部 と脚先欠損
皆折

838 角釘 6T lb②層 [645] 040 脚先欠損・頭巻

角 釘 6T lb②層 [91] 050 脚先欠損・皆折か

840 角 釘 6T lb②層 [52] 050 050 脚先欠損・頭巻か

角釘 6T lb②層 [39]
頭一部 と脚先欠損
皆折

角 釘 6T Ib②層 E28] 050 脚欠損 頭巻

角 釘 6U lb②層 [68] 050 鍛造剥片付着 頭巻

角 釘 6U lb②層 [60] 050 脚先欠損 頭巻

角 釘 6U [b②層 E275] 脚先欠損 頭巻

846 角 釘 6U Ⅱc層 [42] 脚先欠損 皆折か

847 角 釘 6U Ic層 E465] 脚先湾曲 頭巻

848 角釘 6V [a層 [29] 頭 巻

角 釘 6Vy 〔b②層 [33]
基部 J字状に屈曲
皆折か

角釘 6Vy 〔b②層 040 脚先久損 頭巻

( )は推定値、[ ]は残存値を示す
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第39表 鉄製品観察表 (4)

爾
血

器種 出土地点 出土層位
計 測 値

備 考 幽
ｈ

翻
ｈ長さ (cm) 中冨 (cm) 厚 さ (cm)

角釘 6W Ia層 [36] 脚先欠損 頭巻

852 角 釘 6W Ia層 040 皆 折

角釘 6W「 Ia層 脚先欠損 頭巻

854 角釘 7Ra Ia層
頭一部と脚先欠損
頭巻

855 角釘 7S Ic層 脚先欠損 皆折

856 角釘 7T Ib②層 055 脚先欠損 頭巻か

857 角釘 7Tc Ib②層 脚先久損・頭巻

角 釘 7U Ia層 皆 折

角釘 7V Ib②層 脚先欠損・皆折

860 角釘 7V Ib②層 [375] 脚先欠損 ,頭巻

角釘 7V Ⅱa層 [635]
木質部残存 頭欠損
か

角釘 7V Ia層 基部のみ

角釘 7V Ia層 [30] 脚先欠損 頭巻

角釘 7V Ⅱ a層 060 頭 巻

865 角釘 7Vm Ib③層 E315] 040 脚先欠損 基部 L字
状に屈曲 頭巻か

角釘 7Vm Ib③層 脚先久損 頭巻か

867 角釘 7W Ic層 頭一部 と脚先欠損
頭巻

角 釘 7X lb③層 脚部屈曲・頭巻

869 角釘 不明 (柱 穴) 埋土上位 [415] 030 脚先欠損・頭巻

870 角 釘 不 明 不 明 脚先欠損・頭巻

鋲 不 明 Ia層 020 020

872 穴突き状 5V Ⅱa層 [375] 底突先端部か

873 のろだし状
2号鍛冶工房
2号鍛冶炉

珪石部分 [102] 先端部欠損

掻き具】大 5S Ⅱc層 掻 き出 し具 か

斧状
2号鍛冶工房
4号掘立柱建物 P55 埋 土 蛤 刃

876 へら状 3号溝状遺構 埋 土 [71]

877 筒 状
土号鍛冶工房
3号鍛冶炉

鉄淳 集 中部 550

878 板 状
1号鍛冶工房
5号溝状遺構

l層 [435] 035 湾曲気味

879 格子状 5号鍛冶炉 粘上部分 [113] (140)

刀状 7U Ib③層 [255]
断面長方形・刃部中
央に鉄貼付

/1ヽ刀】犬
1号鍛冶工房
5号溝状遺構

トレンチ 6 2層 030 断面片刃状

882 /1ヽ刀】犬
2号鍛冶工房
2号鍛冶炉

西側検出面 ll 050 断面台形

883 オヽ刀状
2号鍛冶工房
2号鍛冶炉

珪石部分埋土 茎部か

884 Jヽ 刀状
2号鍛冶工房
2号鍛冶炉

西側検出面 085
棒状鉄片
(附編参照)

885 /1ヽ刀】犬 3号排津場 3Nq 1層 [435] [15] 木質部残存 茎部か

886 /1ヽ刀】犬 6U Ic層 断面片刃状

卜刀状 7Ra Ia層 [1715] 075 断面台形

角棒状
1号鍛冶工房
5号溝状遺構

2層 両端欠損

889 角棒状
1号鍛冶工房
3号鍛冶炉

鍛造剥片集中部周辺
検出面

棒状鉄塊
(附編参照)

890 角棒状 1号排津場 4V王 N3層 [415] 両端久損

角棒状 1号排淳場 4Vi S6・ 7層 (060)

892 棒 状
1号鍛冶工房
5号溝状遣構

検出面 [495] (105) 下部捩 れ る

( )は推定値、[ ]は残存値を示す
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第39表 鉄製品観察表 (5)

触
血

器 種 出土 地 点 出土層位
計 測 値

備 考 剛
ｈ

翻
配長 さ (cm) 中目 (cm) 厚 さ (cm)

全十】犬 1号排津場 5U Nl層 020
緩い S字 状に湾曲
頭部欠損

針 状 5V Ⅱa層 [128] 050 断面円形・火箸 ?

針 状 7U Ic層 [105]
断面円形 先端先細
火箸 ?

鉄塊状
1号鍛冶工房
5号溝状遺構

鉄津層 鉄塊状遺物

鉄塊状
土号鍛冶工房
1号掘立柱建物P22

埋 土 上 位 鉄塊状遺物

鉄塊状
1号排津場 トレンチ
4TIm Nl層 (115) 鉄塊 状 遺物

899 鉄塊状 1号排津場 4Un S3a b層 鉄塊状遺物 小割痕
跡有

鉄塊状 6W(2号 排淳場) Ia層 280 鉄塊状遺物

鉄塊状 5P Ia層 鉄塊状遺物

鉄塊状 6U Ib②層 鉄塊状遺物

鉄塊状 6S 表採 550 鉄塊状遺物

鉄塊状 6T Ic層直上 [35] 鉄塊状遺物

鉄塊状 6T Ic層直上 [32] 060 鉄塊状遺物

鉄塊状 6W「 Ia層 鉄塊状遺物

鉄塊状 6M「 Ia層 鉄塊状遺物

)は推定値、[ ]イよ残存値を示す

第40表 銅製品観察表

)は推定値、[ ]は残存値を示す

掲載
No

器種 出 土 地 点 出土層位

計 沢J 値

怖 考 阻
配

写図No欝
ぐｃｍ，

幅
(cm)

酪
＜ｃｍ，

垂
ω

煙 管 5号鍛冶炉 石密集部 小口径ll
吸口 内部に幅 6 mmの ロール状
和紙残存

煙 管 5号鍛冶炉 粘上部分 [405] 」ヽ口径11
吸口
損

肩表面に線刻 口付側破

煙管 1号溝状遺構 検出面 900 刀ヽ口径■0
吸口・小口断面六角形 幅2 3cm

の和紙が巻かれた羅宇 (4 mm以
上)残存

煙 管 1号排淳場 4U〕 と層 ガヽ日径10 11
吸口 小口断面六角形 肩表面
に菱形が線刻

煙管 1号排淳場 4Vf l層 吸口・肩破損

煙 管
3号排淳場 トレンチ
3Ny・ 30u 3層 火皿径17 17 火 皿 の み

煙管 1号不明遺構 3層 卜口径15 015 吸口・内面に和紙付着

煙管 1号不明遺構 4層 卜口径085 吸 口

煙管 1号不明遺構 4層 [345] [135] 005 吸口肩 押圧により変形 内部
に和紙と羅宇残存

煙管 5T Ic層 吸口 羅宇側 (肩無)破損

煙管 5U 【b層 小口径09 7 吸口 口付窄まる

煙 管 6T Ib②層 [195] 005 吸口・押圧され変形

920 煙 管 6U [b③層 [52] 吸 口

煙管 6U Ib③層 [56] ガヽ口径09 005 肩か ら口付にかけて屈曲 67

922 警 2号排津場 6Vc 1層 [141] 025 脚部末広 カラー 18

923 警 6R Ib①層 [107] 片脚 の み カラー 18

警 7V Ic層 (150)
脚部歪曲 接合 1箇所・頭部花
びら状・びらびら警か

カラー 18

不 明
1号鍛冶工房
5号溝状遺構

1層 [135] 005 金具か
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第4司 表 銭貨観察表

掲載No 銭  種 出 土 地 点 出土層位
計測値 (cm) 重量

(g)
材質 備 考

図版
No

写図
hlo銭 径 穿 径 厚 さ

寛永通賓 古 ) 5号鍛冶炉 火窪 3層 青 銅

寛永通賓 古 ) 1号排津場 3Tp Nl層 青 銅 1/3欠損

寛永通賓 古 ) 3号排淳場 3Nw 5層 007 圭
目 2/3欠損

寛永通賓 古 ) 1号不明遺構 4層 青 銅

寛永通費 占 ) 3Pu Ia層 圭
日

寛永通賓 古 ) 60 Ia層 009 三
日

932 寛永通賓 古 ) Ic層 〓同

寛永通賓 占 ) 6T Ib層 008 主
同

934 寛永通賓 (新 )

1 号鍛冶工房
号溝状遺構4

トレンチ3
鉄津層

主目

935 寛永通賓 (新 )

1号鍛冶工房
4号溝状遺構

トレンチ2
映津層

圭
ロ

寛永通貨 (新 )

1号鍛冶工房
1号掘立柱建物
P26

2層 009 青 銅

寛永通賓 新 1号炭窯 l層 青銅

寛永通賓 新 2号炭窯 5層 青銅 1麗欠損

寛永通費 新 1号排淳場 4Uh S5abd 青銅

940 寛永通賓 新 ) 1号排淳場 4Uv 1層 青銅 1/2欠損

寛永通賓 コ千)

3号排淳場 トレンチ
3Ne・ 40ab 5層 007 青銅

942 寛永通賓 新 1号不明遺構 3層直上 青銅 4

寛永通貨 新 l号不明遺構 3層直上 青銅 1/2欠損 4

寛永通貨 新 l号不明遺構 3層直上 主
同 4

945 寛永通賓 新 1号不明遺構 4層 006 二
月

寛永通賓 新 3N Ia層 2. 3 青銅 器面摩滅 4

寛永通賓 新 40 Ia層 青銅 4

寛永通賓 弄9子 5N Ib層 三
月 4

寛永通賓 新 5U Ic層 007 三
月 4

寛永通賓 新 5U b層 青銅 1/3欠損 4

寛永通賓 新 5U b層 青銅 4

寛永通賓 新 5V a層 (22) (06) 青 銅 3/5う〔損 4

寛永通貨 新 6R b①層 青銅 2/5うく土員 4

寛永通費 新 6R b層 005 三
日 4

955 寛永通貨 (新 6T Ⅱc層 主同 4

寛永通費 新 6Uu Ia層 主
日

957 寛永通費 新 7V Ib層 圭
目 4

寛永通賓 新 7U Ib③層 青 銅 4

寛永通賓 新 7V Ia層 青銅 4

寛永通賓 文 6T Ic層 直上 青銅

竜永通賓 文 7Q Ia層 青銅 4

寛永通賓 (元 ) 6Ue Ib②層 青銅
元文撮津高津新地戸所
鋳銭・1/4欠損

寛永通費 (元 ) 2号排津場 7W 1層 圭
目

元文掃津高津新地戸所
鍔銭

964 寛永通賓 1号炭窯 1層 主
日 1/2欠損 4

寛永通賓 2号焼土遺構 険出面 (22) 青銅 1/2久損

寛永通賓 6Uc Ib②層 青 銅 「永」部のみ

寛永通賓 5Q Ic層 鉄 鉄一文銭 4

968 古銭
1号鍛冶工房
5号溝状遺構

1層 鉄 鉄一文銭か

古銭

1号鍛冶工房
1号掘立柱建物
P22

埋 土 鉄 鉄一文銭か

古銭 5号鍛冶炉 火窪 3層 鉄 2枚付着鉄一文銭か 4

古銭 1号溝状遺構 険出面 鉄 鉄一文銭か

古銭 2号排津場 5Vs 2層 鉄 鉄一文銭か

古 銭 3N(3号 排津場) Ia層 235 鉄 鉄一文銭か 4

古銭 1号不明遺構 3層 鉄 1/3欠 損 鉄一文銭か

975 古銭 3P 根攪乱 鉄 鉄一文銭か

古銭 3P 限攪乱 (22) 鉄 4/5欠損・鉄一文銭か

977 古銭 5N Ib層 鉄 2枚付着・鉄一文銭か

978 古 銭 6W「 Ia層 鉄 1/4欠 損・鉄一文銭か 4

979 古銭 7V Ia層 鉄 鉄一文銭か

( )は推定値、[ ]は残存値を示す
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第42表 動物遺体観察表

]は残存値を表す

掲載hlo 種名 出土地点 出土層位
計損1値 (mm)

重 量 備 考 写図hlo

殻長 ×殻高

ハマグリ 1号鍛冶工房 4号溝状
トレンチ3
鉄淳層下部

52X39 右殻  内面に鉄津付着

ハマグリ 1号鍛冶工房 4号溝状
３
部

チ
下

ン
層

レ
津

卜
鉄 [18× 125]

ハマグリ 1号排津場 3Ry N2ab層 [32× 21] 11

984 ハマグリ l号排淳場 3Uu N2ab層 [12X10] 右殻

ハマグリ l号排津場 4Uh S5a層 [16× 20]

ハマグリ
3号排津場 トレンチ
3Nv 30u 3層下位 48X40 右殻

987 ハマグリ
チンレ

　
ｕ

卜

Ｏ

場
３

津排

ｙ

号
Ｎ

3層下位 52X42 右 殻

ハマグリ
3号排津場 トレンチ
4Ne 40ab 3層 48× 39 右 殻

ハマグリ
3号排津場 トレンチ
4Ne・ 40ab 3層 [39× 33] た2 左 殻

ハマグリ
3号排津場 トレンチ
4Ne・ 40ab 3層 [22 X ll] 右 殻

ハマグリ
3号排淳場 トレンチ
4Ne・ 40ab 3層 [25× 23] 右殻

アワビ と号鍛冶工房 4号溝状
トレンチ3
鉄淳層下部

アワビ 1号鍛冶工房 5号溝状
６
部

チ
下

ン
層

レ
淳

卜
鉄

アワビ 2号排津場 5Vs l層 11

アワビ 2号排淳場 5Vs l層 [54× 文7]

アワビ 2号排津場 5Vs 1層 [57× 17]

アワビ 2号排津場 トレンチ 5Vw 4層

998 アワビ
3号排津場 トレンチ
3Nv 30u 3層下位 105× 71 螺頭なし

999 アワビ
3号排津場 トレンチ
4Ne'40ab 3層

不明 (巻貝類 ) 2号排津場 5Vs l層 [27× 145] 体層のみ

不明 (二枚貝頚) 6Py Ⅱa層 [99× 33] 右殻 ウバガイか ?

1002 不 明
3号排津場 トレンチ
3Ny 30u 3層下位 [15X16] 魚骨
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めとまV

遺物 今回の調査では縄文時代の上器・石器、古代の土器、近世の陶磁器、石器・石製品、羽口、対

蝸、不明土製品、鉄製品、銅製品、銭貨、炉壁、鉄淳、動物遺体等が出上 しているが、中心は近世の

陶磁器、金属製品、羽口、鉄淳である。これらは割沢鉄山に従事 していた人々の生活道具や鍛冶に関

係する道具である。そのうち、年代観を提示する資料 となる陶磁器類 と最 も出土量の多い鉄淳類につ

いて記述する。

<陶磁器>今回の調査では大コンテナ約 2箱分の陶磁器片が出上 し、陶器は碗・小郭・皿・桶・鉢・橋鉢・

甕・土瓶・徳利等、磁器は碗・碗蓋・猪口・小郭・段重・皿・紅皿・瓶・仏飯器・水滴等の器種がある。

主な資料を第72図 に示 した。大半は大堀相馬産もしくは小久慈産の陶器碗である。両者とも内外面 と

も藁灰釉が施釉されたものを主体 とし、器形・釉薬とも非常に類似 している。両者の分離は『梅の木

沢遺跡発掘調査報告書』の第Ⅸ章 5)陶磁器で詳 しく述べ られているが、本遺跡では第Ⅳ章第 3節第

3項で記述 している方法で行ったが、梅の木沢遺跡程胎土による違いは観察できなかった。今回の分

類をもとに、現段階の本遺跡での特徴を挙げると、大堀相馬産は碗 。小杯・皿・鉢・土瓶・徳利があ

り、碗が主体を占めている。そのなかでも真灰釉の九碗が半数を占め、端反碗・平碗・筒形碗・腰張

碗などがある。小杯は灰釉のものが主体で碗より若千古い傾向が見られる。小久慈産とした資料には

碗 。小郭・皿・鉢・甕があり、碗が主体を占めるが、藁灰釉の丸碗 と平碗が主体で、端反碗の数量は

少ない。上記以外の産地の特定できる陶器は瀬戸・美濃産の碗・桶 P・ 鉢・情鉢がある。全体的に数

量は少ないが、橋鉢に限定すると、悟鉢の破片数の半数以上を占め、主体となっている。

磁器は圧倒的に肥前産のものが多い。割沢鉄山の操業時期を考慮すると当然といえるが、そのなか

でも若千量の瀬戸・美濃産の端反形の碗や猪口が出土 している。肥前産の碗は広東形 。小広東形・筒

形 。小丸形・丸形・端反形とあるが、広東形が主体をしめ、端反形は極めて少ない。このことか ら大

橋康二氏のV-2期 に相当する。碗 と皿には長崎県の波佐見産のものも一定量みられる。特徴 として

は厚手で、胎土が灰色味を帯びていることが挙げられる。また、皿については見込みにコンニャク印

判が用いられている。生産地の編年では1750～ 1790年代 とやや古い傾向が見られ、消費地までの流

通距離や消費地での消耗期間の差などが考えられる。

<鉄津>今回の調査では、遺構内出土鉄淳類のうち、鍛冶炉、戊窯、柱穴内の資料はすべて回収 した

が、 4・ 5号溝状遺構では設定 した トレンチ内出土資料のみ回収 している。また、 3カ 所確認された

排津場については、各排津場に 1カ 所ずつ トレンチを設定 し、 トレンチ内出土資料のみ回収 した。第

7表に遺構別、 トレンチ別の重量集計を記載 した。遺構外や排淳場に設定 した トレンチ外出土資料に

ついては「その他」として集計 している。

特記事項を以下に列記する。

①鍛冶系鉄淳を主体とする。

②遺構内は「有磁着資料」を主体とし、排津場は「無磁着資料」を主体とする。

③遺構内では炉底淳もあるが、炉内津の占める比率が高い場合が多い。

④製錬工程で生成される率の高い流動淳が2007年度調査区で微量ながら出土している。

⑤ l・ 2・ 4・ 5号鍛冶炉では、炉内淳の重量比率が4割を超える。これは炉底津を遺構外へ廃

棄したため、遺構内に残された炉内津の重量比率が高まったものと考えられる。

⑥3号鍛冶炉では、他の鍛冶炉に比べて炉底津の比率が高い。炉底津を遺構内に廃棄した結果と

-147-



見るか、製錬工程で生成された含鉄炉底淳や鉄塊をス トックしていた結果と見るか、少なくと

も2つの選択肢が考えられる。 3号鍛冶炉では鉄塊系遺物の遺存量が他の鍛冶炉に比べて格段

に多いことから、後者の可能性が高い。なお、3号鍛冶炉を含む 1号鍛冶工房は、鍛造剥片集

中、粒状淳など鍛錬工程に伴う資料が出土している。

⑦炉底津底面に突起状の淳が形成されている資料が見られた。鍛冶炉内底面では突起に対応する

小ピットは確認されていない。このことから炉壁を張る際に、炉壁粘土の厚さ程度の深さの穴

を開けた可能性がある。

③再結合津は排津場トレンチ砂層内や4・ 5号溝状遺構で多く出土した。再結合淳生成には、土

圧、熱のほか、水性作用も関与すると考えられる。

③再結合津はメタルチェッカーでメタル度を検討しても、津内部の鉄塊に反応しているのか、再

結合によって表面に付着した砂鉄分に反応しているか判断できない。今回は整理時間の都合上、

再結合岸の分離を行わなかった。そのため、見かけ上、4・ 5号溝状遺構では有磁着資料が多い。

⑩鍛冶系炉内津B類は擬似粒状津を含むと考えているが、炉底津と炉壁の境界に形成されている

場合と、炉底津の上部に形成される場合がある。量は少ない。

02号鍛冶炉で流動津が出土しているが、量がわずかなことから、製錬行程で生成されたものが

混入したと考える。

⑫排淳場 トレンチは層位ごとに鉄淳類を取り上げた。重量を指標としているため、各層位とも炉

底淳の比率が高くなっている。

⑬ l号排淳場 トレンチから2.2tを 回収している。層位ごとのデータでは明確な変異は見られな

い。上位層は下位層に比べて鉄津量が多い。

⑭ 2号排津場 トレンチから0.46tを 回収している。層ごとの重量では 1・ 3・ 4層 の各層が0.11

～ 0。 13t、 2・ 6層の各層が0.03～ 0.59tと なり2分される。

03号排淳場 トレンチから0.07tを 回収している。層ごとの重量では5層が最も多い。

⑬どの排淳場 トレンチ出土資料も下位の層が上位の層よりも「有磁着資料」の比率が低い傾向が

ある。錆化が上位層資料に比べて進行 したと考えられる。 (米田)

遺構 今回の調査では近世の掘立柱建物 4棟、鍛冶炉 7基、炭窯 2基、焼土遺構 3基、溝状遺構 6条、

柱穴列 1条、柱穴24イ回、排淳場 3箇所、不明遺構 1基、時期不明の土坑 3基、柱穴列 l条、配石遺構

1基が検出され、その中心は鍛冶炉を中心 とした近世の割沢鉄山に関係する遺構群である。今回の調

査区は害J沢鉄山の山内のうち、鍛冶場に相当する。佐々木清文氏や羽柴直人氏 らが1997年 に『たたら

研究』に発表 した「割沢鉄山現況地形調査報告」を参考にすると、高殿の位置は今回の調査区の南側

に位置 し、遺跡内を流れる「害↓沢川」と呼ばれている小川に向かって、高い位置から高殿→鍛冶場→

つF津場 と配置されている。遺構の中心である鍛冶炉 とつ,淳場について記述する。

<鍛冶炉>鍛冶炉は総数 7基で、平面形は円形 もしくは楕円形基調である。獅子谷遺跡をはじめとす

る島根県などの鍛冶炉のような地下構造は見 られないが、本遺跡のものは除湿効果を目的と考えられ

る作業を行ってお り、大きく2グループに分けられる。一つは3号鍛冶炉・2号鍛冶炉・ 1号鍛冶炉

で、炉体構築前に地山の焼き締めを入念に行っている一群である。 3号鍛冶炉 と2号鍛冶炉は火窪の

周辺に石を配置している。 3号鍛冶炉を含む 1号鍛冶工房の西側に分布している。もう一つは4号鍛

冶炉・5号鍛冶炉で、炉体の構築途中で焼き締めを行ったり、焼土や赤変した珪石を充填したりする

一群である。すくなくとも、 5号鍛冶炉は3号鍛冶炉を含む 1号鍛冶工房より古いため、後者の一群
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が古い可能性が考えられる。

排淳場 との関係であるが、出土資料配30・ 34・ 43・ 45・ 55'77・ 78。 147か ら 1号鍛冶工房 4号溝

状遺構再結合津層 =1号排津場北側Nl～ N6層 =1号排淳場南側 Sl～ 3層 =2号排淳場 2～ 4層

=3号排津場 5層 と考えられ、 1号排淳場北側・2号排淳場 。3号排淳場は 1号鍛冶工房が機能停止

後に形成された可能性が指摘でき、 3号鍛冶炉を含む 1号鍛冶工房は 1号排淳場南側 4層以下との関

連性が想定される。

<つ ;津場>排淳場の形成場所、堆積状況や包含遺物から判断すると、 1号 。2号排淳場は平坦面に分

布 している鍛冶工房等での大鍛冶段階の作業に伴って排出された鉄岸の廃棄により形成されたと推測

される。 1号 。2号排淳場に関しては、野タト調査の段階で4Vグリッドにおいて鉄淳の出土量が大幅

に減少することからこの周辺で排淳場の単位が分かれると判断したが、両排淳場の新旧関係について

は筆者の力量不足のために確認 トレンチを設定することができなかった。両排津場の トレンチ断面か

らは、まず大鍛冶段階の作業で生 じた小戊など比較的重量の軽いものを排淳場の奥側へ、鉄淳や使用

済み羽回、炉壁など重量が重いものを手前側に廃棄するという共通 した規則性が伺える。 1号排淳場

の南側や 2号排淳場では羽口や炉壁を多 く包含する層が特徴 として挙げられるが、この原因としては

他の層で確認できるような羽口や炉壁を使用 し終えた度に廃棄する方法ではなく、これらを一定量溜

めた後に廃棄する方法を採っていたなどの要素が推測される。また、 1号づ,淳場の トレンチ断面から

は廃葉単位が 2時期に大別される様子が伺え、つ,淳場南側が形成された後に北側が形成されていた。

遺物の接合関係から見ると排津場北側 と2号排淳場との形成時期に大きな差が無いことから1号排津

場南側が形成された後に 1号排津場北側・2号排津場が形成される様子が伺え、 1号排津場北狽1が廃

絶 した後も2号排淳場は存続 していたと考えられる。

3号排津場に関しては、野外調査の段階では他の排津場 との重複関係が無いことからづ:淳場形成順

序は不明であった。特徴 としては包含される鉄淳や羽口が少量であることが挙げられる。形成場所か

ら判断して、当初は近場の 2号鍛冶炉で生 じた鉄淳を廃棄 したものと推浪1していたが、動物遺体包含

層が存在 していることから大鍛冶段階の作業に伴う排津場としての性格 と、日常生活に伴うごみ捨て

場としての性格を持ち合わせていた可能性がある。また 1号不明遺構 との関係性 も考慮されるが、遺

構が部分的な調査に留まってお り、今後の調査に判断を委ねたい。遺物の接合関係からは 3号排淳場

の形成開始時期が 1号排淳場北側の廃絶時期 と一致することが判明し、先に挙げた 1・ 2号排淳場の

形成過程 も踏まえたうえで 3号排淳場の形成過程を考えると 1号排淳場が廃絶する頃に本遺構が形成

され始め、先に形成されていた 2号排淳場 と共につ1淳場としての役割を果たしていたと考えられる。

(高橋 )

総括 時間的な制約・担当調査員の力量不足や紙面の都合上、あまり検討を加えることができなかっ

たが、今回の発掘調査の結果で判明したことを列記 して総括とする。

①今回の調査区は江戸時代後期に操業された盛岡南部藩の割沢鉄山の一部であり、鍛冶場に相当す

る。

②鍛冶炉の形態は円形もしくは楕円形を基調とし、岩泉町の江川鉄山跡の1号鍛冶炉や島根県や岡

山県で検出されている鍛冶炉のような方形もしくは長方形基調とは異なる。

③鍛冶炉は構築方法から大きく2群に分類することが可能で、少なくとも2期以上ある。

④操業時期は文化12年 (1815)～文政12年 (1829)と されているが、出土した肥前産の磁器や大堀

相馬産の陶器などの編年との大きな飢婦はみられない。ただし、波佐見産の碗・皿類は1750～
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1790年代のものが中心である。

⑤陶器の主体は大堀相馬産・小久慈産の藁灰釉丸碗が主体であるが、橋鉢は瀬戸・美濃産が主体で

ある。

⑥小久慈焼の創業期頃と考えられる資料がまとまって出土し、碗・小イ・皿・鉢・甕の器種が見ら

れる。

⑦今回出土した大堀相馬産陶器・小久慈産陶器・肥前産磁器・波佐見産磁器などは1815～ 1829年

の間に使用されたものと考えられ、消費地の編年を考える上で非常に有効な資料と成りうる。
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附編 割沢遺跡の自然科学分析

放射性炭素年代測定

(株)加速器分析研究所

(1)遺 跡 の 位 置

割沢遺跡は、岩手県下閉伊郡普代村第30地割147-3ほ か (北緯39° 58′  48〃 、東経141° 49′  46〃 )

に所在する。

(2)測 定 の 意 義

遺構間の前後関係を把握したい。

(3)測 定 対 象 試 料

測定対象試料は、 1号鍛冶工房 3号鍛冶炉の北側整地部分上面から出上した炭化物 (陥 1:IAA△―

71999)、 2号鍛冶工房 2号鍛冶炉の整地部分底面から出上した炭化物 (h2:IAAA-72000)、 3号鍛

冶工房 4号鍛冶炉の炭化物集中内から出土した木炭 (h3:IAAA-72001)、 5号鍛冶炉の火窪内か

ら出上した炭化物 (比 4:IAAA-72002)、 合計 4点である。試料は、長さ数cmほ どの炭化物や木炭

であったが、年輪の最も外側と考えられる場所を採取した。配 3に関しては樹皮が残存しており、そ

の木質の最外部を採取した。

(4)化 学 処 理 工 程

1)メ ス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

2)AAA(Acid Alkali Acid)処理。酸処理、アルカリ処理、酸処理により内面的な不純物を取り除く。

最初の酸処理ではlNの塩酸 (80℃ )を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるま

で希釈する。アルカリ処理では0.001～ lNの水酸化ナトリウム水溶液 (80℃ )を用いて数時間

処理する。その後、超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では lNの塩酸 (80℃ )を

用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、90℃ で乾燥する。希釈の際には、遠

心分離機を使用する。

3)試料を酸化銅 lgと 共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、500℃ で30分、850℃ で2時間加熱する。

4)液体窒素とエタノール・ ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素 (C02)を 精

製する。

5)精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出 (水素で還元)し 、グラフアイトを作製

する。

6)グ ラフアイトを内径 lmmのカソー ドにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、加

速器に装着し測定する。

-153-



(5)測 定 方 法

測定機器は、3MVタ ンデム加速器をベースとした
脇C AMS専用装置 (NEC Pelletron 9SDH-2)を

使用する。134イ固の試料が装填できる。測定では、米国国立標準局 (NIST)か ら提供されたシュ

ウ酸 (HOx■ )を標準試料 とする。この標準試料 とバックグラウンド試料の測定 も同時に実施する。

また、加速器により
博
C/12cの 測定 も同時に行う。

(6)算 出 方 法

1)年代値の算出には、Libbyの半減期5568年 を使用 した。

2)MC年代 (Libby Age:yrBP)は 、過去の大気中
HC濃

度が一定であったと仮定 して測定 され、

1950年 を基準年 (O yrBP)と して遡る年代である。この値は、δ ttCに よって補正された値である。

3)付記 した誤差は、複数回の測定値についてχ
2検

定が行われ、測定値が 1つの母集団とみなせる

場合には測定値の統計誤差から求めた値、みなせない場合には標準誤差から求めた値が用いられ

る。

4)∂ 爵
Cの値は、通常は質量分析計を用いて測定されるが、AMS測 定の場合に同時に測定される

δ ttCの値を用いることもある。 δ ttC補 正をしない場合の同位体比および年代値 も参考に掲載す

る。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%。 ;パーミル)で表した。

514c=[(14As― -14AR)/14AR]× 1000     (1)

513c=[(13As― -13APDB)/13APDB]×  1000  (2)

ここで、
14As:試

料炭素の
14c濃

度 :(14c/12c)sま たは (14c/13c)s
14AR:標

準現代炭素の
14c濃

度 :(14c/12c)Rま たは (14c/13c)R

δ ttCは、質量分析計を用いて試料炭素の電C濃度 (博AS=略C/姥C)を測定 し、PDB(白 亜

紀のベレムナイ ト類の化石)の値を基準として、それからのずれを計算 した。但 し、加速器によ

り測定中に同時に
EC/ワ

Cを 測定 し、標準試料の測定値 との比較か ら算出したδ ttCを用いること

もある。この場合には表中に (加速器)と 注記する。

5)△ μCは、試料炭素が δ
13c=_25,0(%。 )であるとしたときの

HC濃
度 (14AN)に 換算 した上で計

算 した値である。(1)式の
MC濃

度を、δ ttCの測定値をもとに次式のように換算する。

14AN=14As X(0.975/(1+513c/1000))2(14Asと して
14c/12cを

使用するとき)

または

=14As× (0.975/(1+513c/1000))(14Asと して
14c/13cを

使用するとき)

Δ
14c= [(14AN~~14AR)/14AR]×  1000(%。 )

6)pMC(percent Modern Carbon)は 、現代炭素に対する試料炭素のHC濃
度の害↓合を示す表記であり、

△14cと の関係は次のようになる。

△
14c=(pMC/100-1)X1000(%。

)

pMc=△ 14c/10+100 (°
/。 )

国際的な取り決めにより、このΔ HCあ るいはpMCに より、
HC年

代が次のように計算される。

T=-8033×  in[(△ 14c//1000)+1]

=-8033 X in(pMC/100)

7)HC年代値と誤差は,1桁 目を四捨五入 して10年単位で表示される。
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8)暦年較正年代 とは、年代が既知の試料のμC濃度を元に描かれた較正曲線 と照 らし合わせ、過去

の秘C濃度変化などを補正 し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代の計算では、IntCa104

データベース (Reimer et a1 2004)を 用い、OxCalv3.10較 正プログラム (Bronk Ransey1995

Bronk Ransey 2001 Bronk Ramsey,van der Phcht and Weninger2001)を 使用 した。暦年較正

年代は、
HC年

代に対応する較正曲線上の暦年代範囲であり、 1標準偏差 (lσ =6820/0)あ るい

は 2標準偏差 (2σ =9540/O)で表示される。暦年較正プログラムに入力 される値は、下一桁を

四捨五入 しないHC年
代値である。

(7)測 定 結 果

HC年
代は、 1号鍛冶工房 3号鍛冶炉から出土 した炭化物 (hl:IAAA-71999)が 160± 30yrBP、

2号鍛冶工房 2号鍛冶炉から出土 した炭化物 (No 2:IAAA-72000)が 340± 30yrBP、 3号鍛冶工房

4号鍛冶炉から出土 した木炭 (血 3:IAAA-72001)が 180± 30yrBP、 5号鍛冶炉の火窪内から出土

した炭化物 (No 4:IAAA-72002)が 240± 30yrBPで ある。暦年較正年代 (lσ =682%)は、配 1が

1660～ 1690A D(12.6%)・ 1720～ 1810A D(42.70/0)・ 1920～ 1950A D(1290/O)、 配 2が 1490～

1530A D(2300/0)。 1550～ 1640A D(45.20/0)、 陥 3が1660～ 1690A D(11.9°/o)・ 1730～ 1810A D

(41.6%)・ 1920～ 1950A D(1470/0)、 K光 4が1640～ 1670A D(4770/0)・ 1780～ 1800A D(20.50/0)

である。すべて江戸時代から明治時代に含まれる年代であるが、較正曲線のゆがみにより、それぞれ

の暦年較正年代には時間幅が認められる。試料の炭素含有率は650/O程で十分であ り、化学処理および

測定内容にも問題は無いことから、妥当な年代 と考えられる。

参考文献

Stuiver Ⅲ近 and Polash H A 1977 Discussion:Reporting Of 14C data,Radiocarbon 19,355-363

Bronk Ramsey C 1995 Radiocarbon cahbration and analysis of stratigraphy:the OxCal Program,Radiocarbon 37(2),425430

Bronk Ramsey C 2001 Development of the Radiocarbon Program OxCal,Radiocarbon 43(2A),355363

Bronk Ramsey C,van der Phcht」 and WVeninger B 2001 Vヽiggieふ 7[atchingi radiocarbon dates,Radiocarbon 43 (2A),381-389

Reirner,P」 et a1 2004 1ntCa104 terrestrial radiocarbon age cahbration,0-26cal kyr BP,Radiocarbon 46,1029-1058

参考資料 :暦年較正用年代 IAA

IAA Code No 試料番号 Libby Age(yrBP)

Iヂ【AA-71999 No l 163   ±   28

IFLAA-72000 No2 340   ±   30

IAAA-72001 No3 176   ±   29

IF【AA-72002 No4 241   ±   26

ここに記載するLibby Age(年 代値)と 誤差は下 1桁 を丸めない値です。
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附表 1 IAA

IAA Code No 試  料 BP年代および炭素の同位体比

IAAA-71999

■2032-1

試料採取場所 :   岩手県下閉伊郡普代村第30地割

14件 3ほか 割沢遺跡

試料形態 :     炭化物

試料名 (番号):  No l

Libby Age(yrBP)         i     160  ■    30

∂
BC(%。

)、 (加速器)   =  2399 ■  086

△14c (%。 )               =    磁01 ±    35

pMC(%)          =  9799 =  035

(参考)      δ BCの 補正無し

δ
14c (%。

)                =    ‐181  ■    30

pMC(%)            =   9819 ■  030

Age(yrBP)            1    150 ±   30

IAAA-72000

■20322

試料採取場所 :   岩手県下閉伊郡普代村第30地割

147‐3ほか 割沢遺跡

試料形態 :     炭化物

試料名 (番号):  No 2

Libby Age(yrBP)         :     340  ±    30

メ
aC (%c)、

(カロ速器)       =   -2713  ■   071

△
14c (%。

)                =    -415  ±    36

pMC(°/。)          =  9585 ■  036

(参考)      づいCの補正無し

ε 
ИC(%。 )          ‐   457 ■  33

pMC(°/o)        =  9543 ± 033

Age(yrBP)             :     380 ±    30

IAAA-72001

+2032-3

試料採取場所 '   岩手県下閉伊郡普代村第30地割

147-3ほ か 割沢遺跡

試料形態 :     木炭

試料名 (番号):  No 3

Libby Age(yrBP)         :     180 ■    30

評3c (%。
)、  (カロ速器)        =    -3240  ■   062

△
14c(%。 )            =   ‐217 ±   36

pMC(°/o)          =  9783 ■  036

(参考)      δ13Cの補正無し

δ
14c (%。

)                 =    ‐365  ■    34

pMC(%)           =   9635 ±  034

Age(yrBP)             :     300 ±    30

IAAA‐ 72002

#20324

試料採取場所 :   岩手県下閉伊郡普代村第30地割

14卜 3ほか 割沢遺跡

試料形態 :     炭化物

試料名 (番号):  No 4

Llbby Age(yrBP)       :    240 主

δ BC(%。 )、 (加速器)   =  2589 士

△
14c (%。 )               =    -296 士

pMC(%)        =  9704 ■

３

岬

３

∝

(参考)      δ BCの 補正無し

∂
14c (%。

)                 =    -314  =    29

pMC(%)          ‐  9686 と  029

Age(yrBP)       :   260 ±  20

【参考値 :暦年較正 RadiocarbOn determ� ation】
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No。 2:34tL30BP
6820/O probability

1490AD(2300/0)1530AD
1550AD (4520/0)1640AD

9540/Opぃ obabiliサ

1460AD(9540/0)1640AD

1400CalAD      1600CalAD

Calibrated date

【参考値 :暦年較正 Radiocarbon determination】

【参考値 :暦年較正 Radiocarbon determinatlon】

【参考値 :暦年較正 Radiocarbon determ� ation】

1800CalAD     2000CalAD

附 編
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682%probability
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No.4:241± 26BP
6820/O probability
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火山灰分析

火 山 灰 分 析

株式会社 火山灰考古学研究所

1 は  じ め  に

東北地方岩手県域には、岩手、秋田駒ヶ岳、十和田、焼石、栗駒、鳴子、鬼首、肘折など東北地方

の火山のほか、洞爺、浅間、御岳、三瓶、阿蘇、姶良など遠方の火山に由来するテフラ (火山砕屑物 :

かざんさいせつぶつ,いわゆる火山灰)が数多 く認められる。テフラの中には、噴出年代が明らかに

されている指標テフラがあり、これらとの層位関係を遺跡で求めることで、遺構の構築年代や遺物包

含層の堆積年代を知ることができるようになっている。

そこで、テフラの可能性がある土層が検出された岩手県下閉伊郡普代村割沢遺跡においても、発掘

調査担当者により採取された試料を対象に、テフラ組成分析 と火山ガラスの屈折率測定を実施 して、

含まれるテフラ粒子の起源について調べた。試料は、調査区西側基本土層断面のⅥ層である。

2 テ フ ラ組成 分析

(1)分 析 方 法

試料に含まれるテフラ粒子の特徴を定量的に知るために、火山ガラス比分析 と重鉱物組成分析 を合

わせたテフラ組成分析を実施 した。分析の手順は次のとお りである。

1)試料15gを秤量。

2)超音波洗浄により泥分を除去。

3)80° Cで恒温乾燥。

4)実体顕微鏡下でテフラ粒子の特徴を観察。

5)分析飾により1/4～ 1/8mmと 1/8～ 1/16mmの粒子を舗別。

6)1/4～ 1/8mmの粒子について、偏光顕微鏡下で250粒子を観察 し、火山ガラスの色調形態別比率

を求める (火山ガラス比分析 )。

7)1/4～ 1/8mmの粒子のうち重鉱物について、偏光顕微鏡下で250粒子を観察 し、重鉱物の比率に

ついて調べる (重鉱物組成分析 )。

(2)分 析 結 果

テフラ組成分析の結果をダイヤグラムにして附図 1に、火山ガラス比分析 と重鉱物組成分析の結果

の内訳を附表 2と 附表 3に示す。

試料には、径が 2mmを超える軽石やスコリアの粒子は認められない。一方、火山ガラスは試料 (1/4

～ 1/8mm)中 に、280/Oの 比率で含まれている。火山ガラスは、比率が高い順にスポンジ状に発泡 し

た軽石型 (1280/0)、 繊維束状に発泡 した軽石型 (1040/O)、 分厚い中間型 (4.00/0)、 透明で平板状の

バブル型 (0.80/0)である。また、重鉱物としては、比率が高い順に斜方輝石 (44.4%)、 不透明鉱物 (お

もに磁鉄鉱,30.80/O)、 単斜輝石 (224%)な どが含まれている。

-158-



附 編

3屈 折 率 測 定

(1)測定試料 と測定方法

一般的に、土壌や堆積物などに含まれる細粒の火山ガラスの起源を求めるためには、よほど特徴的

な粒子が検出されない限り、テフラ検出分析やテフラ組成分析に合わせ、さらに高度なレベルの分析

測定を実施する必要がある。そこで、試料に含まれる火山ガラス (1/8～ 1/16mm)に ついて、温度

変化型屈折率測定装置 (古澤地質社製MAIOT)に より、屈折率 (n)の測定を実施した。

(2)測 定 結 果

屈折率の測定結果を附表4に示す。試料に含まれる火山ガラス(31粒子)の屈折率(n)は 、1.5101.515

である。

4考 察

今回は現地における土層の観察ができないために、試料の詳細については不明な点が多いが、軽石

型を多 く含む火山ガラスの形態や色調の組み合わせ、火山ガラスの屈折率、さらに斜方輝石 と単斜輝

石に富む両輝石型の重鉱物組成をみる限り、試料 (Ⅵ層)に は、約5,500年 前
*1に

十和田火山から噴

出した十和田中掠テフラ (To―Cu,大池ほか,1966,早川,1983,福 田,1986,町 田 。新井,1992)

に由来する火山ガラスが多 く含まれていると考えられる。

なお、火山灰編年学においては、テフラの一次堆積層の利用が基本であり、その認定には現地での

層相観察が不可欠である。分析者による現地での土層観察や試料採取を期待 したい。

5 ま

割沢遺跡調査区西側基本土層断面において、発掘調査担当者によりⅥ層から採取された試料を対象

として、テフラ組成分析と屈折率測定を実施した。その結果、試料には十和田中ITRテ フラ (To―Cu,

約5,500年 前
*1)に

由来するテフラ粒子が多く含まれている可能性が高いことが明らかになった。

キ1:放射性炭素 (14C)年代.暦年較正年代は,約 6,000年 前 (町田 。新井,2003).

福田友之  (1986) 考古学からみた「中trk軽石」の降下年代 弘前大学考古学研究, 3, p4-15

早川由紀夫 (1983) 十和田火山中lTRテ フラ層の分布,粒度組成,年代 火山,第 2集,28,p263-273

町田 洋 。新井房夫 (1992)火 山灰アトラス 東京大学出版会,276p

町田 洋 。新井房夫 (2003)新 編火山灰アトラス 東京大学出版会,336p

大池昭二・中川久夫・七崎 4参・松山 力・米倉伸之 (1966)馬 淵川中・下流沿岸の段丘と火山灰 第四紀 研究, 5,p29-35

め

献文

-159-



火山灰分析

附表2 火山ガラス比分析結果

点     試料 bw(cl) bw(br) その他 合計

調査区西側基本土層断面   Ⅵ層

数字は粒子数 bw:バブル型,md:中 間型,

附表 3 重鉱物組成分析結果

pm:軽石型 di透明,pb i淡 褐色,br t褐 色 sp:ス ポンジ状,fb:繊維束状

その他 合 計

調査区西側基本土層断面 Ⅵ層 111

数字は粒子数 ol:カ ンラン石,opx:

不透明鉱物 (黒色で光沢をもつもの :

斜方輝石,cpx:単 斜輝石,

おもに磁鉄鉱)

am:角閃石,bi:黒雲母,opq

附表 4 屈折率測定結果

地   点 火山ガラスの屈折率 (n) 測定粒子数

調査区西側基本土層断面   Ⅵ層 1510-1515

屈折率の測定は温度変化型屈折率測定装置 (MAIOT)に よる

火山ガラス比

□
硼
鰯
目
Ⅷ
嚢

50%

Ⅵ層
 
「≦≦ミ(墨≧≧旨「

~~¬~~¬

バブル型 (無色透明)

バブル型 (淡褐色)

バブル型 (褐色)

中間型

軽石型 (スポンジ状)

軽石型 (繊維束状)

カンラン石

単斜輝石

黒雲母

その他

附図 1 割沢遺跡テフラ試料のテフラ組成ダイヤグラム

囲
目
鰯

斜方輝石

角閃石

磁鉄鉱

□
国
目
躙
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割沢遺跡出土鉄澤等の分析調査

」FEテ クノリサーチ株式会社 分析・評価事業部 埋蔵文化財調査研究室

1 は  じ め に

(財 )岩手県文化振興財団殿から下閉伊郡普代村に所在する害J沢遺跡から出土した鉄関連遺物につ

いて、学術的な記録と今後の調査のための一環として化学成分分析を含む自然科学的観点での調査を

依頼された。調査の観点として、出土鉄淳の化学成分分析、外観観察、ミクロ組織観察、X線回折、

X線透視観察、EPMAお よびマクロ組織観察等に基づき、資料の製造工程上の位置づけおよび始発

原料などを中心に調査した。その結果について報告する。

2 調査項 目および試験 ・観察方法

(1)調 査 項 目

調査資料の記号、出土遺構・注記および調査項目を附表 5に示す。

(2)調 査 方 法

(i)重量計測、外観観察および金属探知調査

資料重量の計量は電子天秤を使用して行い、少数点 2位で四捨五入した。各種試験用試料を採取す

る前に、資料の外観をmm単位まであるスケールを同時に写し込みで撮影した。資料の出土位置や資

料の種別等は提供された資料に準拠した。

着磁力調査については、直径30mmの リング状フェライト磁石を使用 し、 6mmを 1単位として

35cmの 高さから吊した磁石が動きは始める位置を着磁度として数値で示 した。遺物内の残存金属の

有無は金属探知機 (M C i metal checker)を 用いて調査した。金属検知にあたっては参照標準とし

て直径と高さを等しくした金属鉄円柱 (1.5mmφ x15mmH、 2.Omm φX2.OmmH、 5mmφ x5mmH、

10mmφ X10mmH、 16mmφ x16mmH、 20mmφ x20mmH、 30mmφ x30mmH)を 使用 し、 これと

の対比で金属鉄の大きさを判断した。

(市 )化学成分分析

化学成分分析は鉄鋼に関する」IS分析法に準じて行っている。

・全鉄 (T.Fe):三塩化チタン遠元一ニクロム酸カリウム滴定法。

金属鉄 (M Fe):臭素メタノール分解 一EDTA滴定法。

酸化第一鉄 (FeO):ニ クロム酸カリウム滴定法。

酸化第二鉄 (Fe203):計算。  ・化合水 (C.W.):

炭素 (C)、 イオウ (S):燃焼―赤外線吸収法。

ライム (CaO)、 酸化マグネシウム (MgO)、 酸化マンガン(MnO)、 酸化ナ トリウム (N弛 0)、 珪素 (Si)、

マンガン (Mn)、 リン (P)、 金同 (Cu)、 ニッケル (Ni)、 コバル ト (Co)、 アルミニウム (Al)、 ヴア

カールフイッシヤー法。
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ナジュム (V)、 チ タン (Ti):ICP発光分光分析法。

・シリカ (Si02)ヽ アル ミナ (A1203)ヽ 酸化 カルシウム (CaO)、 酸化マグネシウム (MgO)、 二酸化

チタン (Ti02)ヽ 酸化 リン (P205)ヽ 酸化 カリウム (K20):ガラスビー ド蛍光 X線分析法。

但 しCaO、 MgO、 MnOは含有量に応 じてICP分析法またはガラスビー ド蛍光X線分析法 を選択。

・酸化ナ トリウム (Na20):原 子吸光法。

なお、鉄淳中成分は、18成分 (全鉄T.Fe、 金属鉄M.Fe、 酸化第一鉄FeO、 酸化第二鉄Fe203ヽ シリ

カSi02ヽ アル ミナA1203ヽ ライムCaO、 マグネシアMgO、 酸化ナ トリウムNa20ヽ 酸イとカリウムK20ヽ

二酸化チタンTi02ヽ 酸化マンガンMnO、 酸化 リンP205ヽ コバル トCo、 化合水CW.、 炭素 C、 ヴァナ

ジウムV、 銅Cu)を 化学分析 している。分析は各元素について分析 し、酸化物に換算 して表示 している。

鉄製品中成分の化学分析は、13成分 (炭素 C、 シリコンSi、 マンガンMn、 リンP、 イオウ S、 銅Cu、 ニッ

ケルNi、 コバル トCo、 アルミニウムAと、ヴァナジウムV、 チタンTi、 カルシウムCa、 マグネシウム

Mg)を化学分析 している。

(� )顕微鏡組織観察

資料の一部を切 り出し樹脂に埋め込み、細かい研磨剤などで研磨 (鏡面仕上げ)する。金属鉄はナ

イタール (5%硝酸アルコール液)で、鍛造剥片は王水でそれぞれ腐食後、顕微鏡で観察 しながら代

表的な断面組織を拡大 して写真撮影 し、顕微鏡組織および介在物 (不純物、非金属鉱物)の存在状態

等から製鉄・鍛冶工程の加工状況や材質を判断する。原則 として10o倍および400倍で撮影 を行う。必

要に応 じて実体顕微鏡 (5倍～ 20倍)に よる観察 も行う。

(iv)X線 回折測定

試料を粉砕 して板状に成形し、X線を照射すると、試料に含まれている化合物の結晶の種類に応じ

て、それぞれに固有な反射 (回折)さ れた特性X線 を検出 (回折)で きることを利用して、試料中の

未知の化合物を同定することができる。多くの種類の結晶についての標準データが整備されており、

ほとんどの化合物が同定される。

測定装置 理学電気株式会社製 ロータフレックス (RU-300型 )

測定条件

① 使用X線

② Kβ 線の除去

③ 管電圧・管電流

④ スキャニング・スピード

⑤ サンプリング・インターバル

⑥ DS,ス リット

⑦ RS,ス リット

③ S.S,ス リット

③ 検出器

(V)X線 透 過観 察

X線発生装置を用いて最適のX線強度を選択 し、写真撮影を行う。同一のX線強度と照射時間では、

照射される物質の質量が重いほど、また寸法が厚いほどX線が吸収され写真上では黒 くな り、その反

Cu K α (波長=1.54178A)

グラフアイト単結晶モノクロメーター

55kV・ 2501nA

4.0° /Elin

O.020°

と
°

0.15mm

l°

シンチ レーシ ョン・ カウンター
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対ではX線が容易に透過するので白く写る。 したがって、凹凸や異種金属が共用されているとか、銹

で金属部分が薄 くなっている場合でも、写真の濃淡で状況が判断できる。

(Ⅵ )EPMAに よる観察

真空中で試料面の直径 lμ m程度の範囲に焦点をあて、高速度 (5～ 30kV)の電子線を照射する

と試料面から二次電子、反射電子、特性X線などが発生する。その特性X線の波長および強度を測定

することにより、存在する元素の定性あるいは定量分析 を行う。電子線マイクロプローブX線アナラ

イザー (EPMA)と いう。試料表面の微小部分 (200 μ m程度以下の範囲)に存在する元素の濃度

分布を測定できる。光学顕微鏡による視野 (140～ 560倍 、500μ m)を 同時に観察できる。

3 調 査 結 果 お よび考 察

調査資料 と調査項 目を177頁の附表 5に、附表 6～附表 9に資料の化学成分分析結果を、附表10に

X線回折結果をそれぞれ示 した。全資料のタト観写真は184～ 191頁に、X線透過写真を202頁 に示 した。

また、紙面圧縮のためX線回折チャー トの例を202頁 に示 し、他の結果は180頁の附表10に示 してある。

鉄津の顕微鏡組織は192～ 198頁に、金属鉄の顕微鏡組織は199。 200頁 に、マクロ写真は201頁 に、 E

PMAの ポイント分析は203・ 204頁 に、マッピング分析結果は205。 206頁 に、試料採取位置・切断状

況は外観写真に併記 した。鉱物組織の英文、化学式は一括 して5 参考に示 した。

各資料の調査結果をまとめて最 も確からしい推定結果を最後にまとめた。

資料番号詭 l 椀形淳、着磁度 il～ 5、 メタル反応 :3mm大

外観観察 :長 さ217mm× 幅163mm× 厚さ117mm。 資料の重量は6400.4gで ある。外観写真を184頁 に

示す。炉底から炉壁立ち上が り部にかけての火窪先端側周方向1/4の炉壁片で高さ方向の中央がなめ

るように溶けている。炉底側は5～ 20mm大の淳粒が堆積、結合 した様相を呈する。外面側上部は灰

白色の粘土質の炉壁胎上で、半分より下側は胎土と津の混合状態である。炉の内径は30～ 35cm程度

である。色調は胎土部を除き、暗褐色の鉄銹色である。内面側はメタル反応 もなく着磁 も1以下だが、

タト面下部には3mm大のメタル反応があり、着磁度は5を示す。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を192頁に示 した。主に胎土 (壁土)や酸化土砂で構成され、石英 (Si02)ヽ

ゲーサイ ト (Goethite:α  FeOOH)、 写真には示 していないがファイヤライ ト (Fayalite i 2FeO・

Si02)お よびマグネタイ ト (Maglletite i Fe304)な どの組織 も観察される。また鍛造剥片や粒状淳の

混入も観察される。

X線回折 :結果を180頁の附表10に示す。石英 (Si02)が最高強度を示 し、ゲーサイ ト、ファイヤライ ト、

マグネタイ トなどの回折線がわずかに認められる。

化学成分 :分析結果を179頁の附表 8に示 した。全鉄分は26%、 金属鉄は0.17%と 少なく、主体はガ

ラス質成分 (Si02+A1203+CaO+MgO+Na20+K20)で 61.640/Oを 占める。Ti02は 066%、 FeOは 16.60/O、

Fe203は 18.5%で 、Si02が 479%、 A1203が940/Oで ある。

以上から本資料は外観観察も含め、精錬鍛冶工程で鉄淳と炉壁 もしくは炉底部の耐火材が反応 して生

成 した椀形津と思われる。

資料番号No 2 鉄塊系遺物、着磁度 :8、 メタル反応 :16mmよ りやや大
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外観観察 :長 さ59,7mm× 幅60,7mm× 厚さ35.6mm。 資料の重量は182.Ogで ある。外観写真を184頁 に

示す。ずんぐりと丸みを帯びた鉄塊系遺物で、色調は茶褐色部もあるが、全体に暗褐色の銹色を呈 し、

表面は全体に砂粒状の酸化土砂が付着 している。4× 10mm大の木炭、木炭痕、雲母などが観察される。

明瞭な破面はない。

X線透過観察 :202頁 に透過写真を示す。ほぼ外観通 りに金属鉄は残っている。

マクロ組織 :201頁 に10倍の写真を示す。銹化が著 しく進んでお り、粗大化 した気泡 も観察される。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を199頁 に示 した。左は白鋳鉄、右はパーライ トにセメンタイトが析出

した高炭素の組織である。白い部分はセメンタイ ト、黒い部分はパーライ ト、蜂の巣状の部分はセメ

ンタイ トとオーステナイ トの共品のレデブライ ト (Ledebulite)で ある。

化学成分 :分析は金属鉄について行った。分析結果を180頁の附表 9に示 した。 Cは 3.02%で 亜共晶

鋳鉄の範囲にあり顕微鏡観察と一致する。

EPMA分 析 :鉄塊の介在物をEPMAで 調査 した。ポイント分析結果をSEM像 とともに203頁 の

分析チャー ト1、 2に示す。繭玉状のウスタイ トが観察される。ポイント分析チャー ト1に 繭玉状の

ウスタイ トと判断される部分の分析結果を示す。FeOが9800/O、 A1203が 1・13%含 まれるのみでウスタ

イ ト (FeO)単相であることが確認される。Ti02は 0860/Oで砂鉄を始発原料 とした可能性が高い。ポ

イント分析チャー ト2に フアイヤライ ト (2FeO・ Si02)と 判断される部分の分析結果を示す。FeO

が44.9%、 Si02が37.20/0で、ほかに酸化アルミニウム (A1203)が 698%、酸化カルシウム (CaO)が 8.59%、

酸化マグネシウム (MgO)が0.53%、 酸化カリウム (K20)が 1,37%含 まれる。珪酸質スラグの混入

により化学式で示 されるファイヤライ ト (2FeO o Si02)に 比べFeOが少な くSi02が多 くなったもの

と思われる。マッピング分析 した結果を2次電子線像 (SE像 )と ともに205頁 に示す。大半がウス

タイ ト (FeO)組織のため鉄 (Fe)以外はほとんど現れていない。わずかに存在するファイヤライ

ト部分に珪素 (Si)が現れている。本資料はウスタイ ト (FeO)を 主要鉱物相 としている。

以上の結果を総合すると、本資料は砂鉄を始発原料 とした、銹化が進んだ亜共晶鋳鉄の鉄塊であると

思われる。

資料番号h3 椀形津、着磁度 11～ 2、 メタル反応 :な し

外観観察 :長 さ1535mm× 幅98,7mm× 厚さ61.6mm。 資料の重量は7497gで ある。184・ 185頁 に外観

写真を示す。直径約16cmの大 きな椀形淳のほぼ中央で割れた半裁片である。上面中央に山脈状の盛

り上が りがあり、ガス破裂孔 もあるが、よく溶融 している。破面でみると下部側は気子しも小さく、緻

密だが、上面は気孔 も大きくガス質である。下面はきれいな椀形を呈 し、凹凸状で 3～ 5mm大の木

炭痕 も認められる。全体に暗褐色を呈する。下面側は着磁性はなく、上面側の一部に 1～ 2の着磁が

ある。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を192頁 に示 した。樹枝状 と繭玉状ウスタイ ト (Wustite i FeO)組 織、

その背景に成長 した短冊状ファイヤライ ト (Fayahte:2FeO・ Si02)組織が観察される。やや粗大化

している。精錬鍛冶津と推定される。

X線回折 :結果を180頁の附表10に示す。ウスタイ トとファイヤライ ト (Fayalite:2FeO・ Si02)の

回折線が高強度に現れ主要鉱物相は顕微鏡組織 と一致 している。

化学成分 :分析結果を179頁 の附表 8に示 した。全鉄54.7%に 対 して金属鉄は0.17%と わずかである。

FeOは605%、 Fe203は 10,7%、 Si02は 18.50/O、 Ti02は 112%で あり始発原料は砂鉄 と見 られる。FeOn―

Fe203~Si02の 3成 分系 に換算す る とFeOは 674%、 Fe203は 11・95%、 Si02は 20620/Oと な り181頁 の
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FeOn―Fe203~Si02系 の平衡状態図ではファイヤライ トとウスタイ トの境界付近の組成で鉱物相 として

ウスタイ ト、ファイヤライ ト、マグネタイ トが現れる領域にある。平衡状態図上の位置は顕微鏡観察、

X線回折 と一致する。181'182頁 の附図 4～ 6は淳の成分的特徴から製鉄工程の生成位等を検討する

図であるが、いずれも精錬鍛冶淳の位置にある。

以上の結果を総合すると、本資料は砂鉄を始発原料 とする、精錬中期～鍛錬初期に生成 した椀形鍛冶

淳であると思われる。

資料呑号h4 粒状淳

外観観察 :通常の外観写真 と20倍に拡大 した外観写真を185頁に示す。全て暗褐色で光沢がない。分

析資料 として、強磁着を示すNo 4-1(4mmφ )、 やや磁着のh4-2(3mmφ )、 磁着なしのh4-

3(25mmφ )の 3個 を選択 した。

顕微鏡組織 :3種類の粒状津断面の顕微鏡写真を192・ 193頁に示 した。いずれの資料 も全面に残存気

孔が多数存在 してお り、白色樹枝状のウスタイ ト (Wustite i FeO)が 全面に観察される。ウスタイ

トの背面には短冊状のフアイヤライ ト (Fayalite i 2FeO・ Si02)も 観察される。比 4-2で は写真に

は示 していないが、微細な鉄粒子の銹化物も観察される。

以上より、本資料は鍛錬鍛冶工程の前段階で生成 した粒状津と思われる。

資料番号h5 鍛造剥片

外観観察 :通常の外観写真と20倍に拡大 した外観写真を185頁 に示す。全て磁着があり、いずれも非

常に薄 く、鍛錬の中期～後期のものとみられる。大部分は片面が青 く光沢があ り、片面は暗褐色を呈

している。分析資料 として、片面青黒色光沢、片面暗褐色の陥 5-1(厚み250μ m)、 両面青黒色で

光沢のないh5-2(厚 み250μ m)、 両面暗褐色で光沢のないNo 5-3(厚 み900μ m)3個 を選択 した。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を193頁に示す。王水腐食により、h5-1は 僅かに鉄酸化膜の 3層構造

が確認できた。外層ヘマタイ ト (Hematite i Fe203)は微厚白色が辛うじて認められ、中間層はやや

責色のマグネタイト (Magnetite:Fe304)ヽ これより内層はウスタイト (Wustite i FeO)組 織 となっ

ている。h5-2は 厚みがやや異なるがNo 5-1と 同じ3層構造である。陥 5-3は全層が銹化鉄である。

以上より、本資料は鍛錬鍛冶の中期以降に生成 した鍛造剥片と思われる。

資料番号h6 鉄塊系遺物→含鉄椀型鍛冶津、着磁度 :4～ 6、 メタル反応 :5mmよ りやや小

外観観察 :長 さ446mm× 幅448mm× 厚さ33,7mm。 資料の重量は98.8gである。外観写真を186頁に示

す。四角錐状で暗赤褐色を呈する椀形鍛冶津の周縁片で大 きな破面は 2、 小破面は 2である。破面で

みると小気泡はみられるものの緻密で重量感がある。上面は平らで大きな気泡の破裂痕がある。左に

5mmよ りやや小さいメタル反応があり、この部分で着磁度は 6、 資料金域で 4～ 5の着磁度である。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を194頁に示す。ウスタイ ト (Wustite i FeO)組 織、背面にはフアイヤ

ライ ト (Fayalite i 2FeO o Si02)組 織 もみられる。

化学成分 :分析結果を179頁 の附表 8に示 した。全鉄5040/Oに 対 して金属鉄は0170/0と わずかであ

る。 CWは 1.14%でゲーサイ トの存在 を示 している。FeOは 2460/O、 Fe203は 4450/O、 Si02は 18,30/O、

Ti02は 1,0°/Oで あ り、始発原料は砂鉄 とみ られる。FeOn―Fe203 Si02の 3成分系に換算す るとFeOは

28.15%、 Fe203は 50,90%、 Si02は 2094%と なり181頁のFeOn Fe203~Si02系 の平衡状態図ではマグネタ

イ ト領域にある。平衡状態図上の位置と顕微鏡観察結果はやや異なる結果となった。資料の不均質に
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起因するものと思われる。181。 182頁の附図 4～ 6で は精錬鍛冶淳の位置にある。

以上の結果を総合すると本資料は砂鉄を始発原料 とする精錬鍛冶淳 と思われる。

資料番号h7 鉄塊系遺物→含鉄椀型鍛冶淳、着磁度 :6、 メタル反応 :4～ 5mm大

外観観察 :長 さ71.6mm× 幅59.4mm× 厚さ35.6mm。 資料の重量は186.3gで ある。外観写真を186頁に

示す。不整六角形で暗赤褐色を呈する椀形鍛冶津の中央付近の小片で、側面は全て破面である。上面

の1/3に は砂粒状の酸化土砂が付着 している。上面右よりの酸化土砂付着部近辺で 4～ 5mm大のメ

タル反応がある。この部分で着磁度は 6でその他の部分では4～ 5である。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を194頁 に示す。ウスタイ ト (Wustite i FeO)組 織、背面にはファイヤ

ライ ト (Fayalite i 2FeO o Si02)組織 もみられる。

化学成分 :分析結果を179頁の附表 8に示 した。全鉄5400/Oに対 して金属鉄は0.19%と わずかである。

FeOは 42.9%、 Fe203は 29,3%、 Si02は 1890/O、 Ti02は 0,780/0であ り、始発原料は砂鉄の可能1生がある。

FeOn Fe203 Si02の 3成分系に換算するとFeOは 47.110/O、 Fe203は 32.13%、 Si02は 20760/0と なり181頁

のFeOn Fe203~Si02系 の平衡状態図ではマグネタイ ト領域にある。平衡状態図上の位置と顕微鏡観察

結果はやや異なる結果となった。資料の不均質に起因するものと思われる。181・ 182頁の附図 4～ 6

では精錬鍛冶津の位置にある。

以上の結果を総合すると本資料は砂鉄を始発原料 とする精錬鍛冶津と思われる。

資料番号配 8 椀形鍛冶津、着磁度 :<1、 メタル反応 :な し

外観観察 :長 さ162.3mm× 幅118.8mm× 厚さ74.7mm。 資料の重量は1165.2gで ある。外観写真を186

頁に示す。長径19cm、 短径15cm厚 さ6cm位 の半分よりやや大 きく割れた椀形鍛冶津片である。上

面の半分は茶褐色で酸化土砂に覆われ、淳の露出部は黒色で凹凸も激 しく波打っている。下面は椀形

を呈 し、 5× 10mm大から15× 25mm大までの多数の木炭痕が認められる。その他の部分は炉床の状

態を反映 し凹凸の激しい面となっている。破面でみると全体的にガス質で気泡 も多い。メタル反応は

なく、資料全体で着磁度は 1以下である。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を194頁 に示す。気孔の多い組織で、白色繭玉状のウスタイ ト (Wustitei

FeO)組織、その背面には淡灰色盤状ないし短冊状のフアイヤライ ト (Fayalite i 2FeO o Si02)組織

が多 くみられる。

X線回折 :結果を180頁 の附表10に示す。ウスタイ ト(Wustitei FeO)の 回折線が最高強度で次いでファ

イヤライ ト (Fayalite i 2FeO・ Si02)の 回折線が高強度に現れ、わずかにマグネタイ ト (Magnetite i

Fe304)と ゲ~サイト (Goethite:α ―FeOOH)の回折線 も認められる。

化学成分 :分析結果を179頁の附表 8に示 した。全鉄54.20/0に 対 して金属鉄は0.190/0と わずかである。

FeOは 5610/O、 Fe203は 14.90/O、 Si02は 19・ 10/。 、Ti02は 1・ 340/Oで あり始発原料は砂鉄と見られる。FeOn―

Fe203~Si02の 3成分系 に換算す る とFeOは 62.28%、 Fe203は 16510/O、 Si02は 2121%と な り181頁 の

FeOn―Fe203~Si02系 の平衡状態図ではウスタイ トとファイヤライ トの境界領域にある。平衡状態図上

の位置は顕微鏡観察、X線回折と一致する。181・ 182頁の附図 4～ 6では精錬鍛冶津の位置にある。

以上の結果を総合すると本資料は砂鉄を始発原料 とする精錬鍛冶淳と思われる。

資料呑号配 9 抗形鍛冶津、着磁度 :な し、メタル反応 :な し

外観観察 :長 さ148.5mm X幅82.2mm× 厚 さ47.3mm。 資料の重量は359.6gで ある。外観写真を187頁
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に示す。破面のない完形の椀形鍛冶淳であるが不整菱形を示す。大きさの割に重量感に欠ける。上面

は鉄銹の茶褐色で凹形をするが、中央に大 きな突起を持つ。小さな木炭痕 も認められるが章などのよ

うな繊維質な植物痕 もある。下面の椀形は明瞭でなく、炉床の粒状物層に液が滴下 しかけて凝固した

小さな突起で覆われ、小さな木炭痕も観察される。色は暗褐色である。メタル反応、着磁 ともにない。

非常に発泡 した淳である。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を194頁 に示す。繭玉状のウスタイ ト (Wustite:FeO)が 主な組織で、

短冊状のフアイヤライ ト (Fayalitei2FeO・ Si02)がこれに続 く。微細なウルボスピネル (Ulvospineli

2FeO・ Ti02)も 観察される。

X線回折 :X線回折結果を180頁の附表10に示す。ウスタイ ト(Wustitei FeO)の 回折線が高強度に現れ、

フアイヤライ ト (Fayalite:2FeO・ Si02)の 回折線が中強度で、マグネタイ ト (Magnetite:Fe304)ヽ ゲ~

サイ ト (Goethite:α ―FeOOH)の 回折線 もわずかながら認められる。

化学成分 :分析結果を179頁の附表 8に示 した。全鉄54.6%に 姑 して金属鉄は0.22%と わずかである。

CWは 160/Oで ゲーサイ トの存在を示 している。FeOは 541%、 Fe203は 17.60/O、 Si02は 167%、 Ti02は

1.320/Oであ り始発原料は砂鉄 と考えられる。FeOn―Fe203~Si02の 3成分系に換算するとFeOは 61.180/0、

Fe203は 19・ 93%、 Si02は 18890/Oと なる。181頁のFeOn―Fe203 Si02系 の平衡状態図ではウスタイ ト、マ

グネタイ トおよびファイヤライ トの境界領域にあ り平衡状態図上の位置は顕微鏡観察、X線回折結果

と一致する。181・ 182頁の附図 4～ 6では精錬鍛冶津の位置にある。

以上の結果を総合すると、本資料は砂鉄を始発原料 とする精錬鍛冶淳と思われる。

資料番号No10 含鉄鉄津、着磁度 :4～ 5、 メタル反応 :4～ 5mm大

外観観察 :長 さ61.5mm× 幅51.4mm× 厚さ44.7mm。 資料の重量は1508gである。外観写真を187頁 に

示す。側面が全て破面の椀形鍛冶淳と思われる重量感のある津片で右上部に 4～ 5mm大のメタル反

応がある。色調は全体にやや赤味を帯びた暗掲色である。破面でみると気泡は余 り多 くなく緻密であ

る。着磁はメタル反応部で 5、 その他では 4である。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を195頁 に示す。樹枝状マグネタイ ト (Magnetite:Fe304)が主な組

織で短冊状のフアイヤライ ト (Fayalite:2FeO o Si02)が これに続 く。酸化土砂 を含むゲーサイ ト

(Goethite:α FeOOH)な ども観察された。

X線回折 :X線回折結果を180頁の附表10に示す。マグネタイ ト (Magnetite i Fe304)の 回折線が最

高強度に現れ、ファイヤライト (Fayalitei2FeO・ Si02)の 回折線が高強度に、ヘマタイ ト (Hematite:

Fe203)の 回折線 もわずかながら認められる。

化学成分 :分析結果を179頁 の附表 8に示 した。全鉄5070/0に 対 して金属鉄 は0.14%と わずかであ

る。FeOは 331%、 Fe203は 355%、 Si02は 21.10/O、 Ti02は 0・93%で始発原料は砂鉄 と思われる。FeOn

Fe203~Si02の 3成分系 に換算するとFeOは36.90%、 Fe203は 39.58%、 Si02は 23.520/Oと なる。181頁 の

FeOn Fe203~Si02系 の平衡状態図ではマぞネタイト領域にあり平衡状態図上の位置は顕微鏡観察やX

線回折結果と一致する。181・ 182頁の附図 4～ 6で は精錬鍛冶淳の位置にある。

以上の結果を総合すると本資料は砂鉄を始発原料とする精錬鍛冶津と思われる。

資料呑号mll 椀形鍛冶淳 (含鉄)、 着磁度 :4～ 5、 メタル反応 :10mmよ りやや大

外観観察 :長 さ943mm× 幅79,4mm× 厚さ44.67mm。 資料の重量は412.7gである。外観写真を187頁

に示す。不定形な側面が全て破面の椀形鍛冶津片で全体に赤褐色を呈する。特に下面は暗赤紫色を呈
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する。破面でみると3層 に形成されたように見られる。上側1/3は発泡・ガス質であるが下 2層 は緻

密である。下面は凹凸の少ないきれいな椀形を呈 し、左側に10mm大以上のメタル反応がある。この

部分で着磁度は8で、その他の部分でも4～ 5である。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を195頁 に示す。樹枝状マグネタイ ト(Magnetitei Fe304)組織、短冊状ファ

イヤライ ト (Fayalite i 2FeO o Si02)組織が観察される。

X線回折 :X線 回折結果を180頁 の附表10に示す。ファイヤライ ト (Fayahte:2FeO o Si02)の 回折

線が最高強度に現れ、マグネタイ ト (Magneite:Fe304)の 回折線が高強度に認められる。

化学成分 :分析結果を179頁の附表 8に示 した。全鉄58.20/Oに対 して金属鉄は0.17%と わずかである。

FeOは 41.0%、 Fe203は 374%、 Si02は 14.9%、 Ti02は 051%であり始発原料は砂鉄か否か判断できない。

FeOn― Fe203 Si02の 3成分系に換算するとFeOは 43.94%、 Fe203は 4009%、 Si02は 1597%と なる。181

頁のFeOn Fe203~Si02系 の平衡状態図ではマグネタイ ト領域にあ り平衡状態図上の位置は顕微鏡観察

結果とほぼ一致する。181・ 182頁の附図 4～ 6では精錬鍛冶と鍛錬鍛冶の中間の位置にある。

以上の結果を総合すると本資料は、精錬後期の枕形鍛冶岸と思われる。

資料呑号No12 鉄塊系遺物、着磁度 :8、 メタル反応 :16mmよ りやや大

外観観察 :長 さ69,9mm× 幅475mm× 厚さ373mm。 資料の重量は165.9gで ある。外観写真を187頁に

示す。不整多角形で厚みのある鉄塊系遺物である。上面側は茶褐色の銹色を呈する部分や木炭痕 も認

められるが、側面は黒銹が露出し、16mm以上のメタル反応がある。酸化土砂が付着 しているが、下

面には砂礫を含む炉底の泥土 も付着 している。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を199頁に示す。ベイナイ ト基地に針状のセメンタイ トが析出した組織

と峰巣状 レデブライ ト共晶の組織が観察された。亜共晶組成の白鋳鉄である。

化学成分 :化学成分は金属鉄について行った。分析結果を180頁の附表 9に示 した。 Cは 3.200/Oで亜

共晶の範囲にあり顕微鏡観察と一致する。

以上をまとめると本資料は亜共晶鋳鉄の鉄塊 と思われる。

資料呑号No13 鉄塊系遺物、着磁度 :8、 メタル反応 :30mmよ りやや大

外観観察 :長 さ129.5mm× 幅889mm× 厚 さ549mm。 資料の重量は715.6gである。外観写真を188頁

に示す。不整扇形で厚みのある鉄塊系遺物で恐 らく火窪の下端部で形成されたものであろうか。全体

に暗褐色の黒銹気味の色を呈 している。上面には木炭痕も認められる。狽1面 には鉄が酸化 して生成 し

た黒色津が流れている。下面は少量の礫を噛んだ、酸化土砂が厚 く付着 している。

顕微鏡組織 :淳部の顕微鏡組織 を195頁 に示 した。板状のフアイヤライ ト (Fayalite i 2FeO o Si02)

組織中に崩れた多角形結晶ウルボスピネル組織 (Uivospinel i 2FeO・ Ti02)が観察されることから、

砂鉄を始発原料 とした、精錬鍛冶初期の津と思われる。

メタル部の顕微鏡組織を199頁 に示 した。灰黒色縞模様のパーライ ト組織に片状黒鉛やセメンタイ ト

が観察される、ねずみ鋳鉄 と白鋳鉄の組織が存在するまだら鋳鉄の組織である。

化学成分 :化学成分は金属鉄について行った。分析結果を180頁の附表 9に示 した。 Cは3040/Oで亜

共晶の範囲にあ り顕微鏡観察と一致する。

以上をまとめると、本資料は砂鉄を始発原料 とした亜共晶鋳鉄の鉄塊で精錬用素材のように思われる。
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資料番号h14 炉壁、着磁度 :な し、メタル反応 :な し

外観観察 :長 さ2620mm× 幅193.lmm× 厚 さ792mm。 資料の重量は25584gで ある。外観写真を188

頁に示す。資料 1と 同じ火窪部の表面が津と反応 して溶融 している周方向1/5位の炉壁片である。内

面側上部は溶けて滑 らかだが、下側は木炭痕や淳の垂れがみられる。外側は山土風のやや粗い上で小

さな石英粒なども観察される。色調は内面が茶褐色で外面は灰白色～褐色である。胎土に雲母が認め

られる。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織を195頁 に示 した。主に胎土 (壁土)や酸化土砂で構成され、石英 (Si02)ヽ フア

イヤライ ト (Fayalite:2FeO o Si02)お よびウスタイ ト (Wustite i FeO)な どの組織が観察される。

X線回折 :X線回折結果を180頁の附表10に示す。石英 (Si02)の 回折線が最高強度を示 し、続いてファ

イヤライ ト (Fayahte i 2FeO o Si02)の 回折線、およびウスタイ ト (Wustite:FeO)の 回折線が中

強度に現れ、マグネタイ ト (Magnetite:Fe304)の回折線もわずかながら認められる。

化 学 成 分 :分 析 結 果 を179頁 の 附 表 8に 示 した。 鉄 分 は 少 な く主 体 は ガ ラ ス 質 成 分

(Si02+A1203+CaO+MgOttNa20+K20)で 64.43%を 占める。全鉄 は25.0%、 金属鉄は0.14%、 FeOは

21.8%、 Fe203は 1130/O、 Si02は 480%、 胆203は 10・ 30/O、 Ti02が 0・98%で始発原料は砂鉄と思われる。

以上の結果を総合すると本資料は砂鉄を始発原料とする、精錬鍛冶工程で鉄淳と炉壁 もしくは炉底部

の耐火材が反応 した炉壁と思われる。

資料番号配15 再結合津、着磁度 :2～ 3、 メタル反応 :16mmよ りやや小

外観観察 :長 さ165,3mm× 幅984mm× 厚 さ59.8mm。 資料の重量は1126.6gで ある。外観写真を188頁

に示す。メタル部で着磁度 5、 その他では2～ 8。 黒銹が堆積凝固したように見える再結合淳で白色

の被熱 した石英粒 も多 く噛み込んでいる。やや湾曲した内面には白色の石英粒が層を形成 して付着 し

ている。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織 を196頁 に示 した。胎土 (壁土)と 樹枝状のマグネタイ ト (Magneite:

Fe304)と ウスタイ ト (Wustitei FeO)が それぞれ半々くらいを占め、石英 (Si02)な ども観察される。

X線回折 :X線回折結果を180頁の附表10に示す。ウスタイ ト (Wustite FeO)、 石英 (Si02)の 回折

線が高強度を示 し、続いてマグネタイ ト (Magnetite i Fe304)と ゲ~サイ ト (Goethite i a― Fe00H)

の回折線が中強度に現れ、ファイヤライ ト (Fttahte i 2FeO o Si02)の 回折線 もわずかながら認めら

れる。

化学成分 :分析結果を179頁の附表 8に示 した。全鉄539%に対 して金属鉄は4.97%と やや多い。FeO

は29.60/O、 Fe203は 37.10/O、 Si02は 150%、 Ti02は 0・88%で始発原料は砂鉄の可能
′
陛がある。

以上の結果を総合すると本資料は砂鉄を始発原料 とする再結合淳と思われる。

資料番号配16 再結合淳、着磁度 :2～ 3、 メタル反応 :16mmよ りやや大

外観観察 :長 さ126.lmm× 幅83.9mm× 厚さ52.8mm。 資料の重量は6542gである。外観写真を188頁

に示す。資料15と 同様に黒銹の集合体に酸化土砂が混合 した再結合淳である。土砂には白色の雲母を

含む10～ 20mm大以上の花尚岩塊 も2ケ 所存在する。外側 と思われる側には木炭とは異なる章など

のような細長い棒状のあとが数ヶ所あ り、功的に使用されているものであろうか。タト狽1中 央に16mm

大のメタルあり。メタル部で 5の着磁度、他は 2～ 3の着磁度である。

顕微鏡組織 :金属部分の顕微鏡組織写真を199頁に示す。白色のセメンタイ トと黒色のパーライ トが

平行配列や樹枝状配列 した亜共晶白鋳鉄の組織である。
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化学成分 :分析結果を179頁 の附表 8に示 した。全鉄65,10/Oに 対 して金属鉄は22.2%と 多い。FeOは

27,9%、 Fe203は 30.30/O、 Si02は 8.48%、 Ti02は 066%であ り、始発原料は砂鉄か否か判断できない。

以上を総合すると本資料は亜共晶白鋳鉄を含む再結合淳と思われる。

資料番号No17 鉄塊系遺物、着磁度 :8、 メタル反応 i30mm大以上

外観観察 :長 さ106.2mm× 幅77.9mm× 厚 さ66.3mm。 資料の重量は721.3gで ある。外観写真を189頁

に示す。ゴツゴツと凹凸の激 しいブロックを組み合わせたような鉄塊系遺物である。表面には酸化土

砂が付着 し、暗褐色から黒褐色を呈 している。津の存在はなく鉄素材の可能性がある。全体的に角ばっ

ているが、15～ 20mm大の九棒 (工具 ?)で突いたように見える跡 も観察される。

X線透過観察 :202頁 に透過写真を示す。ほぼ外観通 りに金属鉄は残っている。

マクロ組織 :201頁 に10倍の写真を示す。銹化は表層で止まり内部の金属鉄は良好な状態にある。気

泡は多数観察されるが、マクロ的には鉄淳は確認できない。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を200頁 に示す。マルテンサイ トに近い針状の下部ベイナイ ト組織が一

面に観察される。オーステナイ ト銅を焼 きいれする際、350℃ 近傍で等温処理 した場合に発生する下

部ベイナイ トでは、フェライ ト板状結晶はお互いにあまり近接せず個々に生成することが多 く、急冷

された可能性がある。

化学成分 :分析結果を180頁 の附表 9に示 した。 Cは 1.43%で 過共析の範囲にあ り顕微鏡観察と一致

する。

以上をまとめると本資料は過共析銅の鉄塊系遺物と思われる。

資料番号配18 含鉄鉄淳、着磁度 :4、 メタル反応 :10mmよ りやや大

外観観察 :長 さ454mm× 幅30,3mm× 厚 さ33.lmm。 資料の重量は413gである。外観写真を189頁 に

示す。凹凸の激 しい不定形な鉄津である。全体的に酸化土砂に覆われ茶褐色を呈するが、 2ヶ 所に白

色の花筒岩粒が付着 し、 lヶ 所に黒 く輝 く津の付着が認められる。資料としては淳を伴う銹化鉄塊の

印象である。

顕微鏡組織 :金属部分の顕微鏡組織を200頁 に示 した。灰黒色縞模様のパーライ ト組織の中に黒い繊

維状の片状黒鉛の析出がみられる。白色多角形状の初析セメンタイ ト組織は資料13と 比べ成長 して

いる。過共析銅の組織である。淳部の顕微鏡組織を196頁 に示 した。細かい背骨状に連なったファイ

ヤライ ト (Fayalite i 2FeO o Si02)組織 と微細な多角形結晶ウルボスピネル (UlvOspinel:2FeO・

Ti02)組織が観察される。

化学成分 :化学成分は金属鉄について行った。分析結果を180頁 の附表 9に示 した。 Cは 1.85%で 過

共析の範囲にあ り顕微鏡観察と一致する。本資料は過共析銅の鉄塊 と思われる。

以上をまとめると本資料は始発原料を砂鉄 とし、鍛冶工程で生成 した過共析鋼の鉄塊を含む含鉄鉄津

と思われる。

資料番号No19 不明、着磁度 :4、 メタル反応 :10mmよ りやや小

外観観察 :長 さ47.5mm× 幅14.8mm× 厚さ6.5mm。 資料の重量は8.6gである。外観写真を189頁に示す。

半円断面の棒状資料である。下面は半円で、上面は平らである。鉄が溶けて浅い溝に流れて凝固した

ように見える。土砂の付着 も少なく、淳は余 りないと思われる。

X線透過観察 :202頁 に透過写真を示す。銹化が著 しく進み、金属鉄は半分程度 しか残っていない。
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マクロ組織 :201頁に10倍の写真を示す。銹化が著 しく進んでお り、中央は空洞化 している。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織を200頁 に示 した。灰黒色のパーライ ト組織に白色の初析セメンタイ トが析

出した過共析組織である。

化学成分 :化学成分は金属鉄について行った。分析結果を180頁の附表 9に示 した。 Cは246%で亜

共晶の範囲にあり顕微鏡観察結果よりもCは高い。

EPMA分 析 :鉄塊中にある介在物部分の 2次電子線像 (SE像)と ポイント分析結果を203・ 204

頁に示す。この介在物中に多角盤状のマグネタイ ト (Fe304)が観察される。ポイント分析チャー ト

3に多角盤状のマグネタイ トと判断される部分の分析結果を示す。Fe304が96.90/Oで わずかにSi02が

0.960/O、 A1203が219%含まれるのみでマグネタイ ト単相であることが確認される。ポイント分析チャー

ト4にマグネタイ トの周囲に存在するファイヤライ ト (2FeO・ Si02)と 判断される部分の分析結果

を示す。FeOが47,90/0、 Si02が44.40/Oで 、ほかに酸化アルミニウム (A1203)が 2.350/O、 酸化カルシウ

ム (CaO)が 4.61%、 酸化カリウム (K20)が 078%含 まれる。珪酸質スラグの混入により化学式で

示されるファイヤライ ト (2FeO・ Si02)に 比べFeOが少な くSi02が多 くなったもの と思われる。面

的に化学成分を分析 した結果を2次電子線像 (SE像)と ともに205。 206頁 に示す⑤大半がマグネタ

イ ト (Fe304)組織のため鉄 (Fe)以外はほとんど現れていない。わずかに存在するファイヤライ ト

部分に珪素 (Si)が現れている。本資料は成分的にもマグネタイ ト (Fe304)を 主要鉱物相 としている。

以上を総合すると本資料は炭素が2460/O前後の棒状鉄塊と思われる。

資料番号配20 不明、着磁度 :4、 メタル反応 :10mmよ り大

外観観察 :長 さ42.8mm× 幅10.9mm× 厚さ8.5mm。 資料の重量は87gである。外観写真を189頁に示す。

断面が台形状の棒状鉄片である。一部酸化土砂が付着 し、台形下部側で長手方向1/2に銹化亀裂が発

生 しているものの、全体的に鉄の遺存状態は良好である。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を200頁 に示す。白色針状のセメンタイ トとパーライ ト組織からなる過

共析銅組織である。

化学成分 :化学成分は金属鉄について行った。分析結果を180頁の附表 9に示 した。Cは0,18%で あり、

顕微鏡観察の結果と一致 しない。資料の不均質によるものであろう。

EPMA分 析 :鉄塊中にある介在物の部分の 2次電子線像 (SE像 )と ポイント分析結果を204頁

に示す。金属組織の中で混入 した津が観察され、この中に多角形結晶ウルボスピネル (Uivospinel i

2FeO・ Ti02)が観察される。ポイント分析チャー ト5に多角形結晶ウルボスピネルと判断される部

分の分析結果を示す。FeOが 62.60/O、 Ti02が29.1%で 、わずかにA1203が 4.780/O含 まれるのみでウルボ

スピネル単相であることが確認 される。ポイント分析チャー ト6に ウルボスピネルの周辺部にある

フアイヤライ ト (2FeO o Si02)と 判断される組織の分析結果を示す。化学式通 りFeO、 Si02が 主要

構成成分で、FeOが5680/O、 Si02が33.50/Oで 、ほかに酸化マグネシウム (MgO)が 8.050/0、 酸化カル

シウム (CaO)が 0.60/O、 酸化カリウム (MnO)が0,7%含まれる。化学式で示されるファイヤライ ト

(2FeO o Si02)に比べ酸化鉄が少なく酸化珪素が多い。面的に化学成分を分析 した結果を2次電子線

像 (SE像 )と ともに206頁 に示す。鉄 (Fe)イよ化学式に示されるようにはウルボスピネル、ファイ

ヤライ トいずれにも分布 している。チタン (Ti)は ウルボスピネル部に集中している。珪素 (Si)は

ウルボスピネルの周囲に存在するファイヤライ ト部に集中しているのが観察される。本資料は成分的

にもウルボスピネル、フアイヤライ トを主要鉱物相としていることが明らかである。

以上を総合すると本資料は始発原料を砂鉄とする、遺存状態が良好な棒状鉄片 と思われる。炭素濃度
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は不均質と思われる。

資料香号h21 粒状淳

外観観察 :20倍 の拡大外観写真を190頁に示す。全て磁着した。大粒径で磁着大配21-1(3mmφ )

と小粒径で磁着小h21-2(2mmφ )の 2個 を選択した。

顕微鏡組織 :顕微鏡写真を196頁に示した。いずれもウスタイト (Wustite i FeO)組 織が圧倒的で、

配21-1ではウスタイト凝集組織も多数みられる。陥21-1は磁着があり、マグネタイトも共存すると

思われる。

以上をまとめると、本資料は鍛錬鍛冶の前段階に生成 した粒状津と思われる。

資料番号血22 鍛造剥片

外観観察 :分析資料 として、両面暗褐色で厚いh22-1(厚み1000 μ m)、 両面暗褐色でやや厚いh
222(厚 み700μ m)、 両面暗褐色で薄い配22-3(厚 み250μ m)の 3個 を選択 した。拡大外観写真

を19o頁に示す。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を197頁に示す。王水腐食により3個 とも鉄酸化膜の 3層構造を確認で

きた。外層の微厚白色ヘマタイ ト (Hematite i Fe203)組織、中間層のやや黄色 したマグネタイ ト

(Magnetite:Fe304)組織、これより内層に黒変 した凝集のウスタイト (Wustite i FeO)組 織がそれ

ぞれ観察される。

以上をまとめると、本資料は鍛錬鍛冶の中期以降に生成 した鍛造剥片と思われる。

資料番号配23 製鉄炉底岸、着磁度 :な し、メタル反応 :な し

外観観察 :長 さ143.3mm× 幅1423mm× 厚さ666mm。 資料の重量は■53.3gで ある。外観写真 を190

頁に示す。珪石の粗粒を多量に含む炉底上に生成 した鉄津である。淳そのものは黒色で大小の気泡を

多 く含みガス質である。上面は噴気孔のようなガス穴が多 く、十分溶融 していたようには見えない。

下面は粗粒珪石を多量に混和させた炉底胎上である。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を197頁 に示す。多角盤状のマグネタイ ト (Magnetite:Fe304)ヽ 多角

形結晶ウルボスピネル (Ulvospinel:2FeO・ Ti02)ヽ フアイヤライ ト (Fayalite i 2FeO・ Si02)な ど

の組織が観察される。

X線回折 :X線回折結果を180頁の附表10に 示す。ウルボスピネル (Ulvospinel i 2FeO・ Ti02)の 回

折線、マグネタイ ト(Magnetitei Fe304)の 回折線が最高強度を示 し、続いてファイヤライト (Fayalite:

2FeO o Si02)の 回折線が高強度に現れている。

化学成分 :分析結果を179頁の附表 8に示した。全鉄42.70/0に 対して金属鉄は0.11%と わずかである。

FeOは 48.6%、 Fe203は 6.88%、 Si02は 24.80/O、 Ti02は6.18%で あり始発原料は砂鉄といえる。FeOn―

Si02~Ti02の 3成分系 に換算するとFeOは 60540/0、 Si02は 28.680/O、 Ti02は 7.15%と なる。181頁 の

FeOn Si02~Ti02系 の平衡状態図では、ウルボスピネル、ファイヤライト、マグネタイトの境界領域に

あり平衡状態図上の位置は顕微鏡観察やX線回折結果と一致する。181,182頁 の附図4～ 6の位置か

らは本資料は製錬津と見られる。

以上の結果を総合すると、本資料は低Ti02砂 鉄を始発原料とする、製錬工程で生成した炉底津と思

われる。
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資料番号No24 流動淳、着磁度 :な し、メタル反応 :な し

外観観察 :長 さ64.4mm× 幅51.3mm× 厚さ261mm。 資料の重量は106.6gで ある。外観写真を190頁に

示す。扁平な不整正六角形の黒色を呈する流動滓片で破面は 5である。下面は大きな トンネル状ガス

孔の破面である。上面は光沢のあるしわの多い面をなし、砂粒などが巻き込まれている。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を198頁 に示す。多角盤状のマグネタイ ト (Magnetite i Fe304)ヽ 多角

形結晶ウルボスピネル (Ulvospinel i 2FeO・ Ti02)ヽ フアイヤライ ト (Fayalite:2FeO o Si02)な ど

の組織が観察される。

X線 回折 :X線 回折結果 を180頁 の附表10に、回折 チ ャー トを202頁 に示 す。 ウルボス ピネル

(Uivospinel:2FeO・ Ti02)の回折線、マグネタイ ト (Maglaetite:Fe304)の 回折線が最強度を示 し、

続いてファイヤライ ト (Fayalite:2FeO o Si02)の 回折線が高強度に現れている。

化学成分 :分析結果を179頁の附表 8に示 した。全鉄4330/0に 対 して金属鉄は0■ %と わずかである。

FeOは 5390/c、 Fe203は 1850/O、 Si02は 284%、 Ti02は 3.170/Oで始発原料は砂鉄 とみられる。

FeOn―Si02~Ti02の 3成分系 に換算するとFeOは 63840/O、 Si02は 32520/O、 Ti02は363%と なる。181頁

のFeOn―Si02~Ti02系 の平衡状態図では、ウルボスピネル、ファイヤライ ト、マグネタイ トの境界領域

にあり平衡状態図上の位置は顕微鏡観察やX線回折結果と一致する。181・ 182頁の附図4～ 6の位置

から本資料は製錬淳と見られる。

以上の結果を総合すると、本資料は低Ti02砂 鉄を始発原料 とした、製錬工程で生成 した流動淳と思

われる。

資料番号No25 砂鉄

外観観察 :資料の重量は83.5g。 外観写真を191頁 に示す。母岩を多量に含む砂鉄で、選鉱などの処

理をする前の砂鉄の可能性がある。大 きなものは 1～ 3cm大 のものまで含まれる。磁選によりきれ

いに分離できる。 lmm大 を越える比率は54%に達する。岩石類 とは良好に分離できるため、磁着分

について調査する。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を198頁 に示す。粒子内には気孔や亀裂が観察される。チタン鉄鉱 と磁

鉄鉱 とが固溶体にな り格子状の微細な模様を呈するウイッドマ ンステッテン組織 (Widmanstatten

Structure)を 有する粒子 も観察される。400倍の写真はウイー ドマンステッテン型組織が一部見られ

る粒子である。

化学成分 :分析結果を178頁 の附表 6に示 した。比較のため、同表には割沢遺跡から約30km南 に位置

する宮古市内の島田Ⅱ遺跡 と山口館跡で採取された砂鉄の分析値 も示 してある。磁選の効果と思われ

るが全鉄は6480/0と 高 く、FeOは 12.00/O、 Fe203は 79.30/OでFe203と FeOのとヒ率は87:13である。同じく

磁選の効果と思われるが代表的な不純物であるSi02は 2620/0と 比較的少なくなっている。Ti02の 含有

量は1460/0と 低 く、上質な砂鉄と推察される。この砂鉄の品質を検討するために化学成分 (酸化チタン、

全鉄、酸化マンガン)と の関係を183頁の附図 7・ 附図 8に示 した。附図 7に Ti02と T,Feの関係を示

すが高品位砂鉄である中国地方の真砂砂鉄、および島田正遺跡のT.Feの高い高品位砂鉄 とほぼ同様

な位置にある。附図 8はMnOと Ti02の 関係を示す図である。附図 8の位置づけも中国地方の真砂砂

鉄とほぼ同じ位置にある。

粒度測定 :砂鉄の粒度分布を178頁の附表 7に示す。磁着分では lmm以上の粒子は160/Oで 算術平均

粒径0827mm、 となり相当大 きい。なお非磁着分では lmm以上の粒子は77%、 算術平均粒径は242mm

である。
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資料番号h26 砂鉄

外観観察 :資料の重量は4.3g。 外観写真を191頁 に示す。砂鉄というよりは通常の川砂に近い資料で

砂鉄の比率は相当少ないとみられる。粒子そのものは比較的粗い。磁選によりよく分離。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を198頁に示す。資料25に比べ微粒子が多 く、粒子内には気孔や亀裂が

観察される。

化学成分 :分析結果を178頁の附表 6に示 した。遺跡近傍の割沢川で採取された本資料は、資料25に

比べSi02が54%程度高い以外は、183頁 の附図 7・ 附図 8に示 したように資料25と ほぼ同様な成分の

挙動を示 し遺跡で採取された砂鉄資料25と 同質と思われる。

(1)遺 跡 の 性 格

本調査で得られた資料のうち、履歴が明確な20資料 (排淳場採取 2資料と再結合淳 2資料を除く)

について分類すると、鉄津12資料、鉄塊 6資料、炉壁 2資料となった。鉄滓の出所を製造工程別に推

定すると、製錬 2資料、精錬 7資料、鍛錬 3資料となり、本遺跡では製錬から鍛錬まで広範囲に行わ

れていた可能性が考えられる。なお鉄塊の顕微鏡観察からは、鋳鉄組織が多く観察され、炭素 2～ 3%
の鋳鉄を主に生産していたものと思われた。

(2)遺 構 の 性 格

5基存在していた鍛冶炉のほぼ中心に3号鍛冶炉が配置されていたこと、出上した鉄津は 3号炉が

鍛錬淳、他炉は精錬津が多く出土していたこと等から、本遺跡は3号鍛冶炉での鍛錬鍛冶を中心にし

た製品の生産が行われ、周囲の他炉は精錬鍛冶を分担 していた可能性が考えられた。しかしながら、

結論を出すには遺構間の関連性についての調査検討が必要と思われる。

(3)始 発 原 料

本調査で得られた鉄淳24資料中、16資料から、Ti02鉱物のウルボスピネルが観察されていること

から、本遺跡の始発原料は砂鉄と判断される。使用していた砂鉄の品質は、遺構で採取された砂鉄お

よび、割沢川で採取された砂鉄が、いずれもTi02濃 度が15お よび2.5%と 低いことから低Tiの 「真砂

砂鉄」に相当する砂鉄が本遺跡の始発原料であったものと考えられた。

5参 考

(1)鉄淳の顕微鏡組織 について : 鉄淳を構成する化合物結晶には、一般的に表Alの ような

鉱物組織がある。酸化鉄 (Fe203、 FeS04、 FeO)、 二酸化ケイ素 (シ リカiSi02)、 アルミナ(A1203)

および二酸化チタン (Ti02)を組み合せた化合物 (固溶体)が多く、これら鉱物結晶は含有量

にも依存するが、X線回折により検出され確認できる。鉄淳中の低融点化合物がガラス相 (非

品質)を形成することがあり、X線回折では検出されない。

めと
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表 Al 鉄滓の顕微鏡鉱物組織 とその観察状況

鉱物組織名 (和 ) 鉱物名 (英 ) 化学式 偏光顕微鏡観察状況

ヘマタイ ト Hematite α―Fe203 赤褐色～赤紫色

マグネタイト Ⅲ7[agnetite Fea04 白青色、四角または多角盤状

ウスタイ ト Vヽustite FeO 灰白色、繭玉状または樹枝状

フアイヤライ ト Fayalite 2FeO・ Si02 薄い青灰色、短冊状の長い結晶

ウルボスピネル Ulvosphel 2FeO・ Ti02 白色、四角～角形板状結晶

イルメナイ ト 1lrnenite FeO・ Ti02 白色、針状 。棒状の長い結晶

シュー ドブルッカイ ト Pseudobrookite FeO・ 2Ti02 白色、針状の結晶

ゲーサイ ト Goethite α―FeOOH 白～黄色、リング状が多い。

石英 (シ リカ) Silica α―SiOっ 白色～半透明

(2)鉄―炭素系平衡状態図

附編

フェライ ト組織 :炭素をほとんど

含 まない C<0.020/O以 下の鉄で、

柔らか く白色である。

パーライ ト :フ ェライ トと鉄炭化

物であるセメンタイ トFe3Cが 交

互に層状構造を形成 した組織でC

濃度が高いほどFe3Cが増 え黒 く

見えて くる。

Cが0.8%以下の正共析銅では特

別な熱処理がなければファエライ

トとパーライトが基本的な構成組

織 となる。

Cが0.80/0～ 2.1%の範囲では過共

析銅でセメンタイ ト、パーライ ト

が主要組織 となる。

Cが2.10/0～ 4.30/Oで は亜共晶鋳鉄、

Cが4.30/O以 上では過共晶鋳鉄 と

なる

頚　　　獅　　　ω

（
Ｙ
）
　

】

コ
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割沢遺跡出土鉄津等の分析調査

(3)個 別 資 料

地  区 資料No 遺 構 調 査 結 果

1号鍛冶工房

1 3号鍛冶炉 火窪内 鉄津と炉壁・炉底が溶融生成した椀形津

2 3号鍛冶炉 掘 り方 砂鉄を原料とした銹化した亜共晶鋳鉄を含む鉄塊系遺物

3 3号鍛冶炉 北側鉄津集中部 砂鉄を原料とした精錬中期～鍛錬初期に生成した鍛冶津

4 3号鍛冶炉 鍛造剥片集中部 鍛錬鍛冶の前段階に生成した粒状淳

5 3号鍛冶炉 鍛造剥片集中部 鍛錬鍛冶中期以降に生成した鍛造剥片

3号鍛冶炉 検出面 亜共晶鋳鉄の棒状鉄塊

5号溝状遺構東 トレンチ西 2層 亜共晶白鋳鉄を含む再結合淳

1号掘立 P22北側埋土 過共析鋼の鉄塊系遺物

4号溝状遺構南 トレンチ北 1層下部 砂鉄を原料とした再結合淳

2号鍛冶工房

6 2号鍛冶炉 火窪内 砂鉄を原料とした精錬鍛冶で生成した椀形淳

7 2号鍛冶炉 旧火窪使用面 砂鉄を原料とした精錬鍛冶で生成した椀形淳

8 2号鍛冶炉 整地部分底面 砂鉄を原料とした精錬鍛冶で生成した椀形淳

2号鍛冶炉 西側検出面 砂鉄を原料とした遺存状態が良好な棒状鉄片 (過共析銅)

3号鍛冶工房

9 4号鍛冶炉 東側ベルト内 砂鉄を原料とした精錬鍛冶で生成した椀形津

4号鍛冶炉 P36 埋土 砂鉄を原料とした銹化が進んだ過共析鋼鉄塊

1号鍛冶炉

東火窪内 砂鉄を原料とした精錬鍛冶で生成した椀形津

東火窪内 精錬後期の椀形鍛冶津

5号鍛冶炉

火窪埋土 亜共晶鋳鉄を含む鉄塊系遺物

西側検出面 砂鉄を原料とした精錬鍛冶初期の鉄塊系遺物

火窪内 砂鉄を原料とした鉄淳と反応 した炉壁

1号排淳場

メイントレンチN4b層 鍛錬鍛冶の前段階に生成した粒状津

メイントレンテN4b層 鍛錬鍛冶中期以降に生成した鍛造剥片

(推 ) 高殿

東側斜面製鉄津密集部分 砂鉄を原料とした製錬工程における炉底淳

東側斜面製鉄淳密集部分 砂鉄を原料とした製錬工程における流動淳

3号溝状遺構 3層 始発原料砂鉄、真砂砂鉄に分類される

割沢川 砂鉄サンプル 真砂砂鉄に分類される砂鉄

-176-



附表 5 調査資料 と調査項目

資
　
料
　
配

出上位置・層位 種類

着

　

磁
　

度

Ｍ

Ｃ

反

応

外

観

写

真

化

学

成

分

組

織

写

真

Ｘ

線

回

折

Ｘ
線
透
過
観
察

Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ
観
察

マ
ク

ロ
組
織

1 1号鍛冶工房 3号鍛冶炉 火窪内 椀形岸 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 1号鍛冶工房 3号鍛冶炉 掘り方 鉄塊系遺物 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 1号鍛冶工房 3号鍛冶炉 北側鉄淳集中部 椀形滓 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 1号鍛冶工房 3号鍛冶炉 鍛造剥片集中部 粒状淳 ○ ○ ○ ○

5 l号鍛冶工房 3号鍛冶炉 鍛造剥片集中部 鍛造剥片 ○ ○ ○ ○

6 2号鍛冶工房 2号鍛冶炉 火窪内 鉄塊系遺物 ○ ○ ○ ○ ○

７
ｒ 2号鍛冶工房 2号鍛冶炉 旧火窪使用面

含鉄椀形

鍛冶津
○ ○ ○ ○ ○

Ｏ
Ｏ 2号鍛冶工房 2号鍛冶炉 整地部分底面 椀形鍛冶津 ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 3号鍛冶工房 4号鍛冶炉 東狽1ベルト内 椀形鍛冶淳 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1号鍛冶炉 東火窪内 含鉄鉄淳 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1号鍛冶炉 東火窪内
椀形鍛冶津

(含鉄)

○ ○ ○ ○ ○ ○

5号鍛冶炉 火窪埋土 鉄塊系遺物 ○ ○ ○ ○ ○

5号鍛冶炉 西側検出面 鉄塊系遺物 ○ ○ O ○ ○

5号鍛冶炉 火窪内 炉壁 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1号鍛冶工房 4号溝状遺構 トレンチ4

1層下部
再結合津 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1号鍛冶工房 5号溝状遺構 トレンチ6

2層
再結合淳 ○ ○ ○ ○ ○

1号鍛冶工房 1号掘立 P22 北側埋土 鉄塊系遺物 ○ ○ ○ ○ ○ ○ O

3号鍛冶工房 P36 埋土 含鉄鉄津 ○ ○ ○ ○ ○

l号鍛冶工房 3号鍛冶炉 検出面 不 明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2号鍛冶工房 2号鍛冶炉 西側検出面 不 明 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1号排津場 メイントレンチ N4b層 粒状津 ○ ○ ○ ○

1号排津場 メイントレンチ N4b層 鍛造剥片 ○ ○ ○ ○

高殿 (推定)の東側斜面排津場 製鉄炉底津 ○ ○ ○ ○ ○ ○

高殿 (推定)の東側斜面排津場 流動淳 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3号溝状遺構 3層 砂 鉄 ○ ○ ○ ○ ○

(呼称)害」沢川 サンプル 砂 鉄 ○ ○ ○ ○ ○

附編
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割沢遺跡出土鉄津等の分析調査

CW=化合水、造津成分=Si02+Aち 03+CaO tt MgO tt Na20+為 O

Sと 、 S2、 S3、 S4は同じ宮古市の島田Ⅱ遺弥から出土 した砂鉄で、前 3者は島田Ⅱ遺

跡出土鉄津類の分析・調査報告 (平成13年 3月 )の資料00-01、 00-02、 00-03、 最後の S4は (平

成14年 3月 )の資料h16の結果を参考に引用 した。Ylは 同じ宮古市の山口館遺跡報告書 (平

成17年 3月 )の資料No 5の結果を参考に引用 した。空欄は分析未実施である。

附表6 砂鉄の化学成分分析結果  (°/。 )

資料h T Fe FeO Feヮ03 SiOっ Al,03 CaO MgO K20 Na20
上ヒ:吾 (%)

Fe203 FeO

793 262 144 022 869

595 675 193 021

Sl 677 157

S2 212 086

S3 664 236

S4 555 022 025 651

Yl 585 557 329 032 074

附表6 砂鉄の化学成分分析結果 (つづき)(°/。 )

資料h Ti02 MnO P205 C WV V 町
限

hlnO/

Ti09
V/Ti02

造淳

成分%
046 0567 0315 0130

040 077 0043 0158 0075 1275

０
０ 0,146 00355 394

S2 252 237 00720 0155 0,044 4525

S3 042 00299 0231 0110

S4 0133 0183

Yl 022 0.153 105 020 0150 0136

附表 7 砂鉄の粒度分布と算術平均系 (%、 μm)

資料No -100 +100 +150 +250 +500 +1000 +2830 平均粒度

磁  着 388 4272 ，
ｒ

非磁着 209 627 7719 0 24189
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附表 8 鉄滓の化学成分分析結果  (°/o)

資料No T Fe h71Fe FeO Fe203 Si02 A1203 CaO l�lgO K20 NttO
比 率 (%)

FeO Fe203

1 479 473 527

3 353

6 246 337 067 054 356

7 540 397 043 595 405

8 542 123 042 078 790

9 022 297 057 024 246

507 355 125 026

035 523 477

218 220

296 277 556

222 521

248 325

433 539 185

附編

附表 8 鉄滓の化学成分分析結果 (つ づき)(°/o)

資料hlo Ti02 MnO P205 Co C部「 C V Cu
Ti02/
T Fe 耐的

造浮
成分%

1 024 <0001 0025 0136 6164

3 0 0 0189 0001 081 2523

6 0 9 0442 0001 0190 2700

7 0 2 0257 <0001 0014 0154 2543

0 7 0232 <0001 0001 0127 2510

0 5 0177 036 0024 0114 2250

0 0 <0001 0018 0108 2871

11 0231 0002 0118 1981

0286 <0001 0133 方
仕

0214 0003 392 0003 0016 0148 2062

0005 0010 0152 1167

0512 013 0145 3513

065 0814 0005 005 028 0073 0205 3818

CW=化 合水、造津成分 =Si02+A1203+CaOtt MgO+Na20 tt K20
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割沢遺跡出土鉄津等の分析調査

附表10 X線 回折結果

資料No 同定鉱物種 と回折強度

1 Q:最強、F,M,Go:有

3 W:最強、F:中 、M:有

8 W:最強、F:強、M,Go:有

9 Wi強、F:中、M,Go:有

M:最強、F:強、H:有

F:最強、M:強、Q:有

Q:最強、F,Wi中 、M:有

W,Q:強 、M,Go:中 、F:有

M,U:最 強、F:強

M,U:最 強、F:強

鉱物記号 :W(ウスタイト:Wustite FeO)、 M(マ グネタイト :Magnetite Fe304)ヽ F(フ ァイヤライト:Fayalite― アルミナFe2Si04)

Go(ゲーサイト:Goethite a FeOOH)、 Q,Cb(シ リカ、クリス トバライト:Quartzsi02)、 H(ヘマタイト:Hematite‐ Fe203)ヽ

U(ウ ルボスピネル :Ul■ /ospine1 2FeO・ Ti02)

附表 9 鉄製品の化学成分分析結果  (°/。 )

資料hlo C Ｃ
υ ふノIn P S Cu Ni Co Al V Ti Ca ふア[g

302 <0001 <0001 0004 0011 く0001 (0001 く0001

320 0003 0010 0017 0017 0041 0011

0036 0021 0013 0003 0011 0019 025

0029 0004 0040 0004 0014 0016 0_016 0032

185 013 0037 0079 0001 0001 021 0049 018

020 0013 030 0019

018 <0001 0033 0005 0018 0014 0001
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FeOn‐ Fe203‐ Si02系 状態図

日qud oxy」 ィ
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FeO―Fe203~Si02系 状態 図 (by OSborn and Muan):Sttg Adas

[ドイツ鉄lll協会](1981)[X/eJag Sta■ Ss働 1〕 Ddssddort Fig 106,P,76

附図 2 FeOn― Fe203~Si02系 鉄滓の平衡状態図

FeOn‐ Si02‐Ti02系状態図
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附図 3 FeOn‐ Si02‐ T'02系鉄滓の平衡状態図
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附図4 出土鉄淳の全鉄量(T.Fe)と 二酸化チタン量(Ti02)の 分布図
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割沢遺跡出土鉄津等の分析調査

附図5 製錬滓と鍛冶滓の分類
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高酸化チタン秒鉄
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附図7 砂鉄と鉄鉱石原料の金鉄量(T.Fe)と 酸化チタン量(Ti02)と の関係
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割沢遣跡出土鉄津等の分析調査
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割沢遣跡出上鉄津等の分析調査
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割沢遺跡出土鉄津等の分析調査
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割沢追跡出土鉄淳等の分析調査
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害↓沢遣跡出上鉄津等の分析訓査
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割沢遺跡出土鉄津等の分析調査
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割沢遺跡出土鉄淳等の分析調査
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割沢遺跡出土鉄津等の分析調査
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1号溝状遺構 検出 1号溝状遺構 断面

1号溝状遺構 断面
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6号溝状遺構 検出

写真図版16 溝状遺構 (2)

6号溝状遺構 断面



P32 断面

P33 断面

P61 断面 P35  完掘

写真図版17 2号柱穴列

-243-



1号排滓場

検出

2号排,宰場

検出

3号排,宰場

検出

，
Ｅ

・ ギ
韓
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写真図版18 〕1滓場 (1)
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3号排滓場

メイン トレンチ

完掘

写真図版19 "F滓場 (2)
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6。 7VWグ リッド桂穴群 完掘

P7 断面 P34 断面

!遮Ⅲす  1生 II:す

写真図版20 柱穴 (1)

P39 凶iF面 P40 四千F面
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P41 断面

P52

P45 断面
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P58 四千F面

P57 断面

P65 断面

写真図版21 柱穴 (2)
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1号不明遺構 検出

1号不明遺構 断面 1号焼土遺構・ 1号不明遺構 断面

1号焼土遺構 検出検出                    1号 配石遺構 検出

写真図版22 不明遺構・焼土遺構・配石遺構
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7V
警出土状況

写真図版23 遺物出土状況
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断面

東西方向東

東西方向中央

東西方向西

南北方向
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写真図版24 1号土坑



・ギ 2号土坑

完掘・断面

3号土坑

完掘

3号土坑

断面

写真図版25 土坑
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ぺこ

移

賄
P4P3 断面

P5 完掘P5 断面

写真図版26 1号柱穴列
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縄文土器

687

火打石砥 石

写真図版27 近世以前の遺物 。近世の石器 (1)
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要 石

石灰塊

写真図版28 近世の石器 (2)
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写真図版29 近世の石器 (3)
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写真図版30 土製品等・炉壁
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写真図版31 羽口 (1)
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写真図版32 羽口 (2)
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395

写真図版34 羽口 (4)
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写真図版35 鉄製品 (1)
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写真図版36
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写真図版37 鉄製品 (3)
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写真図版38 鉄製品 (4)

-264-



885

891      890

８８８

881

６９８

生

ｒ

ｈ

８９７８９２８９３

-265-
写真図版39 鉄製品 (5)
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写真図版40 銅製品
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写真図版41 銭貨



1013

1014

鍛冶系炉底滓
1011・ 1012:I類 (椀形)、  1013・ 1014:Ⅱ 類 (皿形)、 1015:Ⅲ 類 (平坦)、

1016。 1017:Ⅲ -2c類 (平坦、炉壁付着)、 1018:I類と羽回の再結合、

10刊 9:Ⅲ -1類 (平坦、有突起)
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写真図版42 鉄滓 (1)



1021

1025

1020・ 1021:炉底滓付着の突起、 1022:有突起炉底滓、 1023～ 1025:小割りされた炉底滓

写真図版43 鉄滓 (2)
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1026:鍛冶系炉内滓A類

1027:鍛治系炉内滓B類

写真図版44 鉄滓 (3)
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鉄塊系遺物
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写真図版45 鉄滓 (4)
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写真図版46 動物遺体
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ふ りが な

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コ ー ド 】ヒれ革 東経
調査期間 調査面積 調査原因

TFIH丁本寸 遺跡番号

割沢遺跡 岩手県下閉伊

郡 普 代 村 第
ち わり

30地 割147-3

ほか

03485 KG01-2113 39度

58分

48秒

141度

49ケ訃

44ん少

20070516

20070810

3,170∬ 農用地総合整

備事業

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物 特 記 事 項

割沢遺跡 散布地 縄文時代 縄文土器13点、磨石 1点

古  代 土師器 2点

鉄山跡 近  世 掘立柱建物
鍛冶炉
炭窯
焼土遺構
溝状遺構
柱穴列
柱穴
排津場
不明遺構

棟
基
基
基
条
条
個
所
基

４

７

２

３

６

１

４

箇

１

２

３

陶磁器小コンテナ65箱
石器・石製品31点
羽口中コンテナ865箱
対蝸・不明土製品等 6点
鉄木呂 1・ 十能状 1・ 鍬 1・

小刀 3・ 自在鉤 1・ 顛 1・

火打金 2・ 釣金具 2・ 金具
3・ 鑑11・ 角釘114・ 穴突
き状 1・ のろだし状 1・ 掻
き具状 1・ 斧状 1・ へ ら状
1・ 筒状 1・ 板状 1・ 格子
】犬1・ 刀】犬1・ 刈ヽ刀】犬7・

角棒状 4・ 棒状 1・ 針状 3・

鉄塊状 12・ 警 3点・煙管14

点。不明 1、 銭貨54点、炉壁、
鉄津、貝殻

割沢鉄山の一部であ

る鍛冶場を検出

上屋構造 を持つ鍛冶

炉を検出

時期不明 土坑
柱穴列
配石遺構

基
条

基

３

１

１

磁器 2点、鉄製品、銅製品

要 約

普代川沿いの山間地に立地する。平成8年に測量調査が行われており、大鍛冶場と推定された

区域に相当する。農用地総合整備事業下閉伊北区域農業用道路普代工区の道路新設工事に伴う
もので、南北に山がせまり、三日月状に広がる平坦な部分と南狽Iの急斜面が調査区となっている。

割沢鉄山に関係する遺構群は本調査区の東側で検出された。

縄文時代・古代の遺構は検出されなかったが、少量ながらも遺物が出土し、周辺に集落が存在

することが考えられる。

本調査区の中心となる遺構 '遺物は19世紀前半の江戸時代後期の割沢鉄山に関係するものであ
る。主となるものは鍛冶場に関係する遺構群と初F岸場である。炉は7基検出され、平面形状は円

形もしくは楕円形基調である。上屋構造の伴うものが3基確認され、そのうち3号鍛冶炉を含む 1

号鍛冶工房は残存状態が良好である。炉や作業場を含むスペースを覆う4間 × 2間の掘立柱建物
や建物の周囲に排水機能を有する可能性が高い溝が伴っている。炉は構築時に除湿を目的とした
と考えられる地山や炉体の焼き締め作業が行われているのも確認されている。

遺物に関しては、鍛冶関係の道具類の他、肥前産の磁器や大堀相馬産や小久慈産の陶器がまと

まって出土している。割沢鉄山が操業されていた時期は小久慈焼の創業期と重なっており、創業
期の様相を解明する貴重な資料である。
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